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信
　
　
夫

序
章

F
inT

ech

と
称
さ
れ
る
金
融
技
術
革
新
が
急
速
に
進
み
、
金
融
（finance

）
と
Ｉ
Ｔ
技
術
（technology

）
を
融
合
し
た
金
融
工
学
分
野

の
技
術
革
新
で
あ
る
が
、
金
融
業
発
展
の
た
め
の
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
の
観
点
か
ら
金
融
規
制
当
局
・
中
央
銀
行
、
メ
ガ
バ
ン
ク

な
ど
が
大
き
な
関
心
を
示
し
て
対
応
を
図
り
つ
つ
あ
る
。
他
方
で
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
ほ
か
規
制
上
の
課
題
が
あ
り
、
仮
想
通

貨
交
換
所
の
破
綻
事
案
発
生
に
み
る
通
り
、
利
用
者
保
護
の
枠
組
み
の
整
備
の
必
要
性
も
検
討
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。

我
が
国
で
は
二
〇
一
六
年
五
月
銀
行
法
等
改
正
法
に
お
い
て
、
銀
行
等
に
よ
る
金
融
関
連
Ｉ
Ｔ
企
業
等
へ
の
出
資
の
容
易
化
、
仮
想
通

貨
交
換
業
に
か
か
る
制
度
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
五
月
改
正
で
は
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication P
rogram

m
ing Interface

）

促
進
の
観
点
か
ら
銀
行
に
求
め
ら
れ
る
措
置
（
同
五
二
条
の
六
一
の
一
一
等
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
活
用
、
業
務
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ

論
　
説

三
九



ン
グ
化
な
どF

inT
ech

制
度
面
の
課
題
は
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。

F
inT
ech

の
技
術
革
新
は
急
速
か
つ
影
響
も
大
き
く
、
最
終
的
な
形
態
あ
る
い
は
全
容
を
現
時
点
で
完
全
に
見
通
す
こ
と
は
困
難
と
も

い
え
る
中
、
本
稿
はF

inT
ech

関
連
制
度
に
つ
い
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
絞
り
、
先
行
研
究
な
ど
も
基
に
概
要
を
整
理
し
、

最
新
の
動
向
も
踏
ま
え
て
展
望
に
向
け
た
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
銀
行
法
等
の
改
正
、
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
規
制

な
ど
関
連
す
る
法
制
面
、
理
論
面
の
み
な
ら
ず
、
メ
ガ
バ
ン
ク
等
の
既
存
金
融
機
関
やF

inT
ech

企
業
の
多
様
な
実
務
・
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
に
も
亘
る
領
域
で
あ
り
、
包
括
的
な
視
点
か
らF

inT
ech

に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
な
ど
を
考
察
し
、
取
り
纏
め

を
図
っ
て
い
る
。

第
一
章
　F

inT
ech

関
連
業
務
と
法
制
度

１
．FinTech

関
連
法
制
の
概
要

F
inT
ech

に
か
か
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、F

inT
ech

関
連
業
務
と
法
制
度
に
つ
い
て
概
要
を
示
し
て
お

き
た
い
。
我
が
国
の
法
制
度
面
と
し
て
は
、
従
前
の
金
融
規
制
で
用
い
ら
れ
た
手
法
で
あ
る
業
態
別
規
制
、
金
融
商
品
の
内
容
の
規
制
を

基
礎
と
し
て
こ
れ
ま
で
は
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
２
）

。

先
ず
二
〇
一
六
年
に
お
い
て
は
銀
行
法
と
資
金
決
済
法
等
の
改
正
が
図
ら
れ
、
①
金
融
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
経
営
管
理
の
充
実
と
し
て

銀
行
持
株
会
社
が
果
た
す
べ
き
機
能
の
明
確
化
、
②
共
通
・
重
複
業
務
の
集
約
等
に
よ
る
金
融
仲
介
機
能
の
強
化
と
し
て
持
株
会
社
・
子

会
社
へ
の
集
約
等
の
許
容
、
③
Ｉ
Ｔ
進
展
に
伴
う
技
術
革
新
へ
の
対
応
と
し
てF

inT
ech

企
業
の
子
会
社
化
な
ら
び
に
決
済
関
連
事
務

受
託
の
容
易
化
、
④
仮
想
通
貨
へ
の
対
応
と
し
て
仮
想
通
貨
交
換
業
に
か
か
る
規
制
導
入
な
ら
び
に
犯
収
法
の
対
応
等
が
整
備
さ
れ
て
い

四
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川
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る
。続

い
て
二
〇
一
七
年
に
お
い
て
は
銀
行
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
①
電
子
決
済
等
代
行
業
者
に
関
す
る
規
制
整
備
、
②
電
子
決
済
等
代
行

業
者
の
体
制
整
備
な
ら
び
に
安
全
管
理
に
か
か
る
措
置
、
③
電
子
決
済
等
代
行
業
者
の
金
融
機
関
と
の
契
約
締
結
、
④
金
融
機
関
に
お
け

る
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
か
か
る
措
置
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
金
融
庁
に
よ
る
関
連
法
制
度
の
方
向
性
と
し
て
は
、
①
同
一
機
能
・
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
同
一
ル
ー
ル
を
適
用
し
、
業
態
別
か

ら
機
能
別
規
制
へ
の
転
換
を
図
る
。
②
金
融
に
関
す
る
基
本
的
概
念
な
ら
び
に
ル
ー
ル
の
横
断
化
を
図
り
、
金
融
規
制
に
お
け
る
定
義
の

横
断
化
を
進
め
る
。
③
環
境
変
化
に
対
応
す
べ
く
規
制
の
横
断
的
見
直
し
、
制
度
面
の
障
害
除
去
等
の
検
討
を
進
め
ん
と
す
る
。

２
．
各
分
野
毎
の
整
理

F
inT
ech

関
連
業
務
と
法
制
度
の
大
ま
か
な
整
理
を
行
っ
て
お
き
た
い
（
３
）

。

⑴
　
仮
想
通
貨
　
二
〇
一
七
年
四
月
施
行
の
改
正
資
金
決
済
法
に
お
い
て
、
①
仮
想
通
貨
と
法
定
通
貨
の
交
換
を
行
う
業
務
、
②
仮
想

通
貨
同
士
の
交
換
を
行
う
業
務
、
③
①
、
②
の
業
務
の
媒
介
・
取
次
ぎ
ま
た
は
代
理
業
務
、
④
①
─
③
に
際
し
て
利
用
者
の
金
践
・
仮
想

通
貨
の
管
理
を
行
う
業
務
に
関
し
て
は
仮
想
通
貨
交
換
業
と
し
て
登
録
が
求
め
ら
れ
る
。

イ
　
電
子
決
済
等
代
行
業
　
二
〇
一
七
年
五
月
成
立
の
改
正
銀
行
法
に
お
い
て
、
①
預
金
者
の
預
託
を
受
け
て
口
座
内
の
資
金
を
移
動

さ
せ
る
為
替
取
引
を
行
う
こ
と
を
銀
行
に
対
し
て
指
図
す
る
業
務
、
②
預
金
者
等
の
預
託
を
受
け
て
口
座
に
か
か
る
情
報
を
取
得
し
、
預

金
者
に
提
供
す
る
業
務
に
関
し
て
は
、
電
子
決
済
等
代
行
業
と
し
て
登
録
が
求
め
ら
れ
る
。

ロ
　
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
関
連
　
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
ロ
ボ
ア
ド
（
４
）

）
関
連
と
し
て
は
、
リ
ス
ク
選
好
等
の
各
種
質
問
に
対
す
る
顧
客

の
回
答
内
容
を
踏
ま
え
、
顧
客
に
適
し
た
一
般
的
な
資
産
ク
ラ
ス
別
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
構
成
割
合
）、
個
別
の
有
価
証
券
の
提
示
を
行
う

四
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場
合
、
①
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
報
酬
を
碍
ず
に
行
い
、
個
別
契
約
の
締
結
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
登
録
等
は
不
要
と
な
る
。
②
報
酬
を

得
て
行
い
個
別
契
約
が
締
結
さ
れ
れ
ば
投
資
助
言
業
に
該
当
し
、
登
録
が
必
要
と
な
る
。

ハ
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
二
〇
一
四
年
金
融
商
品
取
引
法
改
正
に
よ
り
、
①
投
資

型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
規
制
、
②
電
子
申
込
型
電
子
募
集
取
扱
業
務
（
金
融
商
品
取
引
業
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
七
〇
条
の

三
第
三
頂
）
の
関
連
規
制
が
整
備
さ
れ
た
。
③
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
者
と
し
て
登
録
が
必
要
と
な
る
。

第
二
章
　
銀
行
の
将
来
像
とF

inT
ech

法
規
制
の
あ
り
方

１
．
金
融
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
進
展
─
金
融
規
制
の
横
断
化
と
行
政
の
転
換
─

我
が
国
で
は
金
融
庁
用
か
ら
顧
客
や
金
融
機
関
が
形
成
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
な
ら
び
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
変
化
の
方
向
を
決
め
る
要
因
に
関
し
四
つ
の
段
階
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
五
月
金
融
庁
森
信
親
長
官
（
５
）

）。

①
金
融
機
関
ハ
ブ
型
（
⒜
既
存
の
金
融
構
造
を
中
心
にB

etter B
ank

あ
る
い
はN

ew
 B

ank

を
指
向
）、
②
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
企
業
中
心
型

（
Ｐ
Ｆ
Ｍ（６
）

な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
を
主
体
と
す
るR

elegated B
ank

）、
③
取
引
所
型
（
Ｐ
２
Ｐ
（peer-to-peer

）、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ

ミ
ー
型
の
構
造
でD

isinterm
ediated B

ank

を
指
向
）、
④
分
散
型
（
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の
分
散
型
構
造
でD

isinterm
ediated B

ank

を
指
向
）

の
四
類
型
に
よ
る
金
融
改
革
モ
デ
ル
で
あ
る
。

①
現
在
の
金
融
市
場
は
、
銀
行
や
保
険
会
社
が
ハ
ブ
と
な
り
自
身
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
通
じ
て
顧
客
の
仲
介
の
ハ
ブ
と
な
る
形
が
中

心
で
あ
る
。
②
新
し
い
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
顧
客
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
組
合
わ
せ
に
な
り
、

顧
客
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
担
う
企
業
が
外
部
か
ら
最
も
顧
客
の
利
益
に
沿
う
と
考
え
ら
れ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
し
て
顧
客
に

四
二
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提
供
す
る
形
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
場
合
、
新
し
い
付
加
価
値
の
大
半
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
企
業
に
帰
属
し
、
金
融
機
関
は
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
供
給
者
の
役
割
に
留
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
方
、
金
融
機
関
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
企
業
の
役
割
を
果
た
し
、
他
の
金
融
機
関

や
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
連
携
す
る
形
式
も
あ
り
う
る
。
③
次
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
る
分
散
処
理
が
進
め
ば
顧
客
が

直
接
取
引
所
に
参
加
す
る
形
式
、
ル
ー
ル
設
定
な
ど
を
担
う
仲
介
役
の
元
で
顧
客
同
士
が
多
角
的
に
直
接
取
引
を
行
う
形
式
へ
の
発
展
も

考
え
ら
れ
る
。
④
更
に
は
、
金
融
機
関
ハ
ブ
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
残
し
つ
つ
サ
ー
ビ
ス
特
性
に
よ
っ
て
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
棲
み

分
け
ら
れ
、
共
存
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
で
は
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
比
重
が

薄
ま
り
、
資
本
市
場
の
持
つ
特
性
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。

２
．
金
融
規
制
の
変
容
─
機
能
別
規
制
と
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
─

新
し
い
技
術
の
活
用
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
バ
ン
ド
ル
・
リ
バ
ン
ド
ル
が
進
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
機
能
の
担
い
手
が
変
化
す
る

に
つ
れ
、
金
融
分
野
の
競
争
促
進
、
顧
客
と
共
有
さ
れ
る
価
値
創
造
が
生
じ
て
く
る
。
金
融
規
制
と
し
て
は
、
機
能
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン

グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
可
能
に
す
る
べ
く
、
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
単
位
の
規
制
か
ら
機
能
別
の
規
制
へ
重
点
を
移
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
（
７
）

。規
制
で
守
る
べ
き
機
能
（
預
金
、
決
済
、
信
用
創
造
）、
多
様
な
形
態
の
間
の
競
争
条
件
の
公
平
の
確
保
、
グ
ル
ー
プ
内
の
利
益
相
反
の

防
止
、
規
制
し
な
い
機
能
か
ら
守
る
べ
き
機
能
へ
の
リ
ス
ク
遮
断
の
確
保
、
顧
客
情
報
の
適
切
な
管
理
、
金
融
仲
介
の
ハ
ブ
型
か
ら
分
散

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
へ
の
変
容
、
市
場
規
制
的
な
視
点
の
比
重
の
高
ま
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
利
用
者
保
護
の
両
立
な
ど
へ
の
対
応
が
焦

点
と
な
っ
て
く
る
。

か
か
る
対
応
の
鍵
と
し
て
、
①
機
能
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
可
能
と
す
る
た
め
に
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
単
位
の
規
制

四
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か
ら
機
能
別
の
規
制
に
重
点
を
移
す
必
要
が
高
ま
る
。
②
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
が
ハ
ブ
型
か
ら
分
散
型
に
な
る
こ
と
か
ら
、
金
融
規

制
も
市
場
規
制
的
な
比
重
が
高
ま
り
、
開
示
、
不
公
正
取
引
の
防
止
、
適
合
性
の
原
則
な
ど
の
ル
ー
ル
を
取
引
特
性
に
応
じ
て
負
担
の
少

な
い
形
で
設
計
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
過
剰
規
制
に
陥
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
す
る
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
レ

ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
（R

egulatory S
andbox

規
制
の
砂
場
）
の
治
験
が
英
国
な
ど
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
②
利
用
者
保
護

を
両
立
さ
せ
る
必
要
性
か
ら
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
（
実
証
内
容
と
リ
ス
ク
を
説
明
し
た
上
で
の
参
加
の
同
意
の
確
認
）
が
鍵
と

な
る
。
実
験
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
リ
ス
ク
を
説
明
し
て
実
験
へ
の
参
加
の
同
意
を
確
認
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
重
要

と
な
る
。

我
が
国
の
政
府
当
局
か
ら
は
法
制
上
の
措
置
を
講
じ
る
に
当
た
り
、
日
本
版
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
五
原
則
と
し
て

以
下
の
内
容
が
提
言
さ
れ
て
い
る
（
８
）

。

①
実
証
優
先
主
義
　
既
存
の
規
制
に
ど
う
適
合
し
得
る
か
を
審
査
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、T

ry F
irst

を
旨
と
し
た
制
度
と
す

る
こ
と
。
②
リ
ス
ク
の
適
切
な
管
理
　
実
証
に
伴
っ
て
生
じ
る
リ
ス
ク
の
管
理
は
、
参
加
者
や
期
間
を
限
定
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
の
下
で
行
う
こ
と
等
を
基
本
と
し
て
設
計
す
る
こ
と
。
③
高
い
レ
イ
ヤ
ー
で
の
政
府
一
元
的
な
体
制
　
関
係
省
庁
間
で
効
果
的
な

調
整
権
限
を
発
揮
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
実
装
に
よ
る
成
長
戦
略
を
政
府
横
断
的
に
強
力
に
推
進
す
る
一
元
的
な
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
。
④
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
と
事
後
的
な
検
証
　
実
証
た
め
の
柔
軟
な
対
応
、
実
証
に
よ
り
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
の
確
保
な
ど
ハ
ン
ズ
オ

ン
支
援
を
丁
寧
に
行
い
、
実
証
の
成
果
を
ル
ー
ル
整
備
や
政
策
立
案
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
。
実
証
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
に
お

け
る
デ
ー
タ
も
貴
重
な
資
産
で
あ
る
旨
を
踏
ま
え
る
こ
と
。
⑤
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
関
与
　
各
省
庁
の
担
当
部
門
は
規
制
の
執
行
部

門
と
は
異
な
る
部
門
と
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
の
推
進
に
責
任
を
有
す
る
経
営
ト
ッ
プ
が
直
轄
す
る
部
局
と
す
る

四
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こ
と
。

第
三
章
　 

銀
行
の
将
来
像
と
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
、F

inT
ech

の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス

構
築
と
業
種
横
断
化
に
向
け
た
法
制
整
備

１
．
銀
行
の
段
階
的
将
来
像
と
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
な
ら
び
に
銀
行
の
対
応

　
　
　
　
─FinTech
時
代
に
相
応
し
た
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
に
向
け
て
─

⑴
　
銀
行
業
が
変
容
す
る
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
と
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ

銀
行
の
段
階
的
将
来
像
に
関
し
て
国
際
機
関
の
動
向
を
見
る
と
、
一
九
七
四
年
に
Ｇ
10
諸
国
の
中
央
銀
行
総
裁
等
の
合
意
に
よ
り
銀
行

監
督
に
関
す
る
継
続
的
な
協
力
の
た
め
の
協
議
を
行
う
べ
く
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
で
創
設
さ
れ
た
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
に
お
い
て

想
定
シ
ナ
リ
オ
な
ど
が
提
示
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
つ
つ
あ
る
。
金
融
庁
が
示
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
も
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会

の
想
定
シ
ナ
リ
オ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
以
下
で
は
そ
の
概
略
を
示
し
て
い
き
た
い
。

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（B

asel C
om

m
ittee on B

anking S
upervision B

C
B

S

）
は
、
二
〇
一
七
年
八
月
三
一
日
市
中
協
議
文
書

「F
inT

ech

の
発
展
が
も
た
ら
す
銀
行
お
よ
び
銀
行
監
督
当
局
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ンIm

plications of fintech developm
ents 

for banks and bank supervisors （
９
）

」
に
お
い
て
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
、
顧
客
チ
ャ
ネ
ル
の
設
置
・
運
営
主
体
に
着
目
し
、

F
inT

ech

普
及
に
よ
り
銀
行
業
が
変
容
す
る
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
波
及
す
る
影
響
に
つ
い
て
以
下
の
通

り
、
分
析
し
て
い
る
（
10
）

。
ま
た
金
融
安
定
理
事
会
（F

inancial S
tability B

oard F
A

S

）、
国
際
通
貨
基
金
（International M

onetary F
und 

IM
F

）
か
ら
も
二
〇
一
七
年
に
金
融
シ
ス
テ
ム
と
規
制
当
局
に
関
す
る
報
告
書
が
相
次
い
で
発
出
さ
れ
て
い
る
（
11
）

。
な
お
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監

四
五



督
委
員
会
は
二
〇
一
八
年
二
月
一
九
日
「
サ
ウ
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
：F

inT
ech

の
発
展
が
も
た
ら
す
銀
行
及
び
銀
行
監
督
当
局
へ
の

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（S

ound P
ractices: Im

plications of fintech developm
ents for banks and bank supervisors

）
を
公
表
し
た
（
12
）

。

二
〇
一
七
年
八
月
公
表
の
市
中
協
議
文
書
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
内

容
面
で
は
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
概
略
は
、
①B

etter B
ank

（
よ
り
よ
い
銀
行
）
で
は
、
既
存
の
銀
行
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
高
度
化
す
る
。
②D

istributed B
ank

（
分
業
す
る
銀
行
）
で
は
、
既
存
の
銀
行
とF

inT
ech

企
業
が
垂
直
方
向
に
も
水
平
方
向
に
も
分
業
・
協
業
体
制
を
構
築
す
る
。
③

R
elegated B

ank

（
土
管
化
（
13
）

す
る
銀
行
）
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
顧
客
チ
ャ
ネ
ル
を
掌
握
し
、
そ
の
配
下
で
既
存
の
銀
行
と
そ
の

他F
inT

ech

企
業
が
水
平
に
分
業
・
協
業
体
制
を
構
築
す
る
。
④N

ew
 B

ank

（
新
規
参
入
に
よ
る
銀
行
代
替
）
で
は
、F

inT
ech

へ
の
強

み
を
活
か
し
て
新
た
に
参
入
し
た
銀
行
が
既
存
の
銀
行
を
代
替
す
る
。
⑤D

isinterm
ediated B

ank

（
中
抜
き
さ
れ
る
金
融
仲
介
）
で
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
分
散
化
が
進
み
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
等
の
概
念
も
消
滅
す
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
我
が
国
の
大
手
各
銀
行
は
金
融
機
関
ハ
ブ
型
のB

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
を
目
指
し
て
対
応
を
急
い
で
い
る
段
階
と

考
え
ら
れ
る
（
14
）

。

⑵
　
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
銀
行
に
向
け
た
提
言
─
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
で
は
銀
行
に
向
け
た
提
言
と
し
て
、
①F

inT
ech

発
展
の
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク
の
双
方
を
意
識
す
べ
き

こ
と
、
②F

inT
ech

時
代
に
相
応
し
い
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
変
革
す
べ
き
こ
と
、
③
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ･

リ
ス
ク
の
管
理
を
強
化

す
べ
き
こ
と
、
④
サ
ー
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
リ
ス
ク
対
応
を
推
進
す
べ
き
こ
と
を
提
示
す
る
。

イ
　
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性

四
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こ
の
う
ち
②F

inT
ech

時
代
に
相
応
し
た
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
に
関
し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
は
シ
ス
テ
ム
の

実
装
技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
変
容
す
る
中
で
既
存
の
銀
行
が
業
務
運
営
全
般
に
亘
り
、
予
期
し
な
い
形
で
種
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ

ル
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
く
と
整
理
し
て
い
る
。

B
etter B

ank
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
は
、
銀
行
は
既
存
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
（
15
）

の
枠
組
み
を
見
直
す
こ
と
な
く
デ
ジ
タ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用
を
漫
然
と
進
め
た
場
合
、
新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
の
潜
在
的
リ
ス
ク
の
評
価
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
後

手
に
回
り
、
業
務
継
続
を
困
難
と
す
る
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

D
istributed B

ank

やR
elegated B

ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
、
既
存
の
銀
行
とF

inT
ech

企
業
と
が
分
業
と
協
業
を
深
化
さ
せ
つ
つ
、

リ
ス
ク
管
理
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
れ
ば
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
に
対
す
る
脆
弱
性
が
構
造
的
に
高
ま
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
全

体
が
一
部
の
要
素
技
術
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
依
存
性
を
高
め
た
場
合
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
が
不
安
定
化
す
る
リ
ス
ク
も
高
ま
る
。

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
で
は
、F

inT
ech

普
及
の
速
さ
、
銀
行
業
務
へ
の
影
響
を
意
識
し
て
リ
ス
ク
管
理
体
制
な
ら
び
に
リ
ス
ク
ガ

バ
ナ
ン
ス
構
造
の
機
動
的
な
変
革
・
刷
新
を
進
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

ロ
　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
リ
ス
ク
管
理
の
強
化

次
に
③
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
に
関
し
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
の
中
で
も
先
鋭
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
伴
う
リ
ス
ク
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
が
あ
る
。
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
に
よ
れ
ば
、D

istributed 

B
ank

、R
elegated B

ank

の
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
銀
行
が
要
素
技
術
を
提
供
す
るF

inT
ech

企
業
に
コ
ア
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
、
逆

に
銀
行
が
顧
客
チ
ャ
ネ
ル
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
場
合
に
リ
ス
ク
管
理
責
任
の
所
在
が
曖
昧
と
な
り
、
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
易
く
な
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

四
七



バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
で
は
、
銀
行
こ
そ
が
委
託
先
の
リ
ス
ク
管
理
に
責
任
を
負
う
べ
き
と
説
き
、
銀
行
がF

inT
ech

企
業
と

交
わ
す
業
務
委
託
契
約
等
に
お
い
て
責
任
の
分
界
点
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
立
ち
入
り
や
重
要
文
書
の
閲
覧
の
監
査
権
限
（right to 

audit

）
に
関
す
る
条
項
を
整
備
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
らF

inT
ech

企
業
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
っ
て
リ
ス
ク
管
理
に
お
い
て
も
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
る
場
合
は
こ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
限
界
が
生
じ
る
た
め
、
既
存
の
銀
行
の
み
な
ら
ずF

inT
ech

企
業
に
対
し
て
も
銀
行
業
に
求
め
て
き
た
と
同
等
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
構
造
や
リ
ス
ク
管
理
体
制
具
備
を
求
め
る
の
こ
と
が
金
融
当
局
を
含
め
た
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
サ
ウ
ン
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
銀
行
業
で
醸
成
さ
れ
た
リ
ス
ク
文
化
を
共
有
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
企
業
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
（
16
）

に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
惹
起
す
る
も
の
と
評
価
す
る
た
め
で
あ
り
、N

ew
 B

ank

シ
ナ
リ
オ

に
お
い
て
参
入
す
る
企
業
に
も
該
当
す
る
。

ハ
　
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
で
は
、F

inT
ech

普
及
の
度
合
い
に
比
例
し
て
銀
行
が
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
に
晒
さ
れ
る
も
の
と
整
理
し
、

銀
行
が
決
済
代
行
等
を
行
うF

inT
ech

企
業
等
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
開
放
し
て
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
相
互
連
関
性
が
高
ま
る
過
程
に
お
い
て
、
サ

イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
に
対
す
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
増

加
に
相
応
し
た
管
理
体
制
の
構
築
・
整
備
を
促
し
て
い
る
（
17
）

。

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
増
加
の
過
程
に
お
い
て
、B

etter B
ank

、D
istributed B

ank

シ
ナ
リ
オ
を
描
い
て
い
た
既
存
銀
行
が
サ
イ
バ
ー
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
管
理
負
担
に
耐
え
き
れ
ず
、
顧
客
チ
ャ
ネ
ル
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
明
け
渡
す
と
い
うR

elegated B
ank

シ
ナ

リ
オ
に
取
り
込
ま
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
（
18
）

。

四
八



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

第
四
章
　F

inT
ech

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析

１
．
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
展
開
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析

　
　
　
　
─
国
際
金
融
規
制
な
ら
び
に
戦
略
的
リ
ス
ク
の
視
点
を
交
え
て
─

上
記
のF

inT
ech

に
か
か
る
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に

対
応
す
る
制
度
設
計
の
あ
り
方
等
に
視
点
を
当
て
更
に
検
討
を
深
め
た
い
。

⑴
　
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析
と
国
際
金
融
規
制

五
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
毎
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析
（scenario analysis

）
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

金
融
危
機
の
再
発
防
止
に
係
る
国
際
金
融
規
制
の
関
連
を
交
え
て
概
観
し
て
お
き
た
い
（
19
）

。
各
シ
ナ
リ
オ
毎
に
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
（T

oo big to fail

大
き
す
ぎ
て
つ
ぶ
せ
な
い
）
問
題
な
ど
に
対
す
る
影
響
等
に
関
し
て
跛
行
性
が
窺
え
、F

inT
ech

の
発
展
は
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
・
リ
ス
ク
を
縮

小
す
る
反
面
で
透
明
性
ほ
か
の
課
題
が
生
じ
る
こ
と
、
更
に
は
異
な
っ
た
形
に
よ
る
新
た
な
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
と
で
も
い
う
べ
き
問
題
を
想
起
し

か
ね
な
い
こ
と
、
新
た
な
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
に
よ
る
寡
占
化
か
ら
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
が
増
幅
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
な
ど
が
考
察
さ
れ
て

い
る
。

⒜
　B

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ

B
etter B

ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
重
要
な
リ
ス
ク
（T

he key risks
）
は
、
新
し
い
戦
略
の
遂
行
に
関
連
し
た
リ
ス
ク
で
あ
り
、
戦

略
・
収
益
向
上
の
リ
ス
ク
（the strategic and profitability risks

）
で
あ
る
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
は
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
（cyber-

risks

）、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
依
存
（reliance on outsourcing

）
に
よ
り
増
大
す
る
と
み
ら
れ
る
。
特
に
既
存
の
銀
行
な
ど
が
従
来
の
シ

四
九



ス
テ
ム
環
境
か
ら
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
移
行
す
る
過
程
で
、
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
く
る
。

金
融
監
督
当
局
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
新
し
い
技
術
や
金
融
商
品
を
効
率
的
に
監
督
す
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

⒝
　D

istributed B
ank

分
業
体
制
が
進
展
す
る
と
共
に
、
銀
行
な
ら
び
に
金
融
監
督
当
局
に
お
い
て
複
数
の
第
三
者
を
介
し
て
の
末
端
の
取
引
（end-to-end 

transactions

）
全
て
の
リ
ス
ク
管
理
を
い
か
に
効
率
的
に
行
う
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
形
成
が
課
題
と
な
る
。
特
に
個
人
情
報
保
護
の
問
題

も
あ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
視
点
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
金
融
政
策
に
お
い
て
金
融
安
定

の
面
か
ら
は
、D

istributed B
ank

に
お
い
て
は
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
（T

oo big to fail

）
の
問
題
点
は
減
少
す
る
が
、
他
方
で
相
互
の
連
関
が
進

展
し
て
金
融
機
関
相
互
間
に
お
け
る
透
明
性
が
希
釈
化
さ
れ
る
（the dilution of accountability

）
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
〇
年
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
（D

odd–F
rank W

all S
treet R

eform
 and C

onsum
er P

rotection A
ct

金
融
改
革
法
）
に
お
け

る
ボ
ル
カ
ー
ル
ー
ル
で
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危
機
の
再
発
防
止
に
対
処
す
べ
く
、
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
問
題
へ
の
対
処
あ
る
い
は
過
大
な
リ
ス
ク

テ
イ
ク
防
止
な
ど
を
主
旨
と
し
て
自
己
勘
定
に
よ
る
リ
ス
ク
投
資
の
制
限
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
が
敷
か
れ
て
い
る
が
、

こ
の
点
でD

istributed B
ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
は
結
果
的
に
は
か
か
る
リ
ス
ク
の
低
減
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
反
面
で
は

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ン
の
共
有
化
（a sharing of the value chain
）、
細
分
化
さ
れ
た
銀
行
セ
ク
タ
ー
（a m

ore fragm
ented banking sector

）

に
よ
る
分
業
体
制
に
伴
い
、
透
明
性
の
面
で
課
題
も
生
じ
て
く
る
。

⒞
　R
elegated B

ank

R
elegated B

ank

（
土
管
化
し
た
銀
行
）
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
銀
行
は
顧
客
に
向
き
合
っ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
た
め
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
な
り
、
各
銀
行
は
必
要
に
応
じ
て
ラ
イ
セ
ン
ス
な
ど
を
提
供
す
る
。
こ
こ
で
は
銀
行
や
銀
行
監
督

五
〇



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

官
庁
が
末
端
同
士
の
取
引
あ
る
い
は
金
融
領
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
監
視
（m

onitor end-to-end 

transactions and system
ic risk

）
の
面
で
は
限
定
的
な
能
力
を
保
有
す
る
に
留
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
点
で
⒝D

istributed B
ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
は
、
銀
行
に
お
け
る
顧
客
と
の
関
係
の
喪
失
、
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

へ
の
依
存
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
あ
る
い
は
収
益
（revenue

は
新
た
な
仲
介
者
間
で
シ
ェ
ア
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
）
の
面
で
は
逆
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
即
ち
、
顧
客
と
向
き
合
う
フ
ロ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
で
あ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
各
銀
行
間
に
お
け
る
競
争
を
高
め
（accentuate com

petition

）、
顧
客
に
お
い
て
は
預
金
の
移
動
あ
る
い
は
融
資
の
申
し
込

み
に
係
る
積
極
的
な
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
（
価
格
設
定
）
な
ど
の
面
で
流
動
性
・
機
動
性
が
高
ま
る
（accelerate custom

er m
obility

）
こ
と
に

な
る
。

R
elegated B

ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
顧
客
の
保
護
に
お
い
て
も
重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
顧
客
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
操
作
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
自
動
化
プ
ロ
セ
ス
と
顧
客
デ
ー
タ
を
革
新
的
に
用
い
る
こ
と
に
依

拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
デ
ー
タ
に
係
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（data privacy and data security issues

）
に
加
え
て
、
こ
の

シ
ナ
リ
オ
で
は
金
融
市
場
に
お
け
る
不
適
切
な
業
務
が
増
加
し
や
す
く
な
る
。
も
し
も
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
数
が
少
な
け
れ
ば

そ
こ
へ
の
集
中
リ
ス
ク
（concentration risk

）
は
高
ま
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
企
業
（bigtech firm

s

）
が
大
き
な
市
場

シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
新
た
な
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｆ
（T

oo big to fail

）
問
題
に
繋
が
り
か
ね
な
い
（w

ill also lead to “too-

big-to-fail ” issues

）。

ま
た
個
人
情
報
保
護
法
制
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
と
の
関
係
が
も
っ
と
も
鮮
明
に
現
れ
、
そ
の
影
響
に
つ

い
て
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
シ
ナ
リ
オ
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

五
一



⒟
　N

ew
 B

ank

シ
ナ
リ
オ

N
ew

 B
ank

シ
ナ
リ
オ
の
段
階
に
入
る
と
、
多
く
の
既
存
銀
行
（m

any incum
bent banks

）
が
保
有
し
て
い
る
規
模
と
ス
ケ
ー
ル
で
は

効
率
的
な
改
造
が
困
難
と
な
る
。
ま
た
コ
ス
ト
効
率
の
良
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
の
日
常
業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
、

既
存
銀
行
が
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
間
に
合
う
受
容
可
能
な
期
間
内
で
顧
客
に
対
し
て
革
新
的
な
金
融
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
も
ま
た
困

難
と
な
る
。
新
し
い
銀
行
（neo-banks

）
が
相
当
程
度
の
大
き
さ
に
達
す
る
段
階
に
な
る
と
顧
客
の
提
携
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
バ
ン
ク

（challenger banks

）
に
移
行
し
、
収
益
低
下
と
利
益
面
の
減
少
が
も
た
ら
さ
れ
、
ま
た
投
資
家
行
動
に
お
い
て
も
よ
り
収
益
性
の
高
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
バ
ン
ク
に
フ
ァ
ン
ド
を
移
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
既
存
銀
行
で
は
経
営
面
の
安
全
性
と
健
全
性
に
お
い
て
問
題

（safety and soundness issues

）
を
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。

N
ew

 B
ank

シ
ナ
リ
オ
段
階
で
は
、
そ
れ
ま
で
は
何
と
か
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
図
り
、F

inT
ech

の
進
展
を
逆
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
把
握
し
て
グ
ル
ー
プ
化
な
ど
自
身
の
変
容
に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
既
存
銀
行
も
、
も
は
や
一
層
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
顧
客
へ
の
革
新
的

商
品
提
供
の
維
持
、
経
営
の
安
定
な
ど
の
点
でneo-banks

に
太
刀
打
ち
が
で
き
な
く
な
る
に
至
る
と
い
え
よ
う
。

⒠
　D

isinterm
ediated B

ank

シ
ナ
リ
オ

D
isinterm

ediated B
ank

（
中
抜
き
さ
れ
る
金
融
仲
介
）
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
短
中
期
的
に
は
ま
だ
相
応
の
規
模
に
は
達
し
な
い
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
多
く
の
技
術
上
や
法
的
な
制
約
要
因
が
あ
り
、
Ｐ
２
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
（P

2P
 

lending platform
s

）
は
借
り
手
と
貸
し
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
面
で
困
難
さ
を
抱
え
て
い
る
。
更
に
Ｐ
２
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
銀
行
、
年
金
基
金
や
生
命
保
険
会
社
の
よ
う
な
機
関
投
資
家
が
漸
次
リ
テ
ー
ル
の
投
資
家
に
代
替
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
依
存
し
て
い
る
。

五
二



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ
オ
は
銀
行
が
あ
る
種
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
か
ら
中
抜
き
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
（banks could be 

disinterm
ediated

）
と
い
う
潜
在
的
な
リ
ス
ク
の
存
在
（a potential risk

）
に
よ
っ
て
償
わ
れ
る
（coverd

）
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
に
お
い
て
鍵
と
な
る
リ
ス
ク
は
、
規
制
環
境
の
外
部
で
行
わ
れ
る
金
融
活
動
は
よ
り
緩
い
基
準
や
監
視
に
左
右
さ
れ
る
（be 

subject to looser standards and oversight

）
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
内
在
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
安
全
の
面
で
劣
位
に
な
り
や
す
い

（inherently less controlled and secure

）
側
面
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
銀
行
の
規
制
当
局
は
、
潜
在
的
に
金
融
産
業
に
お
け
る
リ

ス
ク
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
領
域
を
監
視
す
る
能
力
が
次
第
に
浸
食
さ
れ
る
こ
と
に
気
付
く
よ
う
に
な
る
。

⒠D
istributed B

ank

や
⒞R

elegated B
ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
、
既
存
の
銀
行
とF

inT
ech

企
業
と
が
分
業
と
協
業
を
深
化
さ
せ
つ

つ
、
リ
ス
ク
管
理
責
任
の
所
在
が
曖
昧
に
な
れ
ば
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
に
対
す
る
脆
弱
性
が
構
造
的
に
高
ま
る
。
金
融
シ
ス
テ

ム
全
体
が
一
部
の
要
素
技
術
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
依
存
性
を
高
め
た
場
合
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
が
不
安
定
化
す
る
リ
ス
ク
も
高

ま
る
。
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
で
は
、F

inT
ech

普
及
の
速
さ
、
銀
行
業
務
へ
の
影
響
を
意
識
し
て
リ
ス
ク
管
理
体
制
な
ら
び
に
リ

ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
機
動
的
な
変
革
・
刷
新
を
進
め
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

要
す
れ
ば
、
ま
だ
時
間
を
要
す
る
も
の
の
長
期
的
に
見
てD

isinterm
ediated B

ank

シ
ナ
リ
オ
の
段
階
ま
で
行
く
と
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
活
動
自
体
が
既
存
の
規
制
な
ど
の
及
ば
な
い
領
域
で
行
わ
れ
、
ま
た
国
際
的
に
み
て
緩
い
基
準
の
国
に
集
中
・
収
斂
す
る
と
い
う
規
制

の
裁
定
が
顕
著
と
な
る
。
規
制
当
局
も
技
術
的
に
追
い
つ
け
な
い
と
い
う
側
面
、
あ
る
い
は
仮
想
通
貨
で
は
準
拠
法
を
観
念
し
得
な
い
な

ど
の
制
約
も
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
う
し
た
金
融
活
動
を
監
視
す
る
能
力
を
徐
々
に
喪
失
し
て
い
く
根
源
的
な
リ
ス
ク
が
現
出
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
（
私
見
）。

五
三



２
．
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
広
範
な
リ
ス
ク
と
戦
略
的
リ
ス
ク
─
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
踏
ま
え
て
─

F
inT

ech

は
銀
行
な
ど
の
様
々
な
業
界
を
ま
た
い
で
広
範
な
リ
ス
ク
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
、
戦
術
・
戦
略
面
の
リ
ス
ク
の
要
素

（both tactical and strategic risk elem
ents

）
を
包
含
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
多
か
れ
少
な
か
れ
五
つ
の
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て

顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
20
）

。

⑴
　
戦
略
的
リ
ス
ク
（Strategic risk

）

ノ
ン
バ
ン
ク
のF

inT
ech

や
ビ
ッ
グ
テ
ッ
ク
企
業
（non-bank fintech or bigtech firm

s

）
に
向
け
た
銀
行
サ
ー
ビ
ス
の
急
速
な
ア
ン
バ

ン
ド
リ
ン
グ
（
解
体
）
と
い
う
潜
在
的
要
因
は
、
個
別
の
銀
行
に
と
っ
て
収
益
面
の
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る
。
既
存
の
金
融
機
関
は
、
も

し
新
規
参
入
者
が
よ
り
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
一
層
見
合
っ
た
形
で
効
率
的
に
技
術
革
新
を
起
こ
し
、
低
廉
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
市
場
シ
ェ
ア
や
利
潤
を
相
当
程
度
喪
失
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
今
日
の
環
境
下
で
は
、
先
見
性
や
機
動
性
の
欠
如

（a lack of anticipation and agility

）、
あ
る
い
は
収
益
性
の
高
い
顧
客
と
の
関
係
の
喪
失
ま
た
は
利
潤
の
低
下
に
よ
っ
て
、
大
手
の
金
融

機
関
に
お
い
て
は
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ク
ル
を
乗
り
切
る
能
力
を
弱
め
る
（w

eather future business cycles

）
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
。

credit spectrum

（
信
用
分
布
（
21
）

）
の
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
な
ど
、
よ
り
リ
ス
キ
ー
な
金
融
活
動
を
と
る
こ
と
で
生
じ
る
収
益
低
下
に
対
応
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

⑵
　
ハ
イ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
（H

igh operational risk
）
─
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
側
面
（system

ic dim
ension

）
─

金
融
シ
ス
テ
ム
に
連
鎖
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
側
面
か
ら
み
た
ハ
イ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

F
inT

ech

の
勃
興
は
銀
行
やF

inT
ech

企
業
な
ど
市
場
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
市
場
イ
ン
フ
ラ
間
の
Ｉ
Ｔ
に
か
か
る
相
互
依
存
性
が
高
ま
る

（m
ore IT

 interdependencies

）
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
こ
か
ら
特
に
当
該
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
一
社
、
あ
る
い
は
数
社
の
寡
占
的
な
プ
レ
ー

五
四



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

ヤ
ー
に
集
中
し
て
い
る
場
合
に
は
、
一
つ
の
Ｉ
Ｔ
の
事
象
が
起
き
た
場
合
に
そ
れ
が
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
危
機
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
と
い

う
こ
と
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。F

inT
ech

企
業
の
銀
行
業
界
へ
の
参
入
に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
さ
が
も
た
ら
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
リ
ス

ク
の
管
理
に
お
い
て
は
従
来
は
限
ら
れ
た
経
験
や
能
力
し
か
有
し
て
こ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
新
た
な
参
入
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
点
で
は
、
二
〇
一
八
年
一
月
二
六
日
仮
想
通
貨
取
引
所
大
手
か
ら
二
〇
一
八
年
一
月
保
有
し
て
い
た
仮
想
通
貨
（
Ｎ
Ｅ
Ｍ
）
が

不
正
に
外
部
へ
送
信
さ
れ
顧
客
か
ら
の
預
か
り
資
産
五
億
二
、三
〇
〇
万
Ｘ
Ｅ
Ｍ
が
流
出
す
る
事
件
の
発
生
が
想
起
さ
れ
る
。
シ
ス
テ
ム

リ
ス
ク
管
理
態
勢
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
等
本
来
備
え
る
べ
き
投
資
家
保
護
に
向
け
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
脆
弱
性
が
突
か
れ
た
事

案
で
あ
る
（
22
）

。

⑶
　
ハ
イ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
（H

igh operational risk

）

　
　
　
　
─
特
異
な
側
面
（idiosyncratic dim

ension

）、
ス
テ
ッ
プ
イ
ン
・
リ
ス
ク
な
ど
─

特
異
な
側
面
（idiosyncratic dim
ension

）
か
ら
み
た
ハ
イ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
革
新
的
な
金
融
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
増
殖
（A

 proliferation of innovative products and services

）
に
よ
っ
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
け
る
複
雑
さ
が
も
た
ら
さ
れ
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
の
管
理
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
一
層
困
難
さ
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
伝
統
的
な
銀
行
（L

egacy bank9

に
お
け

る
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
で
は
も
や
は
十
分
に
適
応
で
き
ず
、
実
務
の
面
で
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
更
で
は
十
分
な
対
応
も
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
幾
つ
か
の
銀
行
で
は
大
量
の
第
三
者
の
企
業
を
用
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
は
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
（cloud com

puting

）
の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
あ
る
い
は
他
のF

inT
ech

を
銀
行
の
提
携
先
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
こ

と
が
含
ま
れ
る
。
結
果
と
し
て
一
層
複
雑
さ
が
増
し
、
最
終
的
な
末
端
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
（end-to-end operations

）
に
か
か
る
透
明

性
は
低
減
す
る
こ
と
に
な
る
。

五
五



第
三
者
の
企
業
あ
る
い
は
提
携
先
パ
ー
ト
ナ
ー
の
利
用
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
マ

ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
（cyber-crim

e

）
な
ら
び
に
顧
客
保
護
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。

銀
行
が
か
か
る
リ
ス
ク
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
基
準
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
適
用
す
る
に
お
い
て
十
分
な
効
率
性

を
備
え
て
い
な
い
場
合
、
あ
る
い
はF

inT
ech

企
業
が
銀
行
と
同
じ
厳
格
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
準
に
従
わ
な
い
よ
う
な
場
合
に
こ
う

し
た
こ
と
は
特
に
当
て
は
ま
る
。

加
え
て
、
第
三
者
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（third party service providers

）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
銀
行
自
身
が
ス
テ
ッ

プ
イ
ン
・
リ
ス
ク
に
巻
き
込
ま
れ
る
（banks ’step-in risks

）
と
い
う
事
態
が
増
加
し
う
る
。
金
融
面
の
苦
境
（financial distress

）
あ
る

い
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
提
供
す
る
重
大
な
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
（discontinuation of critical services

）
に
は
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
銀
行
は
気
付
く
こ
と
に
な
る
。

ス
テ
ッ
プ
イ
ン
・
リ
ス
ク
は
、
金
融
ス
ト
レ
ス
時
に
銀
行
が
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
ク
等
の
事
業
体
に
対
し
て
契
約
上
の
義
務
を
超
え
て
財
務

上
支
援
す
る
リ
ス
ク
の
こ
と
で
あ
る
（
23
）

。

上
記
の
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
提
言
を
我
が
国
に
つ
い
て
鑑
み
る
と
当
面
はB

etter B
ank

の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
銀
行
法
の
改
正
等
に

よ
り
銀
行
持
株
会
社
がF

inT
ech

企
業
に
対
す
る
出
資
を
増
加
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、F

inT
ech

を
子
会
社
あ
る
い
は
提
携
先
と

す
る
こ
と
で
取
り
込
み
を
図
り
、
収
益
機
会
の
拡
大
を
伺
う
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
は
銀
行
に
お
い
て
は
費
用
対
効
果
の

面
で
顧
客
保
護
な
ど
の
基
準
に
対
す
る
効
率
性
が
失
わ
れ
、
あ
る
い
はF

inT
ech

企
業
側
も
ま
た
大
手
銀
行
と
同
じ
厳
格
な
基
準
を
遵

守
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
は
規
模
の
面
で
も
や
は
り
効
率
的
で
は
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
ス
テ
ッ
プ
イ
ン
・
リ
ス
ク
と
し
て
、

五
六



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

第
三
者
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
等
に
お
い
て
重
大
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
停
止
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
銀
行
が
財
務
上
の
支
援

を
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
私
見
）。

⑷
　 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
特
に
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
遵
守
義
務
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
さ
（Increased diffi

culties in m
eeting 

com
pliance requirem

ents and especially A
M

L/CFT
 obligations

）

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
（anti-m

oney laundering 

（A
M

L

） and com
bating the financing of terrorism

 

（C
F

T

）
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ/

テ

ロ
資
金
供
与
対
策
）
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
通
り
こ
れ
を
監
視
す
る
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（F

inancial A
ction T

ask F
orce

　
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

に
関
す
る
金
融
活
動
作
業
部
会
（
24
）

）
公
表
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
25
）

に
お
い
て
、
仮
想
通
貨
と
法
定
通
貨
の
交
換
業
者
に
対
し
て
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン

ヴ
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
を
課
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
規
制
、
利
用
者
保
護
の
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
26
）

。

銀
行
はF

inT
ech

企
業
の
顧
客
の
た
め
に
取
引
き
を
処
理
す
る
場
合
、
有
効
な
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
を
施

行
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
顧
客
が
銀
行
カ
ー
ド
あ
る
い
は
銀
行
口
座
に
よ
っ
て
支
払
い
を
な
す
場
合
、
通
常
は
銀
行
は
顧
客
の
ユ
ー

ザ
ー
認
証
（authenticating the custom

er

）
に
つ
い
て
同
レ
ベ
ル
の
責
任
が
あ
り
、
幾
つ
か
の
規
制
枠
組
み
に
お
い
て
は
不
正
取
引
の
責

任
回
避
の
予
防
措
置
を
採
る
（covering fraudulent transactions under several regulatory regim

es

）
上
で
責
任
を
担
っ
て
い
る
。

銀
行
やF

inT
ech

企
業
間
に
お
け
る
金
融
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
自
動
化
、
販
売
が
高
次
の
レ
ベ
ル
に
達
す
る
と
、
結
果
的
に
取
引
き

の
遂
行
状
況
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
か
か
る
責
任
者
は
誰
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
透
明
性
が
一
層
乏
し
く
な
っ
て
く
る
（result in 

less transparency

）。
顧
客
が
損
失
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
あ
る
い
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
要
求
水
準
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い

（com
pliance requirem

ents are not m
et

）
場
合
、
銀
行
が
説
明
責
任
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
銀
行
に
お
け
る
行
動
リ
ス
ク
（conduct risk

）

五
七



が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

⑸
　
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
（Com

pliance risk w
ith regard to data privacy

）

個
人
情
報
保
護
ル
ー
ル
の
遵
守
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
進
展
、F

inT
ech

企
業
と
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ

て
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
直
近
で
は
Ｅ
Ｕ
の
デ
ー
タ
保
護
法
に
か
か
る
問
題
が
一
例
と
な
ろ
う
。

⑹
　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
リ
ス
ク
（O

utsourcing risk

）

⒝D
istributed B

ank
（
分
業
体
制
）、
⒞R

elegated B
ank

（
土
管
化
）、
⒠D

isinterm
ediated B

ank

（
中
抜
き
）
の
各
銀
行
の
シ
ナ

リ
オ
に
お
い
て
、
現
状
以
上
に
多
く
の
金
融
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
の
市
場
参
加
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ン
（the value chain
）
に
お
け
る
連
鎖
の
中
の
多
様
な
参
加
者
の
責
任
に
関
す
る
不
確
か
さ
（am

biguity

）
が
潜
在
的
に
は

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
故
と
し
て
問
題
と
な
り
得
る
。

銀
行
の
内
部
で
は
第
三
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
革
新
的
な
金
融
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
増
殖
（a proliferation

）
に
よ
っ
て
、
も
し
も
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
い
場
合
に
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
複
雑
さ
と
リ
ス
ク
の
増
加
を
も
た
ら
し
得
る
。
金
融
機
関
に
お
い
て
鍵
と
な
る

重
大
な
課
題
の
解
決
は
、
自
身
の
組
織
の
外
で
あ
る
第
三
者
に
お
い
て
発
生
す
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
活
動
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー
あ
る
い

は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
能
力
い
か
ん
に
か
か
っ
て
く
る
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
リ
ス
ク
が
更
に
顕
著
に
顕
れ
る
局
面
は
、
第
三
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
地
球
規
模
で
活
動
す
る

参
加
者
に
よ
っ
て
支
配
的
な
も
の
と
な
り
（w

ere to becom
e dom

inated by globally active players

）、
結
果
的
に
集
中
リ
ス
ク
（a 

concentration of risk

）
を
も
た
ら
す
場
合
で
あ
る
。
特
殊
な
領
域
のF

inT
ech

企
業
が
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
り
、
あ
る
い
は
主
要
顧
客
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
接
続
を
提
供
す
る
場
合
、
既
存
の
銀
行
と
し
て
は
銀
行
自
身
と
銀
行
の
顧

五
八



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

客
を
保
護
す
る
（to safeguard the bank and its custom

ers

）
た
め
に
、
適
切
な
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
契
約
管
理
（appropriate 

due diligence, contract m
anagem

ent

）、
継
続
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
保
証
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
指
揮
す
る
適

切
な
プ
ロ
セ
ス
を
勘
案
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
よ
う
。

⑺
　
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
（Cyber-risk

）

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
は
⒜B

etter B
ank

、
⒝D

istributed B
ank

（
分
業
体
制
）、
⒞R

elegated B
ank

（
土
管
化
）、
⒟N

ew
 B

ank

、

⒠D
isinterm

ediated B
ank

（
中
抜
き
）
の
全
て
の
銀
行
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
変
化
に
対
応
で

き
な
く
な
れ
ば
、
新
し
い
金
融
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
が
増
加
し
得
る
。
市
場
参
加
者
間
の
相
互
連
関
性

の
増
加
（Increased interconnectivity
）
に
よ
り
銀
行
や
顧
客
に
お
い
て
は
利
益
も
創
造
し
得
る
が
（can create benefits

）、
他
方
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
を
増
幅
す
る
（am

plifying

）。

衡
平
な
規
制
に
か
か
る
期
待
に
依
拠
し
な
い
（not subject to equivalent regulatory expectations

）
参
加
者
・
セ
ク
タ
ー
と
の
相
互
連

関
性
を
増
加
さ
せ
る
よ
う
な
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication P
rogram

m
ing Interface

）、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
（cloud com

puting

）

な
ど
新
し
い
技
術
に
対
す
る
依
存
性
が
高
ま
る
（H

eavier reliance on

）
こ
と
に
よ
っ
て
、
潜
在
的
に
は
銀
行
シ
ス
テ
ム
が
サ
イ
バ
ー
の

脅
威
に
対
し
て
一
層
脆
弱
性
の
高
い
（m

ore vulnerable to cyber-threats

）
も
の
と
な
り
、
大
容
量
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
デ
ー
タ
が
潜
在

的
な
欠
陥
（potential breaches

）
に
晒
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
銀
行
、F

inT
ech

企
業
な
ら
び
に
金
融
監
督
機
関
と
し

て
は
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
の
効
果
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
対
す
る
必
要
性
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
重
き
を
置
か
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。

チ
流
動
性
と
銀
行
の
財
務
基
盤
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
（L

iquidity risk and volatility of bank funding sources

）

五
九



顧
客
と
し
て
は
、
新
し
い
技
術
と
集
団
を
利
用
す
る
こ
と
で
自
動
的
に
よ
り
良
い
リ
タ
ー
ン
を
求
め
て
口
座
や
投
資
信
託
（m

utual 

funds
）
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
効
率
性
の
面
で
は
効
果
が
あ
る
が
、
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
（custom

er loyalty （
27
）

）
や
預

金
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
（
変
動
率
・
変
動
性the volatility of deposits （

28
）

）
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
銀
行
に
と
っ
て
は
流
動
性
リ

ス
ク
が
高
ま
る
（higher liquidity risk

）
こ
と
に
繋
が
る
。

第
五
章
　
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
監
督
当
局
に
向
け
た
提
言
と
銀
行
側
の
課
題 

─
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
─

１
．
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
監
督
当
局
に
向
け
た
提
言

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
（
二
〇
一
七
年
）
の
協
議
文
書
に
お
い
て
は
、
銀
行
監
督
当
局
に
対
し
て
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
、
監
督
の
実
効
性
確

保
を
重
要
課
題
と
す
る
七
つ
の
提
言
を
発
し
て
い
る
（
29
）

。

各
主
体
の
技
術
実
装
の
選
択
、
主
体
自
身
の
変
容
・
入
れ
替
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
は
外
生
的
な
環
境
変
化
で
あ
っ
て
規
制
当
局
は
中
立

的
姿
勢
を
貫
く
べ
き
で
あ
る
（
30
）

。
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
阻
害
要
因
排
除
、
主
体
間
の
レ
ベ
ル
・
プ
レ
イ

ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
の
確
保
を
求
め
、
以
下
の
よ
う
に
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
、
監
督
の
実
効
性
確
保
を
重
要
課
題
と
す
る
。
①F

inT
ech

発
展
の
機
会
と
リ
ス
ク
の
双
方
を
意
識
す
る
。
②
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
競
争
政
策
、
消
費
者
保
護
等
を
所
管
す
る
銀
行
監
督
以
外
の
規

制
当
局
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。
③
各
国
規
制
当
局
間
の
国
際
連
携
を
一
段
と
強
化
す
る
。
④F

inT
ech

時
代
の
銀
行
監
督
を
担
う
人

材
を
確
保
す
る
。
⑤
銀
行
監
督
ツ
ー
ル
の
高
度
化
に
向
け
て
知
見
・
経
験
を
共
有
す
る
。
⑥
技
術
革
新
促
進
と
金
融
安
定
の
バ
ラ
ン
ス
を

意
識
し
、
銀
行
監
督
体
制
の
実
効
性
を
検
証
す
る
。
⑦
銀
行
監
督
の
高
度
化
に
向
け
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
。

六
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

銀
行
の
委
託
先
等
の
依
存
度
が
高
ま
れ
ば
銀
行
に
対
す
る
規
制
・
監
督
の
み
で
は
金
融
シ
ス
テ
ム
が
全
体
と
し
て
抱
え
る
リ
ス
ク
に
対

処
で
き
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
既
存
の
銀
行
に
限
ら
ずF

inT
ech

企
業
に
当
局
の
監
督
上
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保

す
べ
き
と
す
る
（
31
）

。

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
、
銀
行
監
督
当
局
自
身
もF

inT
ech

時
代
に
相
応
し
た
姿
を
追
求
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。F

inT
ech

関
連

の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
精
通
し
た
要
員
を
育
成
し
、
銀
行
監
督
の
実
務
を
効
果
的
な
も
の
に
す
べ
く
機
動
的
な
変
革
・
刷
新
が
も
と
め
ら
れ
、

実
装
技
術
の
選
択
、
主
体
の
多
様
化
の
中
で
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
競
争
政
策
、
消
費
者
保
護
な
ど
銀
行
監
督
以
外
の
規
制
当
局
、
国
際

機
関
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
各
法
域
を
越
え
て
拡
大
し
、
規
制
当
局
間
の
連
携
は
従
来

以
上
に
重
要
性
を
高
め
つ
つ
あ
る
た
め
、
各
法
域
の
サ
ウ
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
が
求
め
ら
れ
る
。

２
．FinTech

と
銀
行
の
対
処
す
べ
き
課
題

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
、
各
シ
ナ
リ
オ
と
も
既
存
銀
行
に
と
っ
て
経
営
環
境
が
厳
し
く
な
る
と
し
て
い
る
。
既
存
銀
行
が
対
処
す
べ
き
課

題
に
関
し
、
収
益
・
リ
ス
ク
の
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
る
。

既
存
銀
行
の
収
益
構
造
に
つ
い
て
は
、B

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
以
外
で
はF

inT
ech

企
業
参
入
に
伴
い
劣
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
が
抱
え
る
リ
ス
ク
は
金
融
シ
ス
テ
ム
構
成
主
体
の
変
化
（
32
）

、
リ
ス
ク
管
理
の
前
提
条
件
の
変
容
に
伴
い
不
確
実

性
が
高
ま
り
こ
と
か
ら
概
し
て
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
程
度
に
つ
い
て
は
各
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
拡
大
の
程
度
に
左
右
さ
れ
る
。

⑴
　
既
存
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
可
能
性
─Better Bank
─

既
存
銀
行
に
と
り
楽
観
的
と
い
え
るB

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用
に
よ
り
金
融
サ
ー
ビ
ス
高

六
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度
化
、
コ
ス
ト
削
減
、
ク
ロ
ス
セ
ル
拡
充
（
33
）

に
よ
り
既
存
銀
行
に
お
い
て
収
益
機
会
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も

銀
行
経
営
の
観
点
か
ら
は
課
題
が
少
な
く
な
い
。

イ
　B

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ

既
存
銀
行
と
し
て
はF

inT
ech

に
対
応
す
べ
く
シ
ス
テ
ム
投
資
を
進
め
つ
つ
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的
な
運
行
も
継
続
さ
せ
る
こ

と
に
な
る
（
二
正
面
作
戦
）。
新
し
い
収
益
部
門
が
寄
与
す
る
前
に
新
規
開
発
と
既
存
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
の
二
重
の
負
担
が
か
か
る
こ

と
と
な
り
、
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
の
体
力
を
備
え
た
銀
行
の
み
が
対
応
可
能
と
な
る
。
こ
のB

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
も
、
第
二

段
階
と
し
て
は
資
本
力
の
あ
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
等
を
背
後
に
し
、
収
益
機
会
を
確
保
し
て
新
規
参
入
し
て
く
るF

inT
ech

企
業
と
の
競

争
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ロ
　D

istributed B
ank

、R
elegated B

ank

シ
ナ
リ
オ

D
istributed B

ank

、R
elegated B

ank
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
差
別
化
が
難
し
く
な
り
、
部
品
さ
え
揃

え
れ
ば
誰
が
作
っ
て
も
同
じ
も
の
が
で
き
て
し
ま
う
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
が
進
む
中
で
商
品
間
の
差
が
な
く
な
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
（
34
）

が
進
展

し
、
既
存
銀
行
の
収
益
基
盤
が
劣
化
す
る
事
態
に
陥
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
既
存
銀
行
の
大
半
に
と
っ
て
フ
ル
バ
ン

キ
ン
グ
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
維
持
が
困
難
に
な
る
怖
れ
が
あ
る
。

⑵
　
リ
ス
ク
管
理
の
サ
イ
ロ
化
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
の
健
全
な
管
理
に
向
け
た
諸
原
則
（
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
）

イ
　
リ
ス
ク
管
理
の
サ
イ
ロ
化

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
提
言
で
は
本
質
的
問
題
と
し
て
、
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み
自
体
の
問
題
よ
り
も
、
金
融
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
拡
大
に
よ
る
リ
ス
ク
管
理
責
任
の
所
在
の
不
明
確
化
、
リ
ス
ク
管
理
の
分
掌
が
細
分
化
さ
れ
全
体
像
が
見
え
難
く
な
る
サ
イ
ロ

六
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

化
の
現
象
が
同
時
に
並
行
し
て
深
刻
化
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

銀
行
がF

inT
ech

対
応
を
進
め
る
場
合
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
性
が
高
ま
り
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
拡
大
と
合
わ
せ
銀
行
組
織
内

に
蓄
積
・
共
有
さ
れ
た
知
見
・
経
験
が
分
断
、
消
失
し
か
ね
な
い
事
態
に
陥
る
。
結
果
と
し
て
リ
ス
ク
管
理
の
実
効
性
が
阻
害
さ
れ
る
と

い
う
サ
イ
ロ
化
の
弊
害
が
顕
現
す
る
。

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
リ
ス
ク
管
理
に
関
し
て
銀
行
は
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
進
展
な
ど
外
部
環
境
変
化
に

よ
り
多
く
の
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
増
大
す
る
リ
ス
ク
を
多
角
的
に
点
検
し
、
リ
ス
ク
管
理
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
不
断
に
見
直
す
こ
と
で

F
inT

ech

到
来
に
も
対
応
で
き
る
と
し
、
規
制
当
局
と
共
に
構
築
し
て
き
た
リ
ス
ク
管
理
の
枠
組
み
を
抜
本
的
に
変
更
す
る
こ
と
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

ロ
　F

inT
ech

に
適
用
さ
れ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
の
健
全
な
管
理
に
向
け
た
諸
原
則
（
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
）

就
中
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
既
に
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
は
二
〇
一
一
年
六
月
健
全
な
管
理
に
向
け
た
諸

原
則
（P

rinciples for the S
ound M

anagem
ent of O

perational R
isk P

S
M

O
R

）
を
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
35
）

、
更
に
今
回
の
提
言
に
お
い

て
は
こ
の
諸
原
則
に
関
し
てF

inT
ech

の
発
展
に
即
し
た
実
践
的
解
釈
を
与
え
る
方
向
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
36
）

。
こ
の
内
容
は
、
既
存

の
銀
行
やnew

 banks

、
第
三
者
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（their third-party service providers

）
に
と
っ
て
も
潜
在
的
に
は
適
用

が
可
能
と
な
る
。

F
inT

ech

に
適
用
さ
れ
る
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
の
実
践
例
（P

ractical instances
）
と
し
て
五
つ
の
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
領
域
、
一
一
のF

inT
ech

進

展
に
対
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
の
潜
在
的
な
適
用
が
示
さ
れ
る
。
先
ず
⑴
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
基
本
原
則
（F

undam
ental 

principles of operational risk m
anagem

ent

）
と
し
て
、
①
強
固
な
リ
ス
ク
文
化
（E

nsuring a strong risk culture

）、
②
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

六
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メ
ン
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（R

isk m
anagem

ent fram
ew

ork

）
が
掲
げ
ら
れ
る
。
①
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
共
有
さ
れ
る
統
一

化
さ
れ
た
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
②
はF

inT
ech

が
引
き
起
こ
す
新
た
な
リ
ス
ク
と
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

の
変
容
（fintech-driven new

 risks and risk profile changes

）
を
捕
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
⑵G

overnance

と
し
て
、
③
リ
ス
ク
に
か
か
る
ポ
リ
シ
ー
、
プ
ロ
セ
ス
、
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な
履
践
（E

ffectively 

im
plem

enting risk policies, processes and system
s

）、
④
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
（
リ
ス
ク
選
好
）
な
ら
び
に
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
（
リ
ス
ク

許
容
度
）
を
設
定
し
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
（S

etting and review
ing risk appetite and risk tolerance

）、
⑤
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
対

す
る
ポ
リ
シ
ー
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
を
実
践
す
る
こ
と
（Im

plem
enting the policies, processes and system

s to control risks

）

が
掲
げ
ら
れ
る
。
③
はF

inT
ech

が
引
き
起
こ
す
新
た
な
リ
ス
ク
を
把
握
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
で
あ
る
。
④
は
迅
速
な
改
善
策
の
引
き
金
と
な
る
よ
う
な
効
果
的
な
敷
居
値
（thesholds

）
と
共
に
適
切
な
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ

ト
な
ら
び
に
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
⑤
はF

inT
ech

が
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
に
対
し
て
迅
速
な
報
告
、
評
価
、

早
期
の
リ
ス
ク
緩
和
（early risk m

itigation

）
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

更
に
⑶R

isk m
anagem

ent environm
ent

と
し
て
、
⑥
全
て
の
プ
ロ
セ
ス
と
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
ス
ク
の
認
識
な
ら
び
に
評
価
を
図

る
こ
と
（Identifying/assessing risks in all processes and system

s

）、
⑦
全
て
の
商
品
、
行
動
、
プ
ロ
セ
ス
と
シ
ス
テ
ム
の
開
始

（launch

）
に
お
い
て
存
在
す
る
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
こ
と
（A

ssessing risks in the launch of every product, activity, process and 

system

）、
⑧
適
切
な
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
事
前
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（A

ppropriate risk m
onitoring and proactive risk 

m
anagem

ent

、
⑨
強
固
な
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
環
境
（S

trong risk control environm
ent

）
が
掲
げ
ら
れ
る
。
⑥
はF

inT
ech

の
移

動
（fintech m

igratuons

）
に
お
け
る
拡
大
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
と
シ
ス
テ
ム
か
ら
派
生
す
る
リ
ス
ク
を
認
識
、
評
価
、
軽
減
す
る
能
力
を
強

六
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
⑦
はF

inT
ech

が
引
き
起
こ
す
プ
ロ
セ
ス
と
シ
ス
テ
ム
の
承
認
、
開
始
、
配
信
に
お
い
て
存
在
す
る
リ
ス
ク
を

タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
（overarching

）
認
識
し
、
評
価
す
る
こ
と
が
確
実
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
⑧
は

リ
ス
ク
の
サ
イ
ズ
と
性
質
に
従
っ
て
、
適
切
な
段
階
的
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
報
告
を
頻
繁
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ

と
で
あ
る
（U

pdating the frequency

）。
⑨
はF

inT
ech

が
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
適

切
な
容
量
と
資
源
の
配
置
を
図
る
こ
と
で
あ
る
（A

ffording appropriate capasities and resources

）。

ま
た
⑷B

usiness resiliency and continuity

と
し
て
、
⑩
ビ
ジ
ネ
ス
の
深
刻
な
破
綻
に
対
す
る
強
靱
性
と
継
続
性
（B

usiness 

resiliency and continuity plans for severe business disruption

）
が
あ
り
、
⑩
はF

inT
ech

が
引
き
起
こ
す
プ
ロ
セ
ス
と
シ
ス
テ
ム
に

存
在
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
崩
壊
シ
ナ
リ
オ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
継
続
性
な
ら
び
に
災
害
か
ら
の
リ
カ
バ
リ
ー
プ
ラ
ン
を
組
込
む
（Incorporating

）

こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
⑸R

ole of disclosure

と
し
て
、
⑪
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
公
衆
縦
覧
（P

ublic disclosure of risk m
anagem

ent

）
が
示
さ

れ
て
い
る
。
⑪
はF

inT
ech

進
展
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
お
け
る
変
容
を
反
映
し
て
銀
行
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
な
ら
び
に
実
践
が
変
化
す
る
こ
と
を
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る

（Inform
ing stakeholders of changes in bank`s risk m

anagem
ent processes and practices

）。

内
部
統
制
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
し
て
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
米
国
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
・
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（C

O
S

O
 E

nterprise R
isk M

anagem
ent-

Integrated F
ram

ew
ork （

37
）

）
を
概
ね
踏
襲
す
る
内
容
と
い
え
る
が
、risk culture

（
リ
ス
ク
文
化
）、risk m

anagem
ent fram

ew
ork

（
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）、risk appetite and risk tolerance

（
リ
ス
ク
選
好
と
許
容
度
）、business resiliency and continuity plans

（
強
靱
性

と
継
続
性
）
な
ど
の
視
点
を
含
む
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

六
五



⑶
　
リ
ス
ク
管
理
の
前
提
条
件
変
容
─FinT

ech

と
信
用
リ
ス
ク
規
制
、
流
動
性
リ
ス
ク
規
制
─

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危
機
以
後
、
銀
行
監
督
の
枠
組
み
に
つ
い
て
改
革
を
進
め
て
い
る
が
、
信
用
リ
ス
ク
規
制
、

流
動
性
リ
ス
ク
規
制
に
つ
い
てF

inT
ech

の
進
展
・
普
及
に
伴
い
Ａ
Ｉ
に
よ
る
与
信
判
断
の
均
質
化
、
コ
ア
預
金
の
流
動
性
の
変
容
な

ど
リ
ス
ク
管
理
の
前
提
条
件
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
（
38
）

。

イ
　F

inT
ech

と
信
用
リ
ス
ク
規
制
─F

inT
ech

に
よ
る
信
用
リ
ス
ク
規
制
の
変
容
と
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
増
幅
─

リ
テ
ー
ル
向
け
与
信
に
関
し
て
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に
よ
り
、
審
査
期
間
短
縮
あ
る
い
は
融
資
実
行
か
ら
債
権
回
収
ま
で
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
機
動
化
・
高
度
化
等
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ
の
自
動
審
査
等
の
組
合
わ
せ
に
よ
り
、

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（algorithm （

39
）

）
の
収
斂
が
進
み
、
小
口
分
散
の
リ
テ
ー
ル
向
け
与
信
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
お
い
て
均
質
性
が
進
展
し
て
大

口
与
信
管
理
同
様
に
特
定
の
属
性
に
対
す
る
与
信
集
中
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
に
お

い
て
、
銀
行
を
主
と
す
る
金
融
機
関
の
経
営
行
動
が
経
済
循
環
の
振
幅
を
拡
幅
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ

（P
rocyclicality

景
気
循
環
増
幅
効
果
（
40
）

）
の
増
幅
が
懸
念
さ
れ
る
。

ロ
　F

inT
ech

と
流
動
性
リ
ス
ク
規
制

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
同
時
に
、
一
定
条
件
を
充
足
す
る
こ
と
で
契
約
を
自
動
的
に
執
行
す
る
ス
マ
ー
ト
・
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
等
の

活
用
に
よ
り
取
引
コ
ス
ト
の
低
減
が
図
ら
れ
れ
ば
、
小
口
預
金
が
大
口
預
金
に
匹
敵
す
る
金
利
感
応
度
（B

asis P
oint V

alue （
41
）

）、
機
動
性

を
備
え
る
に
至
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
リ
テ
ー
ル
預
金
者
が
機
関
投
資
家
同
様
に
多
く
の
通
貨
、
多
様
な
資
産
を
対
象
に
し
た
資
金
管

理
・
運
用
を
容
易
に
最
適
化
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
流
動
性
リ
ス
ク
管
理
の
前
提
で
あ
る
コ
ア
預
金
（
42
）

の
粘
着
性
が
変
容
す
る
懸
念
も
あ

る
。
銀
行
サ
イ
ド
、
規
制
当
局
共
に
流
動
性
リ
ス
ク
管
理
の
実
質
を
失
い
か
ね
な
い
事
態
と
な
る
。

六
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

３
．FinTech

と
銀
行
の
課
題
─
主
体
規
制
と
行
為
規
制
、R

egTech

とS
upTech

の
対
応
─

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
、F

inT
ech

普
及
に
対
し
て
銀
行
に
経
営
努
力
を
求
め
る
の
み
な
ら
ず
、
規
制
当
局
に
お
い
て
も
監
督
の
枠
組
み

を
再
検
証
し
、
監
督
体
制
を
変
革
す
る
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
。
銀
行
監
督
機
関
と
銀
行
規
制
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
バ
ー
ゼ

ル
委
員
会
か
ら
銀
行
な
ら
び
に
銀
行
監
督
当
局
に
向
け
た
論
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
（
43
）

る
（
44
）

。

１
．
銀
行
、
監
督
当
局
共
に
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク
の
双
方
を
意
識
す
る
。
２
．
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
革
。
３
．
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
・
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
。
４
．
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
。
５
．
既
存
銀
行
、F

inT
ech

企
業
共
に
当
局
間
・
民
間
と

の
連
携
を
強
化
す
る
。
６
．
各
国
当
局
間
の
国
際
連
携
の
強
化
。
７
．F

inT
ech

時
代
の
銀
行
監
督
を
担
う
人
材
育
成
。
８
．
銀
行
監
督

ツ
ー
ル
の
高
度
化
。
９
．
現
状
の
銀
行
監
督
体
制
の
実
効
性
の
検
証
。
10
．
銀
行
監
督
当
局
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
共
有
。

R
egT

ech

（R
egulatory T

echnology
）
が
標
榜
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用
に
よ
り
銀
行
規
制
監
督
向
け
デ
ー
タ
報
告

等
の
効
率
性
を
改
善
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る
。R

egT
ech

の
例
と
し
て
は
、
金
融
機
関
の
金
融
規
制
対
応
を
効
率
的
に
支
援
す
る
ツ
ー

ル
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

他
方
で
はS

upT
ech

（S
upervisory T

echnology （
45
）

）
の
用
語
も
作
り
出
さ
れ
、
銀
行
監
督
当
局
に
対
し
てF

inT
ech

の
活
用
に
よ
る
効

果
的
な
監
督
に
向
け
た
改
善
を
求
め
て
い
る
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
拡
大
か
ら
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
成
主
体
が
変
容
し
、
許
認
可
中
心
の
主
体
規
制
で
は
監
督
の
実

効
性
が
低
下
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
行
為
規
制
強
化
に
よ
り
補
完
せ
ん
と
し
て
もF

inT
ech

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
を
阻
み
、

F
inT

ech

活
用
に
よ
り
経
済
効
果
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
当
初
の
目
論
見
が
崩
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
（
46
）

。

F
inT

ech

領
域
に
対
す
る
従
来
型
の
主
体
規
制
と
行
為
規
制
の
組
合
わ
せ
の
限
界
と
い
え
よ
う
。

六
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近
時
の
仮
想
通
貨
の
不
正
流
出
事
件
を
鑑
み
て
も
、
緩
や
か
な
登
録
制
（
ハ
ー
ド
ロ
ー
）
と
自
主
規
制
（
ソ
フ
ト
ロ
ー
）
の
二
段
構
え
で

規
制
の
骨
子
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
十
分
な
審
査
を
受
け
て
い
な
い
み
な
し
業
者
が
存
在
し
、
ま
た
業
界
団
体
も
二
つ
に
分
裂
す
る
な
ど
、

規
制
の
実
効
性
の
確
保
に
は
疑
問
も
呈
さ
れ
て
い
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
各
業
界
に
お
け
る
自
主
規
制
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
策

定
・
普
及
段
階
か
ら
規
制
当
局
が
関
与
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
か
（
私
見
）。

S
upT

ech

へ
の
対
応
が
銀
行
監
督
当
局
の
改
善
に
向
け
た
一
つ
の
鍵
と
な
る
が
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
はS

upT
ech

の
例
と
し
て
Ａ
Ｉ

活
用
に
よ
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
監
視
を
挙
げ
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
監
督
手
法
の
実
装
化
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
高

度
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
（
47
）

。

第
六
章
　
金
融
行
政
の
方
針
転
換
へ
の
影
響
─F

inT
ech

の
進
展
と
関
連
法
制
に
対
す
る
影
響
─

１
．
欧
米
のFinTech

銀
行
免
許
構
想

Ｕ
Ｓ 

Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
（
米
国
消
費
者
金
融
保
護
局
）
が
新
し
いF

inT
ech

銀
行
免
許
構
想
を
発
表
し
（
二
〇
一
七
年
五
月
）、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中

央
銀
行
）
が
新
た
な
銀
行
免
許
指
針
公
表
を
予
定
す
る
（
二
〇
一
七
年
九
月
）
な
ど
欧
米
で
新
形
態
銀
行
免
許
構
想
が
出
さ
れ
る
中
で
、
我

が
国
で
はF

inT
ech

新
法
の
制
定
を
金
融
庁
が
検
討
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
決
済
・
送
金
に
関
わ
る
関
連
法
を
一
本
化
す
る
こ
と
、

銀
行
法
の
為
替
業
務
、
資
金
決
済
法
の
資
金
移
動
業
、
割
賦
販
売
法
の
関
連
業
務
の
規
制
を
統
合
す
る
方
向
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
金
融
行
政
の
方
針
転
換
が
も
た
ら
す
影
響
は
多
岐
に
亘
る
と
み
ら
れ
る
（
48
）

。
①
業
態
毎
の
縦
割
り
規
制
か
ら
機
能
で
の
横
断
的

規
制
へ
の
転
換
に
と
も
な
っ
て
生
じ
る
影
響
と
し
て
は
、
⒜
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
た
業
界
構
造
変
化
に
よ
っ
て
競
争
環
境
の

変
化
に
応
じ
た
事
業
戦
略
再
構
築
が
進
め
ら
れ
る
。
⒝
新
た
な
免
許
形
態
の
登
場
に
よ
っ
て
他
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
が
増
加
す
る
。
⒞

六
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

既
存
の
金
融
業
界
の
担
い
手
の
業
態
転
換
に
よ
っ
て
金
融
持
株
会
社
へ
の
大
量
移
行
と
新
規
事
業
子
会
社
設
立
の
増
加
が
進
む
。

②
金
融
の
基
本
的
概
念
の
見
直
し
と
統
一
に
よ
り
生
じ
る
影
響
と
し
て
は
、
⒜
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
進
展
の
中
長
期
見
通
し
の
必
要
性
が

増
大
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
メ
ガ
テ
ッ
ク
の
正
確
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
が
進
め
ら
れ
る
。
⒝
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
Ｐ
２
Ｐ
金
融
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
仮
想
通
貨
を
含
む
）・
決
済
な
ど
金
融
機
関
を
必
要
と
し
な
い
金
融
が
登
場
し
、

規
制
・
監
督
対
象
が
金
融
機
関
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
と
転
換
す
る
場
合
の
規
制
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。
⒞
国
際
的
な
標
準
化
活

動
の
重
要
性
が
増
大
す
る
。
⒟
金
融
業
法
よ
り
も
根
本
的
な
法
分
野
の
改
正
の
影
響
を
分
析
す
る
必
要
性
が
増
大
し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
民
法

（
Ａ
Ｉ
の
契
約
主
体
性
）、
Ｐ
Ｌ
法
な
ど
の
根
本
的
変
化
が
起
こ
り
う
る
。

③
国
民
の
厚
生
の
増
大
、
安
定
的
な
資
産
形
成
と
い
う
究
極
的
目
標
の
政
策
評
価
を
行
う
必
要
性
が
生
じ
る
。
⒜
政
策
の
費
用
便
益
分

析
の
必
要
性
が
増
大
し
、
投
資
教
育
の
費
用
便
益
分
析
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
⒝
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策
形
成
（E

vidence B
ased P

olicy 

M
aking E

B
P

M

）
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
、
政
府
の
統
計
イ
ン
フ
ラ
拡
充
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
推
進
が
進
む
。
⒞
ナ
ッ
ジ

（N
udge

）
な
ど
行
動
経
済
学
に
基
づ
く
制
度
設
計
の
必
要
性
が
増
大
し
、
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）
と
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
ン

ド
ボ
ッ
ク
ス
の
接
続
を
目
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

２
．FinTech

の
発
展
過
程
と
競
争
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
規
制
の
制
度
設
計
に
向
け
て

⑴
　FinT
ech

の
発
展
段
階
の
試
案
─FinT

ech

1.0
か
ら
4.0
へ
の
進
展
─

F
inT

ech

の
発
展
過
程
に
関
し
て
は
、
主
と
し
て
そ
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
視
点
を
置
い
た
段
階
が
示
さ
れ
て
い
る
。F

inT
ech

は
現
時

点
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
規
技
術
の
適
用
の
段
階
に
あ
る
が
、
今
後
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication P
rogram

m
ing Interface

）
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
台
頭
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
標
準
Ａ
Ｐ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of 

六
九



T
hings （49

）
）
に
よ
り
再
統
合
さ
れ
る
（
50
）

。

こ
の
発
展
段
階
シ
ナ
リ
オ
は
、
上
述
の
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
五
段
階
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
を
適
用
技
術
や
プ
レ
ー
ヤ
ー
な
ど
各
要
素
毎
に

整
理
し
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。F

inT
ech

の
発
展
な
ど
に
関
し
て
は
、
既
述
し
た
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
報
告
書
の
ほ
か
、
内

外
に
お
い
て
各
々
の
視
点
か
ら
複
数
の
展
開
シ
ナ
リ
オ
が
発
出
さ
れ
て
い
る
。F

inT
ech

1.0
か
ら
4.0
へ
の
進
展
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
、

バ
ー
ゼ
ル
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
と
も
並
列
的
、
整
合
的
な
内
容
と
し
て
把
握
で
き
よ
う
（
私
見
）。

F
inT
ech

の
発
展
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
仮
説
と
競
争
環
境
変
化
に
つ
い
て
（
51
）

、F
inT
ech

1.0
で
は
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
効
率
化
が
進
み
、
既
存
金
融

Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
を
主
に
既
存
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｔ
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。
同
質
な
金
融
機
関
同
士
の
競
争
に
留
ま
る
。

F
inT
ech

2.0
で
は
新
規
技
術
の
適
用
に
よ
りF
inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
主
に
他
の
領
域
の
新
規
技
術
を
金
融
領
域
に
適
用
し
、

ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
が
指
向
さ
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
ラ
イ
フ
ロ
ゴ
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
、

ア
ン
バ
ン
ド
ル
を
目
指
す
単
一
機
能
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
競
争
が
起
こ
る
。

F
inT
ech

3.0
で
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
大
手
金
融
機
関
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
ア
ン
バ
ン
ド
ル
さ
れ
た
金
融
プ
ロ
セ
ス

の
標
準
Ａ
Ｐ
Ｉ
化
、
サ
ー
ビ
ス
革
新
が
図
ら
れ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
を
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
多
様
な

情
報
の
活
用
が
展
開
の
鍵
と
な
る
。

F
inT
ech

4.0
で
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
主
に
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
が
進
め
ら
れ
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
標
準

Ａ
Ｐ
Ｉ
お
よ
び
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
っ
て
再
統
合
さ
れ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
金
融
機
能
以
外
の
付
加
価
値
を
追
求
す
る
競
争
の

段
階
に
至
る
。
現
在
の
我
が
国
はF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
規
技
術
の
適
用
の
段
階
に
あ
る
。
今
後
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
台
頭
が
予
想
さ
れ
る
。

七
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

F
inT
ech

発
展
過
程
に
関
す
る
上
記
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
を
要
約
す
る
と
、F
inT
ech

1.0
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
効
率
化
、

F
inT
ech

2.0
で
は
新
規
技
術
の
適
用
、
3.0
で
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
4.0
で
は
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
と
な
る
。
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
つ
い

て
はF

inT
ech

1.0
に
お
い
て
は
既
存
金
融
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
（
Ｎ
Ｒ
Ｉ
含
む
）、F

inT
ech

2.0
で
はF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、
3.0

で
は
大
手
金
融
機
関
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、
4.0
で
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
ビ
ッ
グ
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
。
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
は

F
inT
ech

2.0
に
お
い
て
は
ク
ラ
ウ
ド
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
ラ
イ
フ
ロ
グ
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
、
3.0
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ａ
Ｉ
、

4.0
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
な
る
。

各
ス
テ
ー
ジ
の
概
要
な
ら
び
に
競
争
環
境
は
、F
inT
ech

1.0
に
お
い
て
は
既
存
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
Ｉ
Ｔ
に
よ
り
効
率
化
し
、
一
層
の

効
率
化
を
目
指
す
動
き
も
あ
る
。
同
質
な
金
融
機
関
同
士
の
競
争
と
な
る
。F

inT
ech

2.0
で
は
他
の
領
域
の
新
規
技
術
を
金
融
領
域
に
適

用
し
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
、
ア
ン
バ
ン
ド
ル
を
狙
う
単
機
能
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
競
争
と
な
る
。
3.0

で
は
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
金
融
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
Ａ
Ｐ
Ｉ
化
が
進
み
、
サ
ー
ビ
ス
革
新
が
起
き
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
る
多
様
な
情
報

を
い
か
に
う
ま
く
活
用
で
き
る
か
の
競
争
と
な
る
。
4.0
で
は
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
再
統
合
さ
れ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ

る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
が
進
め
ら
れ
る
。
金
融
機
能
以
外
の
付
加
価
値
を
追
求
す
る
競
争
と
な
る
。
以
下
で
そ
の

詳
細
を
掲
げ
て
い
き
た
い
。

⑵
　FinT
ech

2.0
と
既
存
の
金
融
ビ
ジ
ネ
ス

F
inT
ech

2.0
に
お
け
る
競
争
デ
ジ
タ
ル
化
が
既
存
の
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え
る
影
響
・
特
徴
と
し
て
、
①
価
格
破
壊
で
は
物
理
的
な
資

産
を
持
た
な
い
コ
ス
ト
構
造
、
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
を
活
用
し
た
安
価
な
イ
ン
フ
ラ
、
②
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
（
機
能
の
解
体
）
で
は
金
融
領

域
の
弱
い
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
、
既
存
の
資
金
調
達
と
異
な
る
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
た
資
金
調
達
（
Ｐ
２
Ｐ
な

七
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ど
）、
③
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
で
は
ユ
ー
ザ
基
盤
、
イ
ン
フ
ラ
基
盤
、
端
末
等
の
集
約
に
よ
り
事
業
を
拡
大
さ
せ
、
強
固
な
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
有
す
る
企
業
組
織
が
強
勢
を
増
し
て
い
く
現
象
（W

inner T
ake A

ll

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
の
例
と
し
て
、A

m
azon

ペ
イ
メ
ン
ト
はA
m

azon

の
住
所
情
報
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
機
能
を
他
の

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
が
活
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
顧
客
に
ユ
ー
ザ
ー
名
、
商
品
送
付
先
、
支
払
手
段
な
ど
の
情
報
を
改
め
て
入
力
さ
せ
る

必
要
が
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
は
サ
イ
ト
ご
と
に
パ
ス
ワ
ー
ド
や
Ｉ
Ｄ
を
管
理
す
る
手
間
が
な
く
な
る
。
支
払
い
手
続
き
も
簡
素
化
、
高
速
化

さ
れ
る
。

⑶
　FinT

ech

3.0
に
お
け
る
競
争
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
ノ
ミ
ー
─
Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
関
連
性
を
含
め
て
─

イ
　
競
争
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
ノ
ミ
ー

F
inT

ech

3.0
に
お
け
る
競
争
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
、
サ
ー
ビ
ス
を
公
開
す
る
開
発
者
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
公
開
し
、

新
た
な
付
加
価
値
が
付
加
さ
れ
る
。
金
融
業
界
に
お
い
て
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
公
開
の
動
き
が
起
こ
り
、
英
国
、
韓
国
な
ど
は
政
策
と
し
て
銀
行
の

Ａ
Ｐ
Ｉ
公
開
を
検
討
し
て
い
る
（
52
）

。

Ａ
Ｐ
Ｉ
（A

pplication P
rogram

m
ing Interface

）
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
開
発
負
担
軽
減
、
顧
客
の
関
係
強
化
と
市
場
シ
ェ
ア
拡
大
、

高
度
な
機
能
・
ア
イ
デ
ア
の
取
得
な
ど
が
あ
り
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
は
無
料
で
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
開
放
す
る
フ
リ
ー
ミ
ア
ム
モ

デ
ル
（F

acebook

、tw
itter

）、
利
用
件
数
に
応
じ
て
課
金
し
て
利
用
件
数
増
加
に
よ
り
収
益
拡
大
が
見
込
め
る
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
課
金

モ
デ
ル
（G
oogle

）、
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
経
由
し
て
自
社
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ
た
場
合
に
一
定
の
報
酬
を
支
払
う
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
で
る
（
53
）

、

Ａ
Ｐ
Ｉ
を
経
由
し
て
商
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
に
利
益
を
シ
ェ
ア
す
る
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
シ
ェ
ア
モ
デ
ル
（A

m
azon

ア
フ
ィ
リ
エ
イ
ト
）
に

分
類
で
き
る
。

七
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

F
intech

系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
利
用
料
金
に
応
じ
て
課
金
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
既
存
金
融
機
関
も
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
開
放
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。
欧
米
で
はB

ank of A
m

erica

、
ス
ペ
イ
ン
金
融
大
手
Ｂ
Ｂ
Ｖ
Ａ
（B

anco B
ilbao V

izcaya A
rgentaria S

.A
.

）

が
銀
行
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
実
験
的
に
公
開
し
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
実
験
的

Ａ
Ｐ
Ｉ
活
用
）。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ネ
ッ
ト
銀
行
を
提
供
し
て
い
るm
B

ank

な
ど
は
一
部
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
公
開
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
ｅ
―コ

マ
ー
ス
企
業
に
ロ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
公
開
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ロ
ー
ン
や
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど
の
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
仮
想
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
用
い
た
ハ
ッ
カ
ソ
ン
を
企
画
（F

inT
echC

hallenge 2016

）
し
て
い
る
。

政
策
面
で
は
、
英
国
Ｆ
Ｃ
Ａ
（
金
融
行
動
監
視
機
構
）
主
導
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
提
唱
さ
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
開
放
に

よ
り
競
争
原
理
に
よ
る
市
場
活
性
化
が
指
向
さ
れ
て
い
る
。
銀
行
等
の
決
済
シ
ス
テ
ム
等
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
、
ノ
ン
バ
ン
ク
金

融
機
関
に
開
放
し
て
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
促
進
さ
せ
ん
と
す
る
（
54
）

。

Ａ
Ｐ
Ｉ
導
入
に
よ
り
顧
客
に
は
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
迅
速
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
企
業
側
に
お
い
て
は
更
な
る
競
争
に
晒
さ

れ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
開
放
に
よ
っ
て
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
悪
性
巣
は
増
加
す
る
が
、
他
企
業
が
付
加
価
値
を
加
え
て
自
社
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
提
供
す
る
側
に
お
い
て
は
収
益
基
盤
の
維
持
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
提
供
の
範
囲
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
選
択
な
ど

が
検
討
項
目
と
な
る
。

⑷
　FinT
ech

4.0
に
お
け
る
競
争
と
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
に
よ
る
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響

①
産
業
構
造
の
レ
イ
ヤ
ー
（
階
層
）
化
に
つ
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
へ
の
チ
ャ
ネ
ル
シ
フ
ト
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
Ａ
Ｉ
ス
ピ
ー

カ
ー
）、
新
た
な
情
報
の
集
約
・
分
析
・
流
通
機
能
と
マ
ッ
チ
ン
グ
、
新
た
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
（
ク
ラ
ウ
ド
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
）、
②
リ
ア
ル
タ
イ
ム

化
・
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
進
展
に
よ
り
金
融
仲
介
機
能
の
存
在
意
義
の
一
つ
で
あ
る
情
報
の
非
対
称

七
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性
が
喪
失
さ
れ
、
大
数
の
法
則
に
基
づ
く
リ
ス
ク
管
理
か
ら
個
別
事
象
に
基
づ
く
リ
ス
ク
管
理
に
移
行
す
る
方
向
が
示
さ
れ
る
。
③
資
本

の
分
散
化
に
つ
い
て
は
、
従
前
は
資
本
集
約
が
効
率
化
に
繋
が
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
分
散
化
し
た
資
本
で
も
効
率
的
な
活

用
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
結
果
、
金
融
業
界
に
お
い
て
は
垂
直
統
合
型
か
ら
水
平
分
離
型
モ
デ
ル
へ
の
変
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
従
前
で
は
銀
行
、

証
券
、
保
険
業
毎
に
顧
客
と
の
間
で
シ
ス
テ
ム
、
イ
ン
フ
ラ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
チ
ャ
ネ
ル
を
別
々
に
構
築
し
て
い
た
と
こ
ろ
（
垂
直
統
合

型
）、
銀
行
・
証
券
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
共
に
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
シ
ス
テ
ム
）、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
マ
ッ
チ
ン
グ
）、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
チ
ャ
ネ
ル
）
を
用
い
て
顧
客
と
接
続
す
る
水
平
分
離
型
モ
デ
ル
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
55
）

。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
・
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
の
進
展
か
ら
、
金
融
の
本
質
的
機
能
で
あ
る
金
融
仲
介
機
能
の
存
在
意
義
が
問

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
①
先
ず
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
リ
ス
ク
把
握
が
可
能
に
な
り
、
重
要
性
重
視
で
な
く
個
別

の
事
象
全
て
に
対
応
す
る
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可
能
性
に
な
る
。
自
動
運
転
、
ラ
イ
フ
ロ
グ
に
基
づ
く
生
命
保
険
な
ど
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
よ
り
保
険
業
界
に
は
影
響
が
大
き
い
と
思
料
さ
れ
る
。
②
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
っ
て
は

既
存
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ
ト
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
競
争
力
を
失
う
可
能
性
が
高
く
、
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
高
度
化
の
加
速
要
素
と
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
よ
り
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
部
品
と
し
て
組
合
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
金
融
商
品
の
属
性
が
Ａ
Ｐ
Ｉ
で
共
有
で
き
る
こ
と
で
金
融
商
品
の
最
適
ミ
ッ
ク
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
。

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
は
組
合
せ
の
最
適
化
を
行
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
よ
っ
て
金
融
仲
介
機
能
に
対
す
る
破
壊
が
進
む
こ

と
と
な
ろ
う
。

ま
た
資
本
集
約
か
ら
分
散
化
指
向
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
優
位
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
従
前
の
資
本
集
約
化
に
よ
る
価
値
向
上
に
は

七
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

規
模
の
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
し
て
お
り
、
取
引
コ
ス
ト
、
情
報
の
非
対
称
性
の
存
在
が
要
因
と
し
て
存
在
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

Ｐ
２
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
制
約
条
件
が
薄
ま
り
、
資
本
の
集
約
機
能
の
存
在
意
義
が
喪
失
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
取
引
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
よ
っ
て
減
少
し
、
情
報
の
非
対
称
性
に

つ
い
て
も
ラ
イ
フ
ロ
グ
の
蓄
積
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
用
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

３
．
金
融
行
政
の
方
針
転
換
の
影
響
─FinTech

へ
の
銀
行
免
許
付
与
の
構
想
を
踏
ま
え
て
─

米
国
な
ど
でF

inT
ech

へ
の
新
形
態
銀
行
へ
の
免
許
付
与
の
構
想
が
出
る
中
で
、
我
が
国
で
は
縦
割
り
的
な
業
か
ら
横
断
的
な
機
能

に
注
目
し
た
法
体
系
が
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
Ｕ
Ｓ 

Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
（
消
費
者
金
融
保
護
局
）
はF

inT
ech

銀
行
免
許
構
想
を
発
表
し

（
二
〇
一
七
年
五
月
）、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
は
新
た
な
銀
行
免
許
指
針
公
表
を
予
定
し
て
い
る
。
金
融
庁
で
はF

inT
ech

新
法
制
定

を
検
討
し
、
銀
行
法
の
為
替
業
務
、
資
金
決
済
法
の
資
金
移
動
業
、
割
賦
販
売
法
の
関
連
業
務
の
規
制
を
統
合
す
る
な
ど
決
済
・
送
金
に

関
わ
る
関
連
法
を
一
本
化
す
る
方
向
に
あ
る
。
利
用
者
保
護
の
徹
底
、
企
業
連
携
の
容
易
化
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
、
異
業
種
の
参

入
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

即
ち
、
金
融
庁
で
は
情
報
技
術
の
進
展
等
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
金
融
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
、
二
〇
一
七
年

一
一
月
一
六
日
金
融
審
議
会
総
会
に
お
い
て
総
合
的
・
横
断
的
な
金
融
ル
ー
ル
作
り
を
謳
っ
て
お
り
、
①
同
一
の
機
能
・
リ
ス
ク
に
同
一

の
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
。
金
融
機
能
を
決
済
、
資
金
供
与
、
資
産
運
用
、
リ
ス
ク
移
転
な
ど
に
分
類
し
、
機
能
・
リ
ス
ク
に
応
じ
た
ル
ー

ル
の
適
用
を
検
討
す
る
。
②
金
融
に
関
す
る
基
本
的
概
念
・
ル
ー
ル
を
横
断
化
す
る
。
金
融
規
制
に
お
け
る
定
義
の
横
断
化
の
検
討
を
行

う
。
③
環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
規
制
を
横
断
的
に
見
直
し
す
る
（
56
）

。

こ
う
し
た
金
融
行
政
の
方
針
転
換
が
も
た
ら
す
影
響
は
多
岐
に
亘
る
と
み
ら
れ
る
（
57
）

。
①
業
態
毎
の
縦
割
り
規
制
か
ら
機
能
で
の
横
断
的

七
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規
制
へ
の
転
換
に
と
も
な
っ
て
生
じ
る
影
響
と
し
て
は
、
⒜
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
た
業
界
構
造
変
化
に
よ
っ
て
競
争
環
境
の

変
化
に
応
じ
た
事
業
戦
略
再
構
築
が
進
め
ら
れ
る
。
⒝
新
た
な
免
許
形
態
の
登
場
に
よ
っ
て
他
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
が
増
加
す
る
。
⒞

既
存
の
金
融
業
界
の
担
い
手
の
業
態
転
換
に
よ
っ
て
金
融
持
株
会
社
へ
の
大
量
移
行
と
新
規
事
業
子
会
社
設
立
の
増
加
が
進
む
。

②
金
融
の
基
本
的
概
念
の
見
直
し
と
統
一
に
よ
り
生
じ
る
影
響
と
し
て
は
、
⒜
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
進
展
の
中
長
期
見
通
し
の
必
要
性
が

増
大
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
メ
ガ
テ
ッ
ク
の
正
確
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
が
進
め
ら
れ
る
。
⒝
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
Ｐ
２
Ｐ
金
融
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
・
決
済
な
ど
金
融
機
関
を
必
要
と
し
な
い
金
融
が
登
場
し
、
規
制
・
監
督
対
象

が
金
融
機
関
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
と
転
換
す
る
場
合
の
規
制
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。
⒞
国
際
的
な
標
準
化
活
動
の
重
要
性
が
増

大
す
る
。
⒟
金
融
業
法
よ
り
も
根
本
的
な
法
分
野
の
改
正
の
影
響
を
分
析
す
る
必
要
性
が
増
大
し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
民
法
（
Ａ
Ｉ
の
契
約
主

体
性
）、
Ｐ
Ｌ
法
な
ど
の
根
本
的
変
化
が
起
こ
り
う
る
。

③
国
民
の
厚
生
の
増
大
、
安
定
的
な
資
産
形
成
と
い
う
究
極
的
目
標
の
政
策
評
価
を
行
う
必
要
性
が
生
じ
る
。
⒜
政
策
の
費
用
便
益
分

析
の
必
要
性
が
増
大
し
、
投
資
教
育
の
費
用
便
益
分
析
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
⒝
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策
形
成
（E

vidence B
ased P

olicy 

M
aking E

B
P

M

）
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
、
政
府
の
統
計
イ
ン
フ
ラ
拡
充
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
推
進
が
進
む
。
⒞
ナ
ッ
ジ

（N
udge

）
な
ど
行
動
経
済
学
に
基
づ
く
制
度
設
計
の
必
要
性
が
増
大
し
、
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）
とR

egulatory S
andbox

の
接
続
を
目
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

４
．FinTech

と
個
人
情
報
保
護
─
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
の
関
連
─

新
た
な
課
題
と
し
てF

inT
ech

と
個
人
情
報
保
護
の
関
連
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
デ
ー
タ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
個
人
に
帰
属
さ
せ

る
議
論
が
起
こ
り
、
二
〇
一
七
年
五
月
改
正
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
策
を
強
化
し
て

七
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

企
業
に
よ
る
利
活
用
と
両
立
さ
せ
る
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。F

inT
ech

や
Ａ
Ｉ
活
用
・
発
展
に
関
し
て
も
情
報
自
体
が
集
ま
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
中
で
、
個
人
が
ど
の
事
業
者
の
ど
の
情
報
を
渡
す
か
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
枠
組
み
が
示
さ
れ
て
い
る
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

デ
ー
タ
・
ス
ト
ア
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）。

二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
に
関
し
て
個
人
デ
ー
タ
の
域
外
移
転
規
制
に
対
す
る
実
務
対
応

が
注
目
さ
れ
て
い
る
（
58
）

。
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（G

eneral D
ata P

rotection R
egulation G

D
P

R

）
は
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
新
し
い
個
人
情

報
保
護
の
枠
組
み
で
個
人
デ
ー
タ
（personal data

）
の
処
理
と
移
転
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
た
規
則
で
あ
る
が
、
一
九
九
五
年
か
ら
適

用
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
（D

ata P
rotection D

irective 95

）
に
代
わ
り
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
諸
国
に
対
し
て
直
接
効
力
が
発
生
す
る
法

規
制
と
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
が
二
〇
一
六
年
四
月
に
制
定
さ
れ
た
。

我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
上
に
お
い
て
も
、
従
業
員
、
取
引
先
担
当
者
や
顧
客
等
に
関
連
す
る
個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
（
グ
ル
ー
プ

会
社
を
含
む
）
に
提
供
す
る
場
合
に
は
所
定
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
外
国
に
あ
る
第
三
者
に
個
人
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
場

合
に
は
越
境
移
転
規
制
と
の
関
係
で
追
加
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
対
応
が
未
了
の
場
合
に
は
欧
州
委
員
会
か
ら
十
分
性
の
認
定

を
受
け
欧
州
か
ら
日
本
へ
の
個
人
デ
ー
タ
の
移
転
が
許
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
後
の
海
外
へ
の
個
人
デ
ー
タ
の
移
転
が
違
法
と
な
り
得
る
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
に
関
し
て
は
、
日
本
本
社
そ
の
他
の
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
外
に
あ
る
拠
点
で
対
応
が
必
要
に
な
る
場
面
が
あ
り
得
る
。
次
の
い
ず
れ
か

の
個
人
デ
ー
タ
の
処
理
を
行
う
場
合
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
が
域
外
適
用
さ
れ
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
第
三
条
第
二
項
）、
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
に
子
会
社
や
支
店
等

の
拠
点
を
有
し
て
い
な
い
日
本
企
業
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
対
応
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
に
代
表
者
を
選
任

す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
第
二
七
条
第
一
項
）。
①
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
に
所
在
す
る
本
人
に
対
す
る
商
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
関
す
る
処
理
、
②
本
人
が
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
で
行
う
行
動
の
監
視
に
関
す
る
処
理
。
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第
七
章
　
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
とF

inT
ech

・
仮
想
通
貨 

─
マ
ク
ロ
経
済
・
金
融
政
策
の
視
点
、T

he m
oney flow

er

─

１
．
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
とFinTech

・
仮
想
通
貨

中
央
銀
行
の
金
融
政
策
とF

inT
ech

・
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
は
経
済
活
動
、
金
融
シ
ス
テ
ム
、
更
に
は
中
央
銀
行
業
務
・
金
融
政
策
へ

の
影
響
が
あ
り
、
特
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・
分
散
型
台
帳
技
術
、
中
央
銀
行
が
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関
し
て
議
論
が
さ
れ
て
い

る
（
59
）

。
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
関
し
て
は
、
多
方
面
に
わ
た
るF

inT
ech

領
域
の
中
で
も
別
異
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。
仮

想
通
貨
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

）
ほ
か
の
法
的
性
質
等
に
つ
い
て
種
々
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
も
通

常
通
貨
と
の
異
同
性
の
議
論
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
通
常
通
貨
を
発
行
し
て
い
る
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
に
か
か
るT

he m
oney 

flow
er

の
概
念
を
採
り
上
げ
る
。

即
ち
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
とF

inT
ech

・
仮
想
通
貨
に
か
か
る
内
容
と
し
て
、
マ
ク
ロ
経
済
・
金
融
政
策
の
視
点
か
ら
国
際
機
関
で

あ
るB

ank for International S
ettlem

ents

（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
がT

he m
oney flow

er

の
分
類
等
を
提
示
し
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

特
に
中
央
銀
行
が
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（D

igital central bank m
oney

）
に
関
す
る
メ
リ
ッ
ト
な
ら
び
に
課
題
に
つ
い
て
、
①
中

央
銀
行
が
発
行
す
る
必
要
性
が
あ
る
か
、
②
中
央
銀
行
が
発
行
す
る
場
合
の
課
題
に
つ
い
て
マ
ク
ロ
経
済
・
金
融
政
策
の
視
点
か
ら
の
指

摘
が
さ
れ
て
い
る
（
60
）

。

指
摘
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
中
央
銀
行
が
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
発
行
す
る
必
要
性
に
関
し
て
、
多
様
な
私
的
な
デ
ジ
タ
ル
貨
幣
の

可
能
性
が
あ
る
が
（D

igital central bank m
oney

の
分
類
に
つ
い
て
はT

he m
oney flow

er

参
照
）、
法
定
準
備
の
積
立
て
を
通
じ
て
中
央
銀

七
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行
が
直
接
発
行
し
な
く
て
も
間
接
的
に
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
有
意
性
が
あ
る
。
中
央
銀
行
に

よ
る
間
接
的
発
行
と
い
え
な
く
も
な
い
。
②
直
接
中
央
銀
行
が
発
行
す
る
場
合
に
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
⒜
個
人
が
中
央
銀
行
に
直
接

口
座
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
⒝
ま
た
貨
幣
の
情
報
発
信
機
能
と
し
て
取
引
デ
ー
タ
が
中
央
銀
行
に
集
ま
り
、
民
間
セ
ク
タ
ー
に
集
ま

り
に
く
く
な
る
。
民
間
サ
イ
ド
に
は
収
益
機
会
の
獲
得
な
ど
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
だ
け
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
は
ず
の
と
こ

ろ
、
そ
れ
を
奪
う
こ
と
に
な
る
が
、
他
方
中
央
銀
行
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
は
乏
し
い
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

活
用
に
よ
る
経
済
活
性
化
と
い
う
当
初
の
目
論
見
に
反
す
る
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
反
面
で
中
央
銀
行
に
は
デ
ー
タ
が
集
ま
り
統
計
上
の
メ

リ
ッ
ト
は
出
て
く
る
。
⒞
中
央
銀
行
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と
で
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
に
お
け

る
「
遊
び
」
が
喪
失
さ
れ
、
ハ
イ
パ
ワ
ー
ド
マ
ネ
ー
と
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
が
リ
ン
ク
す
る
。
分
散
型
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・
流
動
性
供
給
の

メ
リ
ッ
ト
が
薄
れ
て
く
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。
直
接
発
行
型
で
は
一
元
的
に
中
央
銀
行
が
仮
想
通
貨
を
発
行
す
る
の

か
、
も
検
討
課
題
と
な
る
。
間
接
型
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
し
て
も
、
準
備
率
を
い
く
ら
に
す
る
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

新
規
仮

想
通
貨
公
開
）
を
ど
の
程
度
認
め
る
か
、
な
ど
の
問
題
が
残
る
。

２
．
中
央
銀
行
の
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）
とThe m

oney flow
er

（a taxonom
y of m

oney

）

T
he m

oney flow
er

の
分
類
に
つ
い
て
、
以
下
で
解
説
を
加
え
、
内
容
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

中
央
銀
行
の
発
行
す
る
貨
幣
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
通
貨
と
私
的
デ
ジ
タ
ル
通
貨
な
ど
の
関
係
に
関
し
て
、B

ank for International 

S
ettlem

ents

（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
か
ら
二
〇
一
八
年
三
月C

entral bank digital currencies

と
題
す
る
報
告
書
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
（
61
）

。
そ
の
中

で
はT
he m

oney flow
er

（a taxonom
y of m

oney

）
と
称
さ
れ
る
図
解
（
62
）

を
踏
ま
え
た
中
央
銀
行
の
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
か
か
る
分

類
・
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

七
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中
央
銀
行
の
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（central bank 

digital currency C
B

D
C

）
は
十
分
な
定
義
付
け
が
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
貨
幣
の
要
素
に
つ
い
て
、
①
ア

ク
セ
ス
面
（accessibility,w

idely or restricted

）：
広
範

に
ア
ク
セ
ス
可
能
か
（U

niversally accessible

）、
②
形
式

（form
,digital or physical

）：
デ
ジ
タ
ル
通
貨
か
（D

igital

）、

③
発
行
者
（issure,central bank or other

）：
中
央
銀
行

の
発
行
に
よ
る
も
の
か
（C

entral B
ank Issued

）、
④
技

術
（technology,token- or account-based

）：
ト
ー
ク
ン

（token

証
票
）
に
基
づ
く
か
（T

oken-based

）
と
い
う
四

つ
の
視
点
か
ら
考
察
が
さ
れ
て
い
る
。

中
央
銀
行
の
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）

は
、
先
ず
は
①
、
②
、
③
、
④
の
全
て
が
交
錯
す
る
領
域

に
存
在
す
る
（
⒜C

B
 digital tokens

（general purpose

））。

そ
し
て
①
、
②
、
③
の
重
な
る
領
域
（
⒝
）C

B
 

accounts

（general purpose

））、
②
、
③
、
④
の
交
錯
す

る
領
域
（
⒞
）C

B

　digital tokens

（w
holesale only

））

（図 １）The money flower（a taxonomy of money）

出所：Central bank digital currencies,Bank for International Settlements

Central bank cryptocurrencies, Morten Bech, Rodney Garrat, BIS Quarterly 

Review
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を
含
め
た
三
つ
の
領
域
が
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
②
、
③
の
重
な
る
部
分
（
除
く
⒜
、
⒝
、
⒞
）
も
ま
た
中
央
銀
行
の
関
与

す
る
領
域
で
あ
る
（
⒟C

B
 reserves and settlem

ent accounts C
B

の
準
備
金
お
よ
び
決
済
口
座
）。

①
、
②
の
重
な
る
領
域
（（
除
く
⒜
、
⒝
）
はB

ank depojit

（
⒠
）
と
な
る
。
①
、
②
、
④
の
重
な
る
部
分
は
（
除
く
⒜
、
⒞
）P

rivate digital 

tokens

（general purpose

）
⒡
、
①
、
④
の
重
な
る
部
分
は
（
除
く
⒜
、
⒞
、
⒡
）P

rivate digital tokens

（w
holesale only

）
⒢
）（
除
く
⒜
、
⒞
、

お
よ
びcash

）
と
な
る
。C

ash

⒣
は
、
①
、
②
、
④
が
重
な
る
領
域
（
除
く
⒜
、
⒞
、
⒢
）
に
位
置
す
る
。

中
央
銀
行
の
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（D

igital central bank m
oney

）
はthe m

oney flow
er

の
中
心
部
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
三
形
態
の
分
類
分
け
に
関
し
て
見
る
と
、
二
つ
の
形
態
はtoken-based

、
他
の
一
つ
はaccount-based

と
な
る
。
二
つ

のtoken-based

の
形
態
の
も
の
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
潜
在
的
な
用
途
と
し
て
の
優
先
度
合
い
に
よ
っ
て
更
に
相
違
が
生
じ
る
。
一
つ
の

token-based

形
態
は
主
と
し
て
リ
テ
ー
ル
取
引
（retail transactions

）
向
け
で
あ
り
（
63
）

、
広
範
な
支
払
い
手
段
と
し
て
利
用
可
能
で
あ
る
。

他
方
は
、
法
人
取
引
な
ど
に
向
け
ら
れ
た
ア
ク
セ
ス
が
限
定
さ
れ
たtokena

（a restricted-access digital settlem
ent token for 

w
holesale paym

ent and settlem
ent transactions
）
で
あ
る
。
各
々
中
央
銀
行
に
よ
る
一
般
用
途token

（central bank general purpose 

token

）、
法
人
取
引
用token

（central bank w
holesale token

）
と
称
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
三
形
態
の
う
ち
、
他
の
一
つ
はaccount-based
で
あ
る
が
、
中
央
銀
行
が
当
該
国
内
の
全
て
の
取
引
者
に
対
し
て
一
般

的
用
途
のaccount

を
提
供
す
る
こ
と
が
想
定
（envisages

）
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
規
模
の
面
の
影
響
は
と
も
か
く
、
技
術
面
で
は
議
論

は
あ
る
が
広
く
利
用
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
斬
新
さ
（novelty
）
が
あ
る
か
ど
う
か
はaccount

の
利
用
者
の
決
定
に
か
か
っ
て

い
よ
う
。

八
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第
八
章
　
仮
想
通
貨
の
関
連
法
制
な
ら
び
に
取
引
実
態
に
か
か
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察 

─
Ｉ
Ｃ
Ｏ
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
行
政
処
分
と
経
営
管
理
な
ら
び
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
─

１
．
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
分
類
、
利
点
と
問
題
点
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
比
較

⑴
　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
分
類
・
プ
ロ
セ
ス

上
記
を
念
頭
に
仮
想
通
貨
に
か
か
る
規
制
と
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
現
下
の
取
引
実
態
を
踏
ま
え
て
関
連
制
度
を
含
め
考

察
し
て
お
き
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

）
に
関
し
て
ト
ー
ク
ン
の
確
固
と
し
た
定
義
は
な
く
、
一
般
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
記
録
さ
れ
た
デ

ジ
タ
ル
資
産
を
指
す
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
が
利
用
さ
れ
る
の
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に
記
録
さ
れ
た
ト
ー
ク
ン
は
改
竄
や
二
重
払
い
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
ト
ー
ク
ン
に
つ

い
て
、
表
象
す
る
権
利
に
よ
り
以
下
の
よ
う
な
分
類
が
さ
れ
る
（
64
）

。

①
保
有
者
の
権
利
が
あ
る
類
型
と
し
て
、
⒜
有
価
証
券
型
は
株
式
等
の
有
価
証
券
に
似
た
性
質
を
有
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
収
益

分
配
を
受
け
ら
れ
る
。
⒝
債
券
型
は
債
券
に
似
た
性
質
を
持
つ
が
、
実
例
は
殆
ど
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
段
階
あ
る
い
は
個
人
に
よ
る

不
確
実
性
が
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
現
実
的
で
な
い
。
⒞
会
員
権
型
は
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
に
似
た
性
質
を
有
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
の

権
利
を
得
ら
れ
る
が
資
金
の
預
託
は
さ
れ
な
い
。
⒟
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
型
は
交
通
系
電
子
マ
ネ
ー
に
類
似
し
た
性
質
を
有
し
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
お
い
て
残
高
を
消
費
す
る
。

②
保
有
者
の
権
利
が
な
い
類
型
と
し
て
、
電
子
デ
ー
タ
（
モ
ノ
）
が
あ
る
が
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
に
似
た
性
質
を
有
し
、
権

八
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利
・
資
産
の
裏
付
け
は
な
い
も
の
の
価
値
を
認
め
る
主
体
が
あ
る
。

次
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
プ
ロ
セ
ス
は
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の
策
定
、
②
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
周
知
、
③
ト
ー
ク
ン
の
販
売
に
大
別
さ
れ
る
。
ト
ー
ク
ン

販
売
後
は
開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
ロ
ー
ン
チ
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
に
よ
る
ト
ー
ク
ン
の
取
扱
い
が
想
定
さ
れ
る
。
①
で
は
ホ
ワ
イ
ト

ペ
ー
パ
ー
（
計
画
書
）
の
作
成
が
さ
れ
る
が
、
記
載
項
目
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
例
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
概
要
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
長
シ
ナ
リ
オ
、
ト
ー
ク
ン
と
の
関
連
、
ト
ー
ク
ン
に
表
象
さ
れ
る
価
値
、
ト
ー
ク
ン
が
値
上
が
り
す
る
仕
組
み
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
場
合
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
ト
ー
ク
ン
と
関
連
の
な
い
も
の
で
も
よ
い
が
、
ト
ー
ク
ン
の
価
値
が
上
昇
す
る
説
明
が
困

難
に
な
り
、
ト
ー
ク
ン
保
有
者
に
配
当
を
与
え
る
な
ど
が
な
け
れ
ば
十
分
な
量
の
販
売
が
確
保
で
き
な
い
懸
念
が
あ
る
。
②
で
は
、
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
お
い
てB

itcointalk
やR

eddit

な
ど
電
子
掲
示
板
で
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
を
告
知
し
、
有
識

者
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
た
上
で
必
要
に
応
じ
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
修
正
す
る
。
次
に
オ
フ
ァ
ー
に
お
い
て
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー

を
完
成
、
ト
ー
ク
ン
単
価
、
発
行
上
限
、
販
売
数
な
ど
を
決
め
、
特
定
の
人
物
・
機
関
投
資
家
に
対
し
提
案
す
る
。
有
力
投
資
家
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
購
入
が
あ
れ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
判
も
高
ま
る
。
更
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
テ
ィ
ザ
ー
サ
イ
ト
（
発
売

前
の
商
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
）
を
用
意
し
て
不
特
定
多
数
へ
の
周
知
活
動
を
行
う
（
65
）

。
③
で
は
、
プ
レ
セ
ー
ル
に
お
い
て
前
の
プ
ロ
セ

ス
で
オ
フ
ァ
ー
を
行
っ
た
相
手
に
一
般
向
け
よ
り
も
先
に
ト
ー
ク
ン
を
販
売
す
る
。
有
利
な
条
件
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ク
ラ
ウ

ド
セ
ー
ル
よ
り
販
売
期
間
は
短
い
。
支
払
い
は
仮
想
通
貨
の
み
な
ら
ず
法
定
通
貨
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
セ
ー
ル
に
お
い

て
は
広
く
一
般
に
向
け
て
ト
ー
ク
ン
を
販
売
す
る
。
販
売
期
間
は
数
ヶ
月
に
亘
る
こ
と
が
あ
り
、E

thereum

の
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク

ト
を
利
用
し
て
販
売
す
る
こ
と
が
多
い
（
66
）

。
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
を
通
じ
て
販
売
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
国
内
で
は
現
実
的
で
な
い
。

①
、
②
、
③
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
サ
ー
ビ
ス
ロ
ー
ン
チ
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
に
よ
る
取
扱
い
の
段
階
に
移
行
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
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ロ
ー
ン
チ
で
は
、
ト
ー
ク
ン
販
売
に
よ
る
資
金
で
開
発
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
も
っ
と
も
サ
ー
ビ
ス
が
必
ず
し
も
ロ
ー
ン
チ
す
る

と
は
限
ら
な
い
（
67
）

。
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
に
よ
る
取
扱
い
で
は
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
が
ト
ー
ク
ン
を
取
扱
う
よ
う
に
な
れ
ば
購
入
者

は
ト
ー
ク
ン
を
売
却
で
き
る
。

⑵
　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
比
較

次
に
、
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
ト
ー
ク
ン
（
モ
ノ
）
販
売
と
の
比
較
を
掲
げ
る
。
ト
ー
ク
ン
に
つ
い
て
、
法

的
に
電
子
デ
ー
タ
（
モ
ノ
）
で
あ
る
な
ら
ば
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
ト
ー
ク
ン
（
モ
ノ
）
の
販
売
に
お
い
て
本
質
的
相
違

は
な
い
。
も
っ
と
も
ト
ー
ク
ン
が
資
金
決
済
法
上
の
仮
想
通
貨
に
該
当
す
る
場
合
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
を
介
さ
な
い
限
り
販
売
が
で

き
な
い
。
ト
ー
ク
ン
が
法
的
に
は
電
子
デ
ー
タ
（
モ
ノ
）
で
も
高
人
気
の
ト
ー
ク
ン
は
二
次
流
通
市
場
に
お
け
る
流
動
性
が
高
く
換
金
に

か
か
る
手
間
や
コ
ス
ト
が
小
さ
く
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
①
ま
ず
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
世
界
中
の
購
入
者
が
中
古
市
場
と
の
間
で
法
定
通
貨
に
よ
る
売
買
を
行
い
、
購
入
者
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
仲
介
者
と
し
て
法
定
通
貨
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
に
支
払
い
を
行
う
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
か
ら
は
購
入
者
に
対
し
て
製
品
完
成
後
に
提
供
が
な
さ
れ
る
。
②
次
に
ト
ー
ク
ン
（
モ
ノ
）
販
売
に
お
い
て
は
、
世
界
中
の
購
入
者
が

仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
と
の
間
で
仮
想
通
貨
あ
る
い
は
法
定
通
貨
に
よ
り
ト
ー
ク
ン
売
買
を
行
い
、
購
入
者
は
仲
介
者
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
間
で
ト
ー
ク
ン
の
販
売
を
受
け
仮
想
通
貨
に
よ
る
支
払
い
を
行
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
当
該
企
業
ま

た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
間
で
同
様
に
ト
ー
ク
ン
の
販
売
を
受
け
仮
想
通
貨
に
よ
る
支
払
い
を
行
う
（
68
）

。

更
に
エ
ク
イ
テ
ィ
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
ト
ー
ク
ン
（
有
価
証
券
型
）
販
売
の
比
較
を
掲
げ
る
。
エ
ク
イ
テ
ィ
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
法
規
制
で
定
め
ら
れ
た
国
内
在
住
者
が
対
象
と
な
る
が
、
ト
ー
ク
ン
（
有
価
証
券
型
）
販
売
は
規
制
が
明
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連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

確
で
な
く
世
界
中
が
対
象
と
な
っ
た
（
海
外
に
お
け
る
ト
ー
ク
ン
販
売
）。
有
価
証
券
販
売
の
点
で
は
両
者
は
本
質
的
に
近
似
し
、
各
国
と
も

有
価
証
券
関
連
の
法
規
制
に
準
拠
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ト
ー
ク
ン
（
有
価
証
券
型
）
販
売
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は
減
少
傾
向
に

あ
る
と
さ
れ
る
。
③
エ
ク
イ
テ
ィ
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
が
国
内
投
資
家
に
対
し
て
株
式
を

発
行
し
、
投
資
家
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
仲
介
者
と
し
て
法
定
通
貨
に
よ
る
支
払
い
を
行
う
。
④
海
外
に
お
け
る

ト
ー
ク
ン
（
有
価
証
券
型
）
販
売
で
は
、
当
該
企
業
ま
た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
Ｉ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
仲
介
と
し
て
ト
ー
ク
ン
を

購
入
者
に
販
売
す
る
。
購
入
者
と
し
て
は
従
前
は
世
界
中
の
購
入
者
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
法
規
制
で
対
象
と
さ
れ
た
購
入
者
に

限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
購
入
者
は
ト
ー
ク
ン
を
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
と
の
間
で
売
買
し
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
は
仮
想
通
貨
ま
た

は
法
定
通
貨
に
よ
り
支
払
い
を
行
う
。
購
入
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
仮
想
通
貨
に
よ
る
支
払
い
を
行
い
、
最
終
的
に

は
当
該
企
業
ま
た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
仮
想
通
貨
が
渡
さ
れ
る
。

⑶
　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
利
点
と
問
題
点

Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
利
点
と
問
題
点
に
つ
い
て
み
る
と
（
69
）

、
現
状
で
は
購
入
者
に
不
利
、
発
行
体
に
有
利
な
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
有
利
な
立
場

に
あ
る
発
行
体
も
会
計
処
理
、
税
制
が
定
ま
ら
な
い
限
り
ト
ー
ク
ン
販
売
で
得
ら
れ
た
資
金
を
利
用
で
き
る
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に

あ
る
。

先
ず
①
購
入
者
か
ら
み
れ
ば
⒜
利
点
と
し
て
、
企
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
容
易
に
支
援
で
き
る
こ
と
、
有
望
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

等
へ
投
資
す
る
こ
と
に
相
当
す
る
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
短
期
間
で
利
益
の
獲
得
が
可
能
な
こ
と
（
70
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⒝
問
題
点
と

し
て
、
発
行
体
に
有
利
な
仕
組
み
で
あ
る
た
め
購
入
者
保
護
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
投
資
家
の
権
利
が
不
明
確
か
つ
法
的
保
護
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
、
発
行
体
の
情
報
開
示
が
不
十
分
な
こ
と
、
第
三
者
に
よ
る
審
査
等
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
、
詐
欺
事
案
が
多
発
し
て
い
る
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こ
と
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
が
購
入
し
た
ト
ー
ク
ン
を
取
扱
う
と
は
限
ら
な
い
た
め
売
却
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
、
本
質
的
価
値

が
不
明
な
た
め
価
格
の
妥
当
性
を
評
価
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
②
発
行
体
の
サ
イ
ド
か
ら
み
れ
ば
⒜
利
点
と
し
て
、
既
存
株
主
の
株
式
が
希
薄
化
し
な
い
こ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
期
段
階
に

お
い
て
多
額
の
資
金
調
達
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
世
界
中
の
多
様
な
購
入
者
に
ト
ー
ク
ン
を
販
売
で
き
る
こ
と
、
ト
ー
ク
ン
の
性
質
に
も

よ
る
が
購
入
者
に
対
す
る
義
務
・
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
、
既
存
手
段
よ
り
も
簡
易
で
短
期
間
に
低
コ
ス
ト
の
資
金
調
達
が
可
能
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⒝
問
題
点
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
定
義
お
よ
び
購
入
者
と
発
行
体
の
権
利
関
係
等
が
不
明
確
な
た
め
会
計
処
理

や
税
制
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
、
発
行
体
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
不
備
か
ら
仮
想
通
貨
の
ハ
ッ
カ
ー
に
よ
る
流
出
が
頻
繁
に
生
じ
て
い

る
こ
と
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
が
ト
ー
ク
ン
を
取
扱
う
基
準
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
（
71
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２
．
Ｉ
Ｃ
Ｏ
と
資
金
決
済
法
や
金
融
商
品
取
引
法

⑴
　
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制

近
時
の
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制
導
入
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
、
世
界
的
に
は
Ｇ
７
エ
ル
マ
ウ
・
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言

（
二
〇
一
五
年
六
月
八
日
）
に
お
い
て
仮
想
通
貨
（virtual currencies

）
お
よ
び
そ
の
他
の
新
た
な
支
払
手
段
の
適
切
な
規
制
を
含
め
全
て

の
金
融
の
流
れ
の
透
明
性
拡
大
を
確
保
す
る
た
め
に
更
な
る
行
動
を
と
る
旨
が
示
さ
れ
、
更
に
金
融
活
動
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
ガ
イ

ダ
ン
ス
（
二
〇
一
五
年
六
月
二
六
日
）
で
は
各
国
は
仮
想
通
貨
と
法
定
通
貨
を
交
換
す
る
交
換
業
者
に
対
し
登
録
ま
た
は
免
許
制
を
課
す
と

共
に
顧
客
の
本
人
確
認
や
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
等
の
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
を
課
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
た
（
72
）

。

こ
こ
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る
仮
想
通
貨
の
定
義
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
に
取
引
可
能
で
あ
り
①
交
換
手
段
、
②
計
算

単
位
、
③
価
値
貯
蔵
と
し
て
機
能
す
る
価
値
を
デ
ジ
タ
ル
に
表
象
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
定
通
貨
や
電
子
マ
ネ
ー
（
法
定
通
貨
を
デ
ジ
タ
ル
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関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

に
表
象
し
た
も
の
）
と
は
区
別
さ
れ
る
。
法
定
通
貨
と
交
換
で
き
る
仮
想
通
貨
が
ガ
イ
ダ
ン
ス
対
象
と
な
る
が
、
法
定
通
貨
と
交
換
で
き

な
く
と
も
他
の
仮
想
通
貨
と
交
換
を
可
能
と
す
る
確
固
と
し
た
市
場
が
あ
る
場
合
に
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
対
象
に
な
り
得
る
。

我
が
国
に
お
け
る
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制
を
要
約
す
る
と
、
①
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
（
犯
罪
収
益
移
転
防
止

法
）
に
お
い
て
は
、
顧
客
の
本
人
確
認
（
口
座
開
設
時
、
二
〇
〇
万
円
超
の
仮
想
通
貨
と
法
定
通
貨
等
と
の
交
換
時
、
一
〇
万
円
超
の
仮
想
通
貨
の

移
転
時
）、
本
人
確
認
記
録
と
取
引
記
録
の
保
存
、
疑
わ
し
い
取
引
の
規
制
当
局
へ
の
届
出
、
社
内
体
制
整
備
（
社
内
規
則
整
備
、
研
修
実
施
、

統
括
責
任
者
選
任
、
リ
ス
ク
検
証
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
、
内
部
監
査
実
施
な
ど
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
②
利
用
者
保
護
規
制
（
資
金
決
済
法
）

に
お
い
て
は
、
⒜
内
部
管
理
体
制
（
経
営
管
理
、
シ
ス
テ
ム
管
理
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
）
整
備
と
し
て
、
社
内
規
則
整
備
・
研

修
実
施
・
リ
ス
ク
検
証
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
・
内
部
監
査
実
施
な
ど
、
⒝
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
、
法
定
通
貨
で
な
い
旨
、
価

値
を
保
証
す
る
者
が
い
な
い
場
合
に
は
そ
の
旨
、
価
格
変
動
に
よ
る
損
失
リ
ス
ク
、
取
引
の
内
容
・
取
扱
う
仮
想
通
貨
の
概
要
・
手
数

料
・
分
別
管
理
の
方
法
、
そ
の
他
リ
ス
ク
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
レ
バ
レ
ッ
ジ
取
引
の
リ
ス
ク
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
仮
想
通
貨
の
消
失
リ

ス
ク
が
例
示
さ
れ
る
）
な
ど
、
⒞
最
低
資
本
金
・
純
資
産
に
か
か
る
ル
ー
ル
（
資
本
金
一
、〇
〇
〇
万
円
以
上
、
純
資
産
額
が
負
の
値
で
な
い
こ
と
）、

⒟
顧
客
財
産
と
自
己
財
産
の
分
別
管
理
と
し
て
、
金
銭
に
つ
い
て
は
自
己
資
金
と
は
別
の
預
貯
金
口
座
で
管
理
ま
た
は
金
銭
信
託
で
管
理

す
る
こ
と
、
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
は
自
己
の
仮
想
通
貨
と
明
確
に
区
分
し
、
か
つ
顧
客
毎
の
数
量
を
直
ち
に
判
別
で
き
る
状
態
で
管
理
す

る
こ
と
、
⒠
分
別
管
理
・
財
務
諸
表
の
外
部
監
査
、
⒡
規
制
当
局
に
よ
る
報
告
徴
求
、
検
査
、
業
務
改
善
命
令
な
ど
が
規
定
さ
れ
る
。

⑵
　
資
金
決
済
法
と
金
融
商
品
取
引
法
の
適
用

Ｉ
Ｃ
Ｏ
や
ト
ー
ク
ン
に
関
し
て
は
、
そ
の
仕
組
み
あ
る
い
は
ト
ー
ク
ン
の
性
質
に
よ
り
資
金
決
済
法
、
金
融
商
品
取
引
法
の
適
用
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
る
。
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イ
　
資
金
決
済
法
適
用

Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
お
い
て
発
行
さ
れ
る
ト
ー
ク
ン
が
以
下
の
要
件
⒜
ま
た
は
⒝
を
充
足
す
る
場
合
、
当
該
ト
ー
ク
ン
は
資
金
決
済
法
上
の
仮
想

通
貨
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
想
通
貨
に
該
当
す
る
ト
ー
ク
ン
の
売
買
ま
た
は
他
の
仮
想
通
貨
と
の
交
換
等
を
業
と
し
て
行

う
こ
と
は
仮
想
通
貨
交
換
業
に
該
当
し
、
資
金
決
済
法
上
の
規
制
の
対
象
と
な
る
。
①
不
特
定
の
者
に
対
し
て
代
価
の
弁
済
に
使
用
で
き
、

か
つ
不
特
定
の
者
を
相
手
に
法
定
通
貨
と
相
互
に
交
換
で
き
る
こ
と
。
②
不
特
定
の
者
を
相
手
に
仮
想
通
貨
と
相
互
に
交
換
で
き
る
こ
と
。

ロ
　
金
融
商
品
取
引
法
適
用
─
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
─

Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
お
い
て
発
行
さ
れ
る
ト
ー
ク
ン
が
収
益
分
配
型
で
、
か
つ
以
下
の
⒞
ま
た
は
⒟
を
充
足
す
る
場
合
、
当
該
ト
ー
ク
ン
は
金
融

商
品
取
引
法
上
の
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⒞
法
定
通
貨
で
購
入
さ
れ
る
こ
と
。
⒠
仮
想
通
貨
で
購

入
さ
れ
る
が
、
実
質
的
に
は
法
定
通
貨
で
購
入
さ
れ
る
も
の
と
同
視
さ
れ
る
こ
と
。

金
融
商
品
取
引
法
下
で
は
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
も
有
価
証
券
と
み
な
さ
れ
て
規
制
対
象
と
な
る
（
金
融
商
品
取
引
法
二
条
二
項
五
号
）。

金
融
商
品
取
引
法
上
の
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
組
合
契
約
等
に
基
づ
く
権
利
で
あ
り
、
出
資
者
が
金
銭
を
出
資

し
、
当
該
出
資
・
拠
出
し
た
金
銭
を
充
て
て
行
う
事
業
か
ら
生
ず
る
収
益
の
配
当
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ
る
（
73
）

。
こ
の
集
団

投
資
ス
キ
ー
ム
（
フ
ァ
ン
ド
）
に
関
す
る
業
務
で
金
融
商
品
取
引
法
の
規
制
対
象
と
な
る
も
の
は
、
⒜
フ
ァ
ン
ド
（
の
持
分
）
の
販
売
・
勧

誘
行
為
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
ド
運
営
者
が
自
ら
行
う
場
合
に
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
の
自
己
募
集
行
為
と
し
て
規
制
の
対
象
に
な
る
。
⒝

フ
ァ
ン
ド
資
産
の
主
に
有
価
証
券
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
に
対
す
る
投
資
運
用
で
あ
り
、
フ
ァ
ン
ド
運
営
者
が
自
ら
行
う
場
合
は
集
団
投

資
ス
キ
ー
ム
の
自
己
運
用
」
行
為
と
し
て
や
は
り
規
制
の
対
象
と
な
る
。

か
か
る
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
に
該
当
す
る
ト
ー
ク
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
自
己
募
集
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
は
第
二
種
金
融
商
品

八
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取
引
業
に
該
当
し
、
以
下
の
規
制
対
象
と
な
る
。
⒜
登
録
義
務
（
財
務
要
件
、
人
的
構
成
要
件
な
ど
）
が
課
さ
れ
る
。
⒝
行
為
規
制
（
広
告
規

制
、
虚
偽
告
知
等
の
禁
止
、
適
合
性
の
原
則
な
ど
）
が
課
さ
れ
る
。
⒞
規
制
当
局
に
よ
る
報
告
徴
求
、
検
査
、
業
務
改
善
命
令
等
の
対
象
と
な

る
。３

．
仮
想
通
貨
の
業
務
実
態
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

R
elegated B

ank
（
土
管
化
す
る
銀
行
）、N

ew
 B

ank

（
新
規
参
入
に
よ
る
銀
行
代
替
）、D

isinterm
ediated B

ank

（
中
抜
き
さ
れ
る
金
融
仲

介
）
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
Ｐ
２
Ｐ
金
融
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
仮
想
通
貨
を
含
む
）・
決
済
な
ど
金
融
機
関

を
必
要
と
し
な
い
金
融
が
登
場
し
、
規
制
・
監
督
対
象
が
金
融
機
関
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
と
転
換
す
る
段
階
に
ま
で
至
る
と
規
制

の
あ
り
方
も
大
き
く
変
化
す
る
必
要
性
に
問
わ
れ
る
。

F
inT

ech

と
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
に
か
か
る
リ
ス
ク
に
関
し
て
は
既
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
包
含
さ
れ
る
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
改
め
て
業
務
実
態
と
リ
ス
ク
の
考
察
を
図
っ
て
お
き
た
い
。

⑴
　
仮
想
通
貨
の
取
引
実
態
と
リ
ス
ク
の
説
明
─
取
引
定
義
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
施
と
顧
客
へ
の
リ
ス
ク
の
説
明
な
ど
─

以
下
で
は
、
仮
想
通
貨
の
取
引
の
実
際
な
ら
び
に
リ
ス
ク
の
説
明
な
ど
国
内
の
取
引
状
況
、
取
引
実
務
に
焦
点
を
当
て
て
み
て
い
き
た

い
（
74
）

。取
引
の
定
義
に
関
し
て
、
先
ず
①
現
物
取
引
に
つ
き
⒜
販
売
所
で
は
販
売
業
者
と
直
接
売
買
が
さ
れ
、
販
売
所
か
ら
Ｂ
Ｉ
Ｄ
（
売
値
）

と
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
買
値
）
が
提
示
さ
れ
る
。
顧
客
は
販
売
所
か
ら
仮
想
通
貨
を
ウ
ォ
レ
ッ
ト
に
受
け
取
り
、
法
定
通
貨
で
支
払
う
。
⒝
取
引
所

取
引
で
は
取
引
所
を
通
じ
株
式
取
引
と
同
様
に
他
の
顧
客
と
売
買
が
さ
れ
る
。
売
り
顧
客
は
取
引
所
を
仲
介
に
し
て
仮
想
通
貨
を
売
り
、

買
い
顧
客
か
ら
法
定
通
貨
を
受
け
取
る
。

八
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取
引
の
定
義
に
関
し
て
、
次
に
②
証
拠
金
・
信
用
・
先
物
取
引
に
つ
き
、
⒞
証
拠
金
取
引
は
一
定
額
の
証
拠
金
（
保
証
金
）
を
担
保
に

し
て
売
買
す
る
こ
と
で
、
一
般
に
仮
想
通
貨
Ｆ
Ｘ
と
称
さ
れ
る
。
決
済
期
限
（
有
効
期
限
）
は
な
く
、
ま
た
現
物
の
受
渡
し
も
行
わ
れ
ず

全
て
差
金
決
済
で
な
さ
れ
る
。
⒞
、
⒟
、
⒠
と
も
レ
バ
レ
ッ
ジ
取
引
と
し
て
証
拠
金
（
保
証
金
）
に
対
し
数
倍
の
取
引
も
可
能
と
な
る
。

⒟
信
用
取
引
は
一
定
額
の
証
拠
金
（
保
証
金
）
を
担
保
に
交
換
業
者
か
ら
仮
想
通
貨
を
借
り
売
買
す
る
こ
と
で
、
一
般
に
定
め
ら
れ
た
決

済
期
限
（
三
〇
日
間
な
ど
）
ま
で
に
反
対
売
買
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
期
限
ま
で
に
反
対
売
買
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
は
強
制
的
に
決
済

さ
る
。
⒠
先
物
取
引
は
一
定
額
の
証
拠
金
（
保
証
金
）
を
担
保
に
決
済
期
限
日
に
売
買
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
取
引
で
あ
る
が
、
限
月

（
今
週
物
・
来
週
物
・
四
半
期
物
な
ど
）
が
定
め
ら
れ
、
期
限
ま
で
に
反
対
売
買
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
限
月
ま
で
に
反
対
売
買
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
は
取
引
所
が
決
め
た
基
準
値
で
差
金
決
済
が
な
さ
れ
る
。©

2018

⑵
　
業
務
実
態
①
─
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
実
際
─

仮
想
通
貨
交
換
業
者
が
実
施
し
て
い
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
、
①
社
内
体
制
に
つ
い
て
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
室
設
置
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
規
程
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
に
対
す
る
教
育
訓
練
、
複
数
管
理
者
に
よ

る
電
子
署
名
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
視
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
時
に
お
け
る
体
制
整
備
が
あ
る
。
②
環
境
整
備
と
し
て
は
、

コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
レ
ッ
ト
複
数
化
、
マ
ル
チ
シ
グ
に
お
け
る
署
名
サ
ー
バ
ー
環
境
の
分
散
化
、
高
度
な
残
高
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
導
入
で
ホ
ッ

ト
ウ
ォ
レ
ッ
ト
比
率
を
最
小
限
化
す
る
こ
と
、
生
体
認
証
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
ロ
グ
イ
ン
、
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
移
動
用
専
用
デ
バ
イ
ス
利
用
が

あ
る
。
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
会
社
等
の
外
部
サ
ー
ビ
ス
活
用
に
つ
い
て
は
、
主
要
ド
メ
イ
ン
に
対
す
る
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
（
実
際
に
侵
入
を
試
み
て
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
を
テ
ス
ト
す
る
手
法
）
実
施
、
同
じ
く
脆
弱
性
チ
ェ
ッ
ク
実
施
、
マ
ル
ウ
ェ
ア
対
策
・
ア
ク
セ

ス
管
理
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ツ
ー
ル
活
用
、
ロ
グ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
実
施
、
不
正
侵
入
検
知
（
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）・
防
御
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）

九
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採
用
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
不
正
ア
ク
セ
ス
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
あ
る
。

⑶
　
業
務
実
態
②
─
顧
客
に
対
す
る
説
明
・
情
報
提
供
の
方
法
─

顧
客
に
対
す
る
説
明
・
情
報
提
供
の
方
法
と
し
て
、
①
事
前
説
明
書
面
（
内
閣
府
令
第
一
七
条
一
項
二
項
）
の
交
付
ま
た
は
説
明
方
法
に

つ
い
て
は
次
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
実
施
し
、
①
、
②
、
③
共
に
大
部
分
の
業
者
が
こ
れ
を
併
用
し
て
い
る
。
口
座
開
設
時
に
説
明
書
面

に
同
意
を
得
る
こ
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
す
る
こ
と
お
よ
び
メ
ー
ル
配
信
。
②
受
領
書
（
内
閣
府
令
第
一
七
条
第
三
項
）
の
交
付
ま

た
は
説
明
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
実
施
し
て
い
る
。
メ
ー
ル
に
よ
る
電
子
交
付
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
へ
の
ロ
グ
イ
ン
後
に

履
歴
確
認
機
能
を
通
じ
た
伝
達
。
③
取
引
報
告
（
内
閣
府
令
第
一
七
条
第
四
項
）
の
交
付
ま
た
は
説
明
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
二
つ
の
パ

タ
ー
ン
で
実
施
し
て
い
る
。
取
引
時
に
取
引
内
容
を
メ
ー
ル
送
信
す
る
こ
と
、
マ
イ
ペ
ー
ジ
へ
の
ロ
グ
イ
ン
後
に
取
引
報
告
書
の
確
認
を

す
る
こ
と
（
75
）

。

⑷
　
業
務
実
態
③
─
事
前
説
明
書
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
説
明
─

仮
想
通
貨
の
売
買
・
好
感
に
お
け
る
事
前
説
明
書
に
お
い
て
は
顧
客
に
対
し
て
会
社
概
要
、
取
り
引
き
の
内
容
、
取
り
扱
い
仮
想
通
貨

の
概
要
、
リ
ス
ク
、
分
別
管
理
方
法
、
手
数
料
、
苦
情
ま
た
は
相
談
先
に
応
ず
る
営
業
所
の
所
在
地
お
よ
び
連
絡
先
、
指
定
仮
想
通
貨
交

換
業
務
紛
争
解
決
機
関
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。

特
に
リ
ス
ク
に
関
し
て
は
、
①
価
格
変
動
リ
ス
ク
と
し
て
取
引
対
象
そ
の
も
の
の
価
格
変
動
リ
ス
ク
、
取
引
の
価
格
に
関
す
る
リ
ス
ク
、

②
流
動
性
リ
ス
ク
と
し
て
対
象
仮
想
通
貨
に
内
在
す
る
流
動
性
リ
ス
ク
天
災
地
変
等
に
よ
る
流
動
性
リ
ス
ク
、
③
手
数
料
の
変
更
に
よ
る

リ
ス
ク
、
④
取
扱
い
企
業
の
破
綻
リ
ス
ク
、
⑤
対
象
仮
想
通
貨
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
リ
ス
ク
、
⑥
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
、
⑦
法
令
・
税

制
変
更
リ
ス
ク
、
⑧
個
人
情
報
に
関
す
る
リ
ス
ク
、
⑨
銀
行
口
座
リ
ス
ク
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

九
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こ
の
う
ち
⑤
対
象
仮
想
通
貨
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
対
象
仮
想
通
貨
の
取
引
に
お
い
て
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の

取
り
引
き
認
証
が
完
了
す
る
ま
で
取
引
が
成
立
せ
ず
一
定
期
間
保
留
さ
れ
、
ア
カ
ウ
ン
ト
に
お
け
る
対
象
仮
想
通
貨
の
残
高
に
は
反
映
さ

れ
な
い
。
認
証
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
の
市
場
価
格
変
動
、
あ
る
い
は
対
象
仮
想
通
貨
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
者
の
破
綻
等
に
よ
り
顧
客

に
お
い
て
損
失
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
取
引
認
証
の
過
程
で
取
り
引
き
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
取
引
対
象
の
仮
想
通
貨
の
管
理
は
秘
密
鍵
を
用
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、
秘
密
鍵
の
紛
失
、
悪
用
等
に
よ
る
損
失
発
生
も
想
定
さ
れ

る
（
76
）

。
⑥
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
通
信
回
線
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
障
害
に
よ
り
取
引
に
支
障
が
生
じ
、
ま
た
実
勢
レ
ー
ト
と
乖
離
し

た
価
格
で
の
約
定
等
の
場
合
に
当
該
約
定
が
取
消
さ
れ
る
場
合
や
取
引
の
不
成
立
な
ど
に
よ
っ
て
損
失
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
⑦
法

令
・
税
制
変
更
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
対
象
仮
想
通
貨
取
引
を
行
う
関
係
者
に
適
用
さ
れ
る
税
・
法
令
は
流
動
的
で
あ
り
、
取
引
量
増
大
な

ど
の
事
情
に
よ
っ
て
は
政
策
変
更
な
ど
も
含
め
、
対
象
仮
想
通
貨
取
引
が
禁
止
、
制
限
ま
た
は
課
税
強
化
等
が
な
さ
れ
る
結
果
、
対
象
仮

想
通
貨
の
保
有
や
取
引
が
制
限
さ
れ
、
あ
る
い
は
現
状
よ
り
も
不
利
な
取
り
扱
い
と
な
る
怖
れ
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
顧
客
に
於
い
て
予

期
し
な
い
損
失
が
生
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
⑧
個
人
情
報
に
関
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
氏
名
等
や
口
座
番
号
、

パ
ス
ワ
ー
ド
等
の
個
人
情
報
が
対
象
仮
想
通
貨
取
引
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
や
通
信
回
線
の
障
害
、
不
正
ア
ク
セ
ス
や
盗
聴
等
に
よ
り
滅
失
、

毀
損
ま
た
は
第
三
者
へ
漏
洩
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
顧
客
に
お
い
て
損
失
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
⑨
銀
行
口
座
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

預
託
金
の
預
託
を
受
け
る
銀
行
口
座
や
対
象
仮
想
通
貨
取
引
に
関
し
て
仮
想
通
貨
交
換
業
者
が
保
有
す
る
銀
行
口
座
が
不
正
送
金
事
件
な

ど
に
お
け
る
調
査
対
象
と
な
り
、
口
座
が
凍
結
さ
れ
る
怖
れ
が
あ
る
。

九
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４
．
仮
想
通
貨
取
引
に
か
か
る
行
政
処
分
の
内
容
と
経
営
管
理
な
ら
び
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

⑴
　
仮
想
通
貨
交
換
業
者
へ
の
規
制
当
局
に
よ
る
対
応
─
改
正
資
金
決
済
法
等
施
行
─

既
述
の
通
り
、
二
〇
一
七
年
四
月
改
正
資
金
決
済
法
等
が
施
行
さ
れ
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
し
て
登
録
制
が
導
入
さ
れ
、
み
な
し

仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
つ
い
て
登
録
可
否
の
判
断
が
行
わ
れ
る
ま
で
業
務
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
経
過
措
置
を
設
け
て
い
る
（
77
）

。

①
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
（
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
）
で
は
、
顧
客
の
本
人
確
認
（
口
座
開
設
時
、
二
〇
〇
万
円
超
の
仮
想
通
貨
と

法
定
通
貨
等
と
の
交
換
時
、
一
〇
万
円
超
の
仮
想
通
貨
の
移
転
時
）、
本
人
確
認
記
録
・
取
引
記
録
の
保
存
、
疑
わ
し
い
取
引
の
当
局
へ
の
届
出
、

体
制
整
備
（
社
内
規
則
の
整
備
、
研
修
の
実
施
、
統
括
責
任
者
の
選
任
、
リ
ス
ク
検
証
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
、
内
部
監
査
の
実
施
な
ど
）
が
規
定

さ
れ
る
。

②
利
用
者
保
護
の
規
制
（
資
金
決
済
法
）
で
は
、
⒜
内
部
管
理
体
制
（
経
営
管
理
、
シ
ス
テ
ム
管
理
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
）

の
整
備
と
し
て
社
内
規
則
の
整
備
、
研
修
の
実
施
、
リ
ス
ク
検
証
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
、
内
部
監
査
の
実
施
な
ど
、
⒝
利
用
者
へ
の

情
報
提
供
と
し
て
法
定
通
貨
で
な
い
旨
、
価
値
を
保
証
す
る
者
が
い
な
い
場
合
に
は
そ
の
旨
、
価
格
変
動
に
よ
る
損
失
リ
ス
ク
、
取
引
の

内
容
・
取
り
扱
う
仮
想
通
貨
の
概
要
・
手
数
料
・
分
別
管
理
の
方
法
、
そ
の
他
リ
ス
ク
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
レ
バ
レ
ッ
ジ
取
引
の
リ
ス

ク
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
仮
想
通
貨
の
消
失
リ
ス
ク
を
例
示
）
な
ど
、
⒞
最
低
資
本
金
・
純
資
産
に
か
か
る
ル
ー
ル
（
資
本
金
一
、〇
〇
〇
万
円

以
上
、
純
資
産
額
が
負
の
値
で
な
い
こ
と
）、
⒟
顧
客
財
産
と
自
己
財
産
の
分
別
管
理
と
し
て
、
金
銭
は
自
己
資
金
と
は
別
の
預
貯
金
口
座
で

管
理
ま
た
は
金
銭
信
託
で
管
理
す
る
。
仮
想
通
貨
は
自
己
の
仮
想
通
貨
と
明
確
に
区
分
し
、
か
つ
顧
客
毎
の
数
量
を
直
ち
に
判
別
で
き
る

状
態
で
管
理
す
る
。
⒠
分
別
管
理
・
財
務
諸
表
の
外
部
監
査
、
⒡
当
局
に
よ
る
報
告
徴
求
、
検
査
、
業
務
改
善
命
令
な
ど
が
規
定
さ
れ
る
。

九
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⑵
　
金
融
庁
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
経
営
機
構
・
経
営
管
理
お
よ
び
リ
ス
ク
管
理

金
融
庁
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
二
〇
一
七
年
四
月
施
行
（
78
）

）
で
は
主
な
監
督
上
の
着
眼
点
と
し
て
、
⒜
経
営
管
理
等
（
Ⅱ
─
１
─
２
②
）
に
お

い
て
、
経
営
陣
は
業
務
推
進
や
利
益
拡
大
と
い
っ
た
業
績
面
の
み
な
ら
ず
法
令
等
遵
守
や
適
正
な
業
務
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
内
部
管

理
部
門
お
よ
び
内
部
監
査
部
門
の
機
能
強
化
な
ど
内
部
管
理
態
勢
の
確
立
・
整
備
に
関
す
る
事
項
を
経
営
上
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
、
そ
の
実
践
の
た
め
の
具
体
的
な
方
針
の
策
定
お
よ
び
周
知
徹
底
に
つ
い
て
誠
実
か
つ
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
⒝

取
引
時
確
認
等
の
措
置
（
Ⅱ
─
２
─
１
─
２
─
２
⑶
）
に
お
い
て
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
を
行
う
に
当
た
っ
て
顧
客
の
属
性
、
取
引
時
の

状
況
そ
の
他
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
保
有
し
て
い
る
当
該
取
引
に
か
か
る
具
体
的
な
情
報
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
犯
収
法
第
八
条
第

二
項
お
よ
び
犯
収
法
施
行
規
則
第
二
六
条
、
第
二
七
条
に
基
づ
く
適
切
な
検
討
・
判
断
が
行
わ
れ
る
態
勢
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。
⒞
利

用
者
保
護
措
置
（
Ⅱ
─
２
─
２
─
１
─
２
⑴
①
）
に
お
い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
説
明
や
情
報
提
供
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
取
り
扱
う
仮
想

通
貨
や
取
引
形
態
に
応
じ
て
内
閣
府
令
第
一
六
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
各
号
、
第
一
七
条
第
一
項
各
号
お
よ
び
第
二
項
各
号
な
ら
び
に

第
四
項
に
規
定
さ
れ
た
事
項
を
説
明
す
る
態
勢
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。
⒟
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
（
Ⅱ
─
２
─
３
─
１
─
２
⑶
①
）
に
お

い
て
、
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
部
門
は
利
用
者
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
に
よ
る
大
量
取
引
の
発
生
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
よ
る
シ
ス
テ

ム
障
害
等
の
影
響
の
複
雑
化
・
広
範
化
な
ど
、
外
部
環
境
の
変
化
に
よ
り
リ
ス
ク
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
定
期
的
ま
た
は
適

時
に
リ
ス
ク
を
認
識
・
評
価
し
て
い
る
か
。
ま
た
洗
い
出
し
た
リ
ス
ク
に
対
し
、
十
分
な
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

上
記
の
よ
う
に
金
融
庁
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
事
務
運
営
に
つ
き
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
な
ら
び
に
シ
ス
テ
ム
障
害
等
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
、
事
務
リ
ス
ク
管
理
、
外
部
委
託
に
つ
き
各
々
意
義
、
主
な
着
眼
点
を
定
め
て
い
る
。
特
に
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
に
対

す
る
主
な
着
眼
点
と
し
て
、
経
営
機
構
・
経
営
管
理
あ
る
い
は
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
内
容
が
置
か
れ
て
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い
る
（
79
）

。
①
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
に
対
す
る
認
識
等
で
は
、
⒜
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
に
つ
い
て
代
表
取
締
役
を
は
じ
め
役
職
員
が
そ
の
重
要
性
を
十
分

認
識
し
、
定
期
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と
共
に
全
社
的
な
リ
ス
ク
管
理
の
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。
⒝
代
表
取
締
役
は
、
シ
ス

テ
ム
障
害
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
案
（
80
）（

シ
ス
テ
ム
障
害
等
）
の
未
然
防
止
と
発
生
時
の
迅
速
な
復
旧
対
応
に
つ
い
て
経
営
上
の
重
大

な
課
題
と
認
識
し
態
勢
を
整
備
し
て
い
る
か
。

⒞
取
締
役
会
は
、
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
の
重
要
性
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
シ
ス
テ
ム
を
統
括
管
理
す
る
役
員
を
定
め
て
い
る
か
。
シ
ス

テ
ム
統
括
役
員
は
、
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
十
分
な
知
識
・
経
験
を
有
し
業
務
を
適
切
に
遂
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
⒟
代

表
取
締
役
お
よ
び
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
っ
て
は
取
締
役
お
よ
び
執
行
役
）
は
、
シ
ス
テ
ム
障
害
等
発
生
の
危
機
時
に
お
い

て
果
た
す
べ
き
責
任
や
取
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
具
体
的
に
定
め
て
い
る
か
。
自
ら
が
指
揮
を
執
る
訓
練
を
行
い
実
効
性
を
確
保
し
て
い

る
か
。

②
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
態
勢
で
は
、
⒜
取
締
役
会
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展
等
に
よ
り
リ
ス
ク
が

顕
在
化
し
た
場
合
、
そ
の
影
響
が
連
鎖
し
広
域
化
・
深
刻
化
す
る
傾
向
に
あ
る
な
ど
経
営
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
十
分
踏
ま
え
て
リ
ス
ク
管
理
態
勢
を
整
備
し
て
い
る
か
。
⒝
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。
シ

ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
の
基
本
方
針
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
（
組
織
の
情
報
資
産
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
の
基
本
方
針
）
お
よ
び
外

部
委
託
先
に
関
す
る
方
針
が
含
ま
れ
て
い
る
か
。
⒞
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
整
備
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
客
観
的
な
水

準
が
判
定
で
き
る
も
の
を
根
拠
と
し
て
い
る
か
。
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
態
勢
に
つ
い
て
（
81
）

、
シ
ス
テ
ム
障
害
等
の
把
握
・
分
析
、
リ
ス
ク

管
理
の
実
施
結
果
や
技
術
進
展
等
に
応
じ
て
不
断
に
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
か
。

九
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③
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
評
価
で
は
、
⒜
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
部
門
は
、
利
用
者
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
に
よ
る
大
量
取
引
の
発
生
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
障
害
等
の
影
響
の
複
雑
化
・
広
範
化
な
ど
外
部
環
境
の
変
化
に
よ
り
リ
ス
ク
が
多
様
化
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
定
期
的
ま
た
は
適
時
に
リ
ス
ク
を
認
識
・
評
価
し
て
い
る
か
。
洗
い
出
し
た
リ
ス
ク
に
対
し
十
分
な
対
応
策
を
講
じ
て
い

る
か
。
⒝
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
部
門
は
、
一
日
当
た
り
の
取
引
可
能
件
数
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
の
制
限
値
を
把
握
・
管
理
し
、
制
限
値
を

超
え
た
場
合
の
シ
ス
テ
ム
面
・
事
務
面
の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。
⒞
ユ
ー
ザ
ー
部
門
は
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
時
ま
た
は
サ
ー
ビ

ス
内
容
の
変
更
時
に
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
部
門
と
連
携
す
る
と
共
に
、
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
部
門
は
シ
ス
テ
ム
開
発
の
有
無
に
拘
わ

ら
ず
関
連
す
る
シ
ス
テ
ム
の
評
価
を
実
施
し
て
い
る
か
。

④
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
で
は
、
⒜
情
報
資
産
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
に
方
針
の
策
定
、
組
織
体
制
の
整
備
、
社
内
規
程
の
策
定
、

内
部
管
理
態
勢
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
か
。
他
社
に
お
け
る
不
正
・
不
祥
事
件
も
参
考
に
し
て
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
態
勢
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
継
続
的
な
改
善
を
図
っ
て
い
る
か
。
⒝
情
報
の
機
密
性
、
完
全
性
、
可
用
性
を
維
持
す
る
た
め
に
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
か
か
る
管
理
者
を
定
め
、
役
割
・
責
任
を
明
確
に
し
た
上
で
管
理
し
て
い
る
か
。
管
理
者
は
、
シ
ス
テ
ム
、
デ
ー
タ
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
上
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
統
括
し
て
い
る
か
。
⒞
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
不
正
使
用
防
止

対
策
、
不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
対
策
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
等
の
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
侵
入
防
止
対
策
等
を
実
施
し
て
い
る
か
。
⒟
仮

想
通
貨
交
換
業
者
が
責
任
を
負
う
べ
き
利
用
者
の
重
要
情
報
を
網
羅
的
に
洗
い
出
し
、
把
握
、
管
理
し
て
い
る
か
。
利
用
者
の
重
要
情
報

の
洗
い
出
し
に
当
た
り
、
業
務
、
シ
ス
テ
ム
、
外
部
委
託
先
を
対
象
範
囲
と
し
、
以
下
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
洗
い
出
し
の
対
象
範
囲
と
し

て
い
る
か
。
通
常
の
業
務
で
は
使
用
し
な
い
シ
ス
テ
ム
領
域
に
格
納
さ
れ
た
デ
ー
タ
、
障
害
解
析
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
か
ら
出
力
さ
れ
た

障
害
解
析
用
デ
ー
タ
等
。
⒠
洗
い
出
し
た
利
用
者
の
重
要
情
報
に
つ
い
て
、
重
要
度
判
定
や
リ
ス
ク
評
価
を
実
施
し
て
い
る
か
。
各
々
の

九
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重
要
度
や
リ
ス
ク
に
応
じ
、
以
下
の
情
報
管
理
ル
ー
ル
を
策
定
し
て
い
る
か
。
情
報
の
暗
号
化
・
マ
ス
キ
ン
グ
の
ル
ー
ル
、
情
報
を
利
用

す
る
際
の
利
用
ル
ー
ル
、
記
録
媒
体
等
の
取
扱
い
ル
ー
ル
等
。
⒡
利
用
者
の
重
要
情
報
に
つ
い
て
、
以
下
の
不
正
ア
ク
セ
ス
、
不
正
情
報

取
得
、
情
報
漏
洩
等
を
牽
制
、
防
止
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
る
か
。
職
員
の
権
限
に
応
じ
て
必
要
な
範
囲
に
限
定
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス

権
限
の
付
与
、
ア
ク
セ
ス
記
録
の
保
存
・
検
証
、
開
発
担
当
者
と
運
用
担
当
者
の
分
離
・
管
理
者
と
担
当
者
の
分
離
等
の
相
互
牽
制
体
制
、

シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト
等
を
実
施
す
る
際
の
本
番
環
境
と
テ
ス
ト
環
境
を
分
離
等
。
⒢
機
密
情
報
（
82
）

に
つ
い
て
、
暗
号
化
や
マ
ス
キ
ン
グ
等
の
管

理
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
か
。
暗
号
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
暗
号
鍵
、
暗
号
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
書
等
の
管
理
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
て

い
る
か
。

⒣
機
密
情
報
の
保
有
・
廃
棄
、
ア
ク
セ
ス
制
限
、
外
部
持
ち
出
し
等
に
つ
い
て
、
業
務
上
の
必
要
性
を
十
分
に
検
討
し
厳
格
な
取
扱
い

を
し
て
い
る
か
。
⒤
情
報
資
産
に
つ
い
て
、
管
理
ル
ー
ル
等
に
基
づ
い
て
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、

管
理
態
勢
を
継
続
的
に
見
直
し
て
い
る
か
。
⒥
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
全
役
職
員
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育

（
外
部
委
託
先
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
を
含
む
）
を
行
っ
て
い
る
か
。
⒦
定
期
的
に
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
取
る
な
ど
、
デ
ー
タ

が
毀
損
し
た
場
合
に
備
え
た
措
置
を
取
っ
て
い
る
か
。

こ
の
他
、
⑤
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
、
⑥
シ
ス
テ
ム
企
画
・
開
発
・
運
用
管
理
、
⑦
シ
ス
テ
ム
監
査
、
⑧
外
部
委
託
管
理
、
⑨

コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
プ
ラ
ン
、
⑩
障
害
発
生
時
等
の
対
応
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
⑦
シ
ス
テ
ム
監

査
で
は
内
部
監
査
部
門
な
ら
び
に
取
締
役
会
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
等
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。
金
融
機

関
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
三
つ
の
防
衛
線
の
議
論
（
83
）

に
も
繋
が
る
内
容
と
な
ろ
う
。

⒜
シ
ス
テ
ム
部
門
か
ら
独
立
し
た
内
部
監
査
部
門
が
シ
ス
テ
ム
関
係
に
精
通
し
た
要
員
に
よ
る
定
期
的
な
シ
ス
テ
ム
監
査
を
行
っ
て
い

九
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る
か
（
84
）

。
⒝
監
査
対
象
は
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
に
関
す
る
業
務
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
か
。
⒞
シ
ス
テ
ム
監
査
の
結
果
は
適
切
に
取
締
役
会

に
報
告
さ
れ
て
い
る
か
。

⑶
　
行
政
処
分
な
ら
び
に
登
録
審
査

金
融
庁
は
、
登
録
審
査
・
検
査
・
行
政
処
分
等
の
権
限
は
財
務
局
長
に
委
任
し
つ
つ
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
特
性
や
専
門

性
等
を
踏
ま
え
て
シ
ス
テ
ム
や
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
対
策
等
の
専
門
官
に
よ
る
仮
想
通
貨
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
の
設
置
（
二
〇
一
七

年
八
月
）
を
図
っ
て
い
る
。

登
録
審
査
に
お
い
て
は
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
リ
ス
ク
特
性
を
踏
ま
え
て
内
部
管
理
規
程
に
つ
い
て
の
書
面
で
の
審
査
の
ほ
か
、
実

地
訪
問
し
て
規
程
の
運
用
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
内
部
管
理
態
勢
の
実
質
的
な
有
効
性
を
重
視
し
た
審
査
を
行
い
一
六
社
の
登
録
を
認
め
、

登
録
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
し
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
利
用
者
へ
の
継
続
的
な
注
意

喚
起
も
行
っ
て
い
る
。

イ
　
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
社
へ
の
対
応

二
〇
一
八
年
一
月
二
六
日
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
社
（
み
な
し
業
者
）
は
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
状
態
で
管
理
し

て
い
た
仮
想
通
貨
（
Ｎ
Ｅ
Ｍ
、
五
八
〇
億
円
相
当
）
が
流
出
（
被
害
者
数
約
二
六
万
人
）
し
た
。
当
社
に
対
し
て
は
、
利
用
者
保
護
の
観
点
か

ら
報
告
徴
求
命
令
（
同
年
一
月
二
六
日
）、
業
務
改
善
命
令
（
一
月
二
九
日
）、
立
入
検
査
の
実
施
（
二
月
二
日
）、
業
務
改
善
命
令
（
三
月
八

日
）
を
相
次
い
で
発
出
し
て
い
る
。

ロ
　
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
社
以
外
の
み
な
し
業
者
と
登
録
業
者
、
無
登
録
業
者
に
対
す
る
対
応

コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
社
以
外
の
み
な
し
業
者
と
登
録
業
者
に
対
し
て
は
、
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
事
案
発
生
日
に
不
正
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
注

九
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意
喚
起
を
行
い
、
緊
急
自
己
点
検
の
要
請
を
行
っ
た
（
一
月
三
〇
日
）。
報
告
さ
れ
た
点
検
結
果
の
分
析
等
を
踏
ま
え
、
全
み
な
し
仮
想
通

貨
交
換
業
者
、
複
数
の
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
し
て
立
入
検
査
を
実
施
中
で
あ
る
。
問
題
が
判
明
し
た
み
な
し
仮
想
通
貨
交
換
業
者
九

社
お
よ
び
登
録
業
者
二
社
に
対
し
て
業
務
停
止
命
令
・
業
務
改
善
命
令
を
発
出
し
て
い
る
。
み
な
し
仮
想
通
貨
交
換
業
者
八
社
は
登
録
申

請
の
取
下
げ
意
思
等
（
85
）

を
表
明
し
て
い
る
。

ま
た
無
登
録
営
業
の
疑
い
が
あ
る
業
者
に
対
し
て
は
事
業
の
詳
細
等
を
確
認
す
る
た
め
に
照
会
書
を
発
出
し
、
無
登
録
業
者
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
は
利
用
者
保
護
の
た
め
警
告
書
を
発
出
し
た
（
海
外
事
業
者
二
社
）。
警
告
書
の
発
出
は
金
融
庁
Ｈ
Ｐ
に
公
表
し
て
利

用
者
へ
注
意
喚
起
す
る
と
共
に
、
警
察
庁
・
消
費
者
庁
、
必
要
に
応
じ
海
外
当
局
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

ハ
　
登
録
審
査
の
要
点

登
録
審
査
に
お
い
て
は
、
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
に
よ
る
形
式
検
証
に
加
え
て
、

実
質
面
重
視
の
審
査
に
注
力
し
、
⒜
シ
ス
テ
ム
管
理
態
勢
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
プ
ラ
ン
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）、
暗

号
鍵
管
理
の
徹
底
、
ウ
ォ
レ
ッ
ト
管
理
の
適
正
化
な
ど
）、
マ
ネ
ロ
ン･

テ
ロ
資
金
供
与
対
策
（
本
人
確
認･

取
引
時
確
認
）、
分
別
管
理
態
勢
（
顧

客
の
預
り
仮
想
通
貨
の
管
理
）、
利
用
者
保
護
に
向
け
た
取
組
み
（
詐
欺
的
コ
イ
ン
の
排
除
、
顧
客
へ
の
適
切
な
リ
ス
ク
説
明
）、
加
え
て
⒝
人
物

（
役
員
、
株
主
等
）、
関
係
会
社
・
監
査
法
人
等
の
関
連
す
る
リ
ス
ク
情
報
の
収
集
・
分
析
も
行
っ
て
い
る
。
登
録
時
に
リ
ス
ク
評
価
を
伝

達
し
、
リ
ス
ク
評
価
に
応
じ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。

⑷
　
行
政
処
分
の
内
容

金
融
庁
は
、
こ
れ
ま
で
み
な
し
仮
想
通
貨
交
換
業
者
一
〇
社
及
び
登
録
業
者
二
社
に
対
し
て
、
業
務
停
止
命
令
・
業
務
改
善
命
令
を
発

出
し
て
い
る
が
、
以
下
で
は
行
政
処
分
の
公
表
文
か
ら
具
体
的
な
内
容
別
に
み
て
い
き
た
い
（
86
）

。
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部

九
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門
、
内
部
監
査
等
に
か
か
る
事
案
が
多
い
こ
と
が
窺
え
る
。

①
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

⒜
取
り
扱
い
仮
想
通
貨
の
選
定
に
つ
い
て
、
内
包
す
る
各
種
リ
ス
ク
を
適
切
に
評
価
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
適
切
な
内
部
管
理
態
勢

が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
。

⒝
不
適
切
な
通
貨
の
販
売
に
つ
い
て
、
自
社
発
行
仮
想
通
貨
に
お
い
て
自
己
勘
定
と
社
長
個
人
の
売
買
を
対
当
さ
せ
て
価
格
形
成
を

行
っ
て
い
た
が
（
87
）

、
当
該
事
実
を
利
用
者
に
説
明
し
な
い
ま
ま
当
該
仮
想
通
貨
の
販
売
勧
誘
を
行
っ
て
い
た
。

②
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門

⒞
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
つ
い
て
、
複
数
回
の
高
額
仮
想
通
貨
の
売
買
に
あ
た
り
、
取
引
時
確
認
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届

出
の
要
否
の
判
断
を
行
っ
て
い
な
い
。

法
令
に
基
づ
く
取
引
時
確
認
を
十
分
に
実
施
し
な
い
ま
ま
仮
想
通
貨
の
交
換
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
の
要
否
の

判
断
を
適
切
に
実
施
し
て
い
な
い
。
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
な
ど
各
種
リ
ス
ク
に
応
じ
た
適
切
な
内

部
管
理
態
勢
を
整
備
し
て
い
な
い
。

取
引
時
確
認
を
検
証
す
る
態
勢
を
整
備
し
て
お
ら
ず
、
職
員
向
け
の
研
修
も
未
だ
行
っ
て
い
な
い
な
ど
社
内
規
則
等
に
基
づ
く
業
務
運

営
を
行
っ
て
い
な
い
。
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
の
判
断
が
未
済
の
顧
客
に
つ
い
て
改
め
て
判
断
し
て
届
出
を
行
っ
た
と
し
た
が
、
当
局
の

指
導
に
も
拘
わ
ら
ず
、
改
善
を
要
請
し
た
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
者
が
い
な
い
た
め
是
正
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。

⒟
利
用
者
保
護
　
シ
ス
テ
ム
障
害
や
不
正
出
金
事
案
・
不
正
取
引
事
案
な
ど
問
題
が
発
生
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
顧
客
へ
の
情
報

開
示
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
利
用
者
情
報
の
安
全
管
理
を
図
る
態
勢
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
。

一
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⒠
分
別
管
理
　
特
定
大
口
取
引
先
の
依
頼
に
基
づ
き
、
複
数
回
に
わ
た
り
利
用
者
か
ら
預
か
っ
た
多
額
の
金
銭
を
流
用
し
、
一
時
的
に

取
引
先
の
資
金
繰
り
を
肩
代
わ
り
し
て
い
た
。
代
表
取
締
役
が
会
社
の
経
費
の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
、
利
用
者
か
ら
預
か
っ
た
金
銭
を

一
時
的
に
流
用
し
て
い
た
。

一
〇
〇
％
株
主
で
あ
る
経
営
企
画
部
長
が
利
用
者
か
ら
預
か
っ
た
仮
想
通
貨
（
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
）
を
私
的
に
流
用
し
て
い
た
。
適
正
な

業
務
運
営
を
確
保
す
る
実
効
性
あ
る
経
営
管
理
態
勢
が
不
十
分
な
た
め
、
利
用
者
財
産
の
不
適
切
な
分
別
管
理
、
帳
簿
書
類
の
一
部
未
作

成
が
認
め
ら
れ
た
。

⒡
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
　
シ
ス
テ
ム
障
害
や
不
正
出
金
・
不
正
取
引
な
ど
問
題
が
発
生
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
根
本
原
因
を
十
分
に
分

析
し
て
お
ら
ず
、
適
切
な
再
発
防
止
策
を
講
じ
て
い
な
い
。
業
容
の
急
激
な
拡
大
の
中
、
シ
ス
テ
ム
障
害
事
案
が
頻
発
し
た
に
も
拘
わ
ら

ず
根
本
原
因
を
十
分
に
分
析
せ
ず
適
切
な
再
発
防
止
策
を
講
じ
て
い
な
い
。

⒢
外
部
委
託
先
管
理
　
自
社
発
行
仮
想
通
貨
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
勧
誘
等
を
行
わ
せ
て
い
る
外
部
委
託
先
の
活
動
状
況
等
を
把
握

せ
ず
、
委
託
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
遂
行
を
確
保
す
る
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
。

③
内
部
監
査
　
内
部
監
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

④
経
営
管
理
態
勢

取
締
役
会
は
、
業
容
の
急
激
な
拡
大
の
中
で
業
容
拡
大
に
応
じ
た
各
種
内
部
管
理
態
勢
お
よ
内
部
監
査
態
勢
の
整
備
・
強
化
を
行
っ
て

い
な
い
。
取
締
役
会
は
、
法
令
等
遵
守
や
適
正
な
業
務
運
営
を
確
保
す
る
実
効
性
あ
る
経
営
管
理
態
勢
を
整
備
し
て
い
な
い
。

取
締
役
会
に
お
い
て
、
顧
客
保
護
と
リ
ス
ク
管
理
を
経
営
上
の
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
ず
、
経
営
陣
の
顧
客
保
護
の
認
識
が
不
十
分

な
ま
ま
業
容
拡
大
を
優
先
さ
せ
な
ど
経
営
管
理
態
勢
等
に
重
大
な
問
題
が
認
め
ら
れ
た
。
経
営
陣
は
自
社
の
財
務
基
盤
・
収
益
構
造
に
関

一
〇
一



す
る
リ
ス
ク
分
析
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
合
理
的
な
経
営
計
画
を
策
定
し
て
い
な
い
。

第
九
章
　
仮
想
通
貨
取
引
に
か
か
る
混
蔵
寄
託
と
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
の
ジ
レ
ン
マ 

─
マ
ネ
ロ
ン
問
題
と
法
制
度
構
築
の
構
造
的
な
課
題
─

１
．
仮
想
通
貨
の
混
蔵
寄
託
性

仮
想
通
貨
に
関
す
る
私
法
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
混
蔵
寄
託
に
類
す
る
形
態
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

仮
想
通
貨
は
信
託
で
は
な
く
準
寄
託
と
し
て
考
え
ら
れ
、
財
産
的
価
値
単
位
と
し
て
均
一
の
抽
象
的
な
存
在
（
紙
幣
類
似
証
券
取
締
法
一
条

一
項
参
照
）
で
あ
る
か
ら
、
準
消
費
寄
託
と
い
う
べ
き
性
質
で
あ
り
、
管
理
者
の
支
配
は
他
主
占
有
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
る
。
秘
密
鍵
の

管
理
に
つ
い
て
、
現
実
の
仮
想
通
貨
交
換
業
者
が
仮
想
通
貨
を
管
理
す
る
場
合
、
通
常
は
事
業
者
と
仮
想
通
貨
保
有
者
の
双
方
が
管
理
し

て
い
る
形
態
で
は
な
く
事
業
者
の
み
が
管
理
し
て
い
る
形
態
が
通
常
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
改
正
資
金
決
済
法
で
は
仮
想
通
貨
交
換
業
者

の
仮
想
通
貨
と
管
理
委
託
者
の
そ
れ
と
の
分
別
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
（
改
正
資
金
決
済
法
六
三
条
の
一
一
）、
物
理
的
に
も
厳
格
な
分

別
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
限
り
私
法
上
は
混
蔵
寄
託
に
類
す
る
形
態
の
中
で
の
分
別
管
理
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
想
通
貨
交
換

業
者
が
倒
産
し
た
場
合
、
仮
想
通
貨
の
管
理
の
形
態
が
他
主
占
有
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
事
業
者
の
み
が
管
理
し
て
い
る
場
合
で
あ
る

限
り
は
取
戻
権
（
破
産
法
六
二
条
）
等
は
認
め
ら
れ
な
い
。
他
方
、
仮
想
通
貨
保
有
者
の
も
の
と
し
て
分
別
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
限
り
、

明
文
規
定
は
な
い
が
信
託
法
二
五
条
一
項
を
準
用
し
て
分
別
管
理
さ
れ
た
仮
想
通
貨
保
有
者
の
財
産
と
し
て
取
り
扱
い
、
同
種
同
量
の
仮

想
通
貨
を
返
還
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
（
88
）

。

か
か
る
前
提
の
も
と
に
、
仮
想
通
貨
に
関
す
る
現
下
の
混
乱
状
態
、
即
ち
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
シ
ス
テ
ム
の
不
十
分
さ
、
マ
ネ
ロ
ン
対
策

一
〇
二



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

の
不
徹
底
と
今
後
の
仮
想
通
貨
の
展
開
可
能
性
あ
る
い
は
法
制
度
上
の
設
計
に
向
け
て
考
察
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

２
．
仮
想
通
貨
の
混
蔵
保
管
と
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
な
ら
び
に
ト
ラ
ス
ト
の
二
重
構
造

仮
想
通
貨
は
信
頼
で
き
る
第
三
者
が
存
在
し
な
い
と
い
う
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
の
方
式
が
本
来
は
前
提
に
な
っ
て
い
る
が
、
仮
想
通
貨
交
換

所
は
信
頼
で
き
る
ト
ラ
ス
ト
の
構
造
に
な
り
、
取
引
所
が
一
括
し
て
中
央
集
権
的
に
仮
想
通
貨
を
混
蔵
保
管
す
る
仕
組
み
と
し
て
発
達
し

て
き
た
（
89
）

。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
本
来
的
に
分
散
型
構
造
の
中
で
取
引
所
の
み
が
集
権
的
機
能
を
果
た
し
、
規
制
対
象
た
り
得
る
こ

と
に
な
る
。

取
引
所
が
こ
の
よ
う
に
一
括
し
て
仮
想
通
貨
を
保
護
預
り
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
取
引
所
の
セ
キ
ュ
リ
イ
テ
ィ
向
上
が
銀
行
あ
る
い
は
証

券
会
社
並
み
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
反
面
で
は
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
と
し
て
の
盲
点
が
残
る
た
め
に
有
効
な
マ
ネ
ロ
ン
対
策
が
打
て
な

く
な
っ
て
い
る
ジ
レ
ン
マ
が
存
在
す
る
。

必
ず
し
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
精
通
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
一
般
利
用
者
が
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
レ
ッ
ト
（
90
）

を
活
用
し
て
参
入
し
て
い
る

が
、
取
引
所
の
シ
ス
テ
ム
あ
る
い
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
内
部
管
理
が
不
十
分
な
中
で
一
般
ユ
ー
ザ
ー
に
秘
密
鍵
管
理
が
果
た
し
て
可
能
か

課
題
と
な
る
。
あ
る
程
度
の
規
模
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
可
能
な
交
換
業
者
あ
る
い
は
秘
密
鍵
の
管
理
が
可
能
な
利
用
者
が
、

こ
れ
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
応
用
に
お
い
て
は
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
金
融
庁
は
現
在F

inT
ech

に
つ
い
て
、
同
一
の
機
能
・
リ
ス
ク
に
は
同
一
の
ル
ー
ル
を
適
用
遷
都
す
る
横
断
的
な
法
制
の
構
築

を
検
討
中
で
あ
る
（
91
）

。
仮
想
通
貨
に
か
か
る
法
制
度
設
計
の
面
で
も
、
改
正
資
金
決
済
法
は
仮
想
通
貨
の
交
換
に
か
か
る
交
換
業
者
の
局
面

で
規
制
を
か
け
る
考
え
方
で
あ
る
が
、
マ
ネ
ロ
ン
防
止
の
観
点
か
ら
仮
想
通
貨
自
体
の
規
制
を
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
た
と
え
ば
金

融
商
品
取
引
法
に
お
け
る
有
価
証
券
に
仮
想
通
貨
や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
が
該
当
す
る
か
、
あ
る
い
は
投
資
家
保
護
を
い
か
に
図
る
か
な
ど

一
〇
三



の
法
制
度
全
体
の
枠
組
み
に
か
か
る
抜
本
的
な
再
検
討
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
十
章
　
仮
想
通
貨
に
関
す
る
規
制
強
化
と
分
別
管
理
に
か
か
る
規
制
・
監
督

１
．
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
展
開
な
ら
び
に
各
国
の
規
制
強
化
─The D

A
O

事
件
な
ど
─

こ
こ
で
は
現
状
の
仮
想
通
貨
に
関
す
る
上
記
の
規
制
強
化
と
分
別
管
理
に
か
か
る
規
制
・
監
督
な
ど
に
つ
い
て
取
り
纏
め
、
今
後
の
法

的
論
点
あ
る
い
は
法
制
度
の
あ
り
方
等
に
関
し
て
は
我
が
国
のF

inT
ech

法
制
度
全
体
の
方
向
性
や
各
領
域
の
検
討
も
踏
ま
え
て
、
改

め
て
後
述
の
こ
と
と
し
た
い
。

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
取
引
が
増
大
し
価
格
が
高
騰
し
た
要
因
と
し
て
は
次
の
も
の
が
掲
げ
ら
れ
る
。
①peer-to-peer

に
よ
る
分
散
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
採
用
。
Ｃ
Ｐ
Ｕ
、
ス
ト
レ
ー
ジ
、
通
信
コ
ス
ト
低
下
に
よ
り
一
般
ユ
ー
ザ
ー
が
保
有
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

リ
ソ
ー
ス
の
み
で
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
②
競
争
的
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
非
中
央
集
権
化
（de-centralized

）。
署
名
認
証
、

二
重
使
用
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
機
能
を
果
た
す
参
加
者
に
は
報
酬
を
付
与
し
、
か
か
る
役
割
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
の
証
明
の
た
め
に
一
定
条

件
を
充
足
す
る
ハ
ッ
シ
ュ
値
の
探
索
を
行
わ
せ
る
仕
組
み
（proof of w

ork

）
を
導
入
し
た
。
③
独
自
通
貨
単
位
（
Ｂ
Ｔ
Ｃ
）
採
用
に
よ
る

投
資
機
会
の
提
供
。
決
済
手
段
と
し
て
の
法
定
通
貨
で
は
、
交
換
価
値
の
維
持
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
マ
イ
ニ
ン
グ
の

報
酬
の
分
だ
け
を
仮
想
通
貨
の
追
加
発
行
に
よ
り
賄
う
こ
と
で
、
外
部
費
用
の
投
入
な
く
シ
ス
テ
ム
維
持
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

シ
ス
テ
ム
維
持
費
用
の
自
給
体
制
が
取
引
拡
大
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
（
92
）

。

次
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

新
規
仮
想
通
貨
公
開
）
は
、
企
業
等
が
電
子
的
に
ト
ー
ク
ン
（
証
票
）
を
発
行
し
公
衆
か
ら
資
金
調

達
を
行
う
こ
と
の
総
称
で
あ
る
（
93
）

。
も
っ
と
も
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
半
数
以
上
に
お
い
て
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
が
存
在
す
ら
せ
ず
（
94
）

、
二
〇
一
七
年
七
月
二
五

一
〇
四



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

日
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
証
券
取
引
委
員
会
）
は
二
〇
一
六
年
発
行
のthe D

A
O

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
使
わ
れ
た
ト
ー
ク
ン
発
行
が
米
国
証
券
法
上

の
有
価
証
券
募
集
・
売
出
し
に
該
当
す
る
と
い
う
見
解
を
発
表
し
て
い
る
（
95
）

。

米
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
はT

he D
A

O

で
表
さ
れ
る
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
が
米
国
有
価
証
券
取
引
所
法
21
⒜
（
一
九
三
四

年
証
券
取
引
所
法
）
の
規
制
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
旨
を
発
表
し
、
報
告
書
（S

E
C

 Issues Investigative R
eport C

oncluding D
A

O
 

T
okens, a D

igital A
sset, W

ere S
ecurities.

）
で
で
は
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
が
証
券
の
性
質
を
も
つ
理
由
に
つ
い
て
着
眼
点
が
述
べ
ら
れ
た
。

T
he D

A
O

は
中
央
機
関
を
お
か
な
い
分
散
型
投
資
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
販
売
さ
れ
た
が
、
大
規
模
な
ハ
ッ
キ
ン
グ
事
件
（
六
〇
億
円
相
当
流

出
）
に
よ
り
イ
ー
サ
リ
ア
ム
を
ハ
ー
ド
フ
ォ
ー
ク
（
仮
想
通
貨
の
分
裂
）
さ
せ
る
事
態
に
至
っ
た
。
Ｓ
Ｅ
Ｃ
はS

lock.it

を
実
質
的
発
行
者

と
み
な
し
て
違
法
性
を
調
査
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
を
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
契
約
と
み
て
プ
リ
セ
ー
ル
さ
れ
た
ト
ー
ク
ン
の
経
済

的
事
実
、
実
質
的
用
途
に
基
づ
き
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
未
認
可
取
引
に
参
加
し
た
と
し
て
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
全
参
加
者
が
証
券
法

違
反
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
事
実
や
状
況
を
考
慮
し
て
参
加
者
に
対
す
る
罰
金
、
捜
査
は
行
わ
ず
に
注
意
喚

起
に
止
ま
っ
て
い
る
（
96
）

。

２
．
米
国
に
お
け
る
仮
想
通
貨
に
関
す
る
規
制
・
管
轄
の
分
断

米
国
に
お
け
る
仮
想
得
通
貨
に
関
す
る
規
制
と
管
轄
の
分
断
に
つ
い
て
、
現
状
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
上
記
の
通
り
米
国
規
制
当
局

に
お
い
て
は
、
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（U

.S
. S

ecurities and E
xchange C

om
m

ission

証
券
取
引
委
員
会
）
が
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

）
ト
ー

ク
ン
（D

igital T
oken

）
を
一
九
三
三
年
証
券
法
等
が
定
義
す
る
証
券
（S

ecurities

）
に
該
当
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
発
行
体
が
同
法
の
法
的
義
務
を

負
う
と
す
る
厳
格
な
立
場
を
示
し
た
（
97
）

。

米
国
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（U

.S
. C

om
m

odity F
utures T

rading C
om

m
ission

証
券
先
物
取
引
員
会
）
は
二
〇
一
五
年
九
月
仮
想
通
貨
は
商
品
取
引

一
〇
五



所
法
（C

om
m

odity E
xchange A

ct

）
が
定
義
す
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
発
表
し
て
い
る
（
98
）

。
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
商
品
取
引
法
に

参
加
し
た
市
場
参
加
者
に
対
し
て
は
、
厳
格
な
制
裁
を
下
し
て
き
た
。

ま
た
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
つ
い
て
は
州
当
局
が
規
制
・
監
督
を
担
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
は
同
州
金
融
サ
ー
ビ
ス
局
）

（
Ｎ
Ｙ
Ｄ
Ｆ
Ｓ
）
が
二
〇
一
五
年
六
月
公
表
の
ビ
ッ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
（B

itL
icense

）
を
取
得
し
、
財
務
状
況
開
示
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な

ら
び
に
顧
客
資
産
保
護
要
件
等
を
住
職
す
る
必
要
が
あ
る
。

仮
想
通
貨
取
引
に
つ
い
て
は
各
国
政
府
や
法
規
制
範
囲
を
超
え
て
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
が
行
わ
れ
、
マ
ネ
ロ
ン
な
ど
種
々
課
題
が
生

じ
つ
つ
あ
る
。
投
資
家
保
護
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、
分
別
管
理
な
ど
の
枠
組
み
の
形
成
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
米
国
内
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
国
際
的
協
調
の
下
、
包
括
的
な
規
制
の
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

３
．
我
が
国
に
お
け
る
仮
想
通
貨
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
巡
る
規
制
の
あ
り
方

⑴
　
仮
想
通
貨
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
巡
る
金
融
規
制

イ
　
仮
想
通
貨
を
巡
る
法
規
制
な
ら
び
に
実
態
─
国
際
連
携
の
困
難
さ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
多
様
さ
と
不
透
明
さ
─

二
〇
一
八
年
一
月
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
事
件
を
契
機
に
仮
想
通
貨
や
新
規
仮
想
通
貨
公
開
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
に
関
わ
る
法
制
度
の
整
備
が
国
際

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。F

inT
ech

法
制
全
般
に
か
か
る
包
括
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
な
ど
に
お
け
る
最
新
の

議
論
を
ベ
ー
ス
に
考
察
を
進
め
て
き
た
が
、F

inT
ech

に
は
多
く
の
分
野
が
あ
り
、
各
々
特
徴
的
な
内
容
を
有
し
て
い
る
。F

inT
ech

ビ

ジ
ネ
ス
の
類
型
、
取
引
態
様
と
規
制
に
つ
い
て
、
現
状
の
適
用
関
係
が
示
さ
れ
る
（
99
）

。

中
で
も
仮
想
通
貨
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
関
し
て
は
特
有
の
問
題
点
も
多
く
、
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
模
索
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
以
下
で

は
、
我
が
国
に
お
け
る
仮
想
通
貨
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
関
す
る
今
後
の
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
大
枠
を
示
し
て
お
き
た
い
（
100
）

。
ま
た
国
家
通
貨
と

一
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対
比
し
、
国
家
通
貨
同
様
に
通
貨
と
し
て
機
能
し
得
る
か
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
視
点
も
提
示
さ
れ
、
Ｐ
２
Ｐ
（P

eer to P
eer

）
内
信

用
仮
想
通
貨
は
地
域
通
貨
等
に
可
能
性
が
あ
り
、
他
方
で
主
体
型
仮
想
通
貨
は
銀
行
等
信
用
あ
る
主
体
や
見
合
い
資
産
の
あ
る
信
託
の
仕

組
み
に
よ
り
発
行
管
理
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
後
者
は
国
家
通
貨
同
様
に
規
律
し
、
通
貨
条
件
を
満
た
さ
な
い
仮
想
通
貨
は
円
の
支
払

手
段
や
金
融
商
品
な
ど
の
制
度
に
服
す
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
（
101
）

。

仮
想
通
貨
に
関
し
て
は
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
国
際
的
要
請
、
国
内
に
お
け
る
当
時
世
界
最
大
規
模
の
仮
想
通

貨
交
換
業
者
の
破
綻
を
受
け
、
二
〇
一
七
年
四
月
仮
想
通
貨
と
法
定
通
貨
等
の
交
換
業
者
に
対
し
て
登
録
制
を
導
入
し
、
本
人
確
認
義
務

等
の
導
入
と
説
明
義
務
等
の
一
定
の
利
用
者
保
護
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
。
他
方
で
、
中
国
を
始
め
と
し
て
全
世
界
的
に
禁
止
あ
る
い
は

制
限
す
る
動
き
が
拡
大
し
、
我
が
国
が
性
秋
に
先
駆
け
て
仮
想
通
貨
の
取
引
を
公
式
に
容
認
す
る
体
制
と
な
り
、
取
引
の
急
拡
大
を
招
い

て
い
る
（
102
）

。

二
〇
一
四
年
に
当
時
世
界
最
大
規
模
で
あ
っ
た
Ｍ
Ｔ
Ｇ
Ｏ
Ｘ
社
が
破
綻
し
、
翌
年
同
社
社
長
が
業
務
上
横
領
等
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た

問
題
を
受
け
、
マ
ネ
ロ
ン
対
策
を
担
う
金
融
活
動
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
か
ら
登
録
制
、
免
許
制
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
発
出
さ
れ

た
（
二
〇
一
五
年
六
月
二
六
日
）。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
を
忠
実
に
実
施
し
て
い
る
の
は
金
融
庁
で
あ
り
、
規
制
の
運
用
面
で
も
最
も
進
ん

で
い
る
と
さ
れ
る
。

既
述
の
通
り
、
改
正
資
金
決
済
法
で
は
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
受
け
て
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
対
策
と
し
て
の
犯
罪
収
益
移
転

防
止
法
が
制
定
さ
れ
、
同
時
に
利
用
者
保
護
の
規
制
と
し
て
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
お
け
る
内
部
管
理
体
制
整
備
を
図
る
と
共
に
後
者
に

つ
い
て
は
別
途
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
二
〇
一
七
年
月
施
行
さ
れ
て
い
る
。
更
に
制
度
整
備
と
共
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
が
強
調
さ

れ
、
金
融
庁
内
に
シ
ス
テ
ム
や
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
対
策
等
の
専
門
官
に
よ
る
仮
想
通
貨
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
設
置
（
二
〇
一
八
年

一
〇
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八
月
（
103
）

）
に
至
っ
て
い
る
。

登
録
審
査
の
要
点
に
つ
い
て
は
示
し
て
き
た
が
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
リ
ス
ク
特
性
を
踏
ま
え
、
内
部
管
理
規
程
に
つ
い
て
の
書
面

で
の
審
査
の
ほ
か
、
業
者
を
実
地
訪
問
し
て
規
程
の
運
用
状
況
を
確
認
す
る
等
の
内
部
管
理
態
勢
の
実
質
的
な
有
効
性
を
重
視
し
た
審
査

を
行
っ
て
い
る
（
104
）

。

ま
た
登
録
さ
れ
た
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
し
て
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
濃
淡
を
つ
け
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
共

に
、
仮
想
通
貨
に
関
す
る
情
報
を
収
集
・
分
析
し
て
仮
想
通
貨
の
価
格
変
動
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
利
用
者
へ
の
継
続
的
な
注
意
喚
起
の
実

施
し
て
い
る
（
105
）

。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
引
な
ど
に
つ
い
て
海
外
当
局
と
の
接
触
、
あ
る
い
は
変
化
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
、
顧

客
保
護
、
マ
ネ
ロ
ン
な
ど
の
実
質
面
の
審
査
も
行
う
た
め
、
地
方
の
財
務
局
レ
ベ
ル
で
は
な
く
金
融
庁
の
本
庁
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム

設
置
を
図
っ
て
い
る
。
特
に
仮
想
通
貨
の
市
場
拡
大
に
業
者
の
内
部
管
理
が
追
い
付
い
て
い
る
か
、
シ
ス
テ
ム
対
応
が
で
き
て
い
る
か
が

審
査
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

登
録
業
者
や
み
な
し
登
録
業
者
に
加
え
て
、
無
登
録
業
者
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
主
と
し
て
海
外
の
業
者
の
た
め
当
該
国
で
は
業
者

規
制
あ
る
い
は
規
制
当
局
が
存
在
し
な
い
事
例
が
多
く
、
金
融
庁
が
警
告
書
を
発
す
る
も
実
効
性
が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
な
ど
マ
ネ
ロ
ン
関
係
の
取
締
り
当
局
は
存
在
す
る
が
、
仮
想
通
貨
の
グ
ロ
ー
バ
ル
取
引
を
総
体
と
し
て
業
者
を
監
督
す
る
規
制
当
局

が
な
く
、
国
際
連
携
を
と
る
こ
と
が
事
実
上
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

ロ
　
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
分
別
管
理
に
か
か
る
監
督
上
の
着
眼
点

前
述
の
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
お
け
る
分
別
管
理
の
方
法
に
関
し
て
以
下
の
着
眼
点
を
列
挙
し
て

一
〇
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い
る
（
106
）

。
ⅰ
利
用
者
の
金
銭
の
管
理
に
つ
い
て
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
が
管
理
す
る
帳
簿
上
の
利
用
者
財
産
の
残
高
と
利
用
者
財
産
を
分
別
管
理

し
て
い
る
銀
行
等
の
口
座
残
高
を
毎
営
業
日
照
合
し
て
い
る
か
。
照
合
し
た
結
果
、
銀
行
等
の
口
座
残
高
が
帳
簿
上
の
利
用
者
財
産
の
残

高
に
満
た
な
い
場
合
に
は
原
因
の
分
析
を
行
っ
た
上
、
速
や
か
に
当
該
不
足
額
を
解
消
し
て
い
る
か
。

ⅱ
利
用
者
の
仮
想
通
貨
の
管
理
に
つ
い
て
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
が
管
理
す
る
帳
簿
上
の
利
用
者
財
産
の
残
高
と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
利
用
者
財
産
の
有
高
を
毎
営
業
日
照
合
し
て
い
る
か
。
照
合
し
た
結
果
、
利
用
者
財
産
の
有
高
が
帳
簿
上
の
利

用
者
財
産
の
残
高
に
満
た
な
い
場
合
に
は
原
因
の
分
析
を
行
っ
た
上
、
速
や
か
に
当
該
不
足
額
を
解
消
し
て
い
る
か
。

ⅲ
仮
想
通
貨
の
分
別
管
理
に
つ
い
て
、
自
社
の
仮
想
通
貨
を
管
理
・
処
分
す
る
た
め
に
必
要
な
暗
号
鍵
等
と
利
用
者
の
仮
想
通
貨
を
管

理
・
処
分
す
る
た
め
に
必
要
な
暗
号
鍵
等
の
保
管
場
所
を
明
確
に
区
分
し
て
保
管
し
て
い
る
か
。

ⅳ
利
用
者
の
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
等
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
、
可
能
な
限
り
、
仮
想
通
貨
を
管
理
・
処
分
す
る
た

め
に
必
要
な
暗
号
鍵
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
外
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
環
境
で
管
理
し
て
い
る
か
。

４
．
主
要
各
国
の
仮
想
通
貨
に
関
す
る
対
応
の
状
況

こ
こ
で
主
要
各
国
の
仮
想
通
貨
に
関
す
る
対
応
の
状
況
を
要
約
し
て
お
き
た
い
（
107
）

。

⑴
　
米
国
　
米
国
の
仮
想
通
貨
に
関
す
る
規
制
状
況
に
つ
い
て
は
述
べ
て
き
た
が
、
改
め
て
要
約
し
て
お
き
た
い
。
米
国
財
務
省
は
①

仮
想
通
貨
の
交
換
等
に
関
し
て
、
仮
想
通
貨
の
交
換
等
を
行
う
者
は
資
金
移
動
業
者
（m

oney transm
itter

）
に
該
当
し
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ

ロ
資
金
供
与
規
制
の
対
象
で
あ
る
旨
（
解
釈
）
を
公
表
し
た
（
二
〇
一
三
年
三
月
）。
利
用
者
保
護
の
た
め
の
規
制
に
関
し
て
は
州
単
位
の

対
応
と
な
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
仮
想
通
貨
の
交
換
等
を
行
う
者
に
か
か
る
規
制
を
新
設
（
二
〇
一
五
年
六
月
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
な

一
〇
九



ど
は
仮
想
通
貨
の
交
換
等
を
行
う
者
に
対
し
資
金
移
動
業
者
に
か
か
る
業
規
制
を
適
用
す
る
旨
を
公
表
し
て
い
る
。
②
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
つ
い
て

は
、
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
が
個
別
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
事
案
（T

he D
A

O

事
件
）
に
か
か
る
ト
ー
ク
ン
が
有
価
証
券
（securities

）
に
該
当

し
、
証
券
規
制
が
適
用
さ
れ
る
旨
を
公
表
し
た
（
二
〇
一
七
年
七
月
）。

ま
た
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
一
般
投
資
家
と
市
場
の
専
門
家
に
対
し
て
暗
号
通
貨
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
市
場
は
伝
統
的
な
証
券
市
場
と
比
較
し
て
投
資
者
保

護
が
非
常
に
脆
弱
で
注
意
す
べ
き
旨
、
ト
ー
ク
ン
に
証
券
規
制
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
旨
な
ど
を
公
表
し
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）、

そ
の
後
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
個
別
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
事
案
に
対
し
停
止
命
令
も
発
す
る
に
至
っ
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
件
、
二
〇
一
八
年
一
月
・
四
月

各
一
件
）。

⑵
　
カ
ナ
ダ
　
カ
ナ
ダ
財
務
省
は
①
仮
想
通
貨
の
交
換
等
に
つ
い
て
、
仮
想
通
貨
の
取
扱
い
を
資
金
サ
ー
ビ
ス
（m

oney services

）
に

追
加
し
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
の
対
象
と
す
る
内
容
の
法
改
正
を
実
施
し
（
二
〇
一
四
年
六
月
）、
関
連
規
則
を
整
備
中
で
あ
る
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
つ
い
て
は
証
券
管
理
局
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
目
論
見
書
作
成
義
務
等
の
証
券
規
制
が
適
用
さ
れ
う
る
旨
を
公
表
し
た

（
二
〇
一
七
年
八
月
）。
ま
た
州
当
局
は
、
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
の
下
で
個
別
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
事
案
の
実
行
を
認
可
し
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
八

月
・
一
〇
月
各
一
件
）。

⑶
　
Ｅ
Ｕ
　
欧
州
理
事
会
と
欧
州
議
会
は
①
仮
想
通
貨
の
交
換
等
を
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
の
対
象
に
追
加
す
る
旨
の
指
令

改
正
案
に
合
意
し
た
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）。
②
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
証
券
市
場
監
督
機
構
（
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
が
投
資
家
及
び
事
業
者
に
対

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
関
す
る
警
告
文
を
公
表
し
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）。

⑷
　
英
国
　
英
国
財
務
省
は
①
仮
想
通
貨
の
交
換
等
を
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
の
対
象
に
追
加
す
る
方
針
を
公
表
し

（
二
〇
一
五
年
三
月
）、
財
務
省
お
よ
び
金
融
行
為
規
制
機
構
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
等
は
仮
想
通
貨
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る

一
一
〇
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（
二
〇
一
八
年
三
月
）。
②
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
抱
え
る
リ
ス
ク
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
規
制
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
等
を
内

容
と
す
る
注
意
喚
起
文
書
を
公
表
し
（
二
〇
一
七
年
九
月
）、
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
る
旨
の
公
表
を
行
っ
て
い
る

（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）。

⑸
　
ド
イ
ツ
　
連
邦
金
融
監
督
庁
（B

aF
in

）
は
①
仮
想
通
貨
は
金
融
商
品
（financial instrum

ents

）
の
う
ち
私
的
な
支
払
手
段
等
を

意
味
す
る
計
算
単
位
（units of account

）
に
該
当
し
、
仮
想
通
貨
の
交
換
等
は
同
国
銀
行
法
の
規
制
が
適
用
さ
れ
る
旨
の
解
釈
を
公
表
し

た
（
二
〇
一
四
年
二
月
）。
②
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、B

aF
in

が
投
資
リ
ス
ク
に
関
す
る
注
意
喚
起
文
書
を
公
表
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）、
更

に
はB

aF
in

は
ト
ー
ク
ン
の
法
的
地
位
は
一
律
に
は
定
ま
ら
ず
個
別
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
旨
、
有
価
証
券
（securities

）
な
ど
の

金
融
商
品
（financial instrum

ents
）
に
該
当
し
う
る
旨
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
（
二
〇
一
八
年
二
月
）。

⑹
　
フ
ラ
ン
ス
　
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
・
破
綻
処
理
庁
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
は
、
①
仮
想
通
貨
売
買
の
仲
介
は
支
払
サ
ー
ビ
ス
（paym

ent 

services

）
に
該
当
し
、
同
国
通
貨
金
融
法
典
の
規
制
が
適
用
さ
れ
る
旨
の
解
釈
を
公
表
（
二
〇
一
四
年
一
月
）、
ま
た
②
金
融
市
場
庁

（
Ａ
Ｍ
Ｆ
）
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
特
化
し
た
法
制
度
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
旨
を
公
表
し
て
い
る
（
二
〇
一
八
年
二
月
）。

⑺
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
金
融
管
理
局
（
Ｍ
Ａ
Ｓ
）
は
①
仮
想
通
貨
の
交
換
等
を
支
払
サ
ー
ビ
ス
（paym

ent services

）
の
一
種
と
位
置
付

け
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
の
対
象
と
す
る
内
容
の
支
払
サ
ー
ビ
ス
法
案
」
を
市
中
協
議
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
─
二
〇
一
八
年

一
月
）
に
付
し
、
②
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
ト
ー
ク
ン
が
有
価
証
券
（securities
）
ま
た
は
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
（units in a C

IS

）
の
性
質
を
有

す
る
場
合
は
目
論
見
書
作
成
義
務
等
の
証
券
規
制
が
適
用
さ
れ
る
旨
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）。

⑻
　
韓
国
　
金
融
委
員
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
等
は
①
仮
想
通
貨
の
交
換
等
に
つ
い
て
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
ほ
か
投
資
者
保

護
、
取
引
の
透
明
性
確
保
等
の
観
点
か
ら
の
制
度
整
備
を
早
急
に
行
う
旨
を
公
表
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）、
②
ま
た
Ｆ
Ｓ
Ｃ
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を

一
一
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禁
止
す
る
意
向
を
表
明
し
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
九
月
）。

⑼
　
中
国
　
人
民
銀
行
（
Ｐ
Ｂ
Ｃ
）、
銀
行
業
監
督
管
理
委
員
会
（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
）、
証
券
監
督
管
理
委
員
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
等
は
、
コ
イ

ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
や
仮
想
通
貨
を
通
じ
た
資
金
調
達
の
た
め
の
口
座
開
設
、
取
引
等
に
金
融
機
関
等
が
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
関
与

す
る
こ
と
を
幅
広
く
禁
止
す
る
旨
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
九
月
）。

５
．
仮
想
通
貨
に
か
か
る
今
後
の
課
題
と
規
制
当
局
の
対
応

　
　
　
　
─ 

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
多
様
性
と
不
透
明
さ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
内
部
管
理
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
、
グ
ロ
ー

バ
ル
連
携
の
困
難
さ
─

我
が
国
に
お
け
る
仮
想
通
貨
に
関
す
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
各
業
者
に
お
け
る
仮

想
通
貨
に
か
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
多
様
で
あ
り
、
内
部
管
理
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応

が
不
十
分
で
あ
る
。
②
自
主
規
制
団
体
な
ら
び
に
③
規
制
監
督
の
あ
り
方
を
い
か
に
考
え
る
か
が
問
わ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
に
つ
い

て
Ｇ
20
あ
る
い
は
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
、
海
外
規
制
当
局
と
の
あ
り
方
を
い
か
に
実
効
的
に
構
築
す
る
か
が
重
要
な
鍵
と
な
る
（
108
）

。

①
に
つ
い
て
は
、
各
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
り
抱
え
る
リ
ス
ク
の
内
容
が
異
な
る
。
仮
想
通
貨
の
交
換
・
販
売
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
な
ど

扱
う
仮
想
通
貨
の
内
容
に
よ
っ
て
マ
ネ
ロ
ン
や
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
な
ど
の
リ
ス
ク
の
内
容
が
相
違
す
る
。B

it C
oin

な
ど
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
仮
想
通
貨
を
販
売
・
交
換
し
て
き
た
業
者
も
い
れ
ば
、
レ
ア
な
コ
イ
ン
を
扱
い
、
あ
る
い
は
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
利
か
せ
る
経
営
を

行
っ
て
き
た
業
者
も
い
る
た
め
一
概
に
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
近
時
の
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
不
正
流
出
事
件
の
対
象
と
な
っ
た
Ｎ
Ｅ
Ｍ
に

つ
い
て
み
れ
ば
、
不
正
流
出
防
止
の
た
め
に
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
レ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
が
困
難
な
仮
想
通
貨
で
あ
る
。
こ
う
し
た
仮
想
通
貨
ご

と
の
異
な
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
証
券
会
社
に
お
け
る
引
受
審
査
基
準
に
相
当
す
る
よ
う
な
取
扱
い
審
査
基
準
が
規
制
当
局
側
に
存
在
し

一
一
二
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inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

な
い
。
ま
た
業
者
側
に
お
い
て
も
、
仮
想
通
貨
に
は
流
動
性
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
、
マ
ネ
ロ
ン
上
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
は
検
討
が
十
分
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
各
業
者
に
お
い
て
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ら
び
に
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
と
評
価
、
こ

れ
を
受
け
た
内
部
管
理
態
勢
と
い
う
も
の
が
構
築
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

ま
た
内
部
管
理
を
支
え
る
各
業
者
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
も
不
十
分
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
取
締
役
会
は
形
骸
化
し
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
基
盤
と
な
る
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
の
形
成
も
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
各
業
者
は
銀
行
並
み
の
規
模
の
金
額
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、

経
営
者
に
は
顧
客
の
資
金
を
預
か
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
欠
け
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
Ｉ
Ｔ
系
出
身
者
は
シ
ス
テ
ム
に
は
強
い
が
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
関
心
が
低
い
こ
と
が
多
い
。
今
後
は
銀
行
レ
ベ
ル
の
水
準
ま
で
必
要
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
金
融
業
界
に
相
応

の
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
の
醸
成
が
求
め
ら
れ
る
。

②
自
主
規
制
団
体
に
よ
る
監
視
な
ど
自
主
機
能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
。
自
主
規
制
ル
ー
ル
の
策
定
お
よ
び
徹
底
、
会
員
企
業
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
規
律
、
自
主
規
制
団
体
に
よ
る
監
査
と
検
査
な
ら
び
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
ど
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
設
定
が
鍵
と
な
る
。

も
っ
と
も
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
あ
る
改
正
資
金
決
済
法
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
維
持
も
勘
案
し
登
録
制
と
し
て
規
制
を
緩
め
、

こ
れ
を
自
主
規
制
団
体
に
よ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
自
主
規
律
に
委
ね
、
ま
た
規
制
当
局
と
し
て
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
る
監

視
強
化
と
行
政
処
分
の
連
発
と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
揺
籃
期
で
あ
る
仮
想
通
貨
取
扱
業
者
の
上
掲
の
よ
う
な
不
十
分
さ
を
直
ち
に
補
え
る
の

か
ど
う
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
（
以
下
、
私
見
）。
海
外
の
無
登
録
業
者
に
よ
る
席
巻
が
繰
り
返
さ
れ
、
当
該
国
に
は
マ
ネ
ロ
ン
以
外
に
は

十
分
な
規
制
や
規
制
当
局
が
存
在
し
な
い
現
状
に
お
い
て
、
後
追
い
的
な
行
政
処
分
以
外
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
自
主
規
制
団
体
に

丸
投
げ
す
る
手
法
に
は
少
な
く
と
も
当
面
の
混
乱
の
収
拾
に
は
十
分
と
い
い
難
い
面
が
あ
ろ
う
。
先
進
各
国
が
仮
想
通
貨
の
規
制
を
強
化

す
る
中
で
我
が
国
が
ひ
と
り
ハ
ー
ド
ロ
ー
に
お
い
て
正
面
か
ら
仮
想
通
貨
を
認
定
し
、
規
制
の
裁
定
（R

egulatory A
rbitrage

）
か
ら
グ

一
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ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ー
が
集
中
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
新
た
な
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と
な
ろ
う
か
。
③

で
掲
げ
る
よ
う
な
業
規
制
を
策
定
す
る
方
向
性
も
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

③
業
規
制
の
あ
り
方
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
扱
い
、
風
説
の
流
布
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
、
相
場
操
縦
な
ど
に
か
か
る
広
域
的
な
市
場
規
制

の
必
要
性
の
検
討
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
業
規
制
の
内
容
は
通
常
は
販
売
あ
る
い
は
交
換
を
主
な
内
容
と
す
る
と
こ
ろ
、
仮
想
通

貨
取
引
に
関
し
て
は
取
引
形
態
な
ど
変
化
が
激
し
く
、
資
本
市
場
法
の
枠
を
超
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
進
展
し
て
い
る
。

メ
ガ
バ
ン
ク
、G

-S
iF

Is
（G

lobal S
ystem

ically Im
portant F

inancial Institutions

グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
金
融
機
関
）
以
上
に

規
制
当
局
に
よ
る
監
督
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
業
規
制
の
み
で
は
十
分
で
な
い
と
す
る
視
点
で
あ
り
、
最
先
端
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

チ
ー
ム
の
必
要
性
を
説
く
こ
と
に
も
な
る
。

こ
の
点
で
、
仮
想
通
貨
に
関
す
る
改
正
資
金
決
済
法
の
よ
う
な
公
的
規
制
（
業
法
）
に
加
え
て
、
金
融
商
品
取
引
法
に
お
け
る
規
制
導

入
を
想
定
す
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
仕
組
み
や
ト
ー
ク
ン
の
性
質
に
よ
っ
て
は
資
金
決
済
法
の
み
な
ら
ず
金
融
商
品
取
引
法
の

集
団
的
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
に
該
当
し
て
適
用
対
象
に
な
る
場
合
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
繋
が
る
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
お
い
て
発
行
さ
れ
る
ト
ー
ク
ン
が
収
益
分
配
型
で
あ
り
、
か
つ
ⅰ
ま
た
は
ⅱ
を
満
た
す
場
合
に
当
該
ト
ー
ク
ン
は
金
融
商
品

取
引
法
上
の
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
109
）

。
ⅰ
法
定
通
貨
で
購
入
さ
れ
る
こ
と
。
ⅱ
仮
想
通
貨
で
購
入
さ

れ
る
が
、
実
質
的
に
は
法
定
通
貨
で
購
入
さ
れ
る
も
の
と
同
視
さ
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
持
分
に
該
当
す
る
ト
ー
ク
ン

に
つ
い
て
は
、
そ
の
自
己
募
集
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
は
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
に
該
当
し
、
以
下
の
規
制
対
象
と
な
る
。
ⅰ
登
録
義

務
（
財
務
要
件
、
人
的
構
成
要
件
な
ど
）
が
課
さ
れ
る
。
ⅱ
行
為
規
制
（
広
告
規
制
、
虚
偽
告
知
等
の
禁
止
、
適
合
性
の
原
則
な
ど
）
が
課
さ
れ
る
。

ⅲ
当
局
に
よ
る
報
告
徴
求
、
検
査
、
業
務
改
善
命
令
等
の
対
象
と
な
る
。

一
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関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

米
国
で
は
一
九
三
四
年
法
一
二
条
ｇ
項
適
用
会
社
（
開
示
会
社
）
が
公
開
会
社
に
相
当
す
る
な
ど
連
邦
会
社
法
制
を
有
し
な
い
連
邦
証

券
法
や
証
券
取
引
所
ル
ー
ル
に
実
質
的
な
会
社
法
規
定
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
米
国
の
よ
う
な
仮
想
通
貨
の

規
制
手
法
を
我
が
国
の
仮
想
通
貨
規
制
に
採
用
す
る
と
す
れ
ば
制
度
的
な
統
一
性
や
一
体
性
確
保
の
面
で
齟
齬
を
生
じ
る
こ
と
と
な
ら
な

い
か
ど
う
か
（
私
見
）。
公
開
会
社
法
制
（
110
）

の
存
在
し
な
い
我
が
国
に
お
い
て
、
金
融
商
品
取
引
法
が
会
社
法
と
の
間
隙
を
受
め
る
役
割
を

果
た
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
証
券
取
引
法
を
超
え
た
機
能
も
担
っ
て
い
る
と
の
指
摘
も
さ
れ
る
。
私
法
上
の
効
力
あ
る
い
は

追
及
効
や
抵
触
法
上
の
準
拠
法
の
存
在
な
ど
が
明
確
で
な
い
仮
想
通
貨
や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
関
す
る
規
定
を
盛
り
込
む
こ
と
は
、
解
釈
の
限
定
を

付
し
た
上
で
証
券
取
引
の
局
面
に
限
定
す
る
に
せ
よ
、
金
融
商
品
取
引
法
の
優
先
適
用
が
全
般
的
に
進
む
中
で
一
抹
の
懸
念
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
。
例
え
ば
、
追
跡
不
能
状
態
で
の
取
引
に
関
し
て
金
商
法
違
反
行
為
と
し
て
場
合
の
私
法
上
の
効
力
問
題
、
開
示
・
会
計
・
監

査
・
内
部
統
制
を
資
本
市
場
の
イ
ン
フ
ラ
と
考
え
る
の
か
等
の
金
商
法
の
抱
え
る
論
点
（
111
）

が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
が
想
定
で
き
よ
う
。
容
易

に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
不
正
流
出
し
て
追
跡
も
容
易
で
は
な
い
等
の
特
質
を
抱
え
る
仮
想
通
貨
の
取
扱
い
に
関
し
て
、
業
規
制
と
合
わ
せ
て
今

後
は
金
商
法
の
規
律
を
重
ね
る
と
し
た
場
合
、
公
開
会
社
法
制
を
欠
い
て
い
る
状
態
化
で
役
割
の
変
容
し
つ
つ
あ
る
金
商
法
の
抱
え
る
齟

齬
が
表
面
化
す
る
こ
と
が
な
い
か
、
慎
重
な
制
度
設
計
の
考
察
も
必
要
と
な
ろ
う
か
（
私
見
）。

④
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
に
進
む
が
、
規
制
の
構
築
と
運
用
等
に
関
し
て

連
携
す
べ
き
海
外
当
局
が
存
在
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
面
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
マ
ネ
ロ
ン
に
関
す
る
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

に
お
い
て
議
論
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
個
別
の
問
題
毎
に
米
国
で
あ
れ
ば
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
や
商
品

先
物
取
引
委
員
会
（
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
な
ど
の
規
制
当
局
関
係
者
と
連
携
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
仮
想
通
貨
特
有
の
国
際
連
携
の
困
難
さ
と

最
低
限
の
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
策
定
の
必
要
性
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
と
な
ろ
う
か
。

一
一
五



ま
た
こ
う
し
た
規
制
あ
る
い
は
規
制
当
局
に
お
け
る
跛
行
性
に
関
連
し
て
国
際
私
法
上
、
仮
想
通
貨
に
関
し
て
は
本
邦
抵
触
法
上
仮
想

通
貨
に
関
し
て
は
準
拠
法
の
不
存
在
と
す
る
考
え
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
特
定
法
域
の
法
が
物
権
準
拠
法
と
し
て
指

定
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
は
困
難
で
あ
り
、
い
か
な
る
他
の
法
域
が
仮
想
通
貨
に
関
す
る
物
権
を
認
め
よ
う
と
本
邦
抵
触
法
上
こ
れ
を
無
視

す
る
と
い
う
の
が
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
已
む
を
得
な
い
と
思
わ
れ
、
支
払
い
手
段
と
し
て
の
有
用
性
確
保
の
観
点
か
ら
も
実
質
的
に
妥

当
で
あ
る
。
他
の
法
域
に
お
け
る
司
法
上
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
懸
念
を
排
除
で
き
る
点
で
実
務
的
に
も
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
（
112
）

。

公
開
会
社
法
制
度
を
欠
く
我
が
国
に
お
い
て
金
商
法
の
果
た
し
て
い
る
機
能
に
つ
き
、
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
掲
げ
た
が
、

仮
想
通
貨
や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
つ
い
て
私
法
上
の
位
置
付
け
、
あ
る
い
は
国
際
私
法
上
の
準
拠
法
な
ど
が
不
明
確
で
あ
る
現
状
で
、
仮
装
通
貨
や

ト
ー
ク
ン
を
金
商
法
に
包
含
す
る
こ
と
で
そ
の
本
来
的
に
抱
え
る
齟
齬
が
一
層
顕
在
化
す
る
懸
念
は
な
い
の
か
。
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
に
し
て

も
、
現
状
で
は
ほ
ぼ
概
念
の
統
一
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
マ
ネ
ロ
ン
領
域
以
外
に
お
い
て
国
際
共
助
の
枠
組
み
を
如
何
に
実
効
性
あ
る
も
の

と
し
て
構
築
で
き
る
の
か
。

仮
装
通
貨
の
取
引
自
体
が
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
主
体
も
不
明
瞭
な
性
格
を
有
し
、
規
制
主
体
の
存
在
や
規
制
内
容
も
跛
行
性
が
あ
る
。
業

法
で
は
な
く
、
証
券
取
引
法
で
あ
る
限
り
は
国
際
的
な
証
券
Ｍ
Ｏ
Ｕ
な
ど
実
効
性
確
保
が
法
整
備
の
前
提
に
な
ろ
う
。

第
十
一
章
　F

inT
ech

に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
全
体
構
造
な
ら
び
に
要
諦
と
発
展
シ
ナ
リ
オ 

─
金
融
行
政
の
転
換
と
関
連
制
度
の
方
向
性
に
向
け
て
─

１
．FinTech

に
お
け
る
リ
ス
ク
の
構
造
─FinTech

に
お
け
る
リ
ス
ク
と
銀
行
業
の
持
続
可
能
性
─

F
inT

ech

に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
全
体
構
造
と
発
展
シ
ナ
リ
オ
に
関
し
て
、
多
方
面
か
ら
更
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
一
六



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

F
inT

ech

が
も
た
ら
す
機
会
と
リ
ス
ク
を
ま
と
め
る
と
、
①
需
要
側
で
あ
る
企
業
・
家
計
部
門
に
お
い
て
は
機
会
と
し
て
金
融
包
摂

（F
inancial Inclusion

）、
銀
行
サ
ー
ビ
ス
高
度
化
、
低
コ
ス
ト
か
つ
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
伴
う
リ
ス
ク
と
し
て
は
個

人
情
報
保
護
、
デ
ー
タ
の
機
密
性
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
性
、
不
適
切
な
市
場
慣
行
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
る
。
他
方
、
②
供
給
側
で

あ
る
銀
行
部
門
で
は
機
会
と
し
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
お
よ
び
効
率
化
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
リ
ス

ク
管
理
、
競
争
な
ら
び
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
、R

egT
ech

お
よ
びS

upT
ech

な
ど
規
制
の
効
率
と
効
果
の
改
善
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

れ
に
伴
う
リ
ス
ク
と
し
て
は
戦
略
リ
ス
ク
と
収
益
リ
ス
ク
、
主
体
間
の
相
互
連
関
性
の
高
ま
り
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
・
リ
ス
ク
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
応
の
困
難
化
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
、
流
動
性
リ
ス
ク
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
る
（
113
）

。

次
に
銀
行
業
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
提
言
す
るB

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
は
既
存
銀
行
が

F
inT

ech

と
提
携
し
、
あ
る
い
は
子
会
社
化
す
る
な
ど
収
益
機
会
を
模
索
し
拡
大
展
開
す
る
段
階
と
い
え
よ
う
が
、
他
の
シ
ナ
リ
オ
の
進

展
状
況
あ
る
い
は
成
否
と
の
競
合
が
不
可
避
と
な
る
な
ど
、
既
存
銀
行
に
お
け
る
課
題
は
既
に
こ
の
時
点
で
少
な
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、B

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
既
存
銀
行
に
よ
る
攻
め
の
戦
略
と
し
て
、F

inT
ech

に
対
す
る
自
社
内
あ
る
い
は

提
携
・
子
会
社
化
に
向
け
た
積
極
的
投
資
に
よ
っ
て
ク
ロ
ス
・
セ
ル
取
引
の
潜
在
収
益
機
会
が
顕
現
化
あ
る
い
は
拡
大
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
既
存
リ
テ
ー
ル
業
務
の
採
算
改
善
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
他
方
で
は
戦
略
あ
る
い
は
経
営
面
で
守
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
内

容
と
し
て
、
レ
ガ
シ
ー
・
シ
ス
テ
ム
（
114
）

お
よ
び
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、G

oggle

な
ど
資
本
力
別
の
収
益
源
を
有
す
る
新
規
参
入

企
業
に
対
す
る
防
衛
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。B

etter B
ank

シ
ナ
リ
オ
の
競
争
を
克
服
し
た
既
存
銀
行
は
、
引
き
続

き
更
に
別
の
シ
ナ
リ
オ
か
ら
のF

inT
ech

参
入
企
業
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
一
七



２
．
銀
行
業
のFinTech

に
か
か
る
発
展
シ
ナ
リ
オ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
が
提
示
し
たF

inT
ech

展
開
に
か
か
る
銀
行
の
五
つ
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
に
関
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

構
造
か
ら
改
め
て
纏
め
て
み
る
と
（
114
）

、
①B

etter B
ank

（
よ
り
よ
い
銀
行
）
で
は
既
存
銀
行
が
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
図
り
、
対
し
て

④N
ew

 B
ank

（
新
規
参
入
に
よ
る
銀
行
代
替
）
で
はF

inT
ech

の
強
み
を
活
か
し
て
新
し
く
銀
行
業
に
参
入
し
既
存
銀
行
の
代
替
を
図
る

こ
と
に
な
る
が
、
共
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
と
い
え
る
。

破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ま
で
レ
ベ
ル
が
ア
ッ
プ
し
て
い
く
程
度
は
、
既
存
銀
行
とF

inT
ech

企
業
が
垂
直
な
い
し
水
平
に
分
業
・

協
業
体
制
を
と
る
②D

istributed B
ank

（
分
業
す
る
銀
行
）、
顧
客
の
チ
ャ
ネ
ル
を
掌
握
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
配
下
で
既
存
銀

行
とF

inT
ech

企
業
が
水
平
に
分
業
・
協
業
体
制
を
と
る
③R

elegated B
ank

（
土
管
化
す
る
銀
行
）、
次
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
分
散

化
が
進
展
し
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
と
い
う
概
念
自
体
も
消
滅
す
る
⑤D

isinterm
ediated B

ank

（
中
抜
き
さ
れ
る
金
融
仲
介
）
の

順
に
上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

既
存
銀
行
か
ら
新
規
参
入
企
業
へ
の
程
度
は
、
①B

etter B
ank

、
②D

istributed B
ank

、
③R

elegated B
ank

の
順
位
に
並
び
、

④N
ew

 B
ank

あ
る
い
は
⑤D

isinterm
ediated B

ank
に
な
る
ほ
ど
新
規
参
入
の
程
度
が
高
く
な
る
（
115
）

。

３
．
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
（
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
）
の
要
点

F
inT

ech

に
関
し
て
は
、
リ
ス
ク
の
中
で
も
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
に
か
か
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
る
が
、F

inT
ech

に

適
用
さ
れ
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
の
健
全
な
管
理
に
向
け
た
諸
原
則
（
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
）
と
実
践
例
に
関
し
て
は
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員

会
の
提
言
に
お
い
てF

inT
ech

の
発
展
に
即
し
た
実
践
的
解
釈
を
与
え
る
方
向
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
116
）

。
以
下
で
は
、F

inT
ech

に
お

け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
諦
と
発
展
シ
ナ
リ
オ
に
関
連
し
て
纏
め
て
お
き
た
い
（
117
）

。

一
一
八



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

F
inT

ech

へ
の
対
応
を
巡
る
リ
ス
ク
管
理
と
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
諸
原
則
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
通
り
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｒ

の
構
成
と
し
て
、
先
ず
①
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
の
総
則
が
あ
り
、
ⅰ
リ
ス
ク
文
化
に
つ
い
てF

inT
ech

時
代
に
対
応
し
た

解
釈
を
施
せ
ば
、F

inT
ech

時
代
に
即
し
た
リ
ス
ク
文
化
醸
成
や
業
務
委
託
先
を
含
む
関
係
先
の
啓
蒙
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
ⅱ
体
制
整

備
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
リ
ス
ク
の
変
容
や
新
し
い
リ
ス
ク
台
頭
に
適
時
に
対
処
す
る
体
制
整
備
を
図
る
。

②
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
で
は
、
ⅲ
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
に
つ
い
て
、F

inT
ech

関
連
リ
ス
ク
の
制
御
を
可
能
と
す
る
堅
固
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
構
築
を
図
る
。
ⅳ
リ
ス
ク
許
容
度
に
つ
い
て
、F

inT
ech

関
連
リ
ス
ク
に
対
す
る
許
容
度
の
適
切
な
設
定
と
機
動
的
見
直
し
を
図
る
。

ⅴ
実
施
体
制
に
つ
い
て
、F

inT
ech

関
連
リ
ス
ク
の
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
（
118
）

制
御
・
縮
減
に
向
け
た
体
制
整
備
を
図
る
。

③
リ
ス
ク
管
理
環
境
で
は
、
ⅵ
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
に
つ
い
て
、F

inT
ech

関
連
リ
ス
ク
の
適
時
か
つ
適
切
な
特
定
と
評
価
の
た
め

の
知
見
・
経
験
の
具
備
を
図
る
。
ⅶ
変
更
管
理
に
つ
い
て
、
業
務
や
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に
お
け
る
事
前
か
つ
包
括
的
な
リ
ス
ク
評
価
の
実

施
を
図
る
。
ⅷ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
報
告
に
つ
い
て
、
平
時
か
ら
の
緻
密
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
な
ら
び
に
異
常
を
検
知
し
た
時
の
機
動
的

な
報
告
体
制
の
整
備
を
図
る
。
ⅸ
リ
ス
ク
削
減
策
に
つ
い
て
、
適
時
か
つ
効
果
的
な
リ
ス
ク
の
制
御
な
ら
び
に
削
減
措
置
の
実
施
を
行
う

た
め
の
経
営
資
源
確
保
を
図
る
。

④
業
務
の
復
旧
お
よ
び
継
続
で
は
、
ⅹ
業
務
継
続
体
制
に
つ
い
て
、F

inT
ech

関
連
リ
ス
ク
が
顕
現
化
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
緊
急
時

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（B

usiness C
ontinuity P

lan

事
業
継
続
計
画
）
策
定
と
所
要
の
訓
練
実
施
を
図
る
。
⑤
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割
で
は
、

ⅺ
情
報
開
示
に
つ
い
て
、F

inT
ech

関
連
の
リ
ス
ク
量
な
ら
び
に
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
情
報
開
示
を
図
る
。

一
一
九



４
．
金
融
に
お
け
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
とFinTech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
課
題

⑴
　FinT

ech

と
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

当
面
はF

inT
ech

発
展
段
階
に
お
け
る
①B

etter B
ank

あ
る
い
は
②D

istributed B
ank

の
動
き
の
中
で
、
既
存
銀
行
と

F
inT

ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
提
携
や
共
同
開
発
な
ど
の
動
き
が
進
む
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
範
囲
内
で
も
早
く
も
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー

ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
（disinterm

idiation

）
とF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
か
か
る
課
題
あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
将
来
に
お
い
て
は
③R

elegated B
ank

（
土
管
化
す
る
銀
行
）、
④N

ew
 B

ank

（
新
規
参
入
に
よ
る
銀
行
代
替
）、
更
に
⑤

D
isinterm

ediated B
ank

（
中
抜
き
さ
れ
る
金
融
仲
介
）
の
展
開
に
進
み
、
銀
行
な
ど
に
と
っ
て
厳
し
い
経
営
環
境
が
到
来
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
た
。
即
ち
、
①B
etter B

ank

あ
る
い
は
②D

istributed B
ank

の
段
階
で
早
く
も
金
融
仲
介
が
中
抜
き

さ
れ
る
要
因
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
①
か
ら
⑤
のF

inT
ech

シ
ナ
リ
オ
は
明
確
に
時
間
軸
を
追
っ
て
区
分
で
き

る
モ
ノ
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同
時
並
行
に
混
在
し
て
進
ん
で
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
（
私
見
）。

F
inT

ech

が
新
し
い
金
融
仲
介
の
機
能
を
担
い
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
動
き
と
し
て
（
119
）

、
家
計
金
融
資
産
の
銀
行

以
外
へ
の
シ
フ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
更
に
背
景
と
し
て
は
現
下
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
、
あ
る
い
は
金
融
危
機
後
の
一
連
の
金
融
規
制

強
化
に
よ
っ
て
銀
行
の
金
融
仲
介
機
能
が
全
般
的
に
低
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
（
120
）

。
家
計
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ

あ
る
い
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
121
）

、
企
業
に
対
し
て
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ロ
ボ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ら
び
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
122
）

に
よ
っ
て
銀
行
を
通
さ
ず
にF

inT
ech

に
よ
る
金
融
仲
介
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

⑵
　FinT

ech

に
よ
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
既
存
金
融
機
関
へ
の
影
響

上
記
のF

inT
ech

に
よ
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
影
響
と
し
て
、
既
存
金
融
機
関
に
お
い
て
は
各
領
域
で
収

一
二
〇



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

益
悪
化
を
も
た
ら
し
得
る
こ
と
に
な
る
（M

cK
insey &

 C
om

pany

分
析
（
123
）

）。
①F

inT
ech

と
の
競
合
に
よ
り
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
顧
客
基
盤
喪
失
、
更
に
価
格
透
明
性
の
向
上
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
り
、
②
逆
にF

inT
ech

の
活
用
に
よ
っ

て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
低
減
、
与
信
コ
ス
ト
な
ど
の
リ
ス
ク
費
用
低
減
、
新
規
マ
ー
ケ
ッ
ト
発
掘
と
い
っ
た
利
点
も
あ
る
。
プ
ラ
ス

面
と
マ
イ
ナ
ス
面
を
総
合
的
に
考
え
る
と
分
野
別
で
は
消
費
者
金
融
、
リ
テ
ー
ル
・
中
小
企
業
決
済
、
機
関
投
資
家
向
け
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
銀
行
収
益
が
悪
化
す
る
方
向
に
影
響
が
大
き
い
。
中
小
企
業
向
け
貸
出
、
富
裕
層
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
大
企
業
向
け
キ
ャ
ッ

シ
ュ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
続
い
て
悪
化
す
る
方
向
の
影
響
が
強
い
と
み
ら
れ
る
。
更
に
住
宅
ロ
ー
ン
、
決
済
口
座
・
個
人
金
融
資
産
管
理
、

そ
の
他
預
金
、
保
険
で
は
程
度
は
弱
い
な
が
ら
も
悪
化
す
る
方
向
に
働
く
と
考
え
ら
れ
る
。
大
企
業
向
け
貸
出
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
投
資
銀
行
関
連
分
野
で
は
、F

inT
ech

の
影
響
は
中
立
的
と
み
ら
れ
る
。

F
inT

ech

に
よ
る
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
が
銀
行
収
益
面
に
お
い
て
深
刻
に
表
面
化
す
る
分
野
は
、
先
ず
は
中

小
企
業
向
け
貸
出
、
富
裕
層
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
次
い
で
消
費
者
金
融
、
中
小
企
業
向
け
貸
出
、
機
関
投
資
家
向
け
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
な
る
。
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
投
資
銀
行
関
連
分
野
で
は
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
は
中
立
的
と
考
え
ら

れ
る
。

一
方
、F

inT
ech

進
展
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ス
ト
低
減
と
い
う
プ
ラ
ス
の
影
響
が
強
く
顕
れ
る
分
野
は
、
消
費
者
金
融
、
住
宅

ロ
ー
ン
、
中
小
企
業
向
け
、
リ
テ
ー
ル
・
中
小
企
業
決
済
、
富
裕
層
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
次
い
で
残
り
の
全
分
野
と
も
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
コ
ス
ト
低
減
に
か
か
る
プ
ラ
ス
の
影
響
が
期
待
で
き
る
。
リ
ス
ク
費
用
低
減
の
効
果
に
つ
い
て
は
消
費
者
金
融
、
中
小
企
業
向
け

貸
出
が
プ
ラ
ス
の
影
響
が
大
き
く
、
次
い
で
住
宅
ロ
ー
ン
、
大
企
業
向
け
貸
出
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
投
資
銀
行
関
連
分
野
が
プ

ラ
ス
の
影
響
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
領
域
は
リ
ス
ク
費
用
低
減
の
効
果
に
つ
い
て
は
中
立
的
と
な
る
。

一
二
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特
に
既
存
金
融
機
関
の
個
人
・
中
小
企
業
向
け
の
リ
テ
ー
ル
金
融
で
は
、F

inT
ech

進
展
の
影
響
が
多
き
く
顕
れ
る
も
の
と
さ
れ
既
存

金
融
機
関
は
今
後
の
一
〇
年
間
に
リ
テ
ー
ル
金
融
収
入
を
一
〇
─
四
〇
％
、
利
益
面
で
は
二
〇
─
六
〇
％
を
喪
失
す
る
と
の
試
算
も
出
さ

れ
て
い
る
。
代
表
的
な
消
費
者
金
融
領
域
で
はF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
価
格
競
争
が
収
益
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。

⑶
　FinT

ech
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
お
け
る
課
題

既
存
金
融
機
関
に
対
し
て
大
き
な
脅
威
と
な
る
可
能
性
が
あ
るF

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
が
、
今
後
の
成
長
性
に
関
し
て

は
以
下
の
不
安
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
124
）

。
①
大
半
のF
inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
の
よ
う
な
景
気
下
降
局
面
を
経

験
し
て
お
ら
ず
、
②
法
規
制
、
事
業
規
模
、
顧
客
基
盤
の
面
で
の
不
透
明
さ
が
残
る
。

規
制
面
で
は
、
Ｐ
２
Ｐ
レ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
証
券
化
に
関
す
る
リ
ス
ク
・
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
規
制
が
課
さ
れ
る
可
能
性
な
ど
新
た
な
規
制

や
追
加
の
規
制
が
発
出
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。

収
益
性
の
面
で
は
、
顧
客
基
盤
が
ま
だ
小
さ
い
た
め
に
規
模
拡
大
の
メ
リ
ッ
ト
が
発
揮
で
き
ず
に
収
益
計
上
が
し
難
い
リ
ス
ク
が
あ
る
。

例
え
ば
Ｐ
２
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
審
査
モ
デ
ル
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
費
用
が
嵩
む
リ
ス
ク
で
あ
る
。
ま
た
未
だ
顧
客
基
盤
が
脆
弱
で

流
動
的
な
た
め
に
顧
客
の
獲
得
コ
ス
ト
が
掛
か
り
収
益
計
上
に
至
ら
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
（
125
）

。

景
気
の
連
動
性
の
面
で
は
、
例
え
ば
Ｐ
２
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
景
気
下
降
局
面
で
信
用
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
投
資
家
を
失
う
リ
ス

ク
も
あ
る
。

一
二
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

５
．FinTech

に
か
か
る
金
融
行
政
の
方
針
転
換
と
関
連
制
度
の
方
向
性

⑴
　
欧
米
の
銀
行
免
許
付
与
の
動
向
と
我
が
国
の
金
融
放
映
転
換
な
ら
び
異
業
種
参
入
の
拡
大

こ
こ
で
我
が
国
に
お
け
る
当
面
の
金
融
行
政
の
方
針
転
換
と
制
度
設
計
に
向
け
た
検
討
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
（
126
）

。
Ｕ
Ｓ 

Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｂ

（
米
国
消
費
者
金
融
保
護
局
）
が
新
し
いF

inT
ech

銀
行
免
許
構
想
を
発
表
し
（
二
〇
一
七
年
五
月
）、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中
央
銀
行
）
が
新
た
な

銀
行
免
許
指
針
公
表
を
予
定
す
る
（
二
〇
一
七
年
九
月
）
な
ど
欧
米
で
新
形
態
銀
行
免
許
構
想
が
出
さ
れ
る
中
で
、
我
が
国
で
はF

inT
ech

新
法
の
制
定
を
金
融
庁
が
検
討
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
決
済
・
送
金
に
関
わ
る
関
連
法
を
一
本
化
す
る
こ
と
、
銀
行
法
の
為
替
業
務
、

資
金
決
済
法
の
資
金
移
動
業
、
割
賦
販
売
法
の
関
連
業
務
の
規
制
を
統
合
す
る
方
向
と
さ
れ
る
。

⑵
　
金
融
行
政
の
方
針
転
換

F
inT

ech

の
制
度
設
計
の
必
要
性
に
つ
い
て
現
状
を
俯
瞰
す
る
と
、
金
融
庁
は
情
報
技
術
の
進
展
等
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
金
融
制

度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
と
し
て
以
下
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
六
日
）。
①
同
一
機
能
・
リ
ス
ク
に
は
同
一

ル
ー
ル
を
適
用
す
る
。
②
金
融
に
関
す
る
基
本
的
概
念
・
ル
ー
ル
を
横
断
化
す
る
。
③
環
境
変
化
に
対
応
す
べ
く
規
制
を
横
断
的
に
見
直

す
。
合
わ
せ
て
、
金
融
検
査
・
監
督
の
考
え
方
と
進
め
方
（
検
査
・
監
督
基
本
方
針
）（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
五
日
）
で
は
金
融
検
査
に
関
し

て
、
④
安
定
と
仲
介
、
保
護
と
利
便
、
校
正
・
透
明
と
活
力
の
バ
ラ
ン
ス
に
方
針
転
換
し
、
⑤
金
融
行
政
の
究
極
的
な
目
標
に
国
民
の
厚

生
野
増
大
、
企
業
経
済
の
持
続
的
成
長
／
安
定
的
な
資
産
形
成
を
新
た
な
上
位
概
念
と
し
て
設
け
て
い
る
。

⑶
　
規
制
の
横
断
化

情
報
技
術
の
進
展
等
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
金
融
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
と
し
て
、
金
融
庁
か
ら
は
以
下
の
内
容
が
示
さ
れ

て
い
る
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
六
日
金
融
審
議
会
総
会
（
127
）

）。
背
景
に
あ
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
環
境
変
化
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
の
進
展
等
に
よ
り
金

一
二
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融
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
動
き
が
拡
大
し
、
フ
ァ
ン
ド
等
の
主
体
に
よ
る
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
も

拡
大
し
て
い
る
。
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構
築
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
制
度
整
備
が
必
要
と
な
り
、
更
に
将
来
的
に
は
デ
ジ

タ
ル
通
貨
の
出
現
等
が
金
融
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
革
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
行
の
関
連
法
制
の
特
徴
と
課
題
と
し
て
は
（
128
）

、
①
業
態
毎
に
法
令
（
業
法
）
が
存
在
し
、
機
能
・
リ
ス
ク
が
類
似
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
も

行
為
主
体
（
業
態
）
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
が
異
な
る
た
め
、
業
態
を
ま
た
い
だ
ビ
ジ
ネ
ス
選
択
の
障
害
と
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
規
制
が
緩

い
業
態
へ
の
移
動
や
業
態
間
の
隙
間
の
利
用
等
を
通
じ
、
規
制
を
回
避
す
る
動
き
が
生
じ
か
ね
な
い
（R

egulatory A
rbitrage

）。
②
金
融

に
関
す
る
統
一
的
な
基
本
的
概
念
・
ル
ー
ル
が
存
在
し
な
い
た
め
、
金
銭
等
の
基
本
的
概
念
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
な
ど
に
各
業
法
を
個

別
に
改
正
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
③
各
業
法
に
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
い
な
い
規
制
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
合
理
化
や
Ｉ
Ｔ
に
対
抗
し
た
合
理
化
な
ど
が
固
有
の
規
制
に
よ
っ
て
円
滑
に
実
現
で
き
な
い
懸
念
が
あ
る
。
規
制
の
方
向
性

と
し
て
金
融
庁
は
、
①
同
一
の
機
能
・
リ
ス
ク
に
は
同
一
の
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
。
金
融
の
機
能
を
決
済
、
資
金
供
与
、
資
産
運
用
、
リ

ス
ク
移
転
な
ど
に
分
類
し
、
機
能
や
リ
ス
ク
に
応
じ
た
ル
ー
ル
の
適
用
を
検
討
す
る
。
②
金
融
規
制
に
お
け
る
定
義
な
ど
金
融
に
関
す
る

基
本
的
概
念
・
ル
ー
ル
を
横
断
化
す
る
。
③
環
境
変
化
に
対
応
す
べ
く
規
制
の
横
断
的
見
直
し
を
図
ら
ん
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
横
断
的
規
制
へ
の
転
換
の
み
で
十
分
で
は
な
く
、
分
散
化
に
伴
い
相
互
連
関
・
相
互
依
存
性
の
複
雑
さ
が
増
す
結
果
、
連
鎖

的
破
綻
あ
る
い
は
金
融
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
述
べ
た
。
規
制
当
局
は
連
関
・
依
存
関
係
、
金
融
シ
ス

テ
ム
全
体
の
影
響
に
関
し
て
新
し
い
観
点
か
ら
の
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
な
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ
る

⑷
　
金
融
行
政
の
方
針
転
換
へ
の
影
響
─FinT

ech

の
進
展
と
関
連
法
制
に
対
す
る
影
響
と
新
た
な
制
度
整
備
─

こ
う
し
た
金
融
行
政
の
方
針
転
換
か
ら
そ
の
影
響
を
鑑
み
、
関
連
法
制
の
制
度
設
計
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
（
129
）

。
金
融
行
政

一
二
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の
方
針
転
換
が
も
た
ら
す
影
響
は
多
岐
に
亘
る
と
み
ら
れ
る
（
130
）

。
①
業
態
毎
の
縦
割
り
規
制
か
ら
機
能
で
の
横
断
的
規
制
へ
の
転
換
に
と
も

な
っ
て
生
じ
る
影
響
と
し
て
は
、
⒜
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
を
前
提
と
し
た
業
界
構
造
変
化
に
よ
っ
て
競
争
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
事
業
戦

略
再
構
築
が
進
め
ら
れ
る
。
⒝
新
た
な
免
許
形
態
の
登
場
に
よ
っ
て
他
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
が
増
加
す
る
。
⒞
既
存
の
金
融
業
界
の
担

い
手
の
業
態
転
換
に
よ
っ
て
金
融
持
株
会
社
へ
の
大
量
移
行
と
新
規
事
業
子
会
社
設
立
の
増
加
が
進
む
。

②
金
融
の
基
本
的
概
念
の
見
直
し
と
統
一
に
よ
り
生
じ
る
影
響
と
し
て
は
、
⒜
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
進
展
の
中
長
期
見
通
し
の
必
要
性
が

増
大
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
メ
ガ
テ
ッ
ク
の
正
確
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
が
進
め
ら
れ
る
。
⒝
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
Ｐ
２
Ｐ
金
融
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
仮
想
通
貨
を
含
む
）・
決
済
な
ど
金
融
機
関
を
必
要
と
し
な
い
金
融
が
登
場
し
、

規
制
・
監
督
対
象
が
金
融
機
関
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
と
転
換
す
る
場
合
の
規
制
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。
⒞
国
際
的
な
標
準
化
活

動
の
重
要
性
が
増
大
す
る
。
⒟
金
融
業
法
よ
り
も
根
本
的
な
法
分
野
の
改
正
の
影
響
を
分
析
す
る
必
要
性
が
増
大
し
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
民
法

（
Ａ
Ｉ
の
契
約
主
体
性
）、
Ｐ
Ｌ
法
な
ど
の
根
本
的
変
化
が
起
こ
り
う
る
。

③
国
民
の
厚
生
の
増
大
、
安
定
的
な
資
産
形
成
と
い
う
究
極
的
目
標
の
政
策
評
価
を
行
う
必
要
性
が
生
じ
る
。
⒜
政
策
の
費
用
便
益
分

析
の
必
要
性
が
増
大
し
、
投
資
教
育
の
費
用
便
益
分
析
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
⒝
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策
形
成
（E

vidence B
ased P

olicy 

M
aking E

B
P

M

）
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
導
入
さ
れ
、
政
府
の
統
計
イ
ン
フ
ラ
拡
充
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
推
進
が
進
む
。
⒞
ナ
ッ
ジ

（N
udge

）
な
ど
行
動
経
済
学
に
基
づ
く
制
度
設
計
の
必
要
性
が
増
大
し
、
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
）
と
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
ン

ド
ボ
ッ
ク
ス
の
接
続
を
目
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
産
業
の
生
産
性
向
上
を
短
期
間
に
実
現
す
べ
く
、
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
制
度
の
創

設
を
含
む
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
案
が
第
一
九
六
回
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
（
131
）

。
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６
．
業
態
別
か
ら
機
能
別
・
横
断
的
と
な
る
金
融
規
制
と
実
務
の
対
応

　
　
　
　
─
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
、
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
銀
行
業
務
とFinTech

─

我
が
国
に
お
け
る
機
能
別
・
横
断
的
と
な
る
金
融
規
制
に
関
し
て
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
、
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
銀
行
業
務
と

F
inT
ech

の
関
係
な
ど
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
（
132
）

。

金
融
庁
に
お
け
る
一
連
の
法
改
正
、
抜
本
的
な
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
の
変
更
は
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
を
巡
る
競
争
環
境
に
お
い
て
非
連
続
的
な

変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
金
融
審
議
会
お
よ
び
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
で
は
法
改
正
の
背
景
と
し
て
金
融
シ
ス
テ

ム
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
四
つ
の
変
化
を
提
示
し
て
い
る
。
①
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
個
別
の
機
能
に
分
解
し
提
供
す
る
ア
ン
バ
ン
ド
リ

ン
グ
お
よ
び
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
合
せ
て
提
供
す
る
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
動
き
の
拡
大
。
②
銀
行
に
類
似
し
た
金
融
仲
介
（
シ
ャ

ド
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
）
の
拡
大
。
③
金
融
機
関
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
再
構
築
。
④
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
出
現
等
。
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
、
機
能

別
・
横
断
的
法
体
系
、
金
融
規
制
に
お
け
る
基
本
的
概
念
の
横
断
化
お
よ
び
変
化
に
対
応
し
た
規
制
の
見
直
し
と
い
っ
た
検
討
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
で
金
融
機
関
に
お
い
て
は
①
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
と
対

応
す
る
た
め
の
規
制
の
機
能
別
・
横
断
的
体
系
へ
の
変
更
、
お
よ
び
②
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
台
頭
と
金
銭
等
の
金
融
の
基
本
的
概
念
の
横
断

化
の
二
つ
が
重
要
な
論
点
と
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

⑴
　FinT
ech

の
進
展
へ
の
対
応
と
し
て
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
銀
行
業
務
の
競
争
相
手

先
ず
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
拡
大
と
業
態
別
か
ら
機
能
別
・
横
断
的
な
法
体
系
へ
の
変
更
に
関
し
て
、
預
金
、
貸

付
け
お
よ
び
為
替
取
引
と
い
っ
た
銀
行
業
は
従
前
は
厳
格
な
規
制
に
服
し
て
い
た
が
、
今
後
はF

intech

企
業
も
一
定
の
制
約
の
下
で
は

あ
る
が
銀
行
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
な
く
類
似
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ

一
二
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る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
典
型
例
と
な
る
。

銀
行
固
有
業
務
で
あ
る
預
金
・
為
替
取
引
に
つ
い
て
、
類
似
業
務
は
前
払
式
支
払
手
段
で
あ
り
根
拠
法
は
資
金
決
済
法
、
規
制
水
準
は

届
出
制
（
自
家
型
）
ま
た
は
登
録
制
（
第
三
者
型
）
で
制
約
と
し
て
は
原
則
払
い
戻
し
禁
止
と
な
る
。

為
替
取
引
に
つ
い
て
、
類
似
業
務
は
資
金
移
動
業
で
あ
り
根
拠
法
は
資
金
決
済
法
、
規
制
水
準
は
登
録
制
で
制
約
と
し
て
は
少
額

（
一
〇
〇
万
円
以
下
）
に
限
る
こ
と
に
な
る
。

貸
付
に
つ
い
て
、
類
似
業
務
は
貸
金
業
で
あ
り
根
拠
法
は
貸
金
業
法
、
規
制
水
準
は
登
録
制
で
制
約
と
し
て
は
預
金
を
受
け
入
れ
な
い

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
し
て
提
供

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
海
外
に
お
い
て
は
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
し
た
銀
行
業
務
の
す
べ
て
を
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
実
態
と

し
て
銀
行
と
同
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
例
も
存
在
す
る
（
133
）

。

こ
こ
で
金
融
機
関
が
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
す
る
業
務
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
限
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
金
融
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
い
て
二
つ
の
変
化
が
生
じ
る
。
①
顧
客
接
点
を
持
つ
企
業
の
数
は
減
る
こ
と
に
な
り
、
競
争
は
金
融
・
非
金
融
の
垣
根
を
越
え

て
行
わ
れ
る
。
顧
客
ニ
ー
ズ
が
商
品
選
択
、
価
格
比
較
、
購
入
決
定
、
資
金
決
済
、
商
品
の
受
領
に
至
る
一
連
の
フ
ロ
ー
全
体
の
利
便
性

向
上
の
場
合
、
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
し
て
顧
客
と
接
点
を
持
つ
企
業
は
一
つ
と
な
る
。
②
二
つ
の
観
点
か
ら
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
必
要
性
が
高
ま
る
。
顧
客
と
の
接
点
を
持
つ
た
め
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
機
能
を
提
供
す
る
異
業
種
と
の
連
携
、
お
よ
び
リ
バ
ン
ド

リ
ン
グ
さ
れ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
自
社
サ
ー
ビ
ス
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
競
争
力
を
高
め
る
べ
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
と
協
働
す
る

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
二
つ
で
あ
る
。

一
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⑵
　
台
頭
す
る
新
し
い
資
金
調
達
手
段

預
金
・
貸
付
け
・
為
替
取
引
を
フ
ル
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ
と
が
顧
客
に
訴
求
す
る
効
果
を
持
た
な
く
な
り
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ

ン
グ
さ
れ
た
個
々
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力
が
問
わ
れ
る
。
金
融
機
関
は
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て
利
便
性
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
企
業
と
金
融
サ
ー
ビ
ス
単
体
の
競
争
力
で
対
処
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
貸
付
け
分
野
で
金
融
機
関
と
競
合
す
る
の
は
貸
金
業
者
で
な

く
、
豊
富
な
デ
ー
タ
と
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
等
を
駆
使
し
低
コ
ス
ト
か
つ
迅
速
な
融
資
判
断
が
特
徴
と
な
る
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
レ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
な
る
（
134
）

。
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
銀
行
融
資
の
比
較
を
行
う
と
、
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

は
売
上
げ
・
Ｃ
Ｆ
（cash flow
）
の
把
握
は
日
々
の
売
上
げ
・
決
済
デ
ー
タ
に
依
拠
し
、
担
保
・
保
証
は
原
則
不
要
、
審
査
期
間
も
短
い

も
の
と
な
る
が
、
銀
行
融
資
で
は
各
々
多
数
の
提
出
書
類
、
原
則
必
要
、
長
い
も
の
と
な
る
。

日
々
の
売
り
上
げ
デ
ー
タ
や
顧
客
の
評
判
な
ど
返
済
能
力
を
判
断
す
る
正
確
か
つ
膨
大
な
デ
ー
タ
を
有
す
る
商
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
は
Ａ
Ｉ
等
を
駆
使
し
て
迅
速
か
つ
精
度
の
高
い
融
資
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
資
金
ニ
ー
ズ
の
把
握
も
容
易
に
な
る
。

貸
付
け
分
野
の
競
合
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
の
が
仮
想
通
貨
に
よ
る
資
金
調
達
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
イ
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン

グ
）
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は
利
用
者
保
護
に
か
か
る
制
度
整
備
等
の
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
利
用
が
出
店
者
や
会
計
ソ
フ
ト
利
用
者
に
限
定

さ
れ
る
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
異
な
り
、
全
て
の
企
業
の
資
金
調
達
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
潜
在
性
を
有
し
て
い
る
。
顧

客
利
便
性
の
高
い
金
融
機
関
を
通
さ
な
い
資
金
調
達
手
段
が
拡
大
す
る
環
境
変
化
の
中
で
、
金
融
機
関
は
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
フ
ル
ラ
イ
ン

提
供
で
は
な
く
、
貸
付
け
な
ど
個
々
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力
を
向
上
さ
せ
て
新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
競
争
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

⑶
　
仮
想
通
貨
へ
の
対
応

更
に
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
台
頭
と
金
銭
等
の
金
融
の
基
本
的
概
念
の
横
断
化
と
い
う
新
た
な
動
向
が
み
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
は
仮

一
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想
通
貨
の
他
、
各
中
央
銀
行
が
研
究
し
て
い
る
法
定
デ
ジ
タ
ル
通
貨
、
民
間
銀
行
が
発
行
を
計
画
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
ま
で
多
様
な

種
類
が
含
ま
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
台
頭
や
発
行
に
向
け
た
検
討
に
よ
り
、
金
銭
の
概
念
が
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
金
融
商
品
取
引
法
の

集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
の
定
義
に
よ
れ
ば
金
銭
で
出
資
ま
た
は
拠
出
し
た
も
の
が
同
ス
キ
ー
ム
に
該
当
す
る
が
、
金
銭
に
仮
想
通
貨
が
含
ま

れ
な
い
と
す
れ
ば
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
り
得
る
。
ま
た
貸
金
業
法
も
金
銭
の
貸
付
け
と
し
て
お
り
、

法
定
通
貨
に
よ
る
貸
付
け
は
規
制
対
象
と
な
る
一
方
で
仮
想
通
貨
の
貸
付
け
は
規
制
の
枠
外
と
い
う
こ
と
に
な
り
得
る
。
銀
行
が
そ
の
金

銭
的
価
値
の
移
転
や
保
存
に
関
与
で
き
な
い
仮
想
通
貨
が
法
的
に
も
金
銭
や
売
買
の
資
金
決
済
手
段
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
、
銀
行
は

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
大
き
く
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

仮
想
通
貨
の
普
及
は
銀
行
固
有
業
務
の
為
替
取
引
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
為
替
取
引
は
資
金
決
済
法
で
認
め

ら
れ
る
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
業
務
を
除
き
、
規
制
に
よ
り
銀
行
が
独
占
的
に
提
供
し
て
き
た
。
他
方
、
仮
想
通
貨
は
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
同

士
で
直
接
金
銭
的
価
値
の
移
転
が
可
能
で
あ
り
、
銀
行
は
為
替
取
引
を
独
占
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
仮
想
通
貨
に
よ
る
価
値
移
転

が
法
的
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、
銀
行
は
代
替
手
段
を
有
す
る
顧
客
に
対
し
て
為
替
取
引
を
営
業
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

金
銭
や
売
買
の
概
念
に
仮
想
通
貨
が
含
ま
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
か
か
る
法
規
制
が
整
備
さ
れ
れ
ば
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

拡
大
も
含
め
資
金
調
達
手
段
の
選
択
肢
は
広
が
り
、
利
便
性
の
向
上
な
ど
競
争
力
を
高
め
な
い
限
り
銀
行
融
資
の
競
争
力
は
大
き
く
低
下

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

⑷
　
金
融
機
関
が
直
面
す
る
当
面
の
課
題
─Better Bank

段
階
の
問
題
点
─

①
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
顧
客
デ
ー
タ
喪
失

デ
ジ
タ
ル
化
を
受
け
て
顧
客
デ
ー
タ
を
集
め
る
た
め
の
顧
客
と
の
接
点
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）
を
巡
る
競
争
も
激
化
し
、
金
融
ビ
ジ
ネ

一
二
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ス
の
領
域
で
は
家
計
簿
ア
プ
リ
や
ク
ラ
ウ
ド
会
計
シ
ス
テ
ム
等
の
顧
客
と
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
に
立
ち
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
電
子
決

済
等
代
行
業
者
に
対
し
て
登
録
制
が
導
入
さ
れ
た
（
二
〇
一
七
年
六
月
）。
電
子
決
済
等
代
行
業
者
の
場
合
、
最
終
的
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
は

金
融
機
関
が
提
供
す
る
点
で
特
定
領
域
に
特
化
し
た
ノ
ン
バ
ン
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
仮
想
通
貨
に
よ
る
金
融
機

能
の
代
替
と
は
異
な
る
が
、
企
業
競
争
力
を
左
右
す
る
顧
客
デ
ー
タ
は
顧
客
接
点
を
有
す
る
企
業
に
集
中
し
、
顧
客
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

を
金
融
機
関
が
喪
失
す
る
点
で
相
違
は
な
い
。

金
融
機
関
は
特
定
分
野
に
特
化
し
た
ノ
ン
バ
ン
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
電
子
決
済
等
代
行
業
者
な
ど
中
間
的
業
者
や
商
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
、
ま
た
銀
行
に
と
り
仮
想
通
貨
台
頭
な
ど
の
環
境
変
化
か
ら
生
じ
る
顧
客
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
な
ら
び
に
顧
客
デ
ー
タ
を
喪
失

す
る
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

②
フ
ル
ラ
イ
ン
か
ら
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ

金
融
機
関
の
み
な
ら
ず
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
単
位
、
あ
る
い
は
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
単
位
共
に
顧
客
ニ
ー
ズ
充
足
が
重
要

に
な
り
、
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
単
位
で
は
他
社
と
の
連
携
を
含
め
た
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
競
争
力
強
化
が
必
要
に
な
る
。

リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
販
売
す
る
場
合
は
自
社
サ
ー
ビ
ス
に
拘
泥
せ
ず
、
異
業
種
を
含
め
た
他
社
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
す
る

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

７
． FinTech

の
発
展
段
階
に
お
け
るB

etterB
ank

とR
elegatedB

ank

な
ら
び
にD

isinterm
ediatedB

ank

の
認
識
の
ズ
レ
に

つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
は
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
を
中
心
に
決
済
・
送
金
分
野
で
のF

inT
ech

企
業
と
の
連
係
や
グ
ル
ー
プ
化
あ
る
い
は
子
会

社
化
を
図
る
動
き
が
現
時
点
で
は
主
で
あ
り
、
仮
想
通
貨
を
独
自
に
発
行
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
我
が
国
の
場
合
、
貸
金
業
法
規
制
（
135
）

の

一
三
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

存
在
か
らF

inT
ech

企
業
が
銀
行
業
へ
新
規
参
入
す
る
に
は
大
き
な
障
壁
が
存
在
す
る
た
（
136
）

め
（
137
）

、
欧
米
の
よ
う
な
新
形
態
の
銀
行
免
許
構

想
の
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
（
138
）

。
加
え
て
直
近
で
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
規
制
強
化
の
方
向
性
も
示
さ
れ
、
こ
う
し
た
背
景
も

あ
っ
て
我
が
国
で
はF

inT
ech

に
関
し
て
は
既
存
金
融
機
関
に
よ
るB
etterB

ank

の
方
向
性
に
向
け
た
議
論
が
主
で
あ
り
、
欧
米
に
お

け
る
よ
う
なF

inT
ech

企
業
へ
の
銀
行
免
許
の
付
与
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
るR

elegatedB
ank

、

D
isinterm

ediatedB
ank

の
議
論
（
139
）

の
段
階
に
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
（
140
）

。
も
っ
と
も
金
融
庁
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
4.0
の
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
例

と
し
て
銀
行
免
許
を
有
し
て
い
な
い
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ
る
銀
行
同
等
機
能
の
提
供
の
実
現
を
掲
げ
て
お
り
（
141
）

、
将
来
的
なF

inT
ech

企
業

へ
の
銀
行
免
許
付
与
も
決
し
て
排
除
さ
れ
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
他
方
で
金
融
庁
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
称
す
る
巨

大
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
企
業
を
念
頭
に
不
公
正
取
引
を
防
止
す
る
規
制
を
検
討
し
て
い
る
（
142
）

。
仮
想
通
貨
を
世
界
に
先
駆
け
て
法
制
度
と
し

て
取
り
込
み
取
引
を
正
面
か
ら
認
め
つ
つ
も
、F

inT
ech

の
無
制
約
な
発
展
を
許
容
し
て
い
る
も
の
で
も
な
い
と
も
思
料
さ
れ
、
今
後
の

規
制
当
局
の
取
り
組
み
の
ス
タ
ン
ス
が
注
視
さ
れ
よ
う
（
私
見
）。

第
十
二
章
　
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
に
向
け
て

１
．
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
の
骨
子

金
融
庁
は
直
近
に
お
い
て
金
融
審
議
会
「
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
（
第
九
回
）」（
二
〇
一
八
年
六
月
一
八
日
）
の
中
で
「
中
間

整
理
（
案
）
─
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
に
向
け
て
─
」
を
提
示
し
て
い
る
。
将
来
のF

inT
ech

法
制
度
の
具
体
的
な
内
容
を

提
示
す
る
に
至
っ
て
は
い
な
い
が
、
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
構
築
に
向
け
て
、
基
礎
と
す
る
概
念
等
を
中
間
整
理
と
し
て
ま

と
め
て
お
り
、
金
融
庁
施
策
の
今
後
の
方
向
性
を
示
す
内
容
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
報
告
書
な
ど
と
重
複
す
る
部
分

一
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も
あ
る
が
参
考
に
な
り
、
骨
子
を
示
し
て
お
き
た
い
（
143
）

。

ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
更
な
る
進
展
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
変
化
を
折
り
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
るB

etterB
ank

に
留
ま
ら
ず
、R

elegatedB
ank

、D
isinterm

ediatedB
ank

の

議
論
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
（
私
見
）。

機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
を
検
討
す
る
際
に
は
一
体
化
し
つ
つ
あ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
必
要
を
総
論
と
し
て
述
べ
て
い
る
。

２
．
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
の
必
要
性

先
ず
、
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
の
必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
掲
げ
て
い
る
。

経
済
社
会
情
勢
と
規
制
体
系
の
概
観
を
行
う
と
、
戦
後
の
厳
格
な
業
態
別
の
規
制
体
系
か
ら
一
九
九
二
年
以
降
は
業
態
間
の
相
互
参
入

へ
移
行
し
、
投
資
性
の
あ
る
金
融
商
品
に
つ
い
て
規
制
を
横
断
化
・
柔
構
造
化
し
た
（
二
〇
〇
六
年
金
融
商
品
取
引
法
整
備
）。
金
融
を
取
り

巻
く
近
年
の
環
境
変
化
で
は
、
Ｉ
Ｔ
の
進
展
等
に
よ
り
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
動
き
が
拡
大
し
た
。
こ
れ
か
ら
一
〇

年
後
の
金
融
の
姿
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
技
術
の
実
用
化
等
に
よ
り
決
済
分
野
等
に
お
け
る
効
率
化
と
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド

リ
ン
グ
の
更
な
る
進
展
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
変
化
等
が
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
金
融
シ
ス
テ
ム
や
金
融
サ
ー
ビ
ス
、

金
融
機
関
の
あ
り
方
に
抜
本
的
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
行
制
度
の
特
徴
と
検
討
の
基
本
的
方
向
性
と
し
て
、
現
状
で
は
基
本
的
に
業
態
毎
に
業
法
が
存
在
し
、
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

が
同
一
の
機
能
・
リ
ス
ク
を
有
し
て
い
て
も
当
該
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
属
す
る
業
態
ご
と
に
規
制
の
内
容
が
異
な
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
Ｉ
Ｔ

進
展
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
起
点
と
し
た
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
・
リ
バ
ン
ド
リ
ン
グ
の
動
き
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
各
業

一
三
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

法
の
業
態
に
当
て
は
め
て
規
制
す
る
よ
り
も
金
融
規
制
体
系
を
よ
り
機
能
別
・
横
断
的
な
も
の
と
し
、
同
一
の
機
能
・
同
一
の
リ
ス
ク
に

は
同
一
の
ル
ー
ル
を
適
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
・
利
用
者
利
便
の
向
上
の
面
で
は
各
プ

レ
イ
ヤ
ー
が
自
由
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
た
上
で
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
サ
ー
ビ
ス
の
果
た
す
機
能
・
リ
ス
ク

に
応
じ
て
ル
ー
ル
を
過
不
足
な
く
適
用
す
る
。
利
用
者
保
護
・
公
正
な
競
争
条
件
の
確
保
と
し
て
は
規
制
が
緩
い
業
態
へ
の
移
動
等
を
通

じ
た
規
制
の
回
避
を
防
止
す
る
。

規
制
の
柔
構
造
化
と
し
て
、
同
一
の
機
能
に
は
同
一
の
ル
ー
ル
を
適
用
し
、
業
務
内
容
や
リ
ス
ク
の
差
異
に
応
じ
て
ル
ー
ル
の
内
容
を

調
整
す
る
手
法
を
採
る
。
異
な
る
機
能
間
で
の
ル
ー
ル
の
共
通
化
と
し
て
、
規
制
目
的
が
共
通
の
部
分
に
つ
い
て
は
ル
ー
ル
を
で
き
る
だ

け
共
通
化
を
図
る
。

３
．
金
融
の
各
機
能
の
分
類
と
法
規
制

①
決
済
機
能
に
関
連
し
た
法
制
度
は
資
金
決
済
法
で
資
金
移
動
業
者
、
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。「
決
済
」

の
射
程
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
決
済
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
介
し
て
、
直
接
現
金
を
輸
送
せ
ず
に
意
図
す
る
額
の
資
金

を
意
図
す
る
先
に
移
動
す
る
こ
と
、
お
よ
び
決
済
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
介
し
て
債
権
債
務
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
。

②
資
金
供
与
機
能
に
関
連
し
た
法
制
度
は
銀
行
法
（
銀
行
）、
貸
金
業
法
（
貸
金
業
者
）
で
あ
る
が
、
資
金
供
与
と
預
金
受
入
れ
を
併
せ

行
う
銀
行
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
は
経
営
の
健
全
性
の
確
保
が
厳
格
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。
信
用
創
造
機
能
の
面
か
ら
も
リ
ス
ク
の
顕

在
化
を
回
避
し
信
用
秩
序
を
維
持
し
て
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
金
融
危
機
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
信
用
創
造
に
よ
り
高
ま
る
リ
ス
ク
に
対
し

て
は
ル
ー
ル
を
一
定
程
度
加
重
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

③
資
産
運
用
機
能
に
関
連
し
た
法
制
度
は
金
商
法
（
金
融
商
品
取
引
業
者
）
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
資
金
余
剰
主
体
が
自
ら
の
運
用
目
的

一
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や
リ
ス
ク
選
好
に
従
っ
て
運
用
を
行
う
こ
と
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
通
じ
た
資
金
配
分
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
株
式
・
社
債
等
の

金
融
商
品
に
つ
い
て
は
発
行
者
の
事
業
リ
ス
ク
・
信
用
リ
ス
ク
、
相
場
変
動
等
の
市
場
リ
ス
ク
等
が
伴
う
こ
と
が
多
く
、
必
要
な
情
報
の

提
供
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
投
資
家
の
保
護
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
投
資
家
か
ら
資
産
を
預
か
っ
て
運
用
を
行
う
者

に
つ
い
て
は
受
託
資
産
の
適
正
な
運
用
が
求
め
ら
れ
、
忠
実
義
務
等
の
受
託
者
責
任
に
関
す
る
規
定
、
運
用
状
況
等
の
報
告
に
関
す
る
規

定
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
株
式
・
社
債
等
の
取
引
の
場
で
あ
る
証
券
市
場
は
流
通
市
場
に
お
け
る
適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
、

効
率
的
な
資
金
配
分
の
実
現
な
ど
公
益
の
観
点
か
ら
重
要
な
意
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
正
で
効
率
的
な
価
格
形
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
市

場
の
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

④
リ
ス
ク
移
転
機
能
に
関
連
し
た
法
制
度
は
保
険
業
法
（
保
険
会
社
）
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
経
済
・
生
活
上
の
様
々
な
リ
ス
ク
の
発

生
の
可
能
性
に
応
じ
て
対
価
を
支
払
い
、
保
障
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
信
用
保
証
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
、
保
険
は
機
能
的
に
類
似
す

る
面
も
あ
る
が
、
信
用
保
証
に
は
特
段
の
業
規
制
は
設
け
ら
れ
ず
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
業
と
し
て
行
う
者
に
つ
い
て
は
登
録
対
象
と

さ
れ
る
に
留
ま
る
。
保
険
を
業
と
し
て
行
う
者
に
つ
い
て
は
免
許
対
象
と
さ
れ
、
当
局
に
よ
る
商
品
認
可
も
求
め
ら
れ
る
と
い
う
相
違
が

見
ら
れ
る
。
保
険
な
ど
リ
ス
ク
を
集
積
・
分
散
す
る
業
者
に
お
い
て
は
、
保
障
を
提
供
す
る
た
め
の
原
資
の
確
保
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が

健
全
な
業
務
運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。
リ
ス
ク
の
集
積
・
分
散
に
当
た
り
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
デ
ー
タ
分
析
の
高
度
化
等
に
よ
り
リ
ス
ク
評
価
の
精
緻
化
が
進
み
、
良
好
な
健
康
状
態
の
利
用
者
に
対
し
て
保
険
料
を
下
げ
る
保

険
商
品
の
提
供
な
ど
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
属
性
に
適
合
的
な
商
品
が
提
供
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
方
で
は
商
品
設
計
に
よ
っ
て
は
健
康

状
態
な
ど
条
件
が
悪
い
人
は
過
度
に
保
険
に
加
入
し
に
く
く
な
り
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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４
．
金
融
の
各
機
能
に
お
い
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
利
益
お
よ
び
規
制
の
態
様

各
機
能
に
お
い
て
達
成
さ
れ
る
べ
き
利
益
の
項
目
と
し
て
は
、
機
能
の
確
実
な
履
行
、
利
用
者
に
対
す
る
情
報
提
供
等
、
利
用
者
資
産

の
保
護
、
利
用
者
情
報
の
保
護
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
の
防
止
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
顕
在
化
の
防

止
が
挙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
証
券
市
場
を
は
じ
め
と
し
た
市
場
の
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
も
重
要
と
な
る
。
各
機
能
に
お
い
て
達
成
さ
れ

る
べ
き
利
益
の
項
目
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
求
め
ら
れ
る
水
準
等
に
は
濃
淡
が
あ
る
た
め
各
機
能
の
特
徴
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。

５
．
業
務
範
囲
規
制
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
等
の
主
体
別
規
制
と
機
能
別
・
横
断
的
な
規
制
体
系

金
融
・
非
金
融
の
境
界
が
曖
昧
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
銀
行
・
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
は
重
厚
な
業
務
範
囲
規
制
・
財
務
規
制
・
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。
規
制
間
の
役
割
分
担
と
し
て
、
業
務
範
囲
規
制
に
置
か
れ
た
力
点
に
つ
い
て
は
再
検
討
の
余
地

が
あ
る
。

銀
行
持
株
会
社
、
銀
行
、
事
業
会
社
を
各
々
頂
点
と
す
る
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
銀
行
の
本
業
へ
の
リ
ス
ク
遮
断
効
果
に
か
か
る
差
異

等
を
考
慮
し
た
上
で
業
務
範
囲
規
制
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
銀
行
・
銀
行
グ
ル
ー
プ
に
期
待
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
外
縁
に
変
容
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
現
在
以
上
に
多
様
な
業
務
を
認
め
る
場
合
に
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
財
務
規
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
ま
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
そ
の
目
的
・
対
象
に
変
容
が
あ
り
得
る
か
な
ど

目
的
・
対
象
に
応
じ
た
実
効
的
な
手
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
お
信
用
創
造
を
行
わ
な
い
決
済
専
業
銀
行
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
銀
行
と
同
様
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
対
応
は
不
要
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
銀
行
や
そ
の
属
す
る
グ
ル
ー
プ
内
の
会
社
に
従
来
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
業
務
を
認
め
る
場
合
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

で
保
護
す
べ
き
部
分
と
そ
れ
以
外
の
部
分
を
平
時
か
ら
実
効
的
に
分
離
可
能
な
状
態
に
し
て
お
き
、
有
事
に
分
離
さ
せ
る
措
置
に
つ
い
て
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検
討
し
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

６
．
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
プ
ロ
セ
ス
等
に
着
目
し
た
ル
ー
ル
整
備

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
業
態
・
機
能
横
断
的
に
提
供
す
る
場
合
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
代
理
・
媒
介
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
ル
ー
ル
を
で
き
る
だ
け
共
通
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

金
融
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
中
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
金
融
取
引
に
関
し
て
は
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
利
用
者
で
あ
る
個
々
の
契
約
当
事
者
よ
り
も
、
契
約
当
事
者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
を
規

制
す
る
方
が
実
効
的
と
考
え
ら
れ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
に
対
す
る
規
律
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

７
．
今
後
の
課
題

今
後
は
各
機
能
の
中
で
個
々
の
業
務
の
内
容
や
リ
ス
ク
の
差
異
を
い
か
に
認
識
・
測
定
し
、
ル
ー
ル
に
差
異
を
設
け
て
い
く
か
を
含
め

た
具
体
的
な
制
度
設
計
が
必
要
と
な
る
。
企
業
・
経
済
の
持
続
的
成
長
と
安
定
的
な
資
産
形
成
等
に
よ
る
国
民
の
厚
生
の
増
大
と
い
う
金

融
行
政
の
目
標
と
の
整
合
性
に
留
意
が
さ
れ
る
。
利
用
者
情
報
の
適
切
な
保
護
に
加
え
て
、
情
報
の
適
切
な
利
活
用
を
し
や
す
く
す
る
環

境
整
備
と
い
う
観
点
に
も
留
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
の
際
し
て
は
、
以
下
の
観
点
も
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
①
国
際
的
な

サ
ー
ビ
ス
展
開
へ
の
対
応
・
国
際
的
な
整
合
性
、
②
法
令
と
自
主
規
制
等
の
組
合
せ
、
③
民
事
法
上
の
扱
い
、
④
金
融
に
関
す
る
基
本
的

概
念
・
ル
ー
ル
の
横
断
化
。

①
国
際
的
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
へ
の
対
応
・
国
際
的
な
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
金
融
取
引
は
国
境
を
越
え
て
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ど

の
場
合
に
我
が
国
の
金
融
規
制
を
適
用
し
て
実
効
性
を
確
保
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
国
境
を
越
え
た
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
阻
害
す
る
こ
と

は
避
け
る
と
共
に
国
際
的
な
規
制
の
裁
定
（
ア
ー
ビ
ト
ラ
ー
ジregulatory arbitrage
規
制
の
緩
い
国
・
地
域
へ
の
移
動
に
よ
る
規
制
の
回
避
）
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を
防
止
す
る
観
点
か
ら
規
制
の
国
際
的
な
整
合
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
も
各
国
の
規
制
当
局
に
お
い
て
は
重
要
と
な
る
。

②
法
令
と
自
主
規
制
等
の
組
合
せ
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
適
時
な
対
応
を
行
う
べ
く
法
令
に
よ
る
金
融
規
制
と
当
局
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
業
界
団
体
等
の
実
効
的
な
自
主
規
制
、
コ
ー
ド
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
な
ど
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
役
割
分
担
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

③
民
事
法
上
の
扱
い

Ｉ
Ｔ
進
展
等
に
伴
い
金
融
取
引
に
新
し
い
手
段
が
用
い
ら
れ
る
場
合
の
金
融
法
制
に
お
け
る
に
対
処
に
つ
い
て
は
、
そ
の
手
段
に
か
か

る
民
事
法
上
の
扱
い
も
問
題
と
な
り
得
る
。

④
金
融
に
関
す
る
基
本
的
概
念
・
ル
ー
ル
の
横
断
化

一
定
の
概
念
等
に
つ
い
て
は
金
融
規
制
全
体
を
視
野
に
入
れ
横
断
的
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
金
銭
の
概
念
、
人
工
知

能
（
Ａ
Ｉ（144
）

）、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
等
に
つ
い
て
は
個
々
の
法
律
の
対
応
で
な
く
金
融
規
制
全
体
に
つ
い
て
横
断
的
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
適
切
な
場
合
も
あ
り
得
る
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
他
の
技
術
に
変
更
が
生
じ
て
も
機
能
や
リ
ス
ク
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
に
適
用

さ
れ
る
規
制
の
内
容
は
変
更
が
な
い
よ
う
に
金
融
制
度
の
設
計
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
に
関
し
て
は
開
発

者
の
予
見
可
能
性
を
超
え
た
能
力
・
用
途
を
具
備
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
金
融
分
野
以
外
で
の
検
討
も
踏
ま
え
て
金
融

分
野
の
検
討
を
深
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
仮
想
通
貨
（
暗
号
資
産
）
が
金
銭
の
関
係
で
い
か
な
る
位
置
付
け
に
な
る
か
、
民
事
法
上

の
扱
い
も
踏
ま
え
て
金
融
分
野
で
も
検
討
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。
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⑤
参
入
ル
ー
ル
の
横
断
化
・
柔
構
造
化

こ
の
他
業
態
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
ビ
ジ
ネ
ス
選
択
を
容
易
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
参
入
ル
ー
ル
の
横
断
化
・
柔
構
造
化
も
論
点
と

な
り
得
る
。
英
国
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
を
み
る
と
規
制
対
象
業
務
（
預
金
受
入
れ
、
信
用
供
与
、
投
資
運
用
、
保
険
契
約
）
を
行
わ
ん
と

す
る
者
は
対
応
す
る
許
可
を
取
得
し
、
同
時
に
広
く
認
可
業
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
認
可
業
者
が
追
加
で
他
の
業
務
を
行
わ
ん
と

す
る
場
合
は
対
応
す
る
許
可
を
追
加
的
に
取
得
す
れ
ば
よ
く
、
改
め
て
認
可
を
と
る
こ
と
は
不
要
と
さ
れ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
通
貨
監
督

庁
は
幅
広
い
決
済
サ
ー
ビ
ス
（paym

ent services

）
に
つ
い
て
、
提
供
す
る
幅
広
い
対
象
を
単
一
ラ
イ
セ
ン
ス
の
下
で
規
制
・
監
督
し
、

同
時
に
各
々
の
規
制
対
象
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
類
型
化
し
て
有
す
る
リ
ス
ク
に
応
じ
て
必
要
な
規
制
を
課
す
る
枠
組
み
を
提
案
し
て
い
る
。

か
か
る
制
度
は
業
態
・
機
能
を
横
断
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
繋
が
る
反
面
、
制
度
の
運
用
上
は
逆
に
審
査
を
複
雑
化
し
迅
速
な

参
入
に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
、
い
か
な
る
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
明
確
性
の
問
題
が
生
じ
得
る
こ
と
な
ど
も
指
摘
が
さ
れ
、

両
面
を
認
識
し
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

第
十
三
章
　
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制
の
意
義
、
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
法
的
な
論
点
な
ど

１
．
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制
の
意
義

仮
想
通
貨
に
関
し
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
含
め
そ
の
私
法
的
位
置
付
け
な
ど
、
種
々
議
論
が
さ
れ
先
行
研
究
も
多
い
（
145
）

。
以
下
で
は
仮
想
通
貨
交

換
業
者
に
対
す
る
規
制
の
意
義
、
更
に
は
新
し
い
論
点
と
し
て
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
し
て
問
題
と
な
る
法
律
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

と
Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
関
係
な
ど
に
つ
き
、
要
点
を
示
し
て
お
き
た
い
。

仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
規
制
の
必
要
性
、
そ
の
手
法
等
が
議
論
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
分
散
型
の

一
三
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
中
で
唯
一
中
央
集
権
的
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
が
仮
想
通
貨
交
換
業
者
で
あ
り
、
多
数
の
投
資
家
を
傘
下
に
有

し
て
顧
客
資
産
を
預
か
り
取
引
に
応
じ
、
参
加
者
間
の
取
引
を
仲
介
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
基
本
的
に
分
散
型
と
な
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
唯
一
規
制
対
象
と
な
り
得
る
の
は
、
必
然
的
に
中
央
集
権
的
な
存

在
で
あ
る
仮
想
通
貨
交
換
業
者
と
な
る
。
従
っ
て
国
際
的
に
仮
想
通
貨
交
換
業
に
着
目
し
た
制
度
的
対
応
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

は
必
然
性
が
あ
る
。
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
や
犯
罪
資
金
等
で
も
最
終
的
に
問
題
と
な
る
の
は
法
定
通
貨
に
交
換
す
る
局
面
で
あ
り
、
そ

の
面
か
ら
も
仮
想
通
貨
交
換
業
者
を
規
制
す
る
意
義
は
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
146
）

。

混
蔵
寄
託
と
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
の
ジ
レ
ン
マ
、
マ
ネ
ロ
ン
問
題
と
法
制
度
構
築
の
構
造
的
な
課
題
と
し
て
検
討
し
て
き
た
点
が
改
め
て
浮

き
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

２
．
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
法
的
な
論
点

仮
想
通
貨
に
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
、
従
来
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
同
様
に
厳
格
な
規
制
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
し
い
概
念

で
あ
る
こ
と
か
ら
規
制
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
法
規
制
に
つ
い
て
フ
ァ
ン
ド
類
型
毎

に
概
略
を
み
て
い
き
た
い
（
147
）

。

⑴
　
組
合
型
フ
ァ
ン
ド

エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
選
択
と
し
て
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
は
信
託
型
、
会
社
型
、
組
合
型
の
三
類
型
が
あ
り
、
柔
軟
性
の
高
さ
等
か
ら
組
合

型
の
フ
ァ
ン
ド
が
優
先
的
な
選
択
肢
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
仮
想
通
貨
に
対
し
て
直
接
投
資
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合
を
組
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
三
条
一
項
）、
任
意
組
合
や
匿
名
組
合
に
よ
る
組
合

型
の
フ
ァ
ン
ド
組
成
が
選
択
肢
と
な
る
。

一
三
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フ
ァ
ン
ド
持
分
の
有
価
証
券
該
当
性
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ド
持
分
が
有
価
証
券
に
該
当
す
る
場
合
に
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
金
融
商
品
取

引
法
の
業
者
規
制
等
が
問
題
に
な
る
。
組
合
型
フ
ァ
ン
ド
で
は
持
分
保
有
者
が
出
資
ま
た
は
拠
出
を
し
た
金
銭
を
充
当
し
て
事
業
が
行
わ

れ
、
収
益
の
配
当
ま
た
は
財
産
の
分
配
が
行
わ
れ
る
場
合
に
原
則
と
し
て
有
価
証
券
に
該
当
す
る
（
金
融
商
品
取
引
法
二
条
二
項
五
号
）。

投
資
家
の
勧
誘
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ド
持
分
が
有
価
証
券
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
の
勧
誘
は
第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
に
該
当
し
（
金

融
商
品
取
引
法
二
八
条
二
項
）、
原
則
と
し
て
金
融
商
品
取
引
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要
と
な
る
（
金
融
商
品
取
引
法
二
九
条
）。

適
格
機
関
投
資
家
等
特
例
業
務
に
つ
い
て
、
組
合
型
の
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
は
金
融
商
品
取
引
業
者
と
し
て
の
登
録
に
つ
い
て
適
格
機
関

投
資
家
等
特
例
業
務
の
重
要
な
例
外
が
あ
り
、
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
家
に
一
名
以
上
の
適
格
機
関
投
資
家
が
い
る
こ
と
、
適
格
機
関
投
資
家

以
外
の
投
資
家
が
一
定
の
属
性
の
者
に
限
ら
れ
る
こ
と
等
の
所
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
金
融
商
品
取
引
業
と
し
て
の
登
録
は
不
要
と

さ
れ
る
（
金
融
商
品
取
引
法
六
三
条
以
下
）。

開
示
義
務
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
ド
持
分
が
有
価
証
券
に
該
当
す
る
場
合
に
有
価
証
券
届
出
書
の
提
出
義
務
等
の
開
示
義
務
が
問
題
に
な

る
が
、
主
と
し
て
有
価
証
券
に
投
資
を
す
る
フ
ァ
ン
ド
以
外
に
つ
い
て
は
開
示
義
務
の
適
用
対
象
外
と
さ
れ
る
（
金
融
商
品
取
引
法
三
条
三

号
、
金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
二
条
の
九
第
一
項
）。

⑵
　
信
託
型
フ
ァ
ン
ド

①
投
資
信
託

信
託
型
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
に
投
資
信
託
お
よ
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
の
規
制
を
受
け
る
委
託
者
指
図
型
投
資
信
託
に
該
当
す
る
か

が
問
題
に
な
る
。
主
と
し
て
特
定
資
産
に
対
す
る
投
資
と
し
て
運
用
す
る
目
的
が
委
託
者
指
図
型
投
資
信
託
の
要
件
と
さ
れ
る
が
（
投
資

信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
二
条
一
項
）、
仮
想
通
貨
は
特
定
資
産
に
該
当
し
な
い
た
め
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
施
行

一
四
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令
三
条
）、
仮
想
通
貨
に
直
接
投
資
を
す
る
フ
ァ
ン
ド
で
あ
れ
ば
委
託
者
指
図
型
投
資
信
託
に
該
当
し
な
い
。

フ
ァ
ン
ド
が
投
資
信
託
に
該
当
す
る
場
合
に
は
投
信
法
の
規
制
を
遵
守
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

②
外
国
投
資
信
託

海
外
の
信
託
型
フ
ァ
ン
ド
の
場
合
に
外
国
投
資
信
託
該
当
性
が
問
題
と
な
る
が
、
外
国
投
資
信
託
は
「
外
国
に
お
い
て
外
国
の
法
令
に

基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
信
託
で
、
投
資
信
託
に
類
す
る
も
の
を
い
う
」
と
さ
れ
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
二
条
二
四
項
）、
外

国
投
資
信
託
に
「
類
す
る
」
か
は
総
合
的
な
判
断
と
な
る
。
仮
想
通
貨
は
特
定
資
産
に
該
当
し
な
い
た
め
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関

す
る
法
律
施
行
令
三
条
）、
仮
想
通
貨
に
の
み
直
接
投
資
を
す
る
場
合
は
外
国
投
資
信
託
の
該
当
性
は
否
定
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

③
信
託

投
資
信
託
に
該
当
し
な
い
信
託
型
の
フ
ァ
ン
ド
も
想
定
で
き
る
。
特
定
資
産
に
該
当
し
な
い
仮
想
通
貨
を
主
た
る
投
資
対
象
と
す
る

フ
ァ
ン
ド
あ
る
い
は
受
益
権
を
分
割
し
て
複
数
の
者
に
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
も
の
な
ど
は
投
資
信
託
に
該
当
し
な
い
信
託

フ
ァ
ン
ド
と
し
て
組
成
が
可
能
と
な
る
。
仮
想
通
貨
に
か
か
る
信
託
対
象
た
る
「
財
産
」（
信
託
法
二
条
一
項
）
へ
の
該
当
性
が
論
点
に
な

り
、
ま
た
実
務
的
課
題
等
も
多
い
。

⑶
　
会
社
型
フ
ァ
ン
ド

会
社
型
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
、
投
資
法
人
に
「
類
す
る
」
場
合
に
は
外
国
投
資
法
人
に
該
当
す
る
（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る

法
律
二
条
二
五
項
）。
外
国
投
資
法
人
に
関
す
る
規
制
は
外
国
投
資
信
託
と
同
様
で
あ
る
が
、
外
国
投
資
法
人
自
身
が
販
売
を
行
う
場
合
は

金
融
商
品
取
引
業
に
該
当
し
な
い
点
に
相
違
が
あ
る
。

一
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⑷
　
取
引
相
手
方
の
法
規
制
と
国
際
私
法

仮
想
通
貨
に
投
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
が
投
資
活
動
を
行
う
場
合
、
取
引
相
手
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
法
規
制
も
問
題
と
な
る
。
仮
想
通
貨

に
投
資
し
て
法
定
通
貨
と
仮
想
通
貨
の
交
換
ま
た
は
仮
想
通
貨
同
士
の
交
換
を
業
と
し
て
行
う
場
合
、
取
引
相
手
方
は
基
本
的
に
仮
想
通

貨
交
換
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
六
三
条
の
二
、
二
条
七
項
）。
交
換
が
海
外
で
完
結
す
れ
ば
当

該
交
換
自
体
は
日
本
法
の
適
用
外
と
考
え
ら
れ
る
が
、
フ
ァ
ン
ド
運
営
者
が
国
内
に
い
れ
ば
日
本
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

仮
想
通
貨
の
交
換
の
媒
介
、
取
次
ぎ
ま
た
は
代
理
も
仮
想
通
貨
交
換
業
に
該
当
す
る
た
め
、
我
が
国
で
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
者
も
仮

想
通
貨
交
換
業
者
と
し
て
の
登
録
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
媒
介
は
他
人
間
の
契
約
の
成
立
に
第
三
者
が
尽
力
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
た
め
捕
捉
範
囲
は
広
く
な
る
。

フ
ァ
ン
ド
・
オ
ブ
・
フ
ァ
ン
ズ
と
し
て
他
の
フ
ァ
ン
ド
持
分
に
投
資
す
る
場
合
な
ど
投
資
対
象
が
有
価
証
券
で
あ
る
場
合
、
有
価
証
券

に
投
資
を
募
る
行
為
や
投
資
家
か
ら
出
資
を
受
け
た
金
銭
の
運
用
行
為
に
つ
い
て
は
取
引
相
手
方
が
原
則
と
し
て
金
融
商
品
取
引
業
の
登

録
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
行
為
が
海
外
で
完
結
し
て
い
る
場
合
は
日
本
法
の
適
用
対
象
外
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
日

本
の
居
住
者
を
相
手
方
と
し
て
い
る
限
り
は
基
本
的
に
日
本
法
の
適
用
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

仮
想
通
貨
の
仕
組
み
、
フ
ァ
ン
ド
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
非
定
型
的
な
も
の
が
多
く
、
個
別
具
体
的
な
検
討
が
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
。

既
述
し
た
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
、
貸
金
業
法
等
の
法
律
の
他
、
金
融
商
品
の
販
売
等
に
関
す

る
法
律
に
よ
る
説
明
義
務
（
同
法
三
条
）、
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
取
引
時
確
認
（
同
法
四
条
）
が
必
要
と

な
る
場
合
も
生
じ
得
る
（
148
）

。

一
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関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

３
．
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
に
関
す
る
考
察

F
inT

ech

の
想
定
シ
ナ
リ
オ
あ
る
い
は
発
展
段
階
と
個
人
情
報
保
護
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
八
年
五
月
二
五
日
施
行
さ
れ
た

Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
（G

eneral D
ata P

rotection R
egulation G

D
P

R

）
の
関
連
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
更
に
、
仮
想
通
貨
に

関
し
て
特
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
型
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
場
合
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
適
用
可
能
性
が
問
題
と
な
る
（
149
）

。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
適
用
を
巡
る
論
点
と
し
て
は
、
ⅰ
個
人
デ
ー
タ
（personal data

）
を
扱
う
か
、
ⅱ
デ
ー
タ
管
理
者
（data controller

）
ま
た

は
デ
ー
タ
処
理
者
（data processor

）
に
該
当
す
る
か
、
ⅲ
適
用
対
象
領
域
に
含
ま
れ
る
か
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
関
係
で
留
意
さ
れ
る
点
は
、
ⅰ
個
人
デ
ー
タ
の
範
囲
が
広
範
で
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
お
け
る
公
開
鍵
、
暗
号
化
・

ハ
ッ
シ
ュ
化
さ
れ
た
取
引
情
報
も
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
し
得
る
こ
と
、
ⅱ
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
参
加
す
る
ノ
ー
ド
が
）
デ
ー
タ
管
理
者

ま
た
は
デ
ー
タ
処
理
者
に
該
当
し
得
る
こ
と
、
ⅲ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
域
内
所
在
の
ノ
ー
ド
に
適
用
さ
れ
得
る
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
の
た
め
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
利
用
す
る
事
業
を
行
う
場
合
、
我
が
国
の
個
人
情
報
保
護
法
と
共
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
適
用
対
象
と
な
る
か
、
ま
た
適
用

対
象
と
な
る
場
合
の
規
律
の
遵
守
に
つ
い
て
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

第
十
四
章
　
仮
想
通
貨
と
金
融
機
関
に
お
け
る
三
つ
の
防
衛
線
に
関
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

１
．
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
の
金
融
庁
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
領
域
に
お
け
る
技
術
革
新
進
展
な
ど
を
受
け
、
金
融
庁
は
規
制
の
横
断
化
と
合
わ
せ
て
、
検
査
に
つ
い
て
従
前
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
重
視
か
ら
実
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
監
督
重
視
へ
の
転
換
を
図
ら
ん
と
し
て
い
る
。
仮
想
通
貨
を
念
頭
に
、
不
正
流
出
な
ど
問

題
事
案
の
生
じ
た
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
の
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
既
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
金
融
機
関

一
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に
お
け
る
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
（
150
）

。
金
融
機
関
全
般
に
お
け
る
近
時

の
三
つ
の
防
衛
線
の
議
論
に
つ
い
て
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
を
念
頭
に
、
一
般
的
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
と
も
対
比
し
つ
つ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
内
部
管
理
体
制
、
三
つ
の
防
衛
線
（3 L

ines of D
efense

）
に
関
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
全
社
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
焦
点
を
絞
り
、
私
見
を
交
え
て
考
察
を
進
め
る
。

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
に
つ
い
て
は
、
①
テ
ロ
資
金
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

（
金
融
活
動
作
業
部
会
）
等
か
ら
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
観
点
か
ら
の
ル
ー
ル
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
②
国
内
で
も
、

二
〇
一
四
年
当
時
世
界
最
大
規
模
の
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
破
綻
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
等
を
受
け
、
二
〇
一
六
年
資
金
決
済
法
等
を
改

正
し
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
登
録
制
を
導
入
、
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
151
）

等
を
整
備
す
る
な
ど
二
〇
一
七
年
四
月
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対

す
る
新
制
度
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
金
融
庁
は
直
近
に
お
い
て
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
に
対
す
る
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
把
握
し

た
実
態
や
問
題
点
に
関
す
る
中
間
と
り
ま
と
め
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
分
析
等
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
検
討
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

暗
号
資
産
に
か
か
る
取
引
が
高
度
で
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
る
特
性
を
踏
ま
え
、
二
〇
一
七
年
八
月
金
融

庁
内
に
シ
ス
テ
ム
や
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
専
門
官
等
で
構
成
さ
れ
る
仮
想
通
貨
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
仮
想

通
貨
交
換
業
者
の
登
録
審
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
暗
号
資
産
に
か
か
る
情
報
の
収
集
・
分
析
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

登
録
審
査
に
お
い
て
は
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
リ
ス
ク
特
性
を
踏
ま
え
、
内
部
管
理
規
程
に
つ
い
て
の
書
面
で
の
審
査
に
加
え
て
、

業
者
を
実
地
訪
問
し
規
程
の
運
用
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
の
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
登
録
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
登
録
拒
否
要
件
に
は

該
当
し
な
い
も
の
の
登
録
業
者
各
社
に
お
い
て
種
々
の
課
題
が
把
握
さ
れ
、
各
リ
ス
ク
に
応
じ
て
濃
淡
を
つ
け
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
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し
て
い
る
。

金
融
庁
は
消
費
者
庁
、
警
察
庁
と
連
携
し
、
暗
号
資
産
の
価
格
変
動
リ
ス
ク
等
や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering （

152
）

）
の
リ
ス
ク
等
に
つ

い
て
利
用
者
向
け
注
意
喚
起
を
実
施
し
、
警
察
庁
や
財
務
省
と
の
間
で
サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
に
か
か
る
意
見
交

換
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

２
．
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
把
握
さ
れ
た
事
例
と
三
つ
の
防
衛
線

⑴
　
金
融
機
関
に
お
け
る
三
つ
の
防
衛
線

金
融
機
関
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
策
定
に
当
た
り
、
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ

ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
る
上
で
リ
ス
ク
を
組
織
内
の
ど
こ
で
食
い
止
め
る
か
と
い
う
三
つ
の
防
衛
線
（3 L

ines of D
efense

）

の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
。

取
締
役
会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（B

oard G
overnance

）
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
経
営
執
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（E

xecutive G
overnance

）

の
有
効
性
の
確
保
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
内
部
統
制
の
有
効
性
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。
欧
米
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
、
指
名

委
員
会
等
設
置
会
社
モ
デ
ル
等
を
前
提
に
監
督
機
能
主
体
の
取
締
役
会
と
経
営
執
行
の
分
離
に
よ
る
最
適
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
に
お
い
て
、

三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
の
適
用
が
大
き
な
鍵
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

就
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
機
関
の
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
有
効
性
確
保
、
第
三
の
防
衛
線
（
３
Ｌ
Ｄ
）
で
あ
る
内
部
監
査
（Internal 

audit

）
機
能
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
に
お
け
る
位
置
付
け
等
が
新
た
な
課
題
と
し
て
注
視
さ
れ
、
内
部
監
査
の
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
を

本
邦
金
融
機
関
に
多
く
み
ら
れ
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
直
属
型
と
せ
ず
、
監
査
委
員
会
等
へ
付
属
す
る
独
立
ラ
イ
ン
と
す
べ
き
こ
と
が
近
年
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
153
）

。
第
三
の
防
衛
線
（T

hird L
ine of D

efense 3L
D

）
に
関
し
て
は
、
取
締
役
会
自
体
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
配
置
す
る
新

一
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た
な
提
唱
も
な
さ
れ
て
い
る
（Jam

es L
am

, 2017 （
154
）

）。

⑵
　
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
の
金
融
庁
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
事
例
と
三
つ
の
防
衛
線

金
融
機
関
に
お
け
る
三
つ
の
防
衛
線
（3 L

ines of D
efense

）
に
関
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
で
あ
る
第
一
線
（T

hird L
ine of D

efense 

1L
D

）、
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
で
あ
る
第
二
線
（S

econd L
ine of D

efense 2L
D

）、
内
部
監
査
部
門
で
あ
る
第
三
線

（
３
Ｌ
Ｄ
）
が
あ
り
、
な
ら
び
に
各
部
門
を
支
え
る
カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
、
以
下
の
問
題
が
認
め

ら
れ
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
に
か
か
る
金
融
庁
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
事
例
に
つ
い
て
、
三
つ
の
防
衛
線
の
分
類
に
従
っ
て
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
（
155
）

。

主
に
仮
想
通
貨
交
換
業
の
み
な
し
業
者
に
お
い
て
多
数
認
め
ら
れ
た
不
適
切
な
事
例
を
改
め
て
各
防
衛
線
毎
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
　
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
（
第
一
線
）

自
社
が
発
行
す
る
暗
号
資
産
の
不
適
切
な
販
売
、
利
用
者
が
急
増
し
、
内
部
管
理
態
勢
の
整
備
が
追
い
つ
か
な
い
中
で
、
積
極
的
な
広

告
宣
伝
を
継
続
す
る
と
い
っ
た
取
り
扱
う
暗
号
資
産
の
リ
ス
ク
評
価
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
取
扱
い
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
の
選
定
に
つ
い
て
、
取
扱
い
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
暗
号

資
産
の
利
便
性
や
収
益
性
の
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
反
面
、
取
扱
い
暗
号
資
産
ご
と
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
等

の
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
上
で
、
リ
ス
ク
に
応
じ
た
内
部
管
理
態
勢
の
整
備
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

②
　
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
（
第
二
線
）

法
令
等
の
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
も
達
し
て
い
な
い
内
部
管
理
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
取
引
時
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
な
ど
、
マ

一
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ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
分
別
管
理
が
で
き
て
お
ら
ず
、
必
要
な
帳
簿
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
利

用
者
資
産
の
流
用
な
ど
、
内
部
牽
制
が
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
し
て
い
る
も
の
の
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
、
苦
情
対
応
や
取
引
の
適
正
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
利
用
者
保
護
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
シ
ス
テ
ム

や
暗
号
資
産
管
理
な
ど
を
委
託
し
た
外
部
委
託
先
の
管
理
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
つ
い
て
、
口
座
開
設
、
暗
号
資
産
（
仮
想
通
貨
）
の
移
転
取
引
に
係
る
各
種
規
制

の
理
解
、
暗
号
資
産
の
リ
ス
ク
特
性
を
踏
ま
え
た
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
な
ど
、
第
一
線
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
の
に
必
要
な

専
門
性
や
能
力
を
有
す
る
要
員
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
、
業
容
や
事
務
量
に
比
べ
、
シ
ス
テ
ム
担
当
者
が
不
足
し
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
関
す
る
リ
ス

ク
シ
ナ
リ
オ
、
災
害
や
テ
ロ
な
ど
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
事
態
を
事
前
に
想
定
し
作
成
し
て
お
く
対
応
策
・
行
動
手
順
で
あ
る
コ
ン
テ
ィ

ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
プ
ラ
ン
（contingency plan
）
を
策
定
し
て
お
ら
ず
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
の
研
修
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
た
。

③
　
内
部
監
査
部
門
（
第
三
線
）

内
部
監
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
内
部
監
査
計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
く
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
経
営
陣
は
業
容
が
急
拡
大
す
る
中
、
業
容
に
見
合
っ
た
人
員
の
増
強
や
シ
ス
テ
ム
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
な
い
。
取
締
役
会
等
で
は
、
多
額
の
利
用
者
財
産
を
管
理
す
る
金
融
業
者
と
し
て
の
リ
ス
ク
管
理
等
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
経
営
情
報
や
財
務
情
報
に
つ
い
て
、
利
用
者
に
分
か
り
や
す
く
公
表
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

一
四
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④
　
カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

内
部
管
理
よ
り
も
広
告
宣
伝
に
多
額
の
支
出
を
行
う
な
ど
、
利
益
を
優
先
し
た
経
営
姿
勢
で
あ
る
こ
と
、
代
表
取
締
役
に
権
限
が
集
中

す
る
な
ど
、
取
締
役
及
び
監
査
役
の
牽
制
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
技
術
に
は
詳
し
く
て
も
金
融
業
に
対
す
る
知
識
を
欠
い
た

経
営
者
が
多
く
、
役
職
員
に
も
金
融
業
と
し
て
の
リ
ス
ク
管
理
に
知
識
を
有
す
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
最
低
限
の
内
部
管
理
も

行
っ
て
い
な
い
な
ど
、
利
用
者
保
護
の
意
識
や
遵
法
精
神
が
低
い
こ
と
、
経
営
情
報
や
財
務
情
報
の
開
示
に
消
極
的
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。具

体
的
に
は
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
や
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
な
ど
の
監
査
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
性
・
能
力
を
有

す
る
監
査
要
員
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
内
部
監
査
要
員
が
一
名
で
、
他
業
務
と
兼
務
し
て
い
る
中
、
内
部
監
査
計
画
の
策
定
や
内
部
監

査
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

第
三
線
の
防
衛
ラ
イ
ン
と
し
て
通
常
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
内
部
監
査
部
で
な
く
、
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
配
す
る
新
た
な

視
点
に
立
て
ば
、
金
融
庁
の
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
把
握
さ
れ
た
④
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
か
か
る
指
摘
事
項
に
関
し
て
も
そ
の
妥
当
性
が
窺
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
か
（
私
見
）。

⑶
　
カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

上
記
の
各
防
衛
線
の
機
能
を
支
え
る
べ
く
、
当
該
企
業
に
お
け
る
カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
要
さ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
156
）

。

カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
金
融
庁
検
査
に
お
け
る
問
題
点
を
ま
と
め
る
と
、
内
部
管
理
よ
り
も
広

告
宣
伝
に
多
額
の
支
出
を
行
う
な
ど
利
益
を
優
先
し
た
経
営
姿
勢
が
窺
え
る
。
代
表
取
締
役
に
権
限
が
集
中
す
る
な
ど
取
締
役
お
よ
び
監

一
四
八
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関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

査
役
の
牽
制
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
技
術
に
は
詳
し
く
て
も
金
融
業
に
対
す
る
知
識
を
欠
い
た
経
営
者
が
多
く
、
役
職
員
に
も
金

融
業
と
し
て
の
リ
ス
ク
管
理
に
知
識
を
有
す
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
最
低
限
の
内
部
管
理
も
行
っ
て
い
な
い
な
ど
利
用
者
保
護
の
意

識
や
遵
法
精
神
が
低
い
。
経
営
情
報
や
財
務
情
報
の
開
示
に
消
極
的
で
あ
る
。
金
融
庁
の
検
査
等
で
把
握
さ
れ
た
実
態
は
以
下
の
通
り
。

①
　
業
容
に
応
じ
た
態
勢
の
見
直
し

多
数
業
者
で
認
め
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、
経
営
陣
は
業
容
が
急
拡
大
す
る
中
で
業
容
に
見
合
っ
た
人
員
の
増
強
や
シ
ス
テ
ム
・
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
不
適
切
な
事
例
と
し
て
、
経
営
会
議
等
に
お
い
て
広
告
宣
伝
な
ど
の
業
務
拡
大
に
関
す

る
議
論
の
み
が
行
わ
れ
内
部
管
理
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
監
査
役
は
、
利
用
者
数
や
取
引
量
の
増
加
に
伴
い
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
の
人
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
取
締
役
会
等
に
お
い
て
人
員
の
増
強
の
必
要
性
な
ど
の
意
見

を
述
べ
て
い
な
い
。

②
　
金
融
業
と
し
て
の
経
営
管
理

多
数
業
者
で
認
め
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、
取
締
役
会
等
で
は
多
額
の
利
用
者
財
産
を
管
理
す
る
金
融
業
者
と
し
て
の
リ
ス
ク
管
理
等
に

関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
不
適
切
な
事
例
と
し
て
、
主
要
株
主
が
役
員
に
就
任
す
る
な
ど
所
有
と
経
営
が
分
離
し
て

い
な
い
た
め
一
部
の
株
主
の
利
益
を
優
先
し
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
社
内
規
程
に
基
づ
い
て
各
種
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の
の
規
程
の
策
定
に
留
ま
り
、
一
度
も
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

③
　
開
示

多
数
業
者
で
認
め
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、
経
営
情
報
や
財
務
情
報
に
つ
い
て
利
用
者
に
分
か
り
や
す
く
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

一
四
九



④
　
取
締
役
会
の
機
能
発
揮

複
数
業
者
で
認
め
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、
経
営
会
議
を
開
催
し
て
い
る
が
議
事
内
容
、
会
議
資
料
お
よ
び
議
事
録
等
を
記
録
・
保
存
し

て
い
な
い
。
取
締
役
会
は
、
新
規
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
自
社
発
行
暗
号
資
産
を
販
売
し
資
金
を
調
達
し
た
も
の
の
具
体
的
な
資
金
使

途
な
ど
新
規
事
業
の
進
捗
を
管
理
し
て
い
な
い
。
監
査
法
人
ま
た
は
公
認
会
計
士
と
の
契
約
の
締
結
に
当
た
り
、
取
締
役
会
に
お
い
て
監

査
法
人
等
の
監
査
能
力
の
有
無
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
各
種
リ
ス
ク
の
評
価
結
果
や
利
用
者
か
ら
の
重
要
な
苦
情
等
に
つ

い
て
取
締
役
会
へ
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

３
．
金
融
庁
の
検
査
結
果
と
三
つ
の
防
衛
線
に
か
か
る
私
見

な
お
こ
こ
で
は
「
カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
題
し
つ
つ
、
実
質
的
に
は
取
締
役
会
の
有
す
る
リ
ス
ク
ガ

バ
ナ
ン
ス
機
能
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
感
が
あ
る
。
最
終
の
防
衛
線
で
あ
る
第
三
線
と
し
て
、
従
来
型
の
内
部
監
査
部
署
で
な
く

取
締
役
会
を
配
置
す
る
と
い
う
新
た
な
視
点
に
よ
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
に
三
つ
の
防
衛
線
と
は
別
に
カ
ル
チ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
一
部
と
し
て
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
を
盛
り
込
む
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
内
部
監
査
部
署
は
監
査
委
員
会
を
含
む
取

締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
構
成
要
素
の
一
部
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
取
締
役
会
の
機
能
発
揮
の
項
目
自
体

が
最
終
の
防
衛
線
（
第
三
線
）
の
重
要
な
内
容
を
な
す
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
以
下
、
私
見
）。
三
つ
の
防
衛
線
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
切
り
離
す
の
で
な
く
、
最
終
の
防
衛
線
（
第
三
線
）
の
中
に
骨
格
た
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
あ
る
い
は
そ
の
前
提
と
な

る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
の
醸
成
を
ま
と
め
て
配
置
す
る
ほ
う
が
ス
ム
ー
ス
な
考
え
方
に
な
ろ
う
。

従
前
の
議
論
で
は
、
内
部
監
査
部
署
の
独
立
性
を
維
持
す
べ
く
そ
の
従
属
先
を
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
執
行
責
任
者
）
と
せ
ず
に
、
独
立
社

外
取
締
役
主
体
で
構
成
さ
れ
た
監
査
委
員
会
の
下
に
内
部
監
査
部
署
を
配
置
す
る
方
向
性
を
改
善
と
し
て
打
ち
出
す
考
え
方
が
主
で
あ
る

一
五
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関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

と
思
料
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
役
員
で
は
な
い
通
常
の
内
部
人
員
で
構
成
さ
れ
る
実
働
・
常
勤
の
内
部
監
査
部
署
に
ど
こ
ま
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ

か
ら
の
影
響
力
排
除
を
期
し
う
る
の
か
、
専
門
部
署
と
し
て
人
事
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
ず
に
恒
久
的
所
属
と
す
る
の
か
、
本
人
の
昇

進
意
欲
を
い
か
に
処
遇
す
る
か
、
内
部
部
署
の
部
門
長
以
上
の
役
員
あ
る
い
は
経
営
ト
ッ
プ
に
は
昇
進
が
困
難
に
な
ら
な
い
か
、
こ
う
し

た
役
員
で
は
な
く
従
業
員
に
か
か
る
人
事
制
度
全
体
の
改
定
が
整
理
さ
れ
な
い
と
、
内
部
監
査
部
署
を
最
終
防
衛
線
に
配
置
す
る
考
え
方

の
ま
ま
内
部
管
理
態
勢
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
米
国
で
は
、
そ
も
そ
も
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
含
め
て
経
営
陣
、
あ
る
い
は

専
門
性
を
備
え
る
社
員
（
内
部
監
査
な
ど
）
の
流
動
的
労
働
市
場
が
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
陣
で
す
ら
契
約
期
間
な
い

に
実
績
を
上
げ
れ
ば
い
い
と
い
う
企
業
風
土
が
あ
る
が
、
我
が
国
で
は
徐
々
に
変
化
の
兆
し
は
あ
っ
て
も
、
依
然
と
し
て
大
企
業
で
は
終

身
雇
用
制
を
前
提
に
長
年
に
亘
っ
て
の
同
一
社
内
で
の
実
績
作
り
が
昇
進
の
前
提
で
あ
り
、
社
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
も
な
っ
て
い
る
。

か
か
る
相
違
を
踏
ま
え
な
い
ま
ま
で
、
内
部
監
査
部
署
に
対
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
昇
進
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
制
約
さ
れ
た
ま
ま
で
過

度
に
独
立
性
と
義
務
・
責
任
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、
若
干
の
疑
問
を
感
じ
る
。

も
っ
と
も
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
に
お
い
て
は
創
業
間
も
な
い
企
業
が
主
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
流
動
的
な
労
働
市
場
か
ら
移
っ
て
き

た
役
職
員
が
主
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
ル
は
越
え
や
す
く
、
先
ず
は
そ
も
そ
も
機
能
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
存
在
す
ら
し
て
い

な
い
不
十
分
な
段
階
に
あ
る
内
部
監
査
部
署
に
つ
い
て
そ
の
本
来
的
な
機
能
発
揮
に
注
力
す
べ
く
組
織
整
備
を
図
り
、
取
締
役
会
の
リ
ス

ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
に
つ
い
て
も
併
せ
て
基
礎
的
な
段
階
か
ら
改
善
を
進
め
る
こ
と
が
自
助
努
力
の
中
心
と
な
る
と
も
い
え
る
。
仮
想
通

貨
交
換
業
者
等
が
今
後
長
年
に
亘
っ
て
成
長
し
、
淘
汰
さ
れ
た
暁
、
例
え
ば
上
場
を
果
た
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
上
記
の
人
事
面
な
ど
の

問
題
点
が
徐
々
に
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
は
引
き
続
き
、
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。一

五
一



４
．
金
融
監
督
上
の
対
応
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
全
社
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

⑴
　
登
録
審
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

金
融
庁
で
は
以
上
の
検
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
監
督
上
の
対
応
と
し
て
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。
従
来
の
硬
直
的
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
重
視
の
ボ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ッ
キ
ン
グ
な
金
融
検
査
か
ら
、
横
断
的
あ
る
い
は
柔
軟
に
常
時
把
握
す
る
登
録
審
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
中
心
に

金
融
庁
の
体
制
整
備
を
行
い
、
検
査
の
実
効
性
向
上
を
目
指
さ
ん
と
す
る
。

イ
　
登
録
業
者

暗
号
資
産
を
取
り
巻
く
環
境
・
ビ
ジ
ネ
ス
が
急
速
に
変
化
し
、
登
録
業
者
が
登
録
審
査
時
に
構
築
さ
れ
た
内
部
管
理
態
勢
に
つ
い
て
変

化
に
応
じ
た
態
勢
強
化
を
行
っ
て
い
な
い
実
態
が
判
明
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
登
録
業
者
に
お
い
て
は
態
勢
整
備
状
況
に
つ
い
て
自
己

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
金
融
当
局
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（E

nterprise R
isk M

anagem
ent

全
社
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
157
）

）
に
お
け
る

リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
（
リ
ス
ク
情
報
の
収
集
・
評
価
）
の
精
緻
化
お
よ
び
そ
の
頻
繁
な
更
新
を
行
い
、
立
入
検
査
を
行
う
等
深
度
あ

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
問
題
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
必
要
な
行
政
対
応
を
行
う
も
の
と
す
る
。

⑵
　
み
な
し
業
者

業
務
改
善
命
令
を
受
け
て
提
出
さ
れ
た
報
告
内
容
に
つ
い
て
、
金
融
庁
は
個
別
に
検
証
し
登
録
の
可
否
を
判
断
す
る
。

⑶
　
新
規
登
録
申
請
業
者

金
融
庁
は
、
書
面
に
よ
る
形
式
審
査
の
み
な
ら
ず
シ
ス
テ
ム
の
安
全
対
応
状
況
の
現
場
訪
問
に
よ
る
確
認
な
ど
、
一
層
深
度
あ
る
実
質

的
な
審
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
聴
取
、
実
効
的
な
内
部
管
理
態
勢
や
利
用
者
保
護
を
優
先

し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
状
況
に
つ
い
て
書
面
や
エ
ビ
デ
ン
ス
で
の
確
認
を
充
実
さ
せ
、
併
せ
て
現
場
で
の
検
証
や
役
員
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

一
五
二
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関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

を
強
化
す
る
。

更
に
新
た
に
登
録
さ
れ
た
業
者
に
対
し
て
は
、
暗
号
資
産
を
取
り
巻
く
環
境
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
急
速
な
変
化
を
踏
ま
え
、
登
録
後
の
早
い

段
階
で
立
入
検
査
を
実
施
す
る
。

⑷
　
自
主
規
制
団
体
と
連
携

仮
想
通
貨
交
換
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、
法
令
に
基
づ
く
当
局
の
検
査
・
監
督
に
加
え
、
自
主
規
制
団
体
に
お
い
て
自
主
規
制
規
則

の
策
定
・
運
用
な
ど
の
対
応
が
機
動
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
登
録
業
者
全
一
六
社
に
よ
り
日
本
仮
想
通
貨
交
換
業
協
会
が

設
立
さ
れ
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
九
日
）、
認
定
の
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
（
八
月
二
日
）。
金
融
庁
は
法
令
の
認
定
要
件
に
基
づ
き
、
実
効

性
の
あ
る
自
主
規
制
機
能
の
確
立
を
目
指
し
て
適
切
に
審
査
を
進
め
る
方
針
と
し
て
い
る
。

⑸
　
関
係
省
庁
・
海
外
当
局
と
連
携

金
融
庁
は
国
内
の
無
登
録
業
者
へ
の
対
応
、
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て
引
き
続
き
国
内
の
関
係
省
庁
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

ま
た
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
関
す
る
登
録
制
や
免
許
制
を
導
入
し
て
い
る
海
外
当
局
は
現
時
点
で
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
仮
想
通
貨
交
換

業
者
に
か
か
る
規
制
導
入
の
点
で
我
が
国
は
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
般
的
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
と
し
て
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
海
外
当
局
は
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
海
外
の
無
登
録
業
者
へ
の
対
応
な
ど
利
用
者
保
護
に
向
け
て
も
広
範
か
つ
緊
密
な

連
携
を
図
っ
て
い
く
方
針
を
示
し
て
い
る
（
158
）

。

５
．
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
と
三
つ
の
防
衛
線
に
か
か
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
にFinTech

の
活
用

⑴
　
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
と
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ

そ
こ
で
仮
想
通
貨
を
含
め
た
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
全
般
に
つ
い
て
、
以
下
で
は
三
つ
の
防
衛
線
の
関
連
を
中
心
に
規
制
の

一
五
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内
容
を
見
て
お
き
た
い
（
159
）

。

金
融
庁
の
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
一
八
年
二
月
六
日
）（
Ａ
Ｍ
Ｌ
／

Ｃ
Ｆ
Ｔ
（anti-m

oney laundering and com
bating the financing of terrorism

）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
お
い
て
、
金
融
機
関
等
に
直
面
し
て
い

る
リ
ス
ク
（
顧
客
業
務
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
含
む
）
を
適
時
・
適
切
に
特
定
・
評
価
し
、
そ
の
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
低
減
措
置
を
講
ず
る
リ

ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
施
を
求
め
て
い
る
（
160
）

。

我
が
国
に
お
け
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ
資
金
供
与
（
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
）
対
策
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
に
よ

る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
犯
収
法
）、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
外
為
法
）
等
の
関
係
法
令
に
取
引
時
確
認
等
の
基
本
的

な
事
項
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
銀
行
法
、
保
険
業
法
、
金
融
商
品
取
引
法
等
の
免
許
・
登
録
等
を
受
け
て
業
務
を
行
う
金
融
機
関
等
は
犯

収
法
上
の
特
定
事
業
者
に
該
当
す
る
と
共
に
、
外
為
法
上
の
銀
行
等
、
金
融
機
関
等
と
し
て
同
法
上
の
規
制
に
服
す
る
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
法
令
の
規
定
を
適
用
関
係
に
応
じ
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
。

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
構
築
・
維
持
は
、
国
際
的
に
金
融
活
動
作
業

部
会
（F

inancial A
ction T

ask F
orce F

A
T

F

）
に
よ
る
勧
告
（
161
）

等
の
中
心
的
項
目
で
、
ミ
ニ
マ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
　
改
正
犯
収
法
に
お
け
る
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
導
入

二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
犯
収
法
に
お
い
て
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告
等
の
国
際
的
な
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
要
請

も
踏
ま
え
た
規
定
が
整
備
さ
れ
た
。
主
な
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

特
定
事
業
者
に
よ
る
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
の
要
否
の
判
断
は
、
当
該
取
引
に
係
る
取
引
時
確
認
の
結
果
、
当
該
取
引
の
態
様
そ
の
他

の
事
情
の
ほ
か
、
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
の
内
容
を
勘
案
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
犯
収
法
第
八
条
第
二
項
）。 一

五
四



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
の
内
容
を
勘
案
し
て
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
の
危
険
性
の
程
度
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
取
引
に
つ
い

て
は
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
の
要
否
の
判
断
に
際
し
て
統
括
管
理
者
に
よ
る
確
認
等
の
厳
格
な
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
犯

収
法
第
八
条
第
二
項
、
同
法
施
行
規
則
第
二
七
条
第
三
号
）。

特
定
事
業
者
は
、
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
の
内
容
を
勘
案
し
、
以
下
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
犯

収
法
第
一
一
条
第
四
号
、
同
法
施
行
規
則
第
三
二
条
第
一
項
）。

自
ら
が
行
う
取
引
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
し
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
記
載
し
た
書
面
等
を
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
、
必
要
な

変
更
を
行
う
こ
と

特
定
事
業
者
作
成
書
面
等
の
内
容
を
勘
案
し
、
必
要
な
情
報
を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
、
並
び
に
保
存
し
て
い
る
確
認
記
録
及
び
取
引

記
録
等
を
継
続
的
に
精
査
す
る
こ
と

高
リ
ス
ク
取
引
を
行
う
際
に
は
、
統
括
管
理
者
が
承
認
を
行
い
、
ま
た
、
情
報
の
収
集
・
分
析
を
行
っ
た
結
果
を
記
載
し
た
書
面
等
を

作
成
し
、
確
認
記
録
又
は
取
引
記
録
等
と
共
に
保
存
す
る
こ
と

必
要
な
能
力
を
有
す
る
従
業
員
を
採
用
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

必
要
な
監
査
を
実
施
す
る
こ
と

⑶
　
改
正
犯
収
法
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
要
請
な
ら
び
に
経
営
陣
の
責
任

金
融
機
関
等
に
お
い
て
は
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
が
顧
客
と
の
接
点
で
あ
る
営
業
部
門
に
お
い
て
有
効
に
機
能
す
る
よ
う

に
経
営
陣
の
主
体
的
な
関
与
も
含
め
地
域
・
部
門
横
断
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
る
継
続
的
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

経
営
戦
略
に
お
い
て
将
来
に
亙
っ
て
業
務
が
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
、
テ
ロ
資
金
供
与
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
フ
ォ

一
五
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ワ
ー
ド
・
ル
ッ
キ
ン
グ
に
管
理
態
勢
の
強
化
等
を
図
り
、
そ
の
方
針
・
手
続
・
計
画
や
進
捗
状
況
等
に
関
し
デ
ー
タ
等
を
交
え
て
顧
客
・

規
制
当
局
等
を
含
む
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

経
営
陣
は
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
を
適
切
に
理
解
し
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
意
識
を
高
め
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
に
よ
り
組
織
横
断
的
に
対
応
の
高
度
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
管
理
態
勢
の
強
化
・
方
針
等
に
関
す
る
説
明
責

任
も
一
義
的
に
は
経
営
陣
が
責
務
を
担
っ
て
い
る
。

以
上
の
通
り
、
改
正
犯
収
法
に
お
い
て
は
国
や
特
定
事
業
者
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価
が
導
入
さ
れ
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

お
い
て
は
金
融
機
関
等
に
お
け
る
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
・
低
減

に
か
か
る
措
置
お
よ
び
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
項
、
対
応
が
期
待
さ
れ
る
事
項
等
が
記
載
さ
れ
て
い

る
（
162
）

。特
に
顧
客
管
理
（
カ
ス
タ
マ
ー
・
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
Ｃ
Ｄ
Ｄ
）
に
関
し
て
は
、
顧
客
管
理
の
流
れ
は
取
引
関
係
の
開
始
時
、
継
続

時
、
終
了
時
の
各
段
階
に
区
分
で
き
、
各
段
階
に
お
い
て
個
々
の
顧
客
や
取
引
の
リ
ス
ク
に
応
じ
て
調
査
し
、
講
ず
べ
き
低
減
措
置
を
的

確
に
判
断
・
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
し
た
顧
客
に
つ
い
て
、
外
国
の
元
首
、
外
国

政
府
等
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
者
等
の
外
国
Ｐ
Ｅ
Ｐ
ｓ
（P

olitically E
xposed P

ersons

）（
犯
収
法
施
行
令
第
一
二
条
第
三
項
各
号
、

同
法
施
行
規
則
第
一
五
条
各
号
注
）、
特
定
国
等
（
犯
収
法
施
行
令
第
一
二
条
第
二
項
各
号
）
に
か
か
る
取
引
を
行
う
顧
客
も
含
め
、
厳
格
な
顧

客
管
理
（E
nhanced D

ue D
iligenc E

D
D

）
が
求
め
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
が
低
い
と
判
断
し
た
場
合
は
簡
素
な
顧
客
管
理
（S

im
plified D

ue 

D
iligence S

D
D

）
に
よ
る
円
滑
な
取
引
実
行
に
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
163
）

。

ま
た
デ
ー
タ
管
理
（
デ
ー
タ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
に
つ
い
て
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
等
は
当
該
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
顧

一
五
六
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関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

客
情
報
、
確
認
記
録
・
取
引
記
録
等
の
デ
ー
タ
の
正
確
性
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
。
金
融
機
関
等
は
確
認
記
録
・
取
引
記
録
等
に
つ
い
て
正

確
に
記
録
し
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用
す
る
前
提
と
し
て
デ
ー
タ
を
正
確
に
把
握
・
蓄
積
し
、
分
析
可
能
な
形
で
整
理
す
る
な
ど

デ
ー
タ
の
適
切
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。

⑷
　
改
正
犯
収
法
に
お
け
るFinT

ech

等
の
活
用

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
お
い
て
は
、
取
引
時
確
認
や
疑
わ
し
い
取
引
の
検
知
・
届
出
等
の
な
局
面
で
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（R

obotic P
rocess A

utom
ation （
164
）

）
等
の
新
技
術
が
導
入
さ
れ
実
効
性
向
上
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
か
か

る
新
技
術
の
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
へ
の
活
用
は
進
展
が
見
込
ま
れ
、
金
融
機
関
等
に
お
い
て
当
該
新
技
術
の
有
効
性
を
積
極

的
に
検
討
し
、
他
の
金
融
機
関
等
の
動
向
、
新
技
術
導
入
の
課
題
の
有
無
等
も
踏
ま
え
つ
つ
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
高
度

化
・
効
率
化
の
観
点
か
ら
新
技
術
を
活
用
す
る
余
地
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

F
inT

ech

等
の
活
用
に
よ
っ
て
対
応
が
期
待
さ
れ
る
事
項
と
し
て
は
、
新
技
術
の
有
効
性
を
積
極
的
に
検
討
し
、
他
の
金
融
機
関
等
の

動
向
や
、
新
技
術
導
入
に
か
か
る
課
題
の
有
無
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
高
度
化
や
効
率
化
の
観
点
か

ら
、
こ
う
し
た
新
技
術
を
活
用
す
る
余
地
が
な
い
か
、
前
向
き
に
検
討
を
行
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑸
　
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
と
三
つ
の
防
衛
線
に
か
か
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
に
か
か
る
経
営
管
理
と
三
つ
の
防
衛
線
等
に
関
し
て
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
金
融

機
関
等
に
お
い
て
業
務
の
内
容
や
規
模
等
に
応
じ
、
有
効
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理
態
勢
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、

営
業
・
管
理
・
監
査
の
各
部
門
等
が
担
う
役
割
・
責
任
を
、
経
営
陣
の
責
任
の
下
で
明
確
に
し
て
組
織
的
に
対
応
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
（
165
）

。
そ
の
上
で
各
部
門
等
の
役
割
・
責
任
の
明
確
化
の
観
点
か
ら
営
業
部
門
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
等
の
管
理

一
五
七



部
門
お
よ
び
内
部
監
査
部
門
の
機
能
と
し
て
三
つ
の
防
衛
線
（three lines of defense

）
の
概
念
の
下
で
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
外
部
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
業
務
の
特
性
等
を
踏
ま
え
て
項
目
に
よ
り
異
な

る
整
理
の
下
で
管
理
態
勢
等
を
構
築
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
も
各
管
理
態
勢
の
下
で
、
対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
項
が
目

標
と
し
て
い
る
効
果
と
同
等
の
効
果
を
確
保
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

イ
　
第
一
の
防
衛
線

第
一
の
防
衛
線
は
営
業
部
門
を
指
し
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
お
い
て
も
顧
客
と
直
接
対
面
す
る
活
動
を
行
う
営
業
店
・

営
業
部
門
が
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
に
最
初
に
直
面
し
、
防
止
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
第
一
線
が
実
効
的
に
機
能
す
る

た
め
、
所
属
す
る
全
て
の
職
員
が
関
わ
り
を
持
つ
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
を
正
し
く
理
解
し
、
業
務
運
営
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
金
融
機
関
等
は
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
か
か
る
方
針
・
手
続
・
計
画
等
を
整
備
・
周
知
し
、
研
修
等
の
機
会

を
設
け
て
徹
底
を
図
る
な
ど
第
一
の
防
衛
線
の
業
務
に
応
じ
て
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
の
理
解
の
促
進
等
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

具
体
的
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
し
て
対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
項
を
示
す
と
、
①
第
一
の
防
衛
線
に
属
す
る
全
て
の
職
員
が
自
ら
の
部
門
・

職
務
に
お
い
て
必
要
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
か
か
る
方
針
・
手
続
・
計
画
等
を
十
分
理
解
し
、
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
低
減

措
置
を
的
確
に
実
施
す
る
こ
と
。
②
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
か
か
る
方
針
・
手
続
・
計
画
等
に
お
け
る
各
職
員
の
責
務
等
を

分
か
り
や
す
く
明
確
に
説
明
し
、
所
属
す
る
全
て
の
職
員
に
対
し
共
有
す
る
こ
と
。

ロ
　
第
二
の
防
衛
線

第
二
の
防
衛
線
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
門
、
リ
ス
ク
管
理
部
門
等
の
管
理
部
門
を
指
し
、
第
一
の
防
衛
線
の
自
律
的
な
リ
ス
ク
管
理

一
五
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に
対
し
て
独
立
し
た
立
場
か
ら
牽
制
を
行
い
、
同
時
に
第
一
の
防
衛
線
を
支
援
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
に
お
け
る
管
理
部
門
に
は
主
管
す
る
部
門
の
他
、
取
引
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
等
を
所
管
す
る
シ
ス
テ
ム
部
門
、
専
門
性
を
有
す

る
人
材
の
確
保
・
維
持
を
担
う
人
事
部
門
も
含
ま
れ
る
。

第
一
の
防
衛
線
に
対
す
る
牽
制
と
支
援
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
管
理
部
門
に
は
第
一
の
防
衛
線
の
業
務
に
か
か
る
知
見
、
同
業
務
に

潜
在
す
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
に
対
す
る
理
解
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
項
と
し
て
は
、
①
第
一
の
防
衛
線
に
お
け
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
か
か
る
方
針
・
手
続
・
計
画

等
の
遵
守
状
況
の
確
認
、
低
減
措
置
の
有
効
性
の
検
証
等
に
よ
り
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理
態
勢
が
有
効
に
機
能
し
て

い
る
か
を
独
立
し
た
立
場
か
ら
監
視
を
行
う
こ
と
。

③
　
第
一
の
防
衛
線
に
対
し
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
に
か
か
る
情
報
提
供
、
質
疑
応
答
を
行
う
他
、
具
体
的
な
対
応
方
針
等
の

協
議
な
ど
十
分
な
支
援
を
行
う
こ
と
。
③
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
主
管
部
門
の
み
な
ら
ず
、
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対

策
に
関
係
す
る
全
て
の
管
理
部
門
と
そ
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
各
部
門
の
責
務
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
す
る
と
共
に
、
主
管
部
門
と
他

の
関
係
部
門
が
協
働
す
る
態
勢
を
整
備
し
、
密
接
な
情
報
共
有
・
連
携
を
図
る
こ
と
。
④
管
理
部
門
に
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策

に
か
か
る
適
切
な
知
識
お
よ
び
専
門
性
等
を
有
す
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
。

ハ
　
第
三
の
防
衛
線

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
第
三
の
防
衛
線
は
内
部
監
査
部
門
を
指
す
も
の
と
し
て
い
る
。
内
部
監
査
部
門
は
第

一
の
防
衛
線
と
第
二
の
防
衛
線
が
適
切
に
機
能
し
て
い
る
か
、
更
な
る
高
度
化
の
余
地
な
ど
に
つ
い
て
独
立
し
た
立
場
か
ら
定
期
的
に
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
独
立
し
た
立
場
か
ら
、
全
社
的
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
か
か
る
方
針
・
手
続
・

一
五
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計
画
等
の
有
効
性
も
定
期
的
に
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
方
針
・
手
続
・
計
画
等
の
見
直
し
、
対
策
の
高
度
化
の
必
要
性
等
を
提
言
・
指
摘

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
項
と
し
て
は
、
①
以
下
の
事
項
を
含
む
監
査
計
画
を
策
定
し
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。
イ
．
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ

資
金
供
与
対
策
に
か
か
る
方
針
・
手
続
・
計
画
等
の
適
切
性
、
ロ
．
当
該
方
針
・
手
続
・
計
画
等
を
遂
行
す
る
職
員
の
専
門
性
・
適
合
性

等
、
ハ
．
職
員
に
対
す
る
研
修
の
実
効
性
、
ニ
．
営
業
部
門
に
お
け
る
異
常
取
引
の
検
知
状
況
、
ホ
．
検
知
基
準
の
有
効
性
等
を
含
む

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状
況
、
ヘ
．
検
知
し
た
取
引
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
低
減
措
置
の
実
施
お
よ
び
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
。
②
自

ら
の
直
面
す
る
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
に
照
ら
し
監
査
の
対
象
・
頻
度
・
手
法
等
を
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
。
③
リ
ス
ク

が
高
い
と
判
断
し
た
業
務
等
以
外
に
つ
い
て
も
一
律
に
監
査
対
象
か
ら
除
外
せ
ず
、
頻
度
や
深
度
を
適
切
に
調
整
し
て
監
査
を
行
う
な
ど

の
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
④
内
部
監
査
部
門
が
実
施
し
た
内
部
監
査
の
結
果
を
監
査
役
及
び
経
営
陣
に
報
告
す
る
と
共
に
、
監
査
結

果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
改
善
に
向
け
た
助
言
を
行
う
こ
と
。
⑤
内
部
監
査
部
門
に
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
か
か
る
適
切
な

知
識
お
よ
び
専
門
性
等
を
有
す
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
。

６
． 

仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
の
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ら
び
に
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
に
か
か
る
三
つ
の
防
衛
線
に
関
す

る
検
討

⑴
　
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
と
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
の
規
制
に
か
か
る
三
つ
の
防
衛
線

仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
の
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
け
る
内
部
管
理
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
事
例
と
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
を

検
討
し
て
き
た
が
、
両
者
を
三
つ
の
防
衛
線
の
視
点
か
ら
比
較
し
て
み
た
い
（
私
見
）。

一
般
的
な
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
の
場
合
と
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
の
規
制
の
場
合
と
で
は
、
三
つ
の
防
衛
線
の
リ
ス
ク
マ

一
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ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構
築
・
運
用
な
ど
図
る
上
で
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）、
利
益
相
反
性
の
強
弱
、
技
術
革
新
の
修
得
の
差
等
が
存
在
す
る
こ

と
と
な
ろ
う
。
第
三
の
防
衛
線
と
し
て
通
常
唱
え
ら
れ
る
よ
う
な
内
部
監
査
部
署
を
配
置
す
る
の
で
な
く
、
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ

ン
ス
機
能
を
配
す
る
こ
と
の
有
用
性
を
強
調
す
る
自
説
の
立
場
は
、
大
規
模
な
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
機
関
に
お
い
て
先
ず
は
実
効
性
を
高
め

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
に
お
い
て
は
、
現
状
内
部
管
理
態
勢
自
体
が
十
分
確
立
し
て
い
な
い
業
者
も
少
な
く
な
い
と
み
ら
れ
、
取
締
役

会
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
論
じ
る
以
前
の
未
達
な
段
階
に
あ
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
他
方
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
に
お
い
て
は
、

F
inT

ech

関
連
の
技
術
の
理
解
が
一
層
必
要
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
内
部
監
査
部
署
の
充
実
に
も
金
融
工
学
の
専
門
家
あ
る
い
は

経
験
豊
富
な
人
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
徐
々
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
け
る
内
部
統
制
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
統
制
環
境
（control 

environm
ent （

166
）

）、
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
醸
成
を
踏
ま
え
た
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
重
視
す
る
と
し
て
も
、
先
ず
は
内
部
監

査
部
署
自
体
が
有
効
に
機
能
し
う
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

⑵
　
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
か
か
る
ト
ラ
ス
ト
レ
ス
と
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制

ま
た
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
関
し
て
は
、
第
三
者
を
信
頼
す
る
必
要
の
な
い
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ト
ラ
ス
ト
レ
ス

（trustless

）
と
称
さ
れ
、
必
然
的
に
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
を
規
制
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
マ
ネ
ロ

ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
に
か
か
る
内
容
と
し
て
も
仮
想
通
貨
交
換
業
者
を
規
制
す
る
意
義
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
167
）

。
こ
の

点
で
は
、
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
か
か
る
規
制
と
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
と
は
そ
の
意
義
に
お
い
て
交
錯
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
か
。

一
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７
．
業
界
策
定
の
自
主
ル
ー
ル

二
〇
一
八
年
九
月
一
二
日
一
般
社
団
法
人
日
本
仮
想
通
貨
交
換
業
協
会
か
ら
自
主
規
制
の
概
要
が
提
示
さ
れ
た
（
168
）

。
利
用
者
保
護
お
よ
び

公
益
保
護
を
究
極
目
的
と
し
て
業
務
の
適
正
性
、
公
正
・
適
切
な
取
引
慣
行
を
確
保
・
醸
成
し
、
か
つ
仮
想
通
貨
の
不
正
利
用
を
抑
止
す

る
こ
と
を
も
っ
て
利
用
者
お
よ
び
社
会
と
の
共
生
を
図
り
、
仮
想
通
貨
交
換
業
の
健
全
な
発
展
を
目
指
さ
ん
と
す
る
。

先
ず
総
則
で
は
、
①
仮
想
通
貨
関
連
取
引
に
か
か
る
基
本
規
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ⅰ
　
経
営
管
理
：
取
り
扱
う
仮
想
通
貨
の
特
性
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
等
を
勘
案
し
た
財
務
・
経
営
上
の
リ
ス
ク
の
網
羅
的
な
検
証
、
財

務
お
よ
び
経
営
上
の
リ
ス
ク
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
経
営
計
画
の
策
定
・
更
新
、
経
営
計
画
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
人
的
・
物

的
資
源
の
確
保
。

ⅱ
　
内
部
監
査
：
営
業
部
門
及
び
内
部
統
制
部
門
か
ら
独
立
し
た
内
部
監
査
部
門
を
設
置
、
被
監
査
部
門
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
種
類
・

程
度
に
応
じ
た
実
効
性
あ
る
内
部
監
査
計
画
の
策
定
・
実
施
、
内
部
監
査
で
指
摘
し
た
重
要
な
事
項
を
遅
滞
な
く
内
部
管
理
部
門
及
び
取

締
役
会
等
に
報
告
。

ⅲ
　
法
令
遵
守
：
経
営
管
理
の
一
環
と
し
て
の
法
令
等
遵
守
の
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
行
動
規
範
等
の
策

定
・
実
践
、
役
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
醸
成
・
向
上
の
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
研
修
・
教
育
体
制
の
確
立
・

充
実
。

ⅳ
　
不
祥
事
件
対
応
：
不
祥
事
件
の
発
覚
し
た
場
合
に
速
や
か
に
以
下
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
規
定
。
内
部
管
理
部
門
及
び
取
締
役
会

等
へ
の
報
告
・
協
会
へ
の
報
告
、
刑
罰
法
令
に
抵
触
す
る
怖
れ
の
あ
る
場
合
警
察
等
へ
の
通
報
、
内
部
監
査
部
門
に
よ
る
調
査
・
解
明
・

再
発
防
止
の
た
め
の
改
善
策
の
策
定
・
関
係
者
の
責
任
追
及
、
不
祥
事
件
に
よ
っ
て
影
響
の
生
じ
た
利
用
者
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な

一
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措
置
の
実
施
。

次
に
各
種
規
程
と
し
て
②
仮
想
通
貨
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
③
利
用
者
財
産
の
管
理
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
④
シ
ス
テ
ム
関
連
規
則
と
し
て
情
報
の
安
全
管
理
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
規

則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
緊
急
時
対
応
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
⑤
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
関
連
規
則
と
し
て
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
に
関

す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
反
社
会
的
勢
力
と
の
関
係
遮
断
に
関
す
る
規
則
、
⑥
苦
情
処
理
及
び
紛
争
解
決
に
関
す
る
規
則
・
細
則
、

⑦
営
業
行
為
関
連
規
則
と
し
て
勧
誘
お
よ
び
広
告
等
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
利
用
者
の
管
理
お
よ
び
説
明
に
関
す
る
規
則
・

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
⑧
取
引
業
務
関
連
規
則
と
し
て
受
注
管
理
体
制
の
整
備
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
不
適
正
取
引
の
防
止
の
た

め
の
取
引
審
査
体
制
の
整
備
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
仮
想
通
貨
関
係
情
報
の
管
理
体
制
の
整
備
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
⑨
証
拠
金
取
引
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
⑩
財
務
管
理
関
連
・
財
務
管
理
に
関
す
る
規
則
、
⑪
経
営
倫
理
・
処
分
関
連

規
則
と
し
て
会
員
に
お
け
る
倫
理
コ
ー
ド
の
保
有
お
よ
び
遵
守
に
関
す
る
規
則
、
従
業
員
等
の
服
務
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

会
員
に
対
す
る
処
分
等
に
か
か
る
手
続
に
関
す
る
規
則
・
考
え
方
、
不
服
審
査
会
規
則
、
会
員
調
査
に
関
す
る
規
則
、
⑫
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
取
扱

い
に
関
す
る
規
則
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

仮
想
通
貨
の
特
性
あ
る
い
は
従
前
の
不
祥
事
を
踏
ま
え
、
ま
た
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
関
連
領
域
に
も
亘
っ
て
詳
細
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

統
制
環
境
や
企
業
文
化
な
ど
の
醸
成
も
掲
げ
ら
れ
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
も
十
分
対
応
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
評
せ
よ
う
か
。

一
六
三



第
十
五
章
　
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
独
自
性
あ
る
制
度
構
築
に
向
け
て

１
．
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
重
要
性
─
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
も
対
比
し
て
─

仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
含
むF

inT
ech

に
関
し
て
関
連
法
制
あ
る
い
は
金
融
政
策
に
与
え
る
影
響
、F

inT
ech

の
発
展

段
階
に
か
か
る
展
望
な
ど
を
主
た
る
視
点
と
し
、
欧
米
を
含
む
現
状
の
制
度
と
実
務
の
対
応
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
金
融
機
関
に

お
け
る
内
部
統
制
・
内
部
管
理
に
関
す
る
三
つ
の
防
衛
線
を
含
む
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
も
含
め
、
最
新
の
論
点
等
を
中
心
に
包
括

的
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。

F
inT
ech

を
巡
る
技
術
革
新
、
制
度
変
革
の
議
論
あ
る
い
は
金
融
業
等
の
対
応
は
急
速
な
変
革
を
み
せ
、
足
下
で
も
各
国
で
精
力
的
に

議
論
が
進
め
ら
れ
、
単
な
る
法
制
度
整
備
の
論
議
に
留
ま
ら
ず
、
就
中
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て
は
マ
ク
ロ
経

済
・
プ
ル
ー
デ
ン
ス
や
中
央
銀
行
の
金
融
政
策
な
ど
国
際
金
融
全
体
の
観
点
か
ら
の
俯
瞰
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
規
制
コ
ス
ト
削
減
等
か

ら
も
規
制
の
実
効
性
確
保
の
た
め
、
業
者
側
に
は
自
主
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
内
部
管
理
態
勢
整
備
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

F
inT
ech

の
発
展
段
階
あ
る
い
は
金
融
実
務
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
視
点
を
異
に
し
た
幾
つ
か
の
試
論
が
提
示
さ
れ
て
い

る
。
金
融
関
連
の
国
際
機
関
な
ど
か
ら
多
く
の
関
連
す
る
報
告
書
が
提
言
さ
れ
、
我
が
国
金
融
庁
も
従
来
の
縦
割
り
行
政
か
ら
横
断
的
規

制
へ
、
ま
た
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
破
綻
・
不
正
流
出
事
案
な
ど
を
受
け
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
重
視
の
後
追
い
的
金
融
検
査
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
主
体
の
常
時
監
督
重
視
の
転
換
を
指
向
す
る
な
ど
、
金
融
関
連
制
度
は
国
際
的
に
も
大
き
な
転
換
点
に
あ
る
。
他
方
で
、
銀
行
な
ど
業

者
側
も
当
面
の
策
と
し
てF

inT
ech

の
発
展
を
積
極
的
に
取
り
込
ま
ん
と
し
て
い
る
。

ま
た
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
は
中
央
銀
行
の
政
策
に
与
え
る
影
響
等
も
相
俟
っ
て
別
異
の
対
応
も
必
要
と
な
り
、

一
六
四



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
規
制
整
備
と
併
せ
て
規
制
機
関
同
士
の
国
際
協
調
も
重
要
に
な
る
。
最
後
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

あ
る
い
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
関
連
し
て
、F

inT
ech

制
度
全
体
に
関
す
る
私
見
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

F
inT

ech
関
連
制
度
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
対
応
と
し
て
は
、
シ
ナ
リ
オ
展
開
を
通
じ
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
態
勢
構
築
・
運
用
の

理
論
と
実
践
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
が
特
に
鍵
と
な
り
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
が
近
時
提
示
し
た
内
容
の
考
察
、
あ
る
い
は
我
が

国
に
お
け
る
実
務
面
の
検
討
も
併
せ
て
進
め
て
き
た
。
仮
想
通
貨
の
不
正
流
出
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
共
に
内
部
管
理
態
勢
・
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、F

inT
ech

企
業
の
現
状
の
規
模
・
人
員
等
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
か
か
る
十
全
な
態
勢
整
備
を
図
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

制
度
面
で
は
会
社
法
、
金
融
商
品
取
引
法
な
ど
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
み
な
ら
ず
、
業
界
団
体
の
自
主
規
制
な
ど
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
整
備
が
並
行

し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
発
出
に
し
て
も
規
制
官
庁
か
ら
か
、
業
界
団
体
か
で
そ
の
実
効
性
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
が

当
然
異
な
り
う
る
。
反
面
業
界
団
体
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
実
務
の
詳
細
に
ま
で
カ
バ
ー
し
う
る
内
容
と
な
ろ
う
が
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
よ
う
に
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
、C

om
ply or E

nplain

（
遵
守
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば
説
明
せ
よ
）
に
よ
る
説

明
責
任
を
緩
や
か
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
と
し
て
課
す
の
か
。

二
〇
一
五
年
六
月
上
場
規
則
等
改
正
と
し
て
導
入
・
施
行
さ
れ
た
我
が
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
は
二
〇
一
八
年
六

月
改
訂
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
（
169
）

、
公
開
会
社
法
制
を
欠
い
て
い
る
我
が
国
会
社
法
体
系
に
お
い
て
徐
々
に
詳
細
な
内
容
と
な
っ
て
き
つ

つ
あ
り
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
は
企
業
あ
る
い
は
業
界
毎
の
相
違
に
応
じ
て
、
本
来
柔
軟
性
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
ソ
フ
ト

ロ
ー
と
し
て
実
効
性
に
も
軋
み
が
生
じ
つ
つ
あ
る
感
が
あ
る
。

F
inT

ech

・
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
か
か
る
業
界
団
体
の
自
主
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
実
効
性
を
委
ね
る
と
す
る
場
合
、
そ
の
内
容
の

一
六
五



充
実
を
い
か
に
担
保
す
る
の
か
。
上
場
企
業
の
よ
う
に
充
実
し
た
内
部
管
理
態
勢
を
有
し
て
お
ら
ず
、
各
業
者
毎
の
自
主
性
を
重
視
す
る

段
階
に
至
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
目
先
の
不
正
防
止
か
ら
金
融
監
督
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
強
化
し
、
ま
た
自
主
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
し

て
も
詳
細
な
内
容
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、F
inT
ech

が
本
来
有
す
る
自
由
な
技
術
革
新
を
失
い
か
ね
ず
、

ま
た
金
融
規
制
・
監
督
コ
ス
ト
が
嵩
み
か
ね
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
場
合
、
上
場
規
則
に
盛
り
込
ま
れ
事
実
上
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
と
し
て
一
定

の
実
効
性
は
備
え
て
お
り
、
コ
ー
ド
並
に
あ
く
ま
で
自
主
規
制
で
あ
る
業
界
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
頼
み
で
過
大
なm

andate

を
求
め
る
こ
と

に
は
限
界
が
な
し
と
し
な
い
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
も
上
場
規
則
と
な
っ
て
い
る
か
、
業
界
団
体
の
自
主
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
で
大
き
な
相
違

が
生
じ
、
所
管
官
庁
が
直
接
発
す
る
に
し
て
も
施
行
規
則
と
し
て
か
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
、
更
に
は
基
本
は
事
例
集
と
し
て
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
を
示
す
も
の
か
（
170
）

な
ど
種
々
の
相
違
が
あ
る
。
継
続
的
なF

inT
ech

振
興
策
と
合
わ
せ
、
実
効
性
発
揮
に
向
け
て
適
切
な
ハ
ー
ド
ロ
ー

ミ
ッ
ク
ス
の
整
備
が
重
要
な
鍵
と
な
ろ
う
。

２
．
我
が
国
の
独
自
性
あ
る
制
度
構
築
に
向
け
て

近
時
の
仮
装
通
貨
交
換
業
者
の
破
綻
あ
る
い
は
不
正
流
出
事
例
の
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
が
機
能
せ
ず
、
実
効
性
あ
る
組
み
合
わ
せ
の

制
度
設
計
は
容
易
で
な
い
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
何
ら
か
の
根
拠
法
を
示
し
、
あ
る
い
は
エ
ン
フ
ォ
ー
ス

メ
ン
ト
付
与
が
重
要
な
鍵
と
な
ろ
う
。
ま
た
各
国
の
規
制
に
跛
行
性
が
あ
る
中
、
特
に
仮
想
通
貨
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
は
容

易
に
金
融
取
引
が
国
境
を
越
え
や
す
く
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
も
含
め
て
国
際
協
力
、
統
一
ル
ー
ル
形
成
な
ど
国
際
的
な
枠
組
み
で
の
模
索
が

続
け
ら
れ
よ
う
。F

inT
ech

の
発
展
段
階
は
そ
の
内
容
の
予
測
が
現
段
階
で
つ
き
に
く
く
、
ま
た
仮
想
通
貨
な
ど
規
制
強
化
を
進
め
る
国

も
増
加
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
官
民
挙
げ
てF

inT
ech

に
か
か
る
技
術
革
新
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
（
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

一
六
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

対
策
）
／
Ｋ
Ｙ
Ｃ
（
顧
客
確
認
）
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
（R

egulatory S
andbox

砂
場
の
治
験
（
171
）

）、
リ

ス
ク
認
識
や
適
合
性
と
拡
張
性
な
ど
に
関
す
るR

egT
ech

（R
egulation T

ech

レ
グ
テ
ッ
ク
）
の
認
知
・
理
解
度
を
高
め
る
な
ど
（
172
）

、
シ
ナ
リ

オ
展
開
を
見
越
し
将
来
の
変
化
を
迅
速
か
つ
柔
軟
に
取
り
込
ん
だ
我
が
国
独
自
の
制
度
設
計
の
俯
瞰
を
図
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

英
国
で
はF

inT
ech

振
興
策
と
し
て
二
〇
一
六
年
財
務
省
に
よ
る
国
際
戦
略F

inT
ech B

ridges

導
入
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
（F

inancial 

C
onduct A

uthority
金
融
行
為
規
制
機
構
）
に
お
け
るR

egulatory S
andbox

とR
egT

ech

な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
が
、
他
方
米
国
で

はF
inT

ech

に
は
既
存
規
制
を
適
用
し
、
あ
る
い
は
規
制
の
厳
格
化
を
強
め
る
な
ど
、
相
違
が
あ
る
（
173
）

。
米
国
に
お
い
て
は
州
際
の
規
制

の
存
在
、
銀
行
とF

inT
ech

企
業
の
提
携
に
お
け
る
規
制
負
担
、
更
に
Ｆ
Ｔ
Ｃ
（F

ederal T
rade C

om
m

ission

）、
Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
（C

onsum
er 

F
inancial P

rotection B
ureau

）
な
ど
に
よ
る
取
締
り
強
化
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
相
違
の
背
景
に
は
、
英
国
で
は
大
銀
行
の

寡
占
化
が
深
刻
で
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
革
新
と
競
争
促
進
が
不
可
欠
で
あ
り
、
銀
行
の
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
化
促
進
、
資
金
決
済
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
等
に
繋
が
っ
て
い
る
が
、
米
国
で
は
振
興
策
を
講
ず
る
ま
で
も
な
く
元
来
旺
盛
な
企
業
精
神
を
醸
成
し
て
き
た
状
況
が
あ
り
、
む

し
ろ
不
健
全
な
問
題
の
抑
制
の
見
地
か
ら
規
制
強
化
の
側
面
が
表
面
化
し
や
す
い
と
い
え
る
。
反
面
米
国
で
は
本
来
は
積
極
的
に
捉
え
る

べ
きF

inT
ech

に
関
連
し
た
金
融
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（financial inclusion

金
融
包
摂
（
174
）

）
が
、
む
し
ろ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
低
所
得
層
向
け

融
資
な
ど
二
〇
〇
八
年
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危
機
に
表
れ
た
問
題
と
な
っ
て
逆
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
阻
害
要
因
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

英
国
、
米
国
の
ス
タ
ン
ス
の
相
違
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー
ス
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
分
野
に
お
い
て
顕
著
に
表
れ
、
米
国
で
は
既
存
の
証
券
法

が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
登
録
を
要
求
し
て
い
る
（
175
）

。

既
述
し
た
よ
う
に
仮
想
通
貨
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
イ
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン
グ
）
に
関
し
て
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
一
九
三
三
年
証
券
法
等
が

定
義
す
る
証
券
（S

ecurities

）
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
発
行
体
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（Initial P

ublic O
ffering

新
規
公
開
）
発
行
体
同

一
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様
の
法
的
義
務
を
負
う
と
し
て
近
時
複
数
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
案
件
が
証
券
法
違
反
と
し
て
摘
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
米
国
に
お
け
る
規
制
強
化
の

方
向
を
示
し
て
い
よ
う
。

我
が
国
の
場
合
、F

inT
ech

振
興
策
を
検
討
す
る
上
で
は
土
台
と
な
る
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
振
興
策
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た

銀
行
寡
占
化
問
題
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
金
融
分
野
の
競
争
促
進
策
の
重
要
性
は
当
然
で
あ
り
、
表
面
的
な
後
追
い
施
策
に
留
ま
ら
ず
、

発
展
シ
ナ
リ
オ
・
展
開
を
俯
瞰
し
た
官
民
協
力
に
よ
るF

inT
ech

振
興
策
が
求
め
ら
れ
る
。

３
．
金
融
機
関
に
お
け
るFinTech

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

⑴
　FinT

ech

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

F
inT
ech

自
体
、
産
業
形
成
の
揺
籃
期
に
あ
り
、
今
後
の
発
展
シ
ナ
リ
オ
、
影
響
な
ど
が
注
視
さ
れ
る
中
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員

会
ほ
か
の
直
近
の
報
告
書
な
ど
も
踏
ま
え
、
そ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
技
術
革
新
の
進

展
は
大
き
く
、
ま
た
早
い
た
め
現
時
点
で
全
て
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
多
様
・
広
範
か
つ
必
ず
し
も
各
領
域
間
の
関
連
性
が
強
い

と
も
言
え
な
い
こ
と
も
加
わ
り
、
こ
れ
ま
でF

inT
ech

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
体
を
俯
瞰
し
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
論
究
し
た
先
行

研
究
は
乏
し
い
中
、
基
礎
的
な
概
念
を
探
り
つ
つ
、
各
領
域
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
な
ら
び
に
課
題
等
の
検
討
を
試
み
た
。

仮
想
通
貨
取
引
業
者
に
対
し
て
は
不
正
流
出
事
件
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
が
先
ず
表
面
化
し
、
既
に
検
査
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
蓄

積
、
検
討
が
進
め
ら
れ
、
業
界
団
体
の
自
主
規
制
充
実
と
合
わ
せ
た
不
祥
事
防
止
態
勢
整
備
が
企
図
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
あ
る
い
は
不
祥
事
防
止
の
概
念
に
つ
い
て
境
界
領
域
は
重
な
る
部
分
も
あ
り
、
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

し
て
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
整
備
の
延
長
か
ら
、
適
切
な
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
向
け
た
全
社
的
な
内
部
管
理
・
内
部
統
制
等
の

組
織
体
制
に
向
け
て
充
実
が
進
め
ら
れ
よ
う
。

一
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

F
inT

ech

各
領
域
毎
に
課
題
の
内
容
あ
る
い
は
展
望
の
跛
行
性
は
あ
る
が
、
各
領
域
で
制
度
面
の
整
備
な
ら
び
に
実
務
の
態
勢
整
備
が

進
め
ら
れ
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
発
展
シ
ナ
リ
オ
を
念
頭
に
置
い
た
振
興
策
と
平
仄
の
と
れ
る
施
策
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵
　
総
合
的
金
融
機
関
のFinT

ech

に
か
か
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
対
応

各
領
域
毎
に
技
術
開
発
や
実
務
へ
の
落
と
し
込
み
の
進
展
あ
る
い
は
展
開
に
跛
行
性
の
あ
るF

inT
ech

に
つ
い
て
、
総
合
的
な
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
の
考
察
を
図
る
必
要
性
は
、
既
存
の
金
融
構
造
を
中
心
にB

etter B
ank

あ
る
い
はN

ew
 B

ank

を
指
向
す

る
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
総
合
的
金
融
機
関
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
態
勢
整
備
に
先
ず
は
表
れ
よ
う
。

資
金
仲
介
機
能
や
決
済
、
な
ら
び
に
送
金
機
能
と
い
っ
た
金
融
機
能
の
ほ
ぼ
全
分
野
に
お
い
て
同
時
並
行
し
てF

inT
ech

へ
の
対
応

が
迫
ら
れ
て
お
り
、
メ
ガ
バ
ン
ク
に
と
っ
て
は
死
活
的
な
課
題
と
も
な
り
つ
つ
あ
る
。F

inT
ech

企
業
と
の
連
携
や
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
等

の
経
営
戦
略
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
。
Ａ
Ｉ
技
術
も
融
資
の
審
査
に
活
用
さ
れ
、
貿
易
金
融
の
決
済
へ
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
活
用
、

ま
た
独
自
の
仮
想
通
貨
コ
イ
ン
の
発
行
も
予
定
さ
れ
、
メ
ガ
バ
ン
ク
は
多
様
なF

inT
ech

領
域
の
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。

金
融
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
社
内
体
制
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
整
備
と
合
わ
せ
た
全
社
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
リ
ス
ク
委

員
会
、
統
括
責
任
者
で
あ
る
Ｃ
Ｒ
Ｏ
（C

hief R
isk O

ffi
cer

）
の
設
置
、
従
業
員
等
に
向
け
た
行
動
規
範
策
定
、
社
外
取
締
役
を
含
む
経
営

陣
に
か
か
るR

egtech

同
様
の
研
鑽
等
も
必
要
に
な
る
。

こ
の
場
合
概
ね
総
合
的
金
融
機
関
で
は
、
金
融
グ
ル
ー
プ
と
し
て
全
体
の
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
収
益
拡
大
の
た
め
、
あ
る

い
は
許
容
す
る
リ
ス
ク
の
種
類
（
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
）
と
量
（R

isk A
ppetite

リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
）
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
適
切
な
リ
ス

ク
・
リ
タ
ー
ン
の
確
保
に
繋
げ
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（risk appetite fram

ew
ork R

A
F

）
の
枠
組
み

に
沿
っ
て
種
々
の
リ
ス
ク
を
体
系
的
に
管
理
し
、
収
益
拡
大
の
た
め
に
い
か
な
る
リ
ス
ク
を
ど
の
程
度
ま
で
取
る
か
を
明
確
に
し
つ
つ
、

一
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業
務
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
持
続
的
成
長
の
実
現
の
た
め
、
か
か
る
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
と
業
務
戦
略

は
経
営
管
理
の
両
輪
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
（
176
）

。

メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
総
合
金
融
機
関
で
は
多
様
な
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
領
域
に
亘
っ
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
整

備
に
並
行
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
も
企
業
体
と
し
て
統
一
さ
れ
た
統
一
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
な
ど
の
コ
ン
セ
プ
ト
あ
る
い
は
実
務
基
準
、
従
業
員
に
対
す
る
行
動
規
範
（C

ode of C
onduct

）
の
下
に
従
来
の
与
信
管
理
、
あ

る
い
は
資
産
・
負
債
の
総
合
管
理
で
あ
る
Ａ
Ｌ
Ｍ
（A

sset L
iability M

anagem
ent （

177
）

）
に
折
り
込
ん
だ
社
内
組
織
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と

な
ろ
う
。

リ
ス
ク
委
員
会
や
Ｃ
Ｒ
Ｏ
に
し
て
も
、F

inT
ech

業
務
の
各
領
域
を
束
ね
て
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
、
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
全

社
的
リ
ス
ク
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
は
、G

oegle

、A
m

azon

な
ど
自
社
保
有
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
を
基
礎
と
す
るF

inT
ech

の
今
後
の
展
開
に
も
関
心
が
持
た
れ
る
。
膨
大
な
既
存
顧
客
基
盤
を
有
し
て
お
り
、
欧
米
で
議
論
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
に
と
っ
て
は
こ
う
し
たF

inT
ech

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
す
る
銀
行
免
許
付
与
の
可
否
は
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
我
が
国
で
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
対
す
る
規
制
の
強
化
が
指
向
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
注
視
さ
れ

よ
う
。
脆
弱
な
企
業
基
盤
の
下
で
不
充
分
な
内
部
統
制
、
内
部
管
理
態
勢
の
ま
ま
展
開
し
不
正
流
出
事
件
な
ど
を
惹
起
し
た
仮
想
通
貨
取

引
業
者
な
ど
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
経
営
戦
略
の
課
題
と
は
別
異
に
な
ろ
う
か
。

B
etterB

ank

シ
ナ
リ
オ
を
目
指
し
た
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
のF

inT
ech

戦
略
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
検
討
し
、
リ
ス

ク
ア
ペ
タ
イ
ト
や
リ
ス
ク
ト
レ
ラ
ン
ス
を
測
り
つ
つ
、
全
社
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
軽
いF

inT
ech

ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
に
牽
引
さ
れ
、
技
術
革
新
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
図
り
つ
つ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
整
備
を
慎

一
七
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

重
か
つ
早
急
に
模
索
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
既
存
金
融
機
関
か
ら
は
、
従
来
の
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
根
本
か
ら
見
直
す
中

で
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
整
備
で
あ
り
、
従
来
と
は
根
本
か
ら
発
想
を
異
に
す
る
内
容
と
な
ろ
う
。

F
inT
ech

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
シ
ナ
リ
オ
を
検
討
し
、
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
を
通
じ
てF

inT
ech

に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
践
を
示
し
た
。
総
合
的
金
融
機
関
な
ど
に
お
け
る
総
合
的
金
融
機
関
に
お
け
る
具
体
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
の
モ
デ
ル
策
定
な
ど
、
更
な
る
考
察
を
続
け
た
い
。

⑶
　FinT

ech

と
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
規
律
な
ら
び
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

最
終
的
に
は
会
社
法
等
の
規
律
の
下
で
、
海
外
子
会
社
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
統
制
体
制
を
整
備
し
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
準
拠
し
た
三
つ
の
防
衛
線
（
178
）

を
含
む
全
社
的
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
統
制
態
勢
整
備
を
図
る
こ

と
に
な
る
。

今
後
は
、F

inT
ech

各
領
域
毎
の
具
体
的
な
業
務
を
踏
ま
え
た
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
Ｃ
Ｒ
Ｏ
と
リ
ス
ク
委
員
会
な
ど
の

態
勢
と
規
定
類
の
整
備
を
進
め
、
実
効
性
の
あ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

仮
想
通
貨
取
引
業
者
に
お
け
る
内
部
管
理
、
内
部
統
制
の
欠
如
に
対
し
て
は
協
会
の
自
主
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
直
近
に
お
い
て
示
さ
れ

て
い
る
。
他
方
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
金
融
機
関
で
は
、
既
存
の
グ
ル
ー
プ
管
理
体
制
にF

inT
ech

の
新
し
い
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
態
勢

を
織
り
込
む
こ
と
と
な
り
、
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
改
革
が
図
ら
れ
る
。

ま
た
上
場
企
業
で
あ
れ
ば
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
遵
守
、
開
示
と
説
明
責
任
も
求
め
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
管
理
に
関
し

て
コ
ー
ド
に
従
っ
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
る
。

直
近
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
に
よ
っ
て
新
た
に
資
本
コ
ス
ト
の
関
連
項
目
が
付
加
さ
れ
、

一
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資
本
政
策
に
関
し
て
資
本
コ
ス
ト
に
か
か
る
説
明
責
任
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
中
期
経
営
計
画
、
取
締
役
役
会
評
価
、
取
締
役
会
の
戦
略

機
能
な
ど
の
点
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
記
載
も
含
め
、F

inT
ech

に
か
か
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
上
場
企
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ちF

inT
ech

業
務
を
抱
え
る
金
融
機
関
で
は
、
資
本
コ
ス
ト
に
関
連
し
た
説
明
責
任
あ
る
い
は
取
締
役
会

評
価
の
内
容
な
ど
の
項
目
に
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
中
期
経
営
計
画
、
取
締
役
会
の
戦
略
機
能
、
適
格
な
経
営
陣
の
選
任

解
任
、
更
に
は
資
本
コ
ス
ト
、
資
本
政
策
も
含
め
た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
総
合
的
な
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
が
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
議
論
と
企
業
と
し
て
の
意
思
決
定
等
を
最
終
的
に
は
取
締
役
会
で
行
う
と
す
れ
ば
、
今
後
は
社
外
取
締
役
も
含
め
て
規
制
官

庁
に
か
か
るR

egtech

の
よ
う
に
経
営
陣
の
技
術
革
新
へ
の
対
応
、
研
鑽
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
か
（
179
）

。

メ
ガ
バ
ン
ク
等
で
はF

inT
ech

企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
銀
行
法
等
の
改
正
を
踏
ま
え
て
業
務
提
携
、
合
弁
会
社
設
立
、
あ
る
い
は

子
会
社
・
関
係
会
社
会
社
化
を
図
る
の
か
、
そ
の
場
合
に
中
央
集
権
型
持
株
会
社
を
維
持
す
る
か
分
散
型
と
す
る
か
等
の
手
法
の
選
択
が

あ
る
が
、
加
え
て
こ
う
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
態
勢
構
築
は
今
後
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
組
織
改
革
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
要
因
と
な
る
。

（
1
） F

inT
ech

関
連
法
制
度
に
関
し
て
、
拙
稿
「F

inT
ech

関
連
法
制
の
課
題
と
展
望
─
国
際
私
法
、
国
際
金
融
規
制
の
交
錯
─
」
日
本
法
学
第

八
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
〇
日
）
九
七
─
二
二
〇
頁
。

（
2
） 

辻
岡
将
基
・
白
澤
光
音
『「
近
時
のF

intech

に
関
す
る
法
制
と
動
向
」
～
諸
外
国
の
事
例
も
踏
ま
え
て
～
』
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
律
事
務
所
セ
ミ

ナ
ー
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
三
〇
日
）
一
─
六
九
頁
参
照
。

（
3
） 

前
掲
注（
２
）辻
岡
将
基
・
白
澤
光
音
五
頁
以
下
。

（
4
） 

人
工
知
能
を
利
用
し
資
産
運
用
、
資
産
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
。

一
七
二



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

（
5
） 

金
融
庁
森
信
親
長
官
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
共
通
価
値
を
想
像
で
き
る
か
」
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経
済
経
営
研
究
所
東
京

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
講
演
・
仮
訳
（
二
〇
一
七
年
五
月
二
五
日
）
一
─
一
六
頁
。

（
6
） P

ersonal F
inancial M

anagem
ent

。
銀
行
や
証
券
、
保
険
な
ど
複
数
の
口
座
情
報
を
集
約
し
一
元
管
理
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
み
ず
ほ
銀
行
「
個

人
向
け
・
法
人
向
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
提
供
を
通
じ
た
オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組
拡
大
に
つ
い
て
」

（
二
〇
一
七
年
三
月
二
八
日
）。

（
7
） 

前
掲
注（
５
）森
信
親
一
二
頁
以
下
。

（
8
） 

内
閣
官
房
日
本
経
済
再
生
総
合
事
務
局
「
規
制
の
「
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
制
度
に
つ
い
て
」
構
造
改
革
徹
底
推
進
会
合
「
第
４
次
産
業
革
命
」

会
合
（
第
一
回
）
資
料
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
八
日
）
一
─
六
頁
。

（
9
） B

aselC
om

m
ittee on B

anking S
upervision

、Im
plications of fintech developm

ents for banks and bank supervisors - 

consultative docum
ent, A

ugust 2017. https://w
w

w
.bis.org/bcbs/publ/d415.pdf.

（
10
） 

日
本
銀
行
金
融
機
構
局
久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
「F

inT
ech

時
代
の
銀
行
の
リ
ス
ク
管
理
」
日
銀
レ
ビ
ュ
ー2017-J-16

（
二
〇
一
七
年

一
〇
月
）
一
─
六
頁
参
照
。
前
掲
注（
８
）バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
二
〇
一
七
年
八
月
三
一
日
市
中
協
議
文
書
の
概
要
な
ら
び
に
将
来
像
等
が

示
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

金
融
安
定
理
事
会
は
二
〇
一
七
年
六
月
にF

inT
ech

の
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
に
対
す
る
含
意
（“F

inancial S
tability Im

plications from
 

F
inT

ech ”

）
を
公
表
し
た
。

w
w

w
.fsb.org/w

p-content/uploads/R
270617.pdf.

バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
報
告
書
は
主
に
ミ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
観
点
か
ら
分
析
し

て
い
る
の
に
比
較
し
て
、
決
済
・
市
場
イ
ン
フ
ラ
の
変
容
も
踏
ま
え
、
主
に
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
観
点
か
ら
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
国
際

通
貨
基
金
も
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
の
観
点
か
らF

inT
ech

の
普
及
に
際
し
て
、
金
融
セ
ク
タ
ー
と
金
融
規
制
当
局
の
課
題
の
検
討
結
果
を

二
〇
一
七
年
六
月
に
公
表
し
た
。w

w
w

.im
f.org/~/m

edia/F
iles/P

ublications/S
D

N
/2017/sdn1705.ashx.

（
12
） B

asel C
om

m
ittee on B

anking S
upervision, Im

plications of fintech developm
ents for banks and bank supervisors,F

ebruary 

2018,1-49pp. https://w
w

w
.bis.org/bcbs/publ/d431.pdf

一
七
三



（
13
） 

銀
行
は
、F

inT
ech

企
業
に
入
出
金
用
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
顧
客
口
座
を
提
供
す
る
単
な
る
土
管
役
に
な
り
下
が
る
。P

w
C

 Japan

「
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
が
拓
く
金
融
と
社
会
「
創
造
的
破
壊
へ
の
挑
戦
」」P

w
C

’s V
iew

 V
ol. 11.

（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
一
─
七
頁
。

https://w
w

w
.pw

c.com
/jp/ja/know

ledge/pw
cs-view

/assets/pdf/pw
cs-view

2017011-03.pdf

（
14
） 
柏
木
亮
二
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
時
代
の
制
度
設
計
の
在
り
方
（
試
案
）」『
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
　そ
の
流
れ
と
イ
ン
パ
ク
ト
』
京

都
大
学
産
学
官
連
携
本
部
・
経
営
管
理
大
学
院
・
公
共
政
策
大
学
院
共
催
（
二
〇
一
八
年
一
月
二
六
日
）
講
演
一
─
三
八
頁
参
照
。
そ
の
他
に
岩
下

直
行
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
描
く
金
融
の
未
来
像
」
講
演
一
─
九
四
頁
、
神
田
潤
一
「
基
調
講
演
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」
一
─
一
〇
頁
。

（
15
） 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
は
金
融
機
関
の
業
務
の
過
程
、
役
職
員
の
活
動
も
し
く
は
シ
ス
テ
ム
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
外
生
的

な
事
象
に
よ
り
損
失
を
被
る
リ
ス
ク
（
自
己
資
本
比
率
の
算
定
に
含
ま
れ
る
分
）
お
よ
び
金
融
機
関
自
ら
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
と
定
義

し
た
リ
ス
ク
（
自
己
資
本
比
率
の
算
定
に
含
ま
れ
な
い
分
）
を
い
う
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
総
合
的
な
管
理
と
は
、
金
融
機
関
全
体
と

し
て
総
合
的
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
を
特
定
、
評
価
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
削
減
す
る
こ
と
を
い
う
。
取
締
役
は
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
総
合
的
な
管
理
を
軽
視
す
る
こ
と
が
戦
略
目
標
の
達
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
総
合
的
な
管
理
を
重
視
し
て
い
る
か
、
特
に
担
当
取
締
役
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
所
在
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
種
類
・
特
性
お
よ
び
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等
の
手
法
な
ら
び
に
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
総
合
的
な
管
理
の
重
要
性
を
十
分
に
理
解
し
、
こ
の
理
解
に
基
づ
き
当
該
金
融
機
関
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス

ク
の
総
合
的
な
管
理
の
状
況
を
的
確
に
認
識
し
、
適
正
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
の
総
合
的
な
管
理
態
勢
の
整
備
・
確
立
に
向
け
て
、
方
針

お
よ
び
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
か
、
に
関
し
て
取
締
役
の
役
割
・
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
金
融
庁
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ

ス
ク
管
理
態
勢
の
確
認
検
査
用
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」『
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
預
金
等
受
入
金
融
機
関
に
係
る
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
）』（
二
〇
一
五

年
一
一
月
）
三
一
一
─
三
六
四
頁
参
照
。

http://w
w

w
.fsa.go.jp/m

anual/m
anualj/m

anual_yokin/18.pdf

（
16
） 

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
全
主
体
が
既
存
の
銀
行
に
匹
敵
す
る
レ
ベ
ル
の
リ
ス
ク
管
理
を
達
成
し
て
い
る
必
要
は
な

く
、
主
体
間
で
リ
ス
ク
管
理
機
能
を
相
互
に
補
完
し
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
と
し
て
達
成
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
と
の
整
理
が

一
七
四



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

あ
る
。
金
融
情
報
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）『
金
融
機
関
に
お
け
るF

inT
ech

に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
報
告
書
」（
二
〇
一
七
年
六
月
）

一
─
八
六
頁
参
照
。

（
17
） 
国
際
決
済
銀
行
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
決
済
・
市
場
イ
ン
フ
ラ
委
員
会
と
証
券
監
督
者
国
際
機
構
は
、
金
融
機
関
の
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
へ
の
耐
性
強
化
を

目
的
に
包
括
的
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
二
〇
一
六
年
六
月
公
表
し
た
。

C
om

m
ittee on P

aym
ents and M

arket Infrastructures,B
oard of the International O

rganization of S
ecurities 

C
om

m
issions,G

uidance on cyber resilience for financial m
arket infrastructures,B

ank for International S
ettlem

ents and 

International O
rganization of S

ecurities C
om

m
issions, June 2016,1-28pp. http://w

w
w

.bis.org/cpm
i/publ/d146.htm

.

ま
た
Ｇ
７
も

金
融
セ
ク
タ
ー
の
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
に
関
す
る
基
礎
的
な
要
素
に
つ
い
て
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
公
表
し
て
い
る
。G

7 

F
U

N
D

A
M

E
N

T
A

L
 E

L
E

M
E

N
T

S
 O

F
 C

Y
B

E
R

S
E

C
U

R
IT

Y
 F

O
R

 T
H

E
 F

IN
A

N
C

IA
L

 S
E

C
T

O
R

,1-3pp.

https://w
w

w
.m

of.go.jp/english/international_policy/convention/g7/g7_161011_1.pdf.

（
18
） 

前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
三
頁
。

（
19
） 

前
掲
注（
12
）Basel C

om
m

ittee on B
anking S

upervision

［F
ebruary 2018

］,26-29pp, G
raph 8:D

escription of key risks per 

scenario.

前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
三
頁
。

（
20
） 

前
掲
注（
12
）Basel C
om

m
ittee on B

anking S
upervision

［F
ebruary 2018

］,27-28pp.

（
21
） 

Ｂ
Ｉ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
シ
ス
テ
ム
委
員
会
（C

om
m

ittee on G
lobal F

inancial S
ystem

, C
G

F
S

）
報
告
書
「
保
険
会
社
お
よ
び
年
金
基

金
の
債
券
投
資
戦
略
」
仮
訳
大
橋
善
晃
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
一
日
）
二
五
頁
。C

om
m

ittee on the G
lobal F

inancial S
ystem

, C
G

F
S

 

P
apers N

o 44, F
ixed incom

e strategies of insurance com
panies and pension funds, R

eport subm
itted by a W

orking G
roup 

established by the C
om

m
ittee on the G

lobal F
inancial S

ystem
,T

his W
orking G

roup w
as chaired by P

eter P
raet, M

em
ber of 

the E
uropean C

entral B
ank ’s E

xecutive B
oard, B

ank for International S
ettlem

ents,July 2011,1-59pp. w
w

w
.bis.org/list/cgfs/

index.htm
.

（
22
） 

関
東
財
務
局
「
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
株
式
会
社
に
対
す
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
八
年
一
月
二
九
日
）。http://kantou.m

of.go.jp/

一
七
五



rizai/pagekthp0130000001_00004.htm
l.

金
融
庁
「
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
株
式
会
社
に
対
す
る
立
入
検
査
の
着
手
及
び
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対

す
る
報
告
徴
求
命
令
の
発
出
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
八
年
二
月
二
日
）。

（
23
） 
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
は
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
七
日
市
中
協
議
文
書
「
ス
テ
ッ
プ
イ
ン
・
リ
ス
ク
の
特
定
と
評
価
」（Identification 

and m
easurem

ent of step-in risk

）
を
公
表
し
て
い
る
。B

asel C
om

m
ittee on B

anking S
upervision, C

onsultative D
ocum

ent, 

Identification and m
easurem

ent of step-in risk, Issued for com
m

ent by 17 M
arch 2016, D

ecem
ber 2015.

https://w
w

w
.bis.org/bcbs/publ/d349.pdf

（
24
） 

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
に
お
け
る
国
際
協
調
を
推
進
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
政
府
間
の
枠
組
み
で
あ
る
（inter-

governm
ental body

）。
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
、
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
の
グ
ロ
ー
バ
ル
基
準
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
一
一
月
一
六
日
金
融
審
議
会
「
決
済
業
務
等
の
高
度
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」（
第
四
回
）
事
務
局
説
明
資
料
一
頁
。

（
25
） G

uidance for a risk-based approach to V
irtual C

urrencies

（F
A

T
F

, June 2015

）.

http://w
w

w
.fatf-gafi.org,

http://activeictjapan.com
/pdf/20150701/jim

in_it-toku_docum
ent2_20150701.pdf

（
26
） 

前
掲
注（
２
）辻
岡
将
基
・
白
澤
光
音
三
八
─
六
九
頁
参
照
。

（
27
） custom

er loyalty

は
、
顧
客
満
足
度
と
比
べ
、
感
情
的
に
企
業
や
サ
ー
ビ
ス
へ
持
つ
強
い
結
び
つ
き
を
表
す
概
念
で
顧
客
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と

表
記
さ
れ
る
。

https://w
w

w
.w

eblio.jp/content/custom
er+loyalty

（
28
） 

ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
（V

olatility

）
は
価
格
変
動
の
度
合
い
を
示
す
言
葉
で
、
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
が
大
き
い
場
合
は
商
品
の
価
格
変
動
が

大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
代
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
理
論
な
ど
で
は
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
を
標
準
偏
差
で
数
値
化
し
、
そ
の
商
品
の
リ
ス
ク
の
度
合

い
と
し
て
捉
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
が
大
き
い
商
品
は
リ
ス
ク
が
高
く
、
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
が
小
さ
い
商
品
は
リ
ス
ク

が
低
い
と
判
断
さ
れ
る
。
標
準
偏
差
で
算
出
し
た
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
が
大
き
い
場
合
、
実
際
の
リ
タ
ー
ン
と
期
待
収
益
率
（
予
想
さ
れ
る
リ
タ
ー

ン
の
加
重
平
均
値
）
と
の
差
異
が
大
き
く
な
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
よ
う
な
価
格
変
動
の
ブ
レ
の
大
き
い
商
品
は
多
く
の
人
が
避

一
七
六



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

け
る
こ
と
か
ら
一
般
に
リ
ス
ク
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

https://w
w

w
.sm

bcnikko.co.jp/term
s/japan/ho/J0280.htm

l

（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
證
券
）

（
29
） 
前
掲
注（
12
）Basel C

om
m

ittee on B
anking S

upervision

［F
ebruary 2018

］,33-41pp.

前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
四
─
六

頁
。

（
30
） 

バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
規
制
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
動
き
な
ど
を
紹
介
し
、
各
目
的
や
運
営
実
態
の
多
様
性
を
認
め
つ
つ
も
同
様
の
ア
プ
ロ
ー

チ
採
用
を
各
国
当
局
に
対
し
て
求
め
て
い
る
。

（
31
） 

銀
行
の
委
託
先
、
再
委
託
先
の
監
督
に
関
す
る
各
国
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
前
掲
注（
８
）Basel C

om
m

ittee on B
anking S

upervision

［A
ugust 2017

］, A
nnex 2- Indirect supervision of third-party service providers 43-44pp.

（
32
） 

金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
成
主
体
の
変
容
に
つ
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
（
Ｇ
―Ｓ
Ｉ
Ｂ
）
に
関
す
るT

oo B
ig T

o F
ail

（
大
き
過
ぎ
て
潰
せ
な
い
）
問
題
等
の
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
に
係
る
リ
ス
ク
縮
減
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す
る
。
前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山

田
隆
人
六
頁
（
注
10
）。F

intech

拡
大
に
よ
る
金
融
ス
テ
ム
安
定
に
関
す
る
二
面
性
と
も
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

（
33
） 

片
山
謙
「
ク
ロ
ス
セ
ル
を
促
す
欧
州
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
の
営
業
戦
略
」
知
的
財
産
創
造
二
〇
〇
七
年
五
月
号
七
四
─
七
五
頁
。
欧
州
で

は
一
つ
の
金
融
業
態
が
他
の
業
態
の
商
品
を
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
）
の
み
な
ら
ず
、
銀
行
業
と
保
険
業
を
傘
下
に
有
す

る
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
に
お
い
て
、
一
方
の
顧
客
基
盤
を
他
方
の
業
態
に
繋
ぐ
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

（
34
） 

小
川
長
「
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
と
経
営
戦
略
」
尾
道
大
学
経
済
情
報
論
集
第
一
一
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
六
月
）
一
七
七
─
二
〇
九
頁
。

（
35
） B

asel C
om

m
ittee on B

anking S
upervision,P

rinciples for the S
ound M

anagem
ent of O

perational R
isk,June 2011,pp1-19.

（
36
） 

前
掲
注（
12
）Basel C

om
m

ittee on B
anking S

upervision
［F

ebruary 2018

］, pp24-29, G
raph 7: P

ractical instances of P
S

M
O

R
 

applied to fintech.

（
37
） Internal C

ontrol - Integrated F
ram

ew
ork, C

om
m

ittee of S
ponsoring O

rganization of the T
readw

ay C
om

m
ission

（Jersey 

C
ity, N

J: A
m

erican Institute of C
ertified P

ublic A
ccountants. M

ay 2013. A
vailable at coso.org. 

Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
、

E
nterprise R

isk M
anagem

ent Integrating w
ith S

trategy and P
erform

ance E
xecutive S

um
m

ary, C
om

m
ittee of S

ponsoring 

一
七
七



O
rganizations of the T

readw
ay C

om
m

ission,June 2017,1-10pp.

松
下
幸
史
郎
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
―Ｅ
Ｒ
Ｍ
２
０
１
７
に
関
す
る
考
察
─
２
０
０
４

年
版
と
の
比
較
─
」
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
報
告
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
九
日
関
西
大
学
）。
目
標
の
達
成
に
不
利
な
（adversely

）
影

響
を
与
え
る
可
能
性
、
が
戦
略
と
目
標
の
達
成
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
、
と
修
正
さ
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
盛
り
込
ま
れ
る
に
至
っ

て
お
り
、
我
が
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
二
〇
一
八
年
六
月
改
訂
）
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
し
て
経
営
陣
が
積
極
的

な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
う
こ
と
を
推
奨
す
る
内
容
と
近
接
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

（
38
） 

前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
二
一
─
二
二
頁
。

（
39
） 

金
融
工
学
を
駆
使
し
て
過
去
の
値
動
き
か
ら
最
良
の
執
行
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
る
取
引
手
法
。

（
40
） 

景
気
の
悪
化
時
に
金
融
機
関
が
自
己
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
改
善
な
ど
の
た
め
に
中
小
企
業
な
ど
へ
の
融
資
を
控
え
る
た
め
、
景
気
循
環
・
変

動
幅
が
逆
に
増
幅
さ
れ
景
気
が
悪
化
す
る
効
果
な
ら
び
に
金
融
機
関
の
経
営
行
動
の
こ
と
。
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
銀
行

の
自
己
資
本
規
制
、
金
融
商
品
の
時
価
会
計
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
、
与
信
先
や
保
有
金
融
商
品
の
評
価
が
悪
化
す
る
際
に
、
銀
行
な
ど
の
市
場
参
加

者
が
信
用
供
与
縮
小
と
資
産
売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
実
体
経
済
・
市
場
全
体
を
一
層
悪
化
さ
せ
る
。
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
な
ど
規
制
・
監

督
当
局
は
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
問
題
に
関
し
て
資
本
バ
ッ
フ
ァ
ー
、
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
ト
リ
ス
ク
に
基
づ
く
資
本
算
定
見
直
し
、
貸
倒
引
当
金
積
立

基
準
の
見
直
し
等
を
検
討
し
て
い
る
。G

lossary:P
rocyclical econom

ic indicator - S
tatistics E

xplained,

https://w
w

w
.glossary.jp/econ/econom

y/pro-cyclicality.php.

（
41
） 

金
利
が
一
ベ
ー
シ
ス
ポ
イ
ン
ト
（
〇
・
〇
一
％
）
変
化
し
た
場
合
の
債
券
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
等
の
金
融
商
品
に
お
け
る
現
在
価
値
の
変
化
額
で

あ
る
。

（
42
） 

預
金
期
日
の
定
め
の
な
い
預
金
で
普
通
預
金
、
当
座
預
金
、
通
知
預
金
、
貯
蓄
預
金
、
別
段
預
金
、
納
税
準
備
預
金
が
あ
り
、
期
日
の
定
め
が

な
く
要
求
払
預
金
、
無
期
日
預
金
と
も
称
さ
れ
る
。
コ
ア
預
金
は
実
質
的
に
低
金
利
の
長
期
調
達
と
同
等
で
金
利
が
高
く
収
益
向
上
に
有
利
な
運
用
、

資
産
選
択
が
可
能
に
な
る
。
規
制
に
対
す
る
影
響
以
上
に
資
本
使
用
率
を
効
率
的
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
短
期
的
に
流
出
し
な
い
預
金
で
あ
る

た
め
、
流
動
性
リ
ス
ク
管
理
の
高
度
化
、
流
動
性
リ
ス
ク
を
小
さ
く
す
る
こ
と
に
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
統
合
リ
ス
ク
管
理
研
究
会
「
統
合

リ
ス
ク
管
理
入
門
（
８
）」
エ
フ
ア
イ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
、

一
七
八



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

http://w
w

w
.ginkouin.com

/rensai/riskm
anagem

ent/pdf/riskm
anagem

ent_8.pdf.

日
本
銀
行
金
融
機
構
局
・
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
「
コ

ア
預
金
モ
デ
ル
の
特
徴
と
留
意
点
─
金
利
リ
ス
ク
管
理
そ
し
て
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
高
度
化
に
向
け
て
─
」B

O
J R

eports &
 R

esearch P
apers

（
二
〇
一
一
年
一
一
月
）
一
─
三
五
頁
。

（
43
） 
前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
二
四
頁
。

（
44
） 

瀧
俊
雄
「
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
に
よ
るF

intech

へ
の
提
言
レ
ポ
ー
ト
」
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
（
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
）。https://

m
oneyforw

ard.com
/m

f_blog/20170901/bcbs/.

新
た
な
変
化
に
対
し
て
観
察
さ
れ
て
い
る
事
実
と
推
奨
さ
れ
る
対
応
を
一
〇
個
の
論
点
に
つ
い

て
掲
げ
て
い
る
。
①
銀
行
業
務
の
範
囲
や
性
質
は
技
術
の
取
込
み
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
通
じ
て
変
化
す
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
の
健
全
性
を
保
つ
た

め
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
害
す
る
よ
う
な
リ
ス
ク
も
最
小
化
す
る
こ
と
。
②
銀
行
自
体
に
と
りF

intech

が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
は
戦
略
、
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
サ
イ
バ
ー
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
四
種
に
分
類
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
堅
牢
で
戦
略
的
な
プ
ラ
ン
を
持
ち
潜
在
的
な
参
入
者
に
よ

る
収
益
イ
ン
パ
ク
ト
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
新
た
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
提
供
の
際
に
も
四
種
の
リ
ス
ク
の
勘
案
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

③
新
た
な
技
術
をF

intech

企
業
や
銀
行
が
提
供
す
る
場
合
、
そ
れ
自
体
が
も
た
ら
す
新
し
い
リ
ス
ク
も
存
在
す
る
。
銀
行
の
観
点
か
ら
も
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
裏
側
に
あ
る
技
術
の
リ
ス
ク
が
適
切
に
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
④F

intech

の
進
展
に
伴
い
協
業
や
外
部
委
託
事
例
が

増
え
る
中
で
、
外
部
委
託
の
あ
り
方
を
整
備
し
銀
行
本
体
と
同
水
準
の
リ
ス
ク
管
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
⑤
既
存
の
金
融
規
制
に
加

え
て
、
デ
ー
タ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
Ｉ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
競
争
促
進
と
反
テ
ロ
・
マ
ネ
ロ
ン
対
策
な
ど
の
政
策
対
応
も
必
要
と
な
る
。
政
府
機
関
間

で
の
連
携
を
行
い
つ
つ
適
切
な
監
督
体
制
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
⑥
融
資
や
投
資
領
域
に
お
い
て
は
、
多
国
間
で
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
行
う
事
例
も
見
ら
れ
る
中
で
政
策
当
局
の
国
際
的
協
調
が
必
要
と
な
る
。
⑦
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
技
術
変
化
に
よ
り
提
供
形
態
を
変
え
る
中
で
、

監
督
モ
デ
ル
、
職
員
の
採
用
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
あ
り
方
、
ナ
レ
ッ
ジ
や
ツ
ー
ル
を
再
考
す
る
。
⑧
分
散
型
台
帳
技
術
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や

人
工
知
能
技
術
が
進
展
す
る
中
で
、
監
督
の
効
率
性
や
専
門
性
の
向
上
に
活
用
で
き
な
い
か
を
検
討
す
る
。
⑨
既
存
の
金
融
規
制
が
想
定
し
て
い
な

い
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い
て
規
制
、
監
督
お
よ
び
許
認
可
の
あ
り
方
を
再
考
し
、
顧
客
保
護
や
安
全
な
シ
ス
テ
ム
の
提
供
と
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
の
参
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
。
⑩
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
（accelerator
）
や
規
制
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
（regulations sandbox

）、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
（innovation hub

）
な
ど
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
よ
う
に
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の
交
流
接
点
や
技
術
振
興
に
向
け
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
各
国

一
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の
当
局
間
で
共
有
す
る
。

（
45
） F

S
I Insights on policy im

plem
entation N

o 9, Innovative technology in financial supervision 

（suptech

） - the experience of 

early users, B
y D

irk B
roeders and Jerm

y P
renio, B

ank for International S
ettlem

ents, July 2018,1-26pp.

（
46
） 
法
令
上
の
（de jure

）
規
制
が
限
界
を
呈
し
、
代
わ
っ
て
事
実
上
の
（de facto

）
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
生
成
・
普
及
に

規
制
当
局
が
参
画
す
る
事
例
が
出
つ
つ
あ
る
。
金
融
セ
ク
タ
ー
、
Ｉ
Ｔ
セ
ク
タ
ー
の
自
主
規
制
、
国
際
標
準
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
等
。
前
掲
注（
10
）久
光
孔

世
留
・
山
田
隆
人
四
頁
（
注
14
）。

（
47
） 

日
本
銀
行
「
２
０
１
７
年
度
の
考
査
の
実
施
方
針
等
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
七
年
三
月
二
八
日
）
一
─
一
七
頁
。
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
は
金

融
機
関
のF

inT
ech

の
導
入
・
活
用
状
況
、F

inT
ech

企
業
と
の
連
携
等
の
実
情
を
調
査
し
て
い
る
。
Ｇ
７
サ
イ
バ
ー
専
門
家
グ
ル
ー
プ
（C

yber 

E
xper G

roup

）
に
継
続
的
に
参
画
し
、
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
は
「
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
金
融
の
高
度
化
の
推
進
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

開
催
し
て
い
る
。

（
48
） 

柏
木
亮
二
・
前
掲
注（
14
）三
六
頁
。

（
49
） 

産
業
機
械
か
ら
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
・
デ
バ
イ
ス
ま
で
日
常
を
構
成
し
て
い
る
モ
ノ
が
、
相
互
接
続
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
モ
ノ
に
搭
載
さ
れ
た

内
蔵
セ
ン
サ
ー
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行
す
る
概
念
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
サ
ー

バ
ー
や
ク
ラ
ウ
ド
に
接
続
さ
れ
、
モ
ノ
が
相
互
通
信
し
、
遠
隔
か
ら
も
認
識
や
計
測
、
制
御
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
デ
ー
タ
処
理
、
変
換
、
分
析
、

連
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
概
要
と
重
要
性
」S

A
S

 A
nalytics for IoT

. https://w
w

w
.sas.com

/ja_

jp/insights/big-data/internet-of-things.htm
l.

（
50
） 

柏
木
亮
二
・
前
掲
注（
14
）一
五
頁
以
下
参
照
。

（
51
） 

Ｎ
Ｒ
Ｉ
野
村
総
合
研
究
所
資
料
。
柏
木
亮
二
「F

inT
ech

に
よ
っ
て
激
変
す
る
競
争
環
境
」
首
都
大
学
東
京
金
融
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
第
一
回

東
京
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
一
八
年
五
月
三
〇
日
）
講
演
資
料
三
頁
。

（
52
） 

柏
木
亮
二
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
加
速
さ
せ
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」F

inancial Inform
ation T

echnology F
ocus

（
二
〇
一
六
年
六
月
）

一
二
─
一
三
頁
。

一
八
〇



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

（
53
） 

チ
ャ
ネ
ル
拡
大
を
目
指
し
、
広
告
費
の
意
味
合
い
を
有
す
る
。

（
54
） 

我
が
国
の
金
融
審
議
会
「
決
済
業
務
等
の
高
度
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
～
決
済
高
度
化
に
向
け
た
戦
略
的
取
組
み
～
」
報

告
書
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
二
日
）
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
検
討
す
る
た
め
の
作
業
部
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
た
。

（
55
） 
森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
増
島
雅
和
・
堀
天
子
編
石
川
貴
教
・
白
根
央
・
飯
島
隆
博
著
『F

inT
ech

の
法
律
２
０
１
７
─
２
０
１
８
』
日
経

Ｂ
Ｐ
社
（
二
〇
一
七
年
七
月
）
一
─
五
四
三
頁
。
柏
木
亮
二
・
前
掲
注（
14
）二
六
頁
。

（
56
） 

第
三
九
回
金
融
審
議
会
総
会
・
第
二
七
回
金
融
分
科
会
合
同
会
合
議
事
次
第
配
付
資
料
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
六
日
）。

（
57
） 

柏
木
亮
二
・
前
掲
注（
14
）三
六
頁
。

（
58
） 

石
川
智
也
・
河
合
優
子
・
白
澤
秀
己
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
対
応
と
日
本
の
デ
ー
タ
越
境
移
転
規
制
対
応
の
実
務
」
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
・
企
業
法

務
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
二
月
号
）
一
─
九
頁
参
照
。
石
川
智
也
・
河
合
優
子
・
菅
悠
人
・
杉
山
侑
惟
「
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
か
ら
日
本
へ
の
個

人
デ
ー
タ
の
移
転
の
た
め
の
十
分
性
認
定
の
ド
ラ
フ
ト
の
公
表
」
企
業
法
務
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
九
月
号
）
一
─
四
頁
、
石
川
智
也
・

河
合
優
子
・
杉
山
侑
惟
「
Ｅ
Ｅ
Ａ
域
内
か
ら
十
分
性
認
定
に
よ
り
移
転
を
受
け
た
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
補
完
的
ル
ー
ル
の
公
表
と
、
日

本
企
業
の
実
務
対
応
に
つ
い
て
」
企
業
法
務
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
八
月
号
）
一
─
一
〇
頁
。
梅
澤
泉
「
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
の
概
要
と
企
業
が
対
応
す
べ
き
事
項
」E

Y
 Japan

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
・
情
報
セ
ン
サ
ー
二
〇
一
七
年
二
月
号
。

Ｅ
Ｕ
か
ら
日
本
に
移
転
さ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
を
外
国
に
再
移
転
す
る
場
合
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
の
対
応
や
十
分
性
認
定
の
動
向
を
把
握
す
る
の
み
な
ら
ず
、

我
が
国
の
法
お
よ
び
関
連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
検
討
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
越
境
移
転
規
制
（
第

二
四
条
）
に
関
し
、
外
国
に
あ
る
第
三
者
に
個
人
デ
ー
タ
を
移
転
す
る
際
の
規
律
に
つ
い
て
対
応
未
了
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
日
本
の
グ
ル
ー
プ
会

社
と
の
間
の
個
人
デ
ー
タ
の
共
有
、
海
外
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
間
の
個
人
デ
ー
タ
の
共
有
に
つ
い
て
対
処
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
59
） 

日
本
銀
行
決
済
機
構
局
小
早
川
周
治
「
中
央
銀
行
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演

（
二
〇
一
八
年
二
月
一
三
日
）、
同
「
中
央
銀
行
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
発
行
の
取
組
み
」
金
融
財
政
事
情
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
一
日
）
一
四
─

一
七
頁
。

（
60
） 

柳
川
範
之
（
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
）「
仮
想
通
貨
、
中
銀
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
将
来
」
東
京
大
学
金
融
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

一
八
一



（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｆ
）「
２
０
１
７
年
度
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
講
演
（
二
〇
一
八
年
三
月
二
〇
日
）
参
照
。
そ
の
他
、
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
で
は
、
松
尾
元
信
（
金
融
庁
総
務
企
画
参
事
官
）「fintech

等
に
対
応
し
た
金
融
規
制
の
方
向
性
」、
河
合
祐
子
（
日
本
銀
行

決
済
機
構
局
審
議
役
・F

inT
ech

セ
ン
タ
ー
長
）「F

inT
ech

が
描
く
未
来
」、
岩
下
直
行
（
京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院
教
授
、
前
日
本
銀
行
初
代

F
inT

ech
セ
ン
タ
ー
長
）「
最
近
の
仮
想
通
貨
を
巡
る
話
題
」、
楠
正
憲
（
内
閣
府
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
、Japan D

igital D
esign C

T
O

）「
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
と
仮
想
通
貨
交
換
業
者
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」、
リ
ー
ド
コ
メ
ン
ト
・
パ
ネ
リ
ス
ト
翁
百
合
（
日
本
総
合
研
究
所
副
理
事
長
）、
植
田
和
男

（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
長
）。

（
61
） C

om
m

ittee on P
aym

ents and M
arket Infrastructures M

arkets C
om

m
ittee, C

entral bank digital currencies,R
eport 

subm
itted by W

orking G
roups chaired by K

laus L
öber 

（E
uropean C

entral B
ank

） and A
erdt H

ouben 

（N
etherlands B

ank

）, 

M
arch 2018, B

ank for International S
ettlem

ents

（B
IS

）,1-28pp.

な
お
翻
訳
に
関
す
る
文
責
は
全
て
筆
者
に
あ
る
。

https://w
w

w
.bis.org/cpm

i/publ/d174.pdf#search=%
27m

oney+flow
er+digital++tokenbased+++com

ittee+on++paym
ents+and+m

ar

ket+infrastructure+m
arkets+com

m
ittee%

27

（
62
） C

entral bank cryptocurrencies, M
orten B

ech, R
odney G

arrat, B
IS

 Q
uarterly R

eview
, 17 S

eptem
ber 2017.

（
63
） retail transactions

以
外
に
も
、
更
に
広
い
範
囲
で
の
利
用
も
可
能
で
あ
る
。
通
常segm

ents

はretail

とw
holesale

に
分
け
ら
れ
、

retail paym
ents

は
相
対
的
に
低
位
な
価
値
の
取
引
を
指
し
、cheques

、credit transfers

、direct debits

、card paym
ents

が
例
示
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、w

holesale paym
ents

は
、
高
位
な
価
値
・
優
先
度
合
い
の
取
引
（large-value and high-priority transactions

）
の
も
の

で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
に
関
す
る
限
り
は
こ
の
区
別
は
相
対
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
よ
る
が
、a w

idely available 

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
で
あ
れ
ばw

holesale transactions

に
も
使
用
が
可
能
と
な
り
得
る
。
前
掲
注（
61
）Com

m
ittee on P

aym
ents and M

arket 

Infrastructures M
arkets C

om
m

ittee, C
entral bank digital currencies,4p.

（
64
） 

み
ず
ほ
証
券
戦
略
調
査
部
小
川
久
範
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

）
の
ご
説
明
」
金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」

（
第
一
回
）
資
料
（
二
〇
一
八
年
四
月
三
〇
日
）
一
─
一
二
頁
参
照
。
有
吉
尚
哉
「Initial C

oin O
ffering

（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
に
対
す
る
金
融
規
制
の
適

用
関
係
に
関
す
る
一
考
察
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ 

№
一
一
一
一
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
日
）
四
─
一
三
頁
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
を
仮
想
通
貨
型
、
法
定
通
貨
型
、

一
八
二



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

フ
ァ
ン
ド
型
、
商
品
券
型
、
会
員
権
型
お
よ
び
期
待
権
型
に
分
類
し
て
い
る
。

（
65
） F

acebook

、G
oogle

は
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
広
告
を
取
扱
わ
な
く
な
り
周
知
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

（
66
） 
仮
想
通
貨
を
支
払
う
と
自
動
的
に
ト
ー
ク
ン
が
分
配
さ
れ
る
。

（
67
） 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
失
敗
に
終
わ
る
ケ
ー
ス
、
多
額
の
金
銭
を
得
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
さ
せ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
失
い
進
展
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

（
68
） 

Ｉ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
介
在
す
る
ケ
ー
ス
、
介
在
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
海
外
に
お
け
る
ト
ー
ク
ン
（
有
価
証
券
型
）
販
売
も
同
様
。

（
69
） 

前
掲
注（
64
）小
川
久
範
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

）
の
ご
説
明
」
九
頁
。

（
70
） 

イ
ー
サ
リ
ア
ム
の
価
格
は
数
年
で
Ｉ
Ｃ
Ｏ
時
点
の
一
、〇
〇
〇
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
。
他
方
で
流
出
な
ど
に
よ
る
被
害
規
模
は
全
体
の

一
〇
％
程
度
と
さ
れ
る
。

（
71
） 

取
扱
う
条
件
と
し
て
発
行
体
に
金
銭
や
ト
ー
ク
ン
を
要
求
す
る
仮
想
通
貨
交
換
業
者
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。

（
72
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」（
第
一
回
）
事
務
局
資
料
一
─
一
三
頁
参
照
。

（
73
） 

出
資
者
全
員
が
そ
の
事
業
に
関
与
す
る
場
合
な
ど
は
除
か
れ
る
。
横
山
淳
「
集
団
投
資
ス
キ
ー
ム
（
フ
ァ
ン
ド
）
の
規
制
」
大
和
総
研
制
度
調

査
部
情
報
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
六
日
）
一
─
一
〇
頁
。

（
74
） 

株
式
取
引
と
同
様
に
「
板
」
が
あ
る
。
一
般
社
団
法
人
日
本
仮
想
通
貨
交
換
業
協
会
「
仮
想
通
貨
取
引
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
」
金
融
庁
「
仮

想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」（
第
一
回
）
資
料
一
─
四
〇
頁
参
照
。

（
75
） 

こ
の
他
、
定
期
的
（
毎
月
末
、
三
ヵ
月
毎
等
）
に
取
引
報
告
書
を
メ
ー
ル
報
告
を
実
施
し
て
い
る
業
者
も
存
在
す
る
。
日
本
仮
想
通
貨
交
換
業

協
会
・
前
掲
注（
74
）三
〇
頁
。

（
76
） 

日
本
仮
想
通
貨
交
換
業
協
会
の
秘
密
鍵
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
外
部
事
業
者
と
の
間
で
連
携
し
て
実
施
す
る
マ
ル
チ
シ
グ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て

安
全
性
を
高
め
て
い
る
。
日
本
仮
想
通
貨
交
換
業
協
会
・
前
掲
注（
74
）三
六
頁
。

（
77
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
対
応
等
」
一
─
一
七
頁
参
照
、
金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」

（
第
二
回
）
事
務
局
資
料
（
二
〇
一
八
年
四
月
二
七
日
）。

一
八
三



（
78
） 

仮
想
通
貨
交
換
業
者
を
監
督
す
る
際
の
行
政
部
内
の
職
員
向
け
の
手
引
書
で
あ
る
（
公
表
）。

金
融
庁
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
二
〇
一
七
年
四
月
施
行
）
三
─
五
七
頁
。

（
79
） 
金
融
庁
・
前
掲
注（
78
）三
〇
─
三
八
頁
。

（
80
） 
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
案
は
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
悪
用
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
空
間
を
経
由
し
て
行
わ
れ
る
不

正
侵
入
、
情
報
の
窃
取
、
改
竄
や
破
壊
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
作
動
停
止
や
誤
作
動
、
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
や
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ
攻
撃
等
の
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
脅
か
さ
れ
る
事
案
を
い
う
。
金
融
庁
・
前
掲
注（
78
）三
一
頁
。

（
81
） 

シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
態
勢
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
第
三
者
（
外
部
機
関
）
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
金
融
庁
・
前
掲
注

（
78
）三
一
頁
。

（
82
） 

機
密
情
報
と
は
暗
号
鍵
等
、
暗
証
番
号
、
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
等
、
利
用
者
に
損
失
が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
情
報
を

い
う
。
金
融
庁
・
前
掲
注（
78
）三
三
頁
。

（
83
） 

拙
稿
「
金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
─
内
部
統
制
お
よ
び
内
部
監
査
な
ら
び
にF

inT
ech

関

連
法
制
を
踏
ま
え
た
組
織
法
的
考
察
─
」
日
本
法
学
第
八
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
八
年
一
月
）
一
─
五
九
頁
。

（
84
） 

外
部
監
査
人
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
監
査
を
導
入
す
る
方
が
監
査
の
実
効
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
内
部
監
査
に
代
え
て
外
部
監
査
を
利

用
し
て
差
し
支
え
な
い
。
金
融
庁
・
前
掲
注（
78
）三
五
頁
。

（
85
） 

う
ち
一
社
は
実
態
を
詳
細
に
把
握
し
た
結
果
、
仮
想
通
貨
交
換
業
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
金
融
庁
・
前
掲
注（
77
）九
頁
。

（
86
） 

金
融
庁
・
前
掲
注（
77
）九
頁
。

（
87
） 

同
一
銘
柄
に
つ
き
自
己
の
売
り
注
文
と
買
い
注
文
を
同
時
期
・
同
価
格
で
約
定
さ
せ
る
も
の
。

（
88
） 

片
岡
義
広
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
と
金
融
機
関
関
連
の
法
制
度
的
論
点
に
つ
い
て
の
報
告
書
」
二
〇
一
七
年
二
月
三
日
全
国
銀
行
協
会
第

三
回
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
研
究
会
（
二
〇
一
七
年
七
月
三
日
）
一
─
一
六
頁
。
片
岡
義
弘
「
仮
想
通
貨
の
私
法
的
性
質
の
論
点
」『
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン

な
ど
の
仮
想
通
貨
に
関
す
る
法
改
正
と
実
務
へ
の
影
響
』
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ
一
七
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
四
月
）
一
二
─
一
七
頁
参
照
。
中
央
集
権
型
取

引
所
（C

entralized E
xchange

）、
非
中
央
集
権
型
取
引
所
（D

ecentralized E
xchange

）
の
性
質
と
取
引
所
に
対
す
る
差
押
え
の
場
合
に
生
じ

一
八
四



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

得
る
任
意
の
対
応
な
ど
の
法
的
論
点
に
つ
い
て
、
吉
井
和
明
・
後
藤
大
輔
「
い
わ
ゆ
る
非
中
央
集
権
型
取
引
所
の
概
要
と
取
引
所
に
対
す
る
差
押
え

に
関
す
る
一
考
察
」
金
融
法
務
事
情
№
二
〇
九
四
（
二
〇
一
八
年
七
月
二
五
日
）
二
七
─
三
一
頁
。

（
89
） 
岩
下
直
行
「
仮
想
通
貨
と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」
千
葉
商
科
大
学
経
済
研
究
所
講
演
（
二
〇
一
八
年
五
月
一
二
日
）
一
─
六
〇
頁
参
照
。

（
90
） 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
ウ
ォ
レ
ッ
ト
で
、
ユ
ー
ザ
ー
は
バ
ッ
ク
ド
ア
な
ど
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
仮
想
通
貨
が
盗
ま
れ

る
こ
と
が
な
く
な
る
。
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
レ
ッ
ト
の
種
類
と
し
て
は
、
秘
密
鍵
を
紙
に
書
き
記
し
た
ペ
ー
パ
ー
ウ
ォ
レ
ッ
ト
、
金
属
や
コ
イ
ン
ま
た
は

安
全
な
専
用
デ
バ
イ
ス
な
ど
で
秘
密
鍵
を
管
理
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ウ
ォ
レ
ッ
ト
が
あ
る
。
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
レ
ッ
ト
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
し
て

安
全
な
一
方
、
物
理
的
に
秘
密
鍵
を
保
管
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
現
実
の
窃
盗
や
紛
失
に
弱
い
面
も
あ
る
。
ま
た
支
払
い
な
ど
に
は
使
い

に
く
く
、
コ
ー
ル
ド
ウ
ォ
レ
ッ
ト
は
あ
く
ま
で
も
保
管
目
的
で
用
い
ら
れ
日
常
の
財
布
に
は
別
の
ウ
ォ
レ
ッ
ト
を
併
用
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

https://bitbank.cc/info/glossary/cold_w
allet/

（bitbank

用
語
集
）。

（
91
） 

情
報
技
術
の
進
展
等
の
環
境
変
化
を
踏
ま
え
た
金
融
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
金
融
審
議
会
「
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
グ

ル
ー
プ
」
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
九
日
開
始
。
金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
に
関
す
る
研
究
会
」
二
〇
一
八
年
四
月
一
〇
日
開
始
。

（
92
） 

岩
下
直
行
・
前
掲
注（
89
）一
三
頁
。

（
93
） 

金
融
庁
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（Initial C

oin O
ffering

）
に
つ
い
て
～
利
用
者
及
び
事
業
者
に
対
す
る
注
意
喚
起
～
」
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
。
技

術
的
に
は
イ
ー
サ
リ
ア
ム
の
ス
マ
ー
ト
ト
ー
ク
ン
、E

R
C

-20 T
oken S

tandard

（E
IP

20

）
に
準
拠
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
94
） 

東
晃
慈
「
10
億
集
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
何
も
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
ロ
ー
ン
チ
で
き
な
い
理
由
」
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
。https://btcnew

s.

jp/2ojkkse512376/. T
echC

runch Japan

「
米
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
仮
想
通
貨
資
金
調
達
（
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
２
件
を
詐
欺
で
告
発
」（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
日
）

S
arah B

uhr

（
翻
訳N

ob T
akahashi

）。

https://jp.techcrunch.com
/2017/10/02/20170929the-sec-has-charged-tw

o-initial-coin-offerings-w
ith-defrauding-investors/

（
95
） S

E
C

 Issues Investigative R
eport C

oncluding D
A

O
 T

okens, a D
igital A

sset, W
ere S

ecurities, U
.S

. S
ecurities L

aw
s M

ay 

A
pply to O

ffers, S
ales, and T

rading of Interests in V
irtual O

rganizations, W
ashington D

.C
., July 25, 2017.

https://w
w

w
.sec.gov/new

s/press-release/2017-131

一
八
五
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N
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E
C

U
R

IT
IE

S
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X
C

H
A

N
G

E
 A

C
T

 O
F

 1934, R
elease N

o. 81207/July 25, 

2017, R
eport of Investigation P

ursuant to S
ection 21 

（a

） of the S
ecurities E

xchange A
ct of 1934: T

he D
A

O
.

（
96
） 
山
崎
大
輔
「「T

he D
A

O

は
証
券
取
引
所
法
違
反
に
な
り
う
る
」
米
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
加
熱
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
初
声
明
」（
二
〇
一
七
年
七
月
二
六
日
）

参
照
。https://btcnew

s.jp/2nb2krci11936/. S
E

C
.gov R

eport of Investigation P
ursuant to S

ection 21 

（a

） of the S
ecurities 

E
xchange A

ct of 1934:T
he D

A
O

. 

Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン
の
実
質
的
発
行
体
お
よ
び
取
引
所
が
有
価
証
券
取
引
所
規
制
対
象
と
な
る
点
に
つ
い
て
、

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
フ
ァ
ン
ド
に
近
い
性
質
が
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
様
々
な
投
資
先
に
投
資
が
行
わ
れ
、
利
益
配
当
が
Ｄ
Ａ
Ｏ
へ
の
投
資
家

に
分
配
さ
れ
る
仕
組
み
を
持
っ
て
い
る
。
②
Ｄ
Ａ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
自
律
的
な
Ｄ
Ａ
Ｏ
組
織
と
言
い
つ
つ
運
営
者
の
強
い
関
与
が
あ
り
、
個
別

投
資
先
の
選
定
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
役
割
の
人
が
一
定
の
選
別
を
し
て
作
成
し
た
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
、
投
資
家
は
投
票
で
投

資
先
を
選
ぶ
。
③
投
資
家
は
運
営
や
投
資
先
選
定
へ
の
自
由
度
が
少
な
い
た
め
、
運
営
者
に
よ
る
適
切
な
運
営
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
ホ
ワ
イ
ト

リ
ス
ト
作
成
に
相
当
程
度
の
期
待
を
持
つ
。
④
投
資
家
は
、
投
資
先
選
定
の
投
票
権
と
投
資
先
か
ら
の
利
益
配
当
権
を
持
つ
。
⑤
Ｄ
Ａ
Ｏ
ト
ー
ク
ン

の
購
入
は
誰
で
も
制
限
な
く
可
能
、
購
入
し
た
ト
ー
ク
ン
の
二
次
流
通
市
場
で
の
売
却
も
可
能
で
あ
る
。
⑥
規
制
対
象
と
な
る
有
価
証
券
購
入
の
払

込
は
現
金
に
限
ら
ず
、
仮
想
通
貨
等
も
対
象
に
な
る
。
②
の
点
で
、
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
い
る
フ
ァ
ン
ド
投
資
に
仕
組
み
が
似
て
い
る
。
④

の
点
で
、
明
確
に
投
資
家
は
利
益
配
当
へ
の
期
待
が
あ
り
、
仮
想
通
貨
の
事
前
販
売
と
は
異
な
る
フ
ァ
ン
ド
投
資
的
な
論
点
で
語
ら
れ
て
い
る
。
利

益
配
当
の
な
い
単
な
る
仮
想
通
貨
の
プ
リ
セ
ー
ル
だ
け
を
行
う
場
合
、
規
制
対
象
有
価
証
券
に
な
る
の
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
我
が
国
で
も
利
益
配

当
を
目
的
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
と
似
た
仕
組
み
で
行
う
場
合
、
フ
ァ
ン
ド
投
資
規
制
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
（
後
藤
あ
つ
し
見
解
）。
そ
の
後
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、

二
〇
一
七
年
九
月
サ
イ
バ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
を
創
設
し
て
証
券
市
場
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
犯
罪
な
ど
の
不
正
行
為
を
積
極
的
に
摘
発
す
る
方
針
を
示
し
て

い
る
。
詐
欺
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
対
し
て
は
、T

he D
A

O

に
関
す
る
報
告
書
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
一
九
四
六
年H

ow
ey

事
件
連
邦
最
高
裁
判
決

（S
ecurities and E

xchange C
om

m
ission v. W

. J. H
ow

ey C
o., 328 U

.S
. 293 

（1946

））
で
確
立
し
たH

ow
ey

基
準
を
適
用
し
、
無
登
録
の

証
券
募
集
と
し
て
規
制
を
強
め
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
一
二
月
に
は
、P

lex C
oin

と
称
す
る
詐
欺
的
ト
ー
ク
ン
の
発
行
を
差
止
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン

評
価
ア
プ
リ
を
提
供
す
るM

unchee

社
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
警
告
に
対
し
て
も
警
告
を
発
し
て
い
る
。H

ow
ey

基
準
は
、
①
資
金
の
拠
出
、
②
共
同
の
事
業
、

③
収
益
獲
得
の
期
待
、
④
収
益
獲
得
が
も
っ
ぱ
ら
資
金
供
出
以
外
の
他
人
の
努
力
に
依
る
こ
と
と
い
う
四
条
件
が
充
足
さ
れ
る
場
合
、
連
邦
証
券
法

一
八
六



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

の
規
制
を
受
け
る
投
資
契
約
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
後
掲
注（
143
）大
崎
貞
和
「
米
国
に
お
け
る
仮
想
通
貨
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
規
制
」
報
告
『
新
時

代
に
お
け
る
金
融
シ
ス
テ
ム
・
法
制
度
の
展
望
』
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
）
参
照
。

（
97
） 
岡
田
功
太
・
木
下
生
悟
「
仮
想
通
貨
に
対
す
る
米
規
制
当
局
の
ス
タ
ン
ス
と
課
題
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
一
八
春
号
一
─
一
三

頁
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
事
件
に
つ
い
て
三
─
六
頁
。

（
98
） C

F
T

C
 O

rders B
itcoin O

ptions T
rading P

latform
 O

perator and its C
E

O
 to C

ease Illegally O
ffering B

itcoin O
ptions and 

to C
ease O

perating a F
acility for T

rading or P
rocessing of S

w
aps w

ithout R
egistering,R

E
L

E
A

S
E

 N
um

ber7231-15,S
eptem

ber 

17, 2015.

https://w
w

w
.cftc.gov/P

ressR
oom

/P
ressR

eleases/pr7231-15.

（
99
） 

西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
編
『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
法
大
全
［
全
訂
版
］
下
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
八
三
二
─
八
三
三
頁
（
有
吉
尚

哉
）。

（
100
） 

金
融
庁
総
括
審
議
官
佐
々
木
清
隆
「
最
近
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
・
仮
想
通
貨
を
巡
る
状
況
」、
大
越
有
人
「
仮
想
通
貨
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
お
け
る
法
的

論
点
」、
成
本
治
男
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
・
ト
ー
ク
ン
の
活
用
～
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス
で
の
可
能
性
」、
大
石
幸
雄
「
仮
想
通
貨
と
知
的
財
産
～
最
新
特
許
情
報
を

踏
ま
え
」、
藤
田
勉
「
仮
想
通
貨
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
金
融
市
場
に
与
え
る
影
響
」
各
講
演
『
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
仮
想
通
貨
を
巡
る
法
的
論
点
』
Ｔ
Ｍ
Ｉ
総

合
法
律
事
務
所
・
一
橋
大
学
大
学
院
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
催
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
四
日
）。

（
101
） 

長
野
聡
「
仮
想
通
貨
と
通
貨
を
め
ぐ
る
法
規
制
の
一
試
論
（
上
）（
下
）」
金
融
法
務
事
情
№
二
〇
九
二
（
二
〇
一
八
年
六
月
二
五
日
）
三
四
─

四
五
頁
、
№
二
〇
九
三
（
二
〇
一
八
年
七
月
一
〇
日
）
三
二
─
四
一
頁
。
通
貨
の
条
件
は
価
値
、
流
通
の
安
定
へ
の
信
用
で
あ
っ
て
現
時
点
で
満
た

す
の
は
二
つ
し
か
な
い
。
①
Ｐ
２
Ｐ
内
信
用
仮
想
通
貨
は
Ｐ
２
Ｐ
内
で
メ
ン
バ
ー
が
価
値
維
持
行
動
を
す
る
と
の
信
用
に
依
拠
し
た
仮
想
通
貨
で
あ

り
、
現
実
に
は
仮
想
通
貨
の
仕
組
み
に
関
与
で
き
る
専
門
家
間
に
し
か
存
在
せ
ず
、
将
来
は
地
域
通
貨
に
可
能
性
が
あ
る
。
②
他
方
、
主
体
型
仮
想

通
貨
は
発
行
体
ま
た
は
管
理
者
の
信
用
に
依
拠
し
た
仮
想
通
貨
で
あ
り
、
銀
行
等
信
用
あ
る
主
体
や
見
合
い
資
産
の
あ
る
信
託
の
仕
組
み
に
よ
り
発

行
管
理
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
後
者
は
国
家
通
貨
同
様
に
規
律
し
、
通
貨
条
件
を
満
た
さ
な
い
仮
想
通
貨
と
称
さ
れ
る
も
の
は
実
態
に
合
わ
せ
て

円
の
支
払
手
段
や
金
融
商
品
と
同
様
の
制
度
に
服
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
こ
こ
で
Ｐ
２
Ｐ
（P

eer to P
eer

）
は
、
中
央
サ
ー

一
八
七



バ
ー
が
な
く
と
も
個
々
の
端
末
（P

eer

）
が
相
互
に
信
頼
し
合
い
成
立
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

（
102
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」（
第
一
回
）（
二
〇
一
八
年
四
月
一
〇
日
）、（
第
二
回
）（
二
〇
一
八
年
四
月
二
七
日
）
各

事
務
局
資
料
。

（
103
） 
当
初
約
三
〇
人
。

（
104
） 

現
在
ま
で
に
一
六
社
を
登
録
。
ま
た
み
な
し
業
者
に
つ
い
て
は
登
録
に
懸
念
が
あ
り
、
逆
に
登
録
を
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
八

年
一
月
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
社
の
Ｎ
Ｅ
Ｍ
の
事
件
が
発
生
し
た
。
業
者
の
実
態
に
応
じ
て
報
告
徴
求
や
検
査
、
改
善
命
令
を
発
出
し
た
が
、
そ
れ
以
外

の
登
録
業
者
に
も
緊
急
点
検
等
を
実
施
さ
せ
、
登
録
申
請
を
取
り
下
げ
る
業
者
も
出
て
き
て
い
る
。
前
掲
注（
100
）佐
々
木
清
隆
講
演
に
お
け
る
発
言
。

（
105
） 

利
用
者
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
計
一
五
回
の
注
意
喚
起
を
実
施
。

（
106
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」（
第
三
回
）
事
務
局
資
料
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
二
日
）。

（
107
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」（
第
二
回
）
事
務
局
資
料
参
照
。

（
108
） 

前
掲
注（
100
）佐
々
木
清
隆
講
演
。

（
109
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」（
第
一
回
）
事
務
局
資
料
。

（
110
） 

上
村
達
男
教
授
は
、
予
て
よ
り
欧
州
市
民
社
会
の
規
律
を
念
頭
に
公
開
会
社
法
の
必
要
性
を
力
説
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
米
国
法
の
限
界
と
し
て
、

伝
統
的
な
私
法
ル
ー
ル
で
一
切
を
説
明
し
よ
う
と
し
、
中
間
に
資
本
市
場
法
理
が
な
く
従
っ
て
公
開
会
社
法
理
が
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
金
融

商
品
取
引
法
上
の
制
度
が
実
態
的
に
優
先
適
用
さ
れ
る
結
果
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
は
、
①
市
場
ル
ー
ル
、
業
者
ル
ー
ル
等
は
対
応
す
る
会
社
法

上
の
制
度
は
な
い
が
、
有
価
証
券
の
公
正
な
価
格
形
成
に
資
す
る
も
の
と
し
て
会
社
と
し
て
の
協
力
・
尊
重
す
る
義
務
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
義

務
）
の
対
象
に
は
な
る
。
②
開
示
・
会
計
・
監
査
・
内
部
統
制
を
資
本
市
場
の
イ
ン
フ
ラ
と
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
公
正
な
価
格
形
成
確
保
の
た
め

の
制
度
と
し
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
③
金
商
法
違
反
行
為
と
し
て
の
私
法
上
の
効
力
に
か
か
る
問
題
で
は
、
取
引
の
追
跡
不
能
状
態
で
の
個
々

の
取
引
の
有
効
性
と
資
本
市
場
機
能
と
の
調
和
を
い
か
に
図
る
か
。
④
金
商
法
上
の
損
害
賠
償
制
度
は
民
法
の
不
法
行
為
か
否
か
等
の
公
開
会
社
に

お
け
る
民
事
責
任
制
度
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
る
等
の
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
り
、
前
提
と
し
て
我
が
国
に
公
開
会
社
法
制
度
の
導
入
の
必
要
性
が
予

て
よ
り
主
張
さ
れ
て
い
る
。
対
象
会
社
と
し
て
は
株
式
会
社
、
公
開
会
社
、
更
に
銀
行
な
ど
と
三
分
類
し
、
規
制
と
し
て
は
会
社
法
、
金
商
法
（
証

一
八
八



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

券
取
引
法
）、
銀
行
法
な
ど
公
的
規
制
（
業
法
）
に
三
区
分
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
公
開
会
社
法
全
体
の
整
理
と
し
て
、
金
融
商
品
毎
に
は
①
フ
ァ

ン
ド
・
証
券
化
、
②
株
券
・
社
債
等
、
③
そ
の
他
金
融
商
品
に
区
分
け
さ
れ
、
他
方
ル
ー
ル
は
①
市
場
ル
ー
ル
（
取
引
所
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
ー
ク
、

上
場
管
理
な
ど
）
②
業
者
ル
ー
ル
（
勧
誘
規
制
、
営
業
規
制
、
財
務
規
制
、
資
産
保
管
、
資
産
運
用
、
金
融
商
品
仕
組
み
な
ど
）、
③
取
引
ル
ー
ル

（
情
報
開
示
、
会
計
監
査
、
不
公
正
取
引
規
制
、
公
開
買
付
、
発
行
市
場
な
ど
）、
更
に
④
金
融
商
品
仕
組
法
（
フ
ァ
ン
ド
・
証
券
化
に
は
集
団
投
資

ス
キ
ー
ム
法
制
、
株
券
・
社
債
等
に
は
株
式
会
社
法
（
公
開
会
社
法
）、
そ
の
他
金
融
商
品
に
は
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
仕
組
法
）
が
配
さ
れ
る
。
公
開
会

社
法
の
法
目
的
は
、
巷
間
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
株
主
価
値
の
最
大
化
で
は
な
く
、
公
正
価
格
を
最
大
の
財
産
と
考
え
、
企
業
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
、

市
場
の
要
請
の
実
施
、
ル
ー
ル
全
体
へ
の
貢
献
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
上
村
達
男
「
公
開
会
社
法
─
喫
緊
の
課
題
と
基
礎
理
論
の
変
容
─
」

二
〇
一
八
年
度
早
稲
田
大
学
横
川
敏
雄
記
念
公
開
講
座
講
演
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
六
日
）
参
照
。
上
村
達
男
「
公
開
会
社
抜
き
の
「
株
主
と
の
対

話
」
と
は
」
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
＆
Ｉ
Ｒ 

Vol.
１
（
二
〇
一
七
年
五
月
）
一
─
七
頁
。
企
業
経
営
の
方
向
性
と
し
て
は
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（R

eturn on 

E
quity

）
で
な
く
Ｒ
Ｏ
Ａ
（R

eturn on A
sset

）
を
指
向
し
、
株
主
主
権
と
い
う
よ
り
も
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
重
視
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境

（E
nvironm

ent

）、
社
会
（S

ocial

）、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（G

overnance

））
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（S

ustainable D
evelopm

ent G
oals

、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
に
配
慮
し
た
企
業
価
値
最
大
化
と
最
適
資
本
構
成
を
目
指
す
方
向
性
に
も
親
和
す
る
内
容
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

（
111
） 

前
掲
注（
110
）上
村
達
男
「
公
開
会
社
法
─
喫
緊
の
課
題
と
基
礎
理
論
の
変
容
─
」
講
演
資
料
。

（
112
） 

西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
・
前
掲
注（
99
）八
四
九
─
八
五
一
頁
（
芝
章
浩
）
参
照
。
日
本
法
上
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
保
有
は
秘
密
鍵
の
排
他
的

管
理
を
通
じ
て
当
該
秘
密
鍵
に
か
か
る
ア
ド
レ
ス
に
紐
付
い
た
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
他
の
ア
ド
レ
ス
に
送
付
で
き
る
状
態
を
独
占
し
て
い
る
と
い
う
事

実
状
態
に
他
な
ら
ず
、
何
ら
か
の
権
利
や
法
律
関
係
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
・
前
掲

注（
99
）八
四
八
─
八
五
一
頁
（
芝
章
浩
）。
実
質
法
上
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
権
利
の
対
象
と
し
て
帰
属
は
物
権
法
の
ル
ー
ル
に
従
う
と
い
う
前
提
か
ら
、

ウ
ォ
レ
ッ
ト
に
記
録
さ
れ
た
権
利
の
法
的
性
格
が
争
い
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
ウ
ォ
レ
ッ
ト
や
秘
密
鍵
の
保
有
者
の
所
在
地
の
法
を
、
契
約
当
事
者

間
の
争
い
で
あ
る
場
合
は
当
該
契
約
の
準
拠
法
を
各
々
準
拠
法
と
す
べ
き
と
い
う
提
案
と
し
て
、
森
下
哲
朗
「F

inT
ech

時
代
の
金
融
法
の
あ
り
方

に
関
す
る
序
説
的
検
討
」
黒
沼
悦
郎
・
藤
田
友
敬
編
『
江
頭
憲
治
郎
先
生
古
希
記
念
・
企
業
法
の
進
路
』
有
斐
閣
（
二
〇
一
七
年
）
八
一
四
頁
。

（
113
） 

前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
一
二
、
一
五
、
一
六
頁
。

一
八
九



（
114
） 

技
術
革
新
が
進
み
代
替
技
術
が
普
及
し
た
段
階
に
お
い
て
、
な
お
も
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
）
を
利
用
す
る
旧
来
技
術
で
構

築
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。https://it-trend.jp/w

ords/legacy_system
. 

Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
の
処
方
箋
と
し
て
は
、

陳
腐
化
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
の
場
当
た
り
的
な
対
応
は
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
過
去
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
存
続
を

前
提
に
す
る
の
で
な
く
、
今
後
想
定
さ
れ
る
技
術
ト
レ
ン
ド
を
踏
ま
え
た
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
や
デ
ー
タ
処
理
方
法
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
に
な

る
。
小
林
千
紗
「
金
融
機
関
の
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
妨
げ
る
３
つ
の
壁
」
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
『
情
報
未
来
』
№
四
六
（
二
〇
一
五
年

二
月
号
）。

（
115
） 

前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
一
二
頁
。

（
116
） 

前
掲
注（
12
）Basel C

om
m

ittee on B
anking S

upervision

［F
ebruary 2018

］, 24-29pp, G
raph 7: P

ractical instances of P
S

M
O

R
 

applied to fintech.

（
117
） 

山
田
隆
人
「F

inT
ech

時
代
の
リ
ス
ク
管
理
～
銀
行
経
営
と
監
督
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
」
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ａ
）
東
京
支
部M

arch2018
月
例
会
一
─
二
八
頁
参
照
。
前
掲
注（
10
）久
光
孔
世
留
・
山
田
隆
人
一
─
六
頁
。

（
118
） 

即
ち
、F

inT
ech

関
連
リ
ス
ク
に
関
し
て
防
御
的
・
受
動
的
な
活
動
を
先
手
を
打
っ
て
行
う
の
で
な
く
目
標
設
定
に
関
わ
る
能
動
的
な
戦
略
的

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
統
合
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
関
係
に
つ
き
、
好
川
哲
人
「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
（
二
〇
一
〇
年
八
月
三
〇
日
）。

http://pm
style.biz/colum

n/m
anager/m

anager13.htm

（
119
） 

み
ず
ほ
総
合
研
究
所
金
融
調
査
部
「F

inT
ech

革
命
と
銀
行
へ
の
影
響
～
Ｉ
Ｔ
が
も
た
ら
す
新
し
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
」（
二
〇
一
六
年
五
月

一
〇
日
）
五
六
─
六
一
頁
。
家
計
か
ら
銀
行
の
間
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
、
銀
行
か
ら
個
人
や
企
業
の
間
は
金
融
規
制
強
化
に
よ
っ
て
仲
介
機
能
が
絞
ら

れ
つ
つ
あ
る
。

（
120
） 

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
近
時
の
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
内
容
を
骨
抜
き
に
す
る
政
策
（
二
〇
一
七
年
金
融
選
択
法
案
（F

inancial 

C
H

O
IC

E
 A

ct of 2017

）
な
ど
）、
ま
た
連
邦
準
備
理
事
会
が
金
利
上
げ
の
方
向
に
転
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
銀
行
の
金
融
仲
介
機
能
を
復
活
さ
せ

る
方
向
に
あ
る
と
も
い
え
る
。
全
般
的
な
デ
ィ
ス
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
動
向
と
は
切
り
離
し
て
、F

inT
ech

に
よ
る
デ
ィ
ス
イ

一
九
〇



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
が
こ
の
先
先
鋭
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
（
私
見
）。

（
121
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
融
資
申
請
を
受
け
付
け
所
要
資
金
は
個
人
か
ら
募
集
す
る
。
Ｐ
２
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
ン
デ
ィ

ン
グ
（
融
資
・
貸
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
投
資
型
（
金
融
型
）
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
中
の
非
上
場
株

式
に
よ
り
資
金
調
達
す
る
株
式
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
場
合
、
株
主
に
経
営
権
を
奪
わ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
が
、
貸
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
貸
付
契
約
に
基
づ
き
返
済
を
滞
納
し
な
い
限
り
は
出
資
者
か
ら
は
事
業
計
画
に
対
し
て
干
渉
さ
れ
な
い
た
め
か
か
る
リ
ス
ク
回
避
が

で
き
る
。
他
方
出
資
側
も
事
業
の
成
果
に
拘
わ
ら
ず
調
達
者
側
に
返
済
義
務
が
あ
り
、
出
資
金
が
法
的
に
管
理
さ
れ
る
た
め
株
式
取
引
、
Ｆ
Ｘ
に
比

し
て
安
全
性
の
高
い
投
資
と
な
り
得
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

http://kinnkum
a.com

/crow
dfunding/loan/

（「
ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
貸
付
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
と
は
」）.

（
122
） 

ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ら
び
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
Ｅ
Ｔ
Ｆ
投
信
も
考
え
ら
れ
る
。

（
123
） 

前
掲
注（
119
）み
ず
ほ
総
合
研
究
所
金
融
調
査
部
五
八
頁
。M

cK
insey &

 C
om

pany, T
he F

ight for the C
ustom

er:M
cK

insey G
lobal 

B
anking A

nnual R
eview

 2015.

https://w
w

w
.interest.co.nz/sites/default/files/em

bedded_im
ages/M

cK
insey_G

lobal%
20B

anking%
20A

nnual%
20R

eview
_2015.pdf

M
cK

insey &
 C

om
pany, C

utting T
hrough the F

inT
ech N

oise:M
arkers of S

uccess, Im
peratives F

or B
anks, G

lobal B
anking 

P
ractice D

ecem
ber 2015.

（
124
） 

前
掲
注（
119
）み
ず
ほ
総
合
研
究
所
金
融
調
査
部
五
九
─
六
一
頁
、V

enture S
canner, Inc.

レ
ポ
ー
ト
＆
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
資
料
。

（
125
） G

oegle

、A
libaba

と
提
携
す
る
事
例
も
あ
る
（lending C

lub

）。
嶋
村
武
史
「
米
国
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
レ
ン
ダ
ー
の
動
向
」
野
村
総

合
研
究
所F
inancialT

echnology Inform
ation F

ocus

（
二
〇
一
八
年
三
月
）
一
二
─
一
三
頁
。
米
国
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
レ
ン
ダ
ー
の
融
資
額

が
拡
大
し
、
与
信
モ
デ
ル
に
も
外
部
と
の
提
携
を
通
じ
て
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
本
業
で
獲
得
し
た
顧
客
情
報
を
転
用
し
て
新
た
に
融
資

事
業
を
行
う
レ
ン
ダ
ー
も
表
れ
て
い
る
。

（
126
） F

inT
ech

の
制
度
設
計
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
柏
木
亮
二
・
前
掲
注（
51
）一
─
四
六
頁
参
照
、
柏
木
亮
二
『F

inT
ech

フ
ィ
ン
テ
ッ

ク
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
（
二
〇
一
六
年
八
月
）
一
七
〇
─
一
八
一
頁
。

一
九
一



（
127
） 

第
三
九
回
金
融
審
議
会
総
会
・
第
二
七
回
金
融
分
科
会
合
同
会
合
議
事
録
に
お
け
る
井
上
信
用
制
度
参
事
官
の
説
明
。

（
128
） 

金
融
庁
「
平
成
29
事
務
年
度
　金
融
行
政
方
針
　主
な
ポ
イ
ン
ト
」（
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
一
─
一
二
頁
。

（
129
） 
柏
木
亮
二
・
前
掲
注（
51
）四
五
頁
。
関
連
し
て
、
①F

inT
ech

分
野
に
お
け
る
ア
ジ
ア
各
国
の
先
駆
的
な
動
向
やF

inT
ech

を
活
用
し
た
金

融
の
深
化
（
金
融
包
摂
な
ど
）
に
焦
点
を
当
て
、
更
にF

inT
ech

が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
や
規
制
上
の
課
題
を
議
論
す
る
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と

し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
─

金
融
庁
─

日
本
銀
行
共
催C

onference on F
inT

ech

（
二
〇
一
八
年
四
月
一
六
日
）
参
照
。F

inT
ech

の
各
分
野
に
お
け
る
ア
ジ

ア
各
国
の
先
駆
的
な
動
向
やF

inT
ech

を
活
用
し
た
金
融
の
深
化
（
金
融
包
摂
な
ど
）
に
焦
点
を
当
て
、
各
国
政
策
当
局
者
等
に
よ
っ
て
マ
ク
ロ

経
済
政
策
や
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、F

inT
ech

が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
や
規
制
上
の
課
題
が
多
角
的
に
議
論
さ
れ
て
お
り
、
重
要
な
示

唆
に
富
む
。F

inT
ech

の
将
来
像
を
探
る
上
で
有
用
と
思
料
さ
れ
、
大
部
に
及
ぶ
が
以
下
に
私
見
を
交
え
て
概
要
を
掲
記
す
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

key speakers

は
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事
務
所
（
Ｏ
Ａ
Ｐ
）
所
長
鷲
見
周
久
、
内
閣
府
大
臣
政
務
官
（
経
済
再
生
・
金

融
庁
担
当
）
村
井
英
樹
、
日
本
銀
行
副
総
裁
雨
宮
正
佳
に
続
い
て
、
日
本
銀
行
決
済
機
構
局F

inT
ech

セ
ン
タ
ー
企
画
役
決
済
高
度
化
グ
ル
ー
プ

長
宮
将
史
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
概
観
─
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
状
況
と
既
存
の
金
融
業
界
と
の
相
互
作
用
」、M

r. B
uncha M

anoonkunchai, 

S
enior D

irector, B
ank of T

hailand

、M
r. S

un T
ao, S

enior D
irector, A

nt F
inancial 

（A
lipay

）, C
hina

、
株
式
会
社K

yash

鷹
取
真
一

「
主
な
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
用
例
（
１
）
決
済
─
中
国
な
ら
び
に
他
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
発
展
」、
日
本
銀
行
決
済
機
構
局F

inT
ech

セ
ン
タ
ー
企
画
役

山
崎
貴
弘
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
藤
井
達
人
、M

r. B
oon-H

iong C
han, D

irector, H
ead of M

arket A
dvocacy A

sia 

P
acific, D

eutsche B
ank A

G
 S

ingapore

「（
２
）
送
金
─
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
／
分
散
型
台
帳
技
術
（
Ｄ
Ｌ
Ｔ
）
の
活
用
と
技
術
的
な
制
約
」、

明
治
大
学
准
教
授
小
早
川
周
司
、M

r. R
ichie Z

hang, C
hief P

roduct O
ffi

cer, C
hina S

ecurities C
redit Investm

ent 

（C
S

C
I

）, C
hina

、

D
ataR

obot

シ
バ
タ
ア
キ
ラ
「（
３
）
新
し
い
融
資
方
法
─
Ｐ
２
Ｐ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
デ
ー
タ

分
析
企
業
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
融
資
審
査
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
活
用
）、
ア
ジ
ア
で
の
実
例
」、M

r. A
lfred S

chipke, S
enior 

R
esident R

epresentative in C
hina, IM

F

、M
r. K

enneth H
enry K

ang, D
eputy D

irector, A
sia and P

acific D
epartm

ent, IM
F

、M
s. 

S
erey C

hea, D
irector G

eneral, N
ational B

ank of C
am

bodia

、M
s. M

a T
heresa S

. H
abitan, A

ssistant S
ecretary, D

epartm
ent of 

F
inance, P

hilippines

、M
s. L

ila R
ashid, G

eneral M
anager of P

aym
ent S

ystem
s D

epartm
ent, B

angladesh B
ank

「
ア
ジ
ア
に
お
け

一
九
二



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
（
１
）
～
金
融
包
摂
（F

inancial Inclusion

）
へ
の
展
望
」（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
お
け
る
金
融
包
摂
へ
の
展
望
、
ア
ジ
ア
各
国
に

お
け
る
金
融
包
摂
へ
の
戦
略
と
政
策
、
金
融
包
摂
促
進
に
向
け
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
利
用
、
実
務
家
・
政
策
担
当
者
に
と
っ
て
の
問
題
・
ハ
ー
ド
ル
）、

金
融
庁
総
務
企
画
局
信
用
制
度
参
事
官
井
上
俊
剛
、M

r. D
anny G

illigan, C
o-founder, R

einventure, A
ustralia

、
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
渡
邊
知
史
、M

r. A
shraf K

han, S
enior F

inancial S
ector E

xpert, C
entral B

ank O
perations D

ivision, M
onetary and 

C
apital M

arkets D
epartm

ent, IM
F

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
（
２
）
～
金
融
業
界
に
お
け
る
展
望
」（
金
融
の
破
壊
か
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
か
。
既
存
の
銀
行
は
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
活
用
し
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
と
協
力
し
て
い
く
の
か
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
時
代

に
お
け
る
規
制
と
金
融
政
策
の
変
化
）。
以
下
で
そ
の
主
な
内
容
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
宮
将
史
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
状
況
と
既
存
の
金
融
業

界
と
の
相
互
作
用
」
に
お
い
て
は
、B

ig date

の
分
析
を
通
じ
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
分
散
化
も
可
能
と
な
り
、
リ
ス
ク
管
理
、
金
融
の
安
定
性
に

資
す
る
。M

r. B
uncha M

anoonkunchai, S
enior D

irector, B
ank of T

hailand

に
よ
れ
ば
、
規
制
と
技
術
革
新
の
調
整
と
し
てF

inT
ech

の

許
容
可
能
な
リ
ス
ク
を
把
握
す
べ
く
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
（R

egulatory S
andbox

規
制
の
砂
場
・
治
験
）
を
活
用
し
、
標
準

化
さ
れ
た
支
払
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
策
定
、
普
及
を
図
っ
て
い
る
。M

r. B
oon-H

iong C
han, D

irector, H
ead of M

arket A
dvocacy A

sia 

P
acific, D

eutsche B
ank A

G
 S

ingapore
に
よ
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
注
力
し
、
マ
イ
ニ
ン
グ
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
で

コ
ス
ト
バ
リ
ヤ
ー
を
高
め
二
重
支
払
い
な
ど
コ
ス
ト
を
低
減
し
て
価
値
移
転
や
決
済
領
域
に
活
用
を
図
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
や
資
本
調
達
に
も
繋
が
る
。
法

人
金
融
分
野
や
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
買
収
）
領
域
に
も
活
用
が
拡
大
で
き
る
可
能
性
を
探
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
が
決
済
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
野
に

進
化
す
る
こ
と
で
均
質
・
均
一
化
が
図
ら
れ
る
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
藤
井
達
人
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｐ
Ｉ
が
鍵
と
な

り
、F

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
活
用
に
よ
っ
て
開
発
期
間
の
短
縮
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
たF

inT
ech

の
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
効
果
に
よ
っ
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
リ
ソ
ー
ス
の
最
大
限
の
活
用
を
目
指
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
提
携
や
出
資
・
子
会
社
化
を
進
め
て
い
る
。

貿
易
金
融
や
顧
客
の
本
人
確
認
（
Ｋ
Ｙ
Ｃ
）・
マ
ネ
ロ
ン
な
ど
に
も
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
活
か
す
方
向
に
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
不

正
流
出
に
対
し
て
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
モ
デ
ル
を
策
定
し
て
シ
ス
テ
ム
の
裏
付
け
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。M

r. R
ichie Z

hang, C
hief P

roduct 

O
ffi

cer, C
hina S

ecurities C
redit Investm

ent 

（C
S

C
I

）, C
hina

に
よ
れ
ば
、
金
融
革
新
に
よ
り
効
率
性
が
ア
ッ
プ
し
資
本
コ
ス
ト
の
低
減
、

銀
行
内
の
リ
ス
ク
管
理
の
向
上
に
繋
が
る
。M

r. K
enneth H

enry K
ang, D

eputy D
irector, A

sia and P
acific D

epartm
ent, IM

F

に
よ
れ
ば
、

一
九
三



イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
銀
行
経
営
の
安
定
性
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（digital divide

）
を
解
消
す

べ
く
金
融
監
督
に
も
投
資
を
行
い
安
定
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。M
s. L

ila R
ashid, G

eneral M
anager of P

aym
ent S

ystem
s 

D
epartm

ent, B
angladesh B

ank

に
よ
れ
ば
、
規
制
当
局
（policy m

aker

）
と
し
て
は
急
速
な
技
術
革
新
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
各
国
間
で
情
報
の
み
な
ら
ず
技
術
面
の
共
有
を
進
め
る
。
民
間
の
技
術
を
用
い
る
が
規
制
対
象
に
も
な
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
な
り
（data privacy

）、
そ
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
如
何
に
図
る
か
で
あ
る
。
融
資
業
務
の
与
信
情

報
を
集
中
管
理
す
る
こ
と
（C

redit Inform
ation S

haring 

（C
IS

））
に
つ
い
て
は
、
情
報
独
占
に
よ
り
競
争
力
が
高
ま
り
、share

さ
れ
難
く
な

る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
教
育
を
中
央
銀
行
が
行
う
必
要
が
あ
る
。（
こ
の
点
で
、
政
府
・
中
央
銀
行
が
中
央
管
理
機
関
と

な
っ
て
個
人
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ん
と
す
る
の
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
上
の
別
の
疑
問
が
生
じ
よ
う
。
私
見
と
し
て
疑
問
を
提
起
し
て
お
き

た
い
）。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
進
展
と
金
融
の
安
定
性
実
現
に
は
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
てT

echnology Indicators

（
科
学
技
術
指
標
）
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。F

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
ま
で
期
待
し
が
た
く
、
特
に
ア
ジ
ア
各
国
の
よ
う
な
中
後
進
国
に
お
け
る
金
融
包
摂
（F

inancial Inclusion

）
と
し
て
のF

inT
ech

ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
活
用
戦
略
と
政
策
に
お
い
て
は
尚
更
で
あ
る
。M

r. D
anny G

illigan, C
o-founder, R

einventure, A
ustralia

に
よ
れ
ば
、F

inT
ech

に
よ
る
金
融
の
破
壊
に
対
す
る
主
要
銀
行
の
対
応
と
し
て
は
四
つ
あ
り
、
ⅰ
金
融
破
壊
に
は
寧
ろ
経
済
性
が
あ
り
い
ず
れ
は
市
場
が
崩
壊
す
る
こ
と

は
必
然
と
な
る
。
ⅱ
地
理
的
な
分
散
化
・
劣
後
化
が
進
む
。
ⅲ
コ
ア
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
拓
し
注
力
す
る
し
か
な
い
。
ⅳ
破
壊
を
利
用
し
て
破
壊

さ
れ
た
企
業
を
買
収
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
他
業
界
へ
の
破
壊
の
伝
播
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
。
金
融
破
壊
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
、
技
術
に

よ
っ
て
金
融
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
変
容
す
る
。
銀
行
が
占
有
す
るdata

を
活
用
し
て
商
品
提
供
が
可
能
と
な
り
、open banking

は
規
制
に
よ

る
大
き
な
介
入
で
あ
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
銀
行
免
許
の
簡
略
化
で
あ
り
、
こ
れ
は
銀
行
に
と
っ
て
顧
客
減
少
、
破
壊
に
繋
が
ろ
う
。（
私
見
と
し

て
、
当
面
は
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
の
提
言
に
お
け
るB

etterB
ank

、
あ
る
い
はR

elegatedB
ank

、D
isinterm

ediatedB
ank

へ
の
移
行
過
程
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
）。
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
渡
邊
知
史
に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
も
破
壊
型
か
ら
協
力

型
に
変
化
し
つ
つ
あ
り
、F

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
補
完
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
逆
に
銀
行
側
は
新
し
い
事
業
がF

inT
ech

活
用
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。M

r. A
shraf K

han, S
enior F

inancial S
ector E

xpert, C
entral B

ank O
perations D

ivision, M
onetary 
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F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

and C
apital M

arkets D
epartm

ent, IM
F

に
よ
れ
ば
、data

革
命
で
は
個
別
のdata

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
し
い
リ
ス
ク
が
出
現
し
、

ま
た
既
存
リ
ス
ク
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
も
新
し
い
形
を
取
り
つ
つ
あ
り
、
中
央
銀
行
や
規
制
当
局
に
と
っ
て
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
規
制
対
象
を
如
何
に
扱
う
か
、entity

べ
ー
ス
か
らactive

ベ
ー
ス
と
し
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
連
係
し

て
信
頼
を
制
度
化
、
強
化
す
る
。rule

ベ
ー
ス
よ
り
もprinciple

ベ
ー
ス
に
よ
る
規
制
で
Ｅ
Ｕ
で
は
柔
軟
性
が
担
保
さ
れ
、
各
社
毎
に
異
な
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
理
解
を
規
制
当
局
は
理
解
し
な
く
て
は
い
け
な
い
（
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
の
ア
プ
ロ
ー
チ
）。
次
にF

inT
ech

企
業
側
の
自
己
規
制

に
つ
い
て
如
何
に
設
計
す
る
か
で
あ
る
が
、
各
社
に
任
せ
す
ぎ
る
と
下
方
ス
パ
イ
ラ
ル
し
て
安
易
に
流
れ
る
た
め
、
業
界
自
主
団
体
が
自
ら
基
準
を

策
定
す
る
方
向
に
な
る
。F

inT
ech

と
金
融
の
安
定
性
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
競
争
・
Ａ
Ｍ
Ｌ
／

Ｃ
Ｆ
Ｔ
（（
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
防
止
（anti-m

oney laundering

）
と
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
（com

bating the financing of 

terrorism

））
は
別
異
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ⅰ
金
融
の
安
定
性
な
ど
の
従
前
の
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
はF

inT
ech

に
つ
い
て
も
使
え
る
は
ず

で
、
ⅱ
中
央
銀
行
や
規
制
当
局
は
組
織
を
増
や
し
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
リ
ス
ク
と
機
会
の
双
方
が
存
在
す
る
。
中
央
銀
行
で
は
、
中
銀
発
行

に
よ
る
仮
想
通
貨
に
つ
い
て
金
融
安
定
に
か
か
る
仲
介
機
能
を
排
除
す
る
こ
と
に
繋
が
り
避
け
た
い
。
規
制
当
局
に
は
Ａ
Ｉ
、
機
械
学
習
に
つ
い
て

取
締
役
会
、
内
部
統
制
・
内
部
監
査
な
ど
の
面
で
規
制
対
象
と
し
て
の
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。（
例
え
ば
Ａ
Ｉ
に
対
し
て
経
営
判
断
原
則
適
用
の
有

無
、
善
管
注
意
義
務
を
問
え
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
）。
他
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
ク

ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、third party

へ
の
外
注
で
あ
り
新
し
い
リ
ス
ク
で
は
な
い
。
ⅲ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
か
か
る
面
の
技
術
ア
ド

バ
イ
ス
、
対
話
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
規
制
当
局
はF

inT
ech

の
技
術
に
追
い
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

（algorithm

）
に
か
か
る
ア
ル
ゴ
ミ
ッ
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ

「
銀
行
規
制
の
進
化
　パ
ー
ト
③
デ
ー
タ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
：
規
制
上
、
技
術
上
の
課
題
」（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
一
─
三
一
頁
参
照
。

https://assets.kpm
g.com

/content/dam
/kpm

g/pdf/2016/03/jp-evolving-banking-regulation-3-201510.pdf.

金
融
庁
信
用
制
度
参
事

官
井
上
俊
剛
に
よ
れ
ば
、
金
融
破
壊
が
も
た
ら
す
影
響
と
し
て
低
収
益
・
高
収
益
ビ
ジ
ネ
ス
を
混
在
し
た
フ
ル
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
か
ら
モ
ノ
ラ
イ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
転
換
し
て
リ
バ
ン
ド
ル
が
可
能
と
な
り
、
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
相
も
変
わ
る
。
仮
想
得
通
貨
な
ど
分
散
化
モ
デ
ル
に
よ
り

顧
客
が
直
接
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
金
融
シ
ス
テ
ム
も
機
能
別
、
業
種
横
断
的
な
も
の
と
な
る
。
金
融
庁
に
はF

inT
ech

に
か
か
る
サ
ポ
ー
ト
、

一
九
五



国
際
協
調
の
Ｈ
Ｕ
Ｂ
機
能
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
る
。
前
掲
注（
５
）森
信
親
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
共
通
価
値
を
創
造
で
き
る
か
」
一
─
一
六

頁
参
照
。
最
後
に
日
本
銀
行
副
総
裁
雨
宮
正
佳
に
よ
れ
ば
、
ⅰ
市
場
環
境
の
変
化
と
し
て
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
影
響
が
あ
り
、
中
央
銀
行
の
最
後
の
貸

し
手
（L

ender of L
ast R

esort L
L

R

）
機
能
が
高
ま
る
。
ⅱ
Ｅ
コ
マ
ー
ス
（E

lectronic C
om

m
erce

電
子
商
取
引
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
個
人
間
で
行
う
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
把
握
が
重
要
に
な
る
。
ⅲ
金
融
安
定
の
た
め
にdata protection

が
求
め
ら
れ
、D

ata G
iant

企
業
、big data

活
用
と
の
調
整
が
重
要
に
な
る
。
ⅳ
仮
想
得
通
貨
（cript currency

）
で
は
中
央
銀
行
が
決
済
イ
ン
フ
ラ
の
面
に
ど
こ
ま
で
踏

み
込
む
か
が
問
わ
れ
る
。
通
貨
に
関
し
て
中
央
銀
行
と
民
間
銀
行
の
二
層
構
造
の
存
在
が
仲
介
機
能
と
金
融
安
定
に
寄
与
し
て
た
が
、
中
央
銀
行
が

直
接
口
座
を
保
有
す
る
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。
取
引
情
報
活
用
は
民
間
銀
行
に
任
せ
て
い
た
が
、
支
払
決
済
の
安
定
に
つ
い
て
仮
想
通
貨
を
発
行

す
れ
ば
中
央
銀
行
に
よ
る
大
口
決
済
の
把
握
が
可
能
と
な
る
。
中
央
銀
行
に
お
け
る
情
報
活
用
が
正
面
か
ら
問
わ
れ
る
事
態
と
な
り
、
関
連
イ
ン
フ

ラ
政
策
の
点
か
ら
理
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
他
の
議
論
と
し
て
、F

inT
ech

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
場
合
に
、
公
正
な
競
争
条
件
と
し
て
先

ず
はS

andbox

で
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
次
の
段
階
と
し
て
通
常
レ
ベ
ル
の
規
制
を
か
け
て
い
く
の
か
、
そ
う
し
な
い
とF

inT
ech

ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
が
成
長
し
な
い
が
、
規
制
の
裁
定
（arbitrage

）
が
働
か
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
政
府
が
責

任
を
持
つ
と
な
る
と
財
政
負
担
が
生
じ
る
点
も
検
討
が
必
要
に
な
る
。F

inT
ech

の
展
開
に
は
消
費
者
保
護
と
金
融
安
定
の
面
でdow

nside risk

が
生
じ
、
実
効
性
の
高
い
国
際
協
調
と
新
た
なT

ech C
om

m
unity

交
流
が
重
要
に
な
る
。
②
そ
の
他
の
直
近
の
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
し
て
、

T
he R

isk Japan C
onference

（
二
〇
一
八
年
六
月
六
日
）。F

inT
ech

に
か
か
る
講
演
内
容
の
一
部
にIdentification of R

isks in the A
ge of 

F
intech, Y

utaka S
oejim

a, H
ead of F

intech C
enter B

ank of Japan.

https://10tim
es.com

/risk-japan-conference

（
130
） 

柏
木
亮
二
・
前
掲
注（
14
）三
六
頁
。

（
131
） 

経
済
同
友
会
「「
規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
制
度
に
関
す
る
法
案
へ
の
意
見
」（
二
〇
一
八
年
四
月
五
日
）
一
─
三
頁
。「
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・

サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
検
討
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
省
「F

inT
ech

ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
（F

inT
ech

の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
に
関
す
る
検

討
会
合
　報
告
）」（
二
〇
一
七
年
五
月
八
日
）
一
─
六
八
頁
。
ま
た
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
は
前
掲
注（
８
）報
告
書
（
二
〇
一
七
年
八
月
三
一
日
）
に
お

い
て
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
や
規
制
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ブ
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
よ
う
に
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の
交
流
接
点

一
九
六



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

や
技
術
振
興
に
向
け
た
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
各
国
の
当
局
間
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
を
強
調
す
る
。
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
瀧
俊
雄
「
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会

に
よ
るF

intech

へ
の
提
言
レ
ポ
ー
ト
」（
二
〇
一
七
年
九
月
一
日
）。https://m
oneyforw

ard.com
/m

f_blog/20170901/bcbs/
（
132
） 
保
木
健
次
「
仮
想
通
貨
とF

inT
ech

を
巡
る
最
新
の
規
制
動
向
」K

P
M

G
 Insight V

ol.28

（
二
〇
一
八
年
一
月
）
一
─
四
頁
参
照
。
同
「
仮

想
通
貨
と
そ
の
基
幹
技
術
が
起
こ
す
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
と
社
会
の
変
革
」K
P

M
G

 Insight V
ol.15

（
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
一
─
九
頁
、
同
「
仮
想

通
貨
と
そ
の
基
幹
技
術
が
起
こ
す
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
と
社
会
の
変
革
（
続
編
）」K

P
M

G
 Insight V

ol.17

（
二
〇
一
六
年
三
月
）
八
四
─
九
一
頁
、

同
「
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
盤
が
変
わ
る
決
済
イ
ン
フ
ラ
と
金
融
グ
ル
ー
プ
制
度
の
改
革
」K

P
M

G
 Insight V

ol.13

（
二
〇
一
五
年
七
月
）
一
─
六

頁
。

（
133
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
運
営
す
る
商
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
な
ど
は
、
電
子
商
取
引
の
み
な
ら
ず
資
金
移
動
業
者
と
し
て
送

金
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
貸
金
業
者
と
し
て
出
店
者
に
対
す
る
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
商
流
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
電
子
商
取
引
を
核
に
し
、
預
金
・
融
資
・
為
替
取
引
に
類
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
例
も
存
在
す
る
。
保
木
健
次
・

前
掲
注（
132
）「
仮
想
通
貨
とF

inT
ech

を
巡
る
最
新
の
規
制
動
向
」
一
─
四
頁
。

（
134
） 

小
林
雅
一
「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
現
状
と
展
望
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
講
演
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
一
日
）。

（
135
） 

仮
想
通
貨
の
消
費
貸
借
と
貸
金
業
法
、
利
息
制
限
法
に
つ
い
て
、
利
息
制
限
法
で
は
金
銭
を
目
的
と
す
る
消
費
貸
借
の
利
息
の
契
約
に
つ
い
て

元
本
額
に
応
じ
て
上
限
を
定
め
て
い
る
（
利
息
制
限
法
一
条
）。
貸
金
業
法
は
貸
金
業
者
に
対
し
利
息
制
限
法
に
規
定
す
る
金
額
を
超
え
る
利
息
の

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
（
貸
金
業
法
一
二
条
の
八
）。
仮
想
通
貨
の
消
費
貸
借
に
つ
い
て
は
モ
ノ
で
あ
り
金
銭
に
該
当
し
な
い
と
の
立

場
に
立
て
ば
利
息
制
限
法
、
貸
金
業
法
の
適
用
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
や
は
り
仮
想
通
貨
の
消
費
貸
借
に
利
息
制
限
法
、
貸
金
業
法

ま
た
は
同
等
の
規
制
を
課
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
が
さ
れ
よ
う
。
横
山
淳
「F

inT
ech

に
関
連
し
た
規
制
上
の
取
り
組
み
」
大
和
総
研
調
査
季
報

第
二
三
号
（
二
〇
一
六
年
夏
季
号
）
四
二
─
六
九
頁
。
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
と
貸
金
業
規
制
に
つ
い
て
、
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
・
前
掲（
99
）八
八
一

─
八
八
二
頁
（
芝
章
浩
）。

（
136
） 

中
国
に
お
い
て
は
電
子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
最
大
手
の
ア
リ
バ
バ
集
団
が
支
付
宝
（
ア
リ
ペ
イ
）
と
称
す
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
公
共
料

金
ま
で
支
払
い
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
通
販
の
利
用
状
況
を
集
積
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
小
口
融
資
に
参
入
し
て
い

一
九
七



る
が
、
ア
リ
バ
バ
が
我
が
国
に
お
い
て
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
と
す
れ
ば
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
法
、
資
金
決
済
法
、
貸
金
業
法
に
抵
触
す
る
。

「
金
融
庁
、「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
普
及
前
提
の
法
整
備
を
議
論
」
日
経
新
聞
（
二
〇
一
五
年
九
月
一
五
日
）。

（
137
） 
ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
融
資
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
に
つ
い
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
レ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
個
人
か
ら
募
る
小
口
資
金
を
大
口
化
し
、
借
り
手
企
業
に
融
資
す
る
仕
組
み
の
特
性
上
、
投
資
家
か
ら
資
金
を
集
め
る
こ
と
を
規
制
す
る
金

融
商
品
取
引
法
、
融
資
を
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
を
規
制
す
る
貸
金
業
法
の
二
つ
の
法
律
に
か
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
り
、
関
連
す
る
ラ
イ
セ

ン
ス
取
得
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
運
営
に
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
金
融
商
品
取
引
法
は
投
資
家
保
護
の
観
点
か
ら
投
資
先

情
報
開
示
の
徹
底
を
求
め
る
一
方
で
、
貸
金
業
法
は
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
債
務
者
情
報
の
秘
匿
性
を
重
視
す
る
。
異
質
な
目
的
を
有
す
る
法
的

ス
キ
ー
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
矛
盾
を
内
包
し
、
情
報
の
透
明
性
の
点
で
足
枷
に
な
っ
て
い
る
。
藤
田
雄
一
郎

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
知
る
（
５
）
法
律
面
と
税
制
の
課
題
　
改
善
の
余
地
も
」S

ankeiB
iz

（
サ
ン
ケ
イ
ビ
ズ
）（
二
〇
一
八
年
八
月
四

日
）。

（
138
） 

欧
米
の
貸
金
業
規
制
とF

inT
ech
に
つ
い
て
、
金
融
庁
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す
る
現
状
と
金
融
庁
に
お
け
る
取
組
み
」（
二
〇
一
七
年
二
月
）

一
─
三
五
頁
。
米
国
連
邦
貸
付
真
実
法
、
州
貸
金
業
法
に
つ
い
て
同
一
三
頁
、
Ｐ
２
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
お
よ
び
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

貸
金
業
法
に
つ
い
て
同
一
九
─
二
〇
頁
。
金
融
庁
「
金
融
庁
に
お
け
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す
る
取
組
み
」（
二
〇
一
六
年
一
一
月
）
一
─
一
四
頁
、

経
済
産
業
省
「F

inT
ech

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
七
年
六
月
二
一
日
）
一
─
三
一
頁
。

（
139
） 

実
際
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
報
告
書
に
お
い
て
は
銀
行
の
将
来
像
に
関
す
る
五
つ
の
想
定
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
、
特
に
段
階
的
な
進
展
と
は
し
て

お
ら
ず
、
各
シ
ナ
リ
オ
は
並
列
的
な
扱
い
の
よ
う
に
も
窺
え
る
。Im

plications of fintech developm
ents for banks and bank supervisors - 

consultative docum
ent, A

ugust 2017. https://w
w

w
.bis.org/bcbs/publ/d415.pdf.

（
140
） 

柏
木
亮
二
・
前
掲
注（
51
）「F

inT
ech

に
よ
っ
て
激
変
す
る
競
争
環
境
」
一
九
頁
、
二
六
頁
、
四
二
頁
。

（
141
） 

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
4.0
の
リ
バ
ン
ド
ル
の
例
と
し
て
金
融
庁
は
中
国
の
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
の
事
例
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
銀
行
業
務
へ
の
異

業
種
の
参
入
拡
大
に
つ
い
て
金
融
庁
が
つ
と
に
強
調
し
て
い
る
。

（
142
） 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
に
関
し
て
はA

m
azon

ペ
イ
メ
ン
ト
な
ど
巨
大
Ｉ
Ｔ
が
ま
す
ま
す
強
味
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｉ
Ｔ
大
手
は
通
販

一
九
八



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

や
検
索
な
ど
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
大
量
の
デ
ー
タ
を
集
め
事
業
に
活
用
し
、
圧
倒
的
な
競
争
力
を
誇
っ
て
い
る
。
内
閣
官
房
や
経
済
産
業
省
、
公
正

取
引
委
員
会
、
総
務
省
な
ど
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
大
量
の
個
人
デ
ー
タ
を
不
当
に
囲
い
込
み
、
優
位
な
立
場
を
利
用
し
て
不
当
な
取
引
が
で
き
な

い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
商
品
シ
ェ
ア
（
市
場
占
有
率
）
が
中
心
で
あ
っ
た
独
占
や
寡
占
に
対
す
る
規
制
の
あ
り
方
を

デ
ー
タ
に
も
適
用
で
き
る
か
を
検
討
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
向
け
新
法
、
独
占
禁
止
法
改
正
な
ど
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
井
上
淳
「
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
規
制
等
の
動
向
に
つ
い
て
」
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
№
六
七

（
二
〇
一
七
年
）
六
五
─
八
二
頁
。
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
読
売
新
聞
。

（
143
） 

金
融
審
議
会
「
金
融
制
度
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
（
第
９
回
）」（
二
〇
一
八
年
六
月
一
八
日
）「
中
間
整
理
（
案
）
─
機
能
別
・
横
断
的
な
金

融
規
制
体
系
に
向
け
て
─
」
一
─
二
五
頁
参
照
。
こ
の
「
中
間
整
理
（
案
）
─
機
能
別
・
横
断
的
な
金
融
規
制
体
系
に
向
け
て
─
」
に
か
か
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
金
融
庁
企
画
市
場
局
長
三
井
秀
範
「
新
時
代
を
見
据
え
た
金
融
行
政
の
現
状
と
課
題
」、
神
作
裕
之
「
新
時
代
に
お
け
る

金
融
監
督
法
制
の
課
題
と
展
望
」、
植
田
健
一
「
金
融
業
と
金
融
規
制
：
経
済
学
的
考
え
方
」、
大
崎
貞
和
「
米
国
に
お
け
る
仮
想
通
貨
と
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の

規
制
」、
小
野
傑
「
新
時
代
に
お
け
る
金
融
制
度
の
あ
り
方
、
私
法
レ
ベ
ル
に
お
け
る
課
題
・
論
点
、
金
融
実
務
に
お
け
る
課
題
・
論
点
」
各
報
告
、

幸
田
博
人
「
新
時
代
の
金
融
シ
ス
テ
ム
・
法
制
度
と
金
融
機
関
／
新
た
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
」、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
植
田
健
一
、
大
崎
貞
和
、

小
野
傑
、
神
作
裕
之
、
幸
田
博
人
、
三
井
秀
範
）『
新
時
代
に
お
け
る
金
融
シ
ス
テ
ム
・
法
制
度
の
展
望
』
東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
寄
付
講
座

「
資
本
市
場
と
公
共
政
策
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
）。

（
144
） 

な
お
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に
関
し
て
、
福
岡
真
之
介
・
松
村
英
寿
・
鈴
木
悠
介
・
片
桐
秀
樹
「
会
社
と
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
─
会
社
法
へ
の
示

唆
─
」
資
料
版
商
事
法
務
第
三
九
九
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
）
一
四
─
六
一
頁
参
照
。
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
仕
組
み
、
Ａ
Ｉ
の
発
展
・
活
用
に

伴
っ
て
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
会
社
法
の
実
務
上
・
解
釈
上
の
視
点
、
取
締
役
の
経
営
判
断
と
善
管
注
意
義
務
に
及
ぼ
す
影
響
、
株
主
対
応
及
び
株

主
総
会
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
、
会
計
監
査
・
業
務
監
査
に
及
ぼ
す
影
響
、
そ
の
他
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
発
達
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。
中
山
信
弘
・
平
尾
覚
・
福
岡
真
之
介
・
菅
野
百
合
・
松
村
英
寿
「
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
法
的
問
題
点
と
実
務
上
の
対
応
」
西
村
あ
さ
ひ
法

律
事
務
所
リ
ー
ガ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
〇
八
回
（
二
〇
一
八
年
四
月
二
四
日
）。
個
人
情
報
保
護
法
制
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
規
制
の
現
状
と
課
題
な

ど
に
つ
い
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
＋
α
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ａ
Ｉ
社
会
に
お
け
る
『
個
人
』
と
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
」（
二
〇
一
八
年
三
月

一
九
九



一
八
日
於
　放
送
大
学
）、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
＋
α
研
究
会
「
デ
ー
タ
利
活
用
等
の
先
に
あ
る
社
会
の
た
め
に
─
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
「
＋
α
」
研

究
の
狙
い
と
問
い
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
第
一
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
七
年
六
月
一
五
日
）。

（
145
） 
前
掲
注（
88
）片
岡
義
弘
「
仮
想
通
貨
の
私
法
的
性
質
の
論
点
」（
一
二
─
一
七
頁
）、
河
合
健
・
早
川
晃
司
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
と
可

能
性
」、
森
下
哲
朗
「F

inT
ech

法
の
評
価
と
今
後
の
法
制
の
展
開
」（
一
八
─
二
一
頁
）『
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
の
仮
想
通
貨
に
関
す
る
法
改
正
と

実
務
へ
の
影
響
』
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ
一
七
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
四
月
）。
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
編
『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
法
大
全
［
全
訂
版
］
下
』
商

事
法
務
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
八
三
〇
─
九
六
八
頁
。
森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
増
島
雅
和
・
堀
天
子
編
石
川
貴
教
・
白
根
央
・
飯
島
隆
博
著

『F
inT

ech

の
法
律
　２
０
１
７
─
２
０
１
８
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社
（
二
〇
一
七
年
七
月
）
一
─
五
四
三
頁
な
ど
。
直
近
の
裁
判
例
に
つ
き
「
仮
想
通
貨
の

交
換
取
引
所
を
運
営
し
て
い
た
会
社
が
破
産
し
た
場
合
に
同
取
引
所
の
利
用
者
が
届
け
出
た
破
産
債
権
の
一
部
を
認
め
、
残
余
を
認
め
な
い
破
産
裁

判
所
の
査
定
決
定
が
同
決
定
の
変
更
を
求
め
て
利
用
者
が
提
起
し
た
異
議
審
に
お
い
て
認
可
さ
れ
た
事
例
」（
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
一
月
三
一
日
）

が
あ
る
。
金
融
・
商
事
判
例
一
五
三
九
号
（
二
〇
一
八
年
四
月
一
五
日
）
八
─
一
五
頁
。

（
146
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
（
第
３
回
）」（
二
〇
一
八
年
五
月
二
二
日
）
中
島
真
志
意
見
参
照
。

（
147
） 

本
柳
祐
介
「
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
法
的
論
点
」
西
村
あ
さ
ひ
法
律
事
務
所
金
融
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
二
〇
一
八
年
六
月
号
）
一
─
五

頁
参
照
。
前
掲
注（
100
）大
越
有
人
「
仮
想
通
貨
・
Ｉ
Ｃ
Ｏ
に
お
け
る
法
的
論
点
」、
成
本
治
男
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
・
ト
ー
ク
ン
の
活
用
～
ア
セ
ッ
ト
ベ
ー
ス

で
の
可
能
性
」『
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
仮
想
通
貨
を
巡
る
法
的
論
点
』
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
。
成
本
治
男
に
よ
れ
ば
、
個
人
版
私
募
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
（
個
人
向

け
非
上
場
不
動
産
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
フ
ァ
ン
ド
）
の
意
義
、
流
動
性
・
換
金
性
に
か
か
る
設
計
な
ど
が
示
さ
れ
る
。

（
148
） 

前
掲
注（
147
）本
柳
祐
介
三
─
五
頁
。

（
149
） 

倉
橋
雄
作
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
法
律
問
題
（
第
１
回
）
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
個
人
情
報
保
護
法
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
二
三
号
（
二
〇
一
八
年

六
月
一
日
）
四
─
一
五
頁
参
照
。
前
掲
注（
58
）石
川
智
也
・
河
合
優
子
・
白
澤
秀
己
一
─
九
頁
。

（
150
） 

金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
者
等
の
検
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
　中
間
と
り
ま
と
め
」（
二
〇
一
八
年
八
月
一
〇
日
）
一
─
一
四
頁
参
照
。
既
述
の

通
り
、
金
融
庁
は
不
正
流
出
事
案
の
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
社
に
対
し
、
利
用
者
保
護
の
観
点
か
ら
報
告
徴
求
命
令
（
二
〇
一
八
年
一
月
二
六
日
）、
業

務
改
善
命
令
（
一
月
二
九
日
）、
立
入
検
査
の
実
施
（
二
月
二
日
）、
業
務
改
善
命
令
の
発
出
（
三
月
八
日
）
を
行
っ
た
。
同
社
以
外
の
み
な
し
業
者

二
〇
〇



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

（
一
五
社
）
や
登
録
業
者
（
一
六
社
）
に
対
し
て
は
、
本
事
案
発
生
日
に
不
正
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
注
意
喚
起
を
行
う
と
共
に
、
緊
急
自
己
点
検
の

要
請
（
一
月
三
〇
日
）
を
行
い
、
報
告
さ
れ
た
点
検
結
果
の
分
析
等
を
踏
ま
え
て
、
全
て
の
み
な
し
業
者
及
び
複
数
の
登
録
業
者
に
対
し
、
順
次
立

入
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

（
151
） 

「
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
三
分
冊
：
金
融
会
社
関
係
　16
」。
仮
想
通
貨
交
換
業
者
を
監
督
す
る
際
の
行
政
部
内
の
職
員
向
け
の
手
引
書
（
公
表
）。

（
152
） 

Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
金
融
庁
は
企
業
等
が
電
子
的
に
ト
ー
ク
ン
（
証
票
）
を
発
行
し
て
公
衆
か
ら
資
金
調
達
を
行
う

行
為
の
総
称
と
す
る
。

（
153
） 

あ
ず
さ
監
査
法
人
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
金
融
事
業
部
・
内
聖
美
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
下
の
内
部
監
査
─
ス
リ
ー
ラ
イ
ン
・
モ
デ
ル
と
独
立
し
た
レ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
の
確
立
」、
池
尾
和
人
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
日
本
の
銀
行
」
日
本
銀
行
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
「
金
融
機
関
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
改
革
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー
」（
二
〇
一
六
年
二
月
四
・
五
日
）
一
─
四
一
頁
。

（
154
） 

全
く
異
な
る
視
点
か
ら
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
配
置
し
、
取
締
役
会
の
有
す
る
本
来
型
機
能
の
重
視
型
モ
デ
ル
が
直
近
に
お

い
て
米
国
研
究
者
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
る
。Im

plem
enting enterprise risk m

anagem
ent : from

 m
ethods to applications, Jam

es L
am

, 

author.2017 H
oboken, N

ew
 Jersey : John W

iley &
 S

ons,pp1-405.

拙
稿
「
金
融
機
関
に
お
け
る
新
た
な
３
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
実
践
─
内
部
統
制
お
よ
び
内
部
監
査
な
ら
び
にF

inT
ech

関
連
法
制
を
踏
ま
え
た
組
織
法
的
考
察
─
」
日
本
法
学
第
八
三
巻
第
三
号

（
二
〇
一
八
年
一
月
）
一
─
六
〇
頁
。

（
155
） 

み
な
し
業
者
に
お
い
て
把
握
さ
れ
た
実
態
を
踏
ま
え
、「
多
数
（
８
社
以
上
）
の
業
者
で
認
め
ら
れ
た
事
例
」、「
複
数
（
２
─
７
社
）
の
業
者

で
認
め
ら
れ
た
事
例
」
お
よ
び
「
個
社
（
１
社
）
で
認
め
ら
れ
た
事
例
」
の
三
種
類
に
区
分
の
上
で
詳
細
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
金
融
庁
・
前
掲
注

（
143
）六
─
一
三
頁
。

（
156
） 

金
融
庁
・
前
掲
注（
143
）一
二
─
一
三
頁
。

（
157
） 

Ｅ
Ｒ
Ｍ
（E

nterprise R
isk M

anagem
ent

　全
社
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
は
、
企
業
活
動
全
般
に
関
す
る
様
々
な
不
確
実
性
（
リ
ス
ク
）

を
管
理
す
る
た
め
に
企
業
内
の
全
て
の
構
成
員
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
三
つ
の
基
盤
と
し
て
、
１
．
継
続
的
な
プ
ロ

セ
ス
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
の
確
立
、
２
．
経
営
者
の
関
与
と
責
任
の
明
確
化
、
３
．
リ
ス
ク
定
義
と
評
価
尺
度
の
共
有
が
挙
げ
ら
れ
る
。
不
正
会
計
問
題

二
〇
一



に
対
処
す
る
為
に
制
定
さ
れ
た
米
国
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
（P

ublic C
om

pany A
ccounting R

eform
 and Investor P

rotection A
ct of 2002

）
を
受
け

た
日
本
版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
で
あ
る
金
融
商
品
取
引
法
第
二
四
条
の
四
の
四
に
お
け
る
内
部
統
制
報
告
制
度
に
お
い
て
は
、
会
計
監
査
制
度
の
充
実
と
企
業

の
内
部
統
制
強
化
を
求
め
、
法
規
制
上
場
企
業
の
経
営
者
は
自
社
の
財
務
報
告
の
信
頼
性
に
つ
い
て
合
理
的
な
保
証
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
各
企
業

は
以
下
の
四
つ
の
対
応
を
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
構
築
し
実
行
し
て
き
た
。
１
．
合
理
的
な
保
証
を
得
る
為
の
範
囲
を
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
で
決
定
（
評

価
範
囲
の
決
定
）、
２
．
業
務
プ
ロ
セ
ス
上
の
リ
ス
ク
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
抽
出
（
文
書
化
）、
３
．
残
存
リ
ス
ク
（
既
存
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
を
評
価

（
有
効
性
評
価
）、
４
．
許
容
範
囲
を
超
え
る
残
存
リ
ス
ク
の
改
善
（
不
備
改
善
）。
し
か
し
な
が
ら
財
務
報
告
リ
ス
ク
の
概
念
（
定
義
）
や
ど
の
程

度
が
重
要
な
リ
ス
ク
（
欠
陥
）
と
な
る
か
評
価
尺
度
が
全
社
的
に
共
有
さ
れ
ず
、
暗
黙
知
を
形
式
知
化
し
て
全
社
に
浸
透
さ
せ
る
べ
く
、
形
式
知
化

に
必
要
な
基
盤
と
し
て
上
記
の
三
つ
の
基
盤
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
中
の
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
プ
ロ
セ

ス
を
フ
ェ
ー
ズ
０
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
３
に
区
切
り
、
フ
ェ
ー
ズ
０
で
は
基
本
方
針
の
確
立
や
プ
ロ
セ
ス
、
体
制
の
設
計
を
行
う
。
フ
ェ
ー
ズ
１
で
は
リ

ス
ク
情
報
の
収
集
・
評
価
を
行
い
、
こ
れ
が
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
と
称
さ
れ
、
各
部
門
が
保
有
す
る
潜
在
リ
ス
ク
に
つ
い
て
そ
の
要
因
や
想

定
さ
れ
る
影
響
内
容
、
発
生
確
率
や
目
標
へ
の
影
響
度
、
更
に
主
管
部
門
や
既
存
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
管
理
す
べ
き
リ
ス
ク
の
属
性
情
報
を
抽
出
す

る
。
こ
の
リ
ス
ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
に
必
要
な
ツ
ー
ル
を
リ
ス
ク
管
理
部
門
で
作
成
し
、
各
部
門
に
展
開
す
る
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
共
通
言
語
と
呼

ば
れ
、
リ
ス
ク
ユ
ニ
バ
ー
ス
、
影
響
度
／
発
生
頻
度
テ
ー
ブ
ル
、
リ
ス
ク
マ
ッ
プ
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
藤
本
健
「
内
部
統
制
か
ら
Ｅ
Ｒ
Ｍ
へ
」

富
士
通
総
研
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
（
二
〇
〇
九
年
六
月
四
日
）
参
照
。

（
158
） 

金
融
庁
・
前
掲
注（
143
）一
三
─
一
四
頁
。

（
159
） 

金
融
庁
「「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）」
及
び
「
主
要
行
等
向
け
の
総
合
的
な
監

督
指
針
」
等
の
一
部
改
正
（
案
）
の
公
表
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
七
年
一
二
月
八
日
）、
金
融
庁
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
の
現
状
と
課
題
」（
二
〇
一
八
年
八
月
）
参
照
。

（
160
） 

金
融
庁
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
一
八
年
二
月
六
日
）
一
─
三
三
頁
参
照
。

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
リ
ス
ク
管
理
態
勢
を
有
効
性
の
あ
る
形
で
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
機
動
的
か
つ
実
効
的
な
対
応
を
実
施
し
て
い

く
た
め
、
金
融
機
関
等
に
お
い
て
は
自
ら
が
直
面
し
て
い
る
リ
ス
ク
（
顧
客
の
業
務
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
含
む
）
を
適
時
・
適
切
に
特
定
・
評
価
し
、

二
〇
二



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
低
減
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
161
） 

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
は
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
の
た
め
に
各
国
が
法
執
行
、
刑
事
法
制
お
よ
び
金
融
規
制
の
各
分
野
で
と
る
べ
き
措
置
を
ま
と

め
、「
40
の
勧
告
」
を
公
表
し
た
。
二
〇
一
二
年
二
月
従
来
の
勧
告
を
統
合
し
、
さ
ら
に
対
応
の
高
度
化
を
求
め
る
新
た
な
「
40
の
勧
告
」
を
公
表

し
て
い
る
。E

Y
 Japan

（
Ｅ
Ｙ
新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
ほ
か
）「
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
第
４
次
対
日
相
互
審
査
に
向
け
た
金
融
庁
の
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
態
勢
整
備
・
高
度
化
」F

inancial S
ervices R

isk M
anagem

ent

（F
S

R
M

）（
二
〇
一
八
年
二
月
二
六
日
）。

（
162
） 

金
融
庁
・
前
掲
注（
153
）五
─
二
四
頁
。

（
163
） 

拙
稿
「
英
国
企
業
法
制
に
お
け
る
新
た
な
登
記
制
度P

S
C

 R
egim

e

（people w
ith significant control

）
に
か
か
る
考
察
」
千
葉
商
大
論

叢
第
五
六
巻
第
一
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
三
一
日
）
一
三
五
─
一
五
四
頁
。

（
164
） 

人
工
知
能
等
を
活
用
し
、
書
類
作
成
や
デ
ー
タ
入
力
等
の
定
型
的
作
業
を
自
動
化
す
る
。

（
165
） 

金
融
庁
・
前
掲
注（
153
）二
四
─
二
七
頁
。

（
166
） 

鳥
羽
至
英
・
八
田
進
二
共
訳
ト
レ
ッ
ド
ウ
エ
イ
委
員
会
報
告
書
『
不
正
な
財
務
報
告
─
結
論
と
勧
告
』
白
桃
書
房
（
一
九
九
一
年
）。D

eloitte

（
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
）「
統
制
環
境
　内
部
統
制
を
理
解
す
る
た
め
に
前
提
と
な
る
概
念
」
ナ
レ
ッ
ジ
参
照
。
内
部
統
制
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
か
か

る
米
国
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
（the C

om
m

ittee of S
ponsoring O

rganization of the T
readw

ay C
om

m
ission

）
レ
ポ
ー
ト
（
一
九
九
二
）
で
は
、
内
部

統
制
は
統
制
環
境
、
リ
ス
ク
の
評
価
、
統
制
活
動
、
情
報
と
伝
達
、
監
視
活
動
の
五
つ
の
相
互
に
関
連
の
あ
る
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
し
、
統
制

環
境
は
他
の
四
つ
の
構
成
要
素
の
基
礎
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
統
制
環
境
に
は
以
下
の
七
つ
の
要
因
が
含
ま
れ
る
。
誠
実
性
と
倫

理
的
価
値
観
（
不
正
に
つ
な
が
る
誘
因
と
誘
惑
、
道
徳
的
指
針
の
提
供
と
伝
達
）、
能
力
に
対
す
る
経
営
者
の
取
組
み
、
取
締
役
会
ま
た
は
監
査
委

員
会
、
経
営
者
の
哲
学
と
行
動
様
式
、
組
織
構
造
、
権
限
と
責
任
の
割
り
当
て
、
人
的
資
源
に
関
す
る
方
針
と
管
理
。

（
167
） 

中
島
真
志
「
仮
想
通
貨
交
換
業
を
対
象
と
す
る
制
度
的
な
対
応
」
金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に
関
す
る
研
究
会
」（
第
三
回
）
資
料
（
意

見
）（
二
〇
一
八
年
五
月
二
二
日
）。
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
で
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
国
境
を
越
え
て
繋
が
っ
て
い
る
た
め
、

直
接
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
マ
イ
ニ
ン
グ
業
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
規
制
は
困
難
で
あ
る
。
分
散
型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
中
で
唯
一
中

央
集
権
的
な
形
態
を
と
る
の
が
仮
想
通
貨
交
換
業
者
で
あ
り
、
多
数
の
投
資
家
を
傘
下
に
有
し
て
顧
客
資
産
を
預
か
り
、
参
加
者
間
を
含
む
取
引
仲

二
〇
三



介
を
行
っ
て
い
る
。
分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
、
唯
一
規
制
の
対
象
と
な
り
う
る
の
は
中
央
集
権
的
存
在
で
あ
る
仮
想
通
貨
交
換
業
者
で
あ
り
、

国
際
的
に
も
仮
想
通
貨
交
換
業
に
着
目
し
た
制
度
的
な
対
応
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
の
は
必
然
的
と
い
え
る
。
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
や
犯
罪
資
金

等
に
お
い
て
も
問
題
と
な
る
の
は
法
定
通
貨
（
円
、
ド
ル
な
ど
）
へ
の
交
換
局
面
で
あ
り
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
を
規
制
す
る
意
義
は
大
き
い
と
言

え
よ
う
。

（
168
） 

日
本
仮
想
通
貨
交
換
業
協
会
「
仮
想
通
貨
交
換
業
に
関
す
る
自
主
規
制
の
概
要
に
つ
い
て
」
一
─
二
六
頁
、
金
融
庁
「
仮
想
通
貨
交
換
業
等
に

関
す
る
研
究
会
」（
第
五
回
）
資
料
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
二
日
）。

（
169
） 

株
式
会
社
東
京
証
券
取
引
所
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
～
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
の
た
め
に

～
」（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
）、
金
融
庁
「
投
資
家
と
企
業
の
対
話
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
一
八
年
六
月
一
日
）。

（
170
） 

経
済
産
業
省
Ｃ
Ｇ
Ｓ
研
究
会
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
研
究
会
）「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
実
務
指
針
（
Ｃ
Ｇ
Ｓ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」（
二
〇
一
八
年
三
月
三
一
日
）
一
─
八
五
頁
、
同
Ｃ
Ｇ
Ｓ
研
究
会
（
第
二
期
）「
中
間
整
理
　実
効
的
な

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
検
討
課
題
」（
二
〇
一
八
年
五
月
一
八
日
）
一
─
二
〇
頁
。

（
171
） 

二
〇
一
六
年
五
月
導
入
さ
れ
た
英
国
金
融
行
為
監
督
機
構
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
の
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
は
、
金
融
機
関
やF

inT
ech

企
業
が
開
発
段
階
に
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
の
利
用
者
に
対
し
て
試
験
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、

F
inT

ech

の
成
長
を
促
し
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
枠
組
み
で
あ
る
。
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
規
制
の
適
用
免
除
や
変
更
と

い
う
よ
り
も
監
督
上
の
イ
ン
フ
ラ
要
件
緩
和
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
支
援
な
ど
運
用
面
に
お
け
る
柔
軟
化
と
規
制
当
局
に
よ
る
支
援
に
あ
る
と
い
え

る
。
消
費
者
保
護
な
ど
の
法
令
は
遵
守
し
つ
つ
、
規
制
・
監
督
に
一
定
の
柔
軟
性
を
持
た
せ
ら
れ
る
よ
う
、
英
国
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
対
象
を
絞
っ
て
重
点
的

に
監
督
と
同
時
に
支
援
を
提
供
す
る
仕
組
み
と
も
い
え
る
。
荻
谷
亜
紀
「F

inT
ech

振
興
を
図
る
英
国
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
・
サ
ン
ド
ボ
ッ

ク
ス
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
一
八
春
号
三
一
─
四
二
頁
。

（
172
） R

egT
ech

は
金
融
規
制
・
監
督
を
行
う
上
でF

inT
ech

を
活
用
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
ジ
ュ
リ
ア
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
平
塚
マ
ル
セ
ロ
「
国
内

外
のR

egT
ech

（
レ
グ
テ
ッ
ク
）
の
動
向
と
今
後
の
展
望
～
金
融
規
制
の
「
効
果
的
」
な
遵
守
を
実
現
す
る
切
り
札
的
存
在
に
～
」
ト
ム
ソ
ン
・

ロ
イ
タ
ー
（
リ
ス
ク
部
門
）
金
融
財
政
事
情
（
二
〇
一
七
年
五
月
二
二
日
）
三
四
─
三
七
頁
。
証
券
業
界
と
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
関
す
る
研
究
会

二
〇
四



F
inT
ech

関
連
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
察
（
藤
川
）

「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
時
代
の
証
券
業
」
日
本
証
券
経
済
研
究
所
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
一
─
三
〇
頁
。

（
173
） 

淵
田
康
之
「F

inT
ech

の
規
制
と
振
興
　─
米
国
の
ス
タ
ン
ス
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
一
六
秋
号
三
九
─
五
八
頁
参
照
。
同

「F
inT

ech

の
中
核
を
占
め
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー
ス
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
野
村
資
本
市
場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
一
五
秋
号
二
一
─
四
五
頁
。

（
174
） 
後
進
国
な
ど
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
貧
困
層
、
中
小
事
業
者
な
ど
に
相
応
の
コ
ス
ト
で
提
供
す
る
。T

he W
orld B

ank

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
「
金
融
包
摂
が
進
展
す
る
中
、
依
然
と
し
て
残
る
格
差
」『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
２
０
１
７
報
告

書
（
最
新
版
）』
二
〇
一
八
年
四
月
一
九
日
）。
柏
木
亮
二
「
金
融
包
摂
の
鍵
と
な
るF

inT
ech

」
野
村
総
合
研
究
所F

inancial Inform
ation 

T
echnology F

ocus
（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
一
四
─
一
五
頁
。

（
175
） 

淵
田
康
之
・
前
掲
注（
166
）「F

inT
ech

の
規
制
と
振
興
　─
米
国
の
ス
タ
ン
ス
」
四
二
─
四
三
頁
、
五
六
─
五
七
頁
、
五
七
─
五
八
頁
。

（
176
） 

三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
「
リ
ス
ク
管
理
へ
の
取
組
」
五
四
─
五
七
頁
。

http://w
w

w
.sm

fg.co.jp/investor/financial/disclosure/h2807_c_disc01_pdf/h2807c01_26.pdf.

ま
た
メ
ガ
バ
ン
ク
に
お
け
るF

inT
ech

業
務
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
多
治
見
和
彦
「
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
〝み
ず
ほ
〟
の
取
り
組
み
」、
吉
澤
陽
子
・
高
梨
昇

「
み
ず
ほ
銀
行
の
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
早
稲
田
大
学
デ
ー
タ
科
学
総
合
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演

（
二
〇
一
八
年
七
月
三
〇
日
）。
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
に
よ
る
市
中
協
議
文
書
「
銀
行
の
た
め
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
諸
原
則
」
に

つ
い
て
、B

asel C
om

m
ittee on B

anking S
upervision, C

onsultative docum
ent,G

uidelines, C
orporate governance principles for 

banks,Issued for com
m

ents by 9 January 2015,1-36pp O
ctober 2014, w

w
w

.bis.org/bcbs/publ/d328.htm
.

（
177
） 

収
益
極
大
化
を
目
指
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ス
ク
（
金
利
リ
ス
ク
、
価
格
変
動
リ
ス
ク
、
為
替
リ
ス
ク
）、
運
用
と
調
達
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
か
ら

派
生
す
る
流
動
性
リ
ス
ク
な
ど
各
種
リ
ス
ク
を
適
切
に
把
握
し
て
能
動
的
に
資
産
と
負
債
の
構
成
を
操
作
し
、
戦
略
的
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
図
る
。

日
本
銀
行
営
業
局
「
金
融
機
関
Ａ
Ｌ
Ｍ
の
現
状
と
課
題
」
日
本
銀
行
月
報
（
一
九
九
九
年
五
月
）
一
─
二
六
頁
。

（
178
） 

金
融
機
関
に
お
け
る
三
つ
の
防
衛
線
と
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
に
み
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
理
論
と
実
践
」
千
葉
商
大
論
叢
第
五
四
巻
第
一
号
（
二
〇
一
六
年

二
〇
五



九
月
三
〇
日
）
二
〇
九
─
二
二
七
頁
。

（
179
） 

拙
稿
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
初
め
て
の
改
訂
─
コ
ー
ド
と
会
社
法
が
混
在
す
る
中
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
実
効

性
確
保
が
課
題
」R

egulationsV
ol.14

（
二
〇
一
八
年
九
月
）
一
八
─
一
九
頁
。
①
改
訂
項
目
の
う
ち
特
に
資
本
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
企
業
が
資
金

調
達
す
る
場
合
の
コ
ス
ト
を
意
味
し
、
株
主
資
本
（
自
己
資
本
）
の
み
な
ら
ず
負
債
（
他
人
資
本
）
調
達
に
も
発
生
す
る
。
コ
ー
ド
の
改
訂
版
の
説

明
で
は
、
資
本
コ
ス
ト
に
つ
い
て
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｃ
（W

eighted A
verage C

ost of C
apital

株
主
資
本
コ
ス
ト
と
負
債
コ
ス
ト
の
加
重
平
均
資
本
コ
ス

ト
）
に
言
及
し
て
い
る
。
②
こ
の
中
で
株
主
資
本
コ
ス
ト
は
資
金
提
供
者
側
の
株
主
の
期
待
収
益
率
（E

xpected rate of return

）
と
説
明
さ
れ
、

株
主
は
こ
の
株
主
資
本
コ
ス
ト
以
上
の
リ
タ
ー
ン
を
投
資
先
企
業
の
経
営
陣
に
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
株
主
の
利
益
に
つ
い
て
は
、
通
常
は

Ｒ
Ｏ
Ｅ
（R

eturn on E
quity

自
己
資
本
利
益
率
）
で
図
ら
れ
る
が
、
株
主
資
本
コ
ス
ト
と
の
相
違
は
利
益
の
た
め
に
費
や
し
た
費
用
も
勘
案
す
る

点
に
あ
る
。
こ
の
株
主
資
本
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
コ
ー
ド
で
言
及
が
さ
れ
な
い
が
、
配
当
還
元
モ
デ
ル
Ｄ
Ｄ
Ｍ
（D

ividend D
iscount M

odel

配

当
割
引
価
値
法
）
あ
る
い
は
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
（C
apital A

sset P
ricing M

odel

資
本
資
産
評
価
モ
デ
ル
）
等
で
算
出
し
て
も
割
引
率
、
個
別
株
式
の
リ

ス
ク
を
定
量
的
に
把
握
す
る
指
標
で
あ
る
ベ
ー
タ
リ
ス
ク
（
ß
）
な
ど
の
選
定
に
お
い
て
恣
意
性
が
入
り
込
み
や
す
い
。
仮
想
通
貨
フ
ァ
ン
ド
な
ど

の
リ
ス
ク
を
い
か
に
適
切
に
織
り
込
み
、
規
定
類
等
を
整
備
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
に
か
か
るcom

ply or explain

な
ど
開
示
・
説
明
責
任
を

果
た
す
の
か
が
検
討
課
題
と
な
ろ
う
か
。

［
本
稿
は
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
研
究
基
金
の
助
成
金
に
基
づ
く
研
究
成
果
で
あ
る
］

二
〇
六




